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第 一 部 序論
第 一 ー 車 : 本研究の 方法及び目的
第 一 節 : 言辞研究の方法
遠い背か ら現在に至 る まで ､ 科学技術の発達やl止卿こ対する 人矩 の 認織の発展は備に低
い段階から高い段階 へ ､ 簡単なもの から複雑なもの へ ､ 個別的なも の か ら全体的なも の へ
と進歩して きた o 言語研死も こ れらの 発展 と非に進捗 を遂げて きた o 歴史的 に見れ ば､ 言
語研死はそ の 理論 と して ､ 影響の も っ とも大きい もの は伝統文紘 ､ 構造言緒学 ､ 生成変 形
文法の 順 に発展 して きた ｡ 伝統文法は ､. ＋/
.
＼ノl上蛸己か ら ､ 品詞諭と構文諭を扱うよう にな
り ､ 主に詞 と文の 成分と の対応関係などを歪んじた｡ 今世紀初めからの構造言蘭学は､ 学
派 に よ っ て は〕三弓艮も見 方も少しずつ 異なるが ､ 伝統文法と比 べ れば ､ - つ ･ --一 つ の 文法現象
をばらばらに見る の で はなく ､ 体系的にそれを記述する こ とが特色とな っ て い る ｡ さら
に ､ 五十年代からの生成変形文法となると ､ - 一 つ の言静にお い て で はなく ､ 視野 を世界の
緒言音別こ広げて , 通言韓的に見て ､ 人間の 言葉峠どんな普遍的な特徴を持 っ て い る のかを
広く追及 しようと した ｡ もちろ ん ､ こ の 言帝研究の 発展も広く科学技術の発展と同じよう
に ､ そ の 道筋は決して , ま っ すぐなもの で はな い ｡ ある哲学者が言 っ たよう に､ そ の発展
の道筋は螺旋状の もの で あり , 循環して はい るが , . 同じ レベル で の 循墳で はなく ､ い つ も
高い 段階に向か っ て の 循環で ある ｡ そ の 結果 ､ 言帝研死におい て はい ま百家争嶋の展開と
な っ て い る ｡
構造言語学を発展させ た生成変形文法は言辞界にお ける革命だとさえ評価されて い た｡
こ こで , 角度を変 えて み ると ､ 伝統文法や構造言辞学はおおまか に言えば, 帰納法 に属す
る もの で あり ､ 生成変形文法は演縛法に属するも の だと考 えられる ｡ しか し ､ 方法は帰納
法 にせ よ, 演締 接に せ よ ､ 研究対 象が 同じで あれ ば, そ してそ の 研究方法が合理的なもの
で あれ ば, 研究結果 に は 共通性 が見受けられ る こ とも現実で ある ｡ 具体的な例 で見る と ,
[1･)固辞 の 学者朱徳照氏 (1 9 6 1) は, そ の 用 い る方法は伝統文法 の方法だ と ､ 輪文で 明
言して い る . 氏はE17国拍にお ける用言からなる連体修飾韓とそ の後に来る被修飾晴とな る
名詞との関係につ い て ､ 2種類分ける べ く主張して い る｡ そ の考え方は日本籍 の同様の状
況を分析 した寺村秀夫氏 (1 97 5) の考 え方と共通点が ある ｡ 言 い換え ると､ そ の 2種
1
類 の労け方をまぞ れぞれ考村秀夫氏の用蔽 ｢内の関係+ た ｢外の 関係+ の渡わす態gMこ対応
してら護る ｡ - 方斗 生成文経で中経ま紡を分析した湯廷漁民 宅1 9 ア 7) 戦 芝 の ような連休嫁
勝機遊を関係節と弼格鮮の 2種類に分をナて n る e そ して こ の 関係鮮 と同格節と の常♭r]3
J
は
熱沖氏の言う ｢芦好カ誉悌芦頑迷紡績鱒j と ｢同和<- -凍 名詞連休修飾j 蔓芸表′事§適 して駈ゝ る た見る芝 とが
で 営､ 束氏の見方と周表替をま適うもの の ､ 貰 っ てらうる こ とは同じよう に既着ヨ者謀る 秒 芝凄謀ら招
馴死線凝 に見られる共通性は決して偶然 の こ と とは貰えな い だろう ｡
u ずれに せ よ ､ 科学的をこ言教場象を分析すれぱ､ 閉じ客観的な存在たして の ｢ラ ン グ+
の 堂貌からをま守 近駈蔑拷着控疑惑環見旨ちだ登れる 形 態も っ 藍態な こ 藍習あろう や
第二 節 : 本研究の 山発点
_L記の考えに より ､ 本研究で は､ 基本的には伝統文法や構造言師学の方法を取る･- 一 方,
言絶間 には , 確 かに頼似性も しく は共通件があ る と い う頬 の 考 え方も受け入れ る ｡ 具体的
に言え ば､ 品詞 の 分類や文の 成分は主 に伝統文法 (現在も学校 で使われて い る い わゆ る学
校文法を主な対象 と して) の 説 に従い ､ 分析 を行う過程 で ､ 構造 言辞学的な方法を用 い ,
さ らに ､ 結論を出す ときは , で きる だけ言糖 の 普遍 ,rl=. の こ とをも考慮す る ｡ 改めて 背く必
要 もな い が ､ Tll国語 は孤立語的な言給で あ ると い う進本的な牲格によ り , 後で見 る小国綿
にお ける ｢的+ の 連休助詞や準体助詞として の 用法にもい ろい ろ の影響を与えて おり ､ I∃
本 掛ま腰巻語的な言拒で ある とい う牲格により ､ 日本綿 の 連休助詞や準体助詞の ｢の+ の
用法 にも ､ 少なか らぬ影響を与えて い ると思われ る ｡ さらに ､ 小国絶と口本紙は1rI. .線関係
の な い 言語 にもかかわ らず , そ の 間 に見られる 共通牲は決 して鯉視す べ きもの で はない ｡
そ の 共通牲 に つ い て , 三 つ ほ ど例 をあげよう ｡
1 ､ 連体修飾を梢成する とき､ 一 部の 副詞や助数詞 の 用接に類似牲が見られる . Ef本軒
で は , 副詞 は 一 般的に動詞や形容詞 , 形容動詞を修飾したり ､ 文末の陳述様式と呼応した
りす る もの で あるが ､ 一 部の もの は名詞を修飾する こ ともで きる o 例 :
(1) , 豊里左にずら してく ださ い ｡
(2) ど三 です ｡
一 方 ､ これ を中国語に訳 したと きも ､ 同じ 帽舶司＋ 名詞 (数詞 ＋助数詞) + にな る .
(1
'
) ､ 清+
(2
'
) メ
∫ 一 点
さ ら'に ､ 助数詞の 場合 ､ 中国語 で は , ｢数詞 -ト助数詞+ からなる連体修飾諏は大きく 2
穂頬 に分 けられ ､ ｢的+ の 使用 が許され る もの と許 されない もの とが ある ｡ ｢的+ の 使用
が許されない もの は , ト ー 十/ 一 つ+ ､ ｢ 一 本/ - --m+ ､ ト 柄/ 一 台+ の ような数量を
3
表す もの で あり ､ ｢的+ の 使用が許 され る もの は ｢ 二十歩/二 十歳+ ､ ｢三 百頁/三 百
ぺ - ジ+ , ｢2 0 0c c/ 2 0 0c c+ の ような
JFlfr:.質 ､ 状態を表す もの で あ る o そ の 具体
的 な使用例 は次の ような もの で ある ｡
(3)
(4)
(5)
--･ 十小姑娘/ 一 人 の 小 さな女の 子 ･ 二 十歩血小鮒娘/ 二 十歳の 若い 女の 7･
･､･Lq- 本:I.;/ - rTrJの 本 ･ 三百前出Tl7;/三日 ペ ー ジの 本
--L-･ 印 刷七草/ 一 命の オ ー トバイ ･ 2 O 0c c岨削[;午/2 O 0c cの オ - トバ
イ
ーい国 掛ま孤立繕的な言絶 で あるが故に ､ ｢的+ の 使用も場合に よ っ て は ､ t仁斎の もの で
あり , 場 合に よ っ て は ､ 義務的なもの で あり ､ また場合によ っ て は , そ の 使用 は許されな
い o --･▲ 方 ､ 日本絶 とな る と ､ ひ ろく体言が連体修飾辞 を伸如戎す る とき ､ 常に rの+ の 使用
が義務 的なもの とな る o よ っ て ､ ETJ国語 の よう に ､ )[
.
5の 上で は ､ こ の 2種籾の連体修飾窮
の 違 い は見 当た らな い わ けで ある o しか し ､ 日本諦 にお い て は ､ ｢数詞 ＋助数詞+ が
｢の+ を介 して , 連体修飾韓 となる ほか に ､ また し ばしばそ の ままの 形 で連用修飾綿.とな
り ､ 動詞 を修飾す る こ と もで きる o こ の 連用修飾諦 にもそ の ままの 形で転出で きるか どう
かをパ ラメ - 夕 に見ると , たち まち こ の 2穣類の違い があらわにな っ て く る ｡ すなわち ,
数量を表すも の には ､ こう した用法 を持つ が ､ 惟質 , 状態 を表すもの に は, こ う した用法
はない の で ある ｡
2 ､ 上 にもあげたが ､ 寺村民は日本言引こお ける連体修飾節を大きく ｢内の 関係+ と ｢外
の 関係+ と に分けて い る が , 中国籍 におい て も, 朱徳熊氏が指摘したよう に ､ い わゆ る ｢
DJ的M+ に は次の 2種類の異な る類型を含んで い る とい う (｢DJ+ は動詞性成分をさし ,
｢M+ は 名詞性成分をさす) 0
a , ｢M+ とそ の 前の 動詞牲成分の 間に は潜在的な主部 ･ 述部の 関係ある い は述掛 目的
語の 関係が存在する ｡ 例 :
(6) , 井草的人/ 車を運転する 人
(7) ､ 老王升的那柄草/王さん の運転する車
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(8) ､ 他 州伽牧草/かれが話 した物語
(9) ､ 叢 刊I(],#百子/ 本をい れ る緒
(1 0) ､ 他鎗我的倍/か れが弘 にくれた手紙
b､ ｢軌 とそ の前の動詞牲成分の間に は潜在的な主掛 連帯の 関係轟る♭ゝは述呂賢･巨ほ
f
j蘇
の 関係は存在 しない ｡ 例 :
(1 王)
(1 2)
(i 3)
(1 4)
(i 5)
升草的接木/車を運抵する技術
走路的祥子/道 を歩く姿勢
女李朝北京約fl割切/ 汽車が北濃に着く時刻
仙脱括的声音/かれ の許す声
桑輝的泉田/ 浄罪した原因
寺村民 の ほど体系的で詳 しい 考察 で はな い が , 言 っ て い る こ と娃同じよう に思 わわる 9
3 ､ i.I;.国絶の r的+ は連体助詞 で ある 一 方, 準体助詞 の用法や , ｢是+ と呼応す る用
法, 終助詞の用法などがあり ､ 日本繕の ｢の+ も達雄助詞であると同時妄こ､ 準終助詞g)潤
法､ ｢の だ+ の 形の用法､ 終助詞 の 用法などがある o これらの ･各方面にわた る対応も決し
て偶然によるもの とほ考えられなu o
この ように , 連体修飾桶遥 にお い て だけで も ､ 中国絶と日本綿の間には少なくとも以上
にあをブたような共通点が見られる の で , 頭首蓉の対照研究を行うに際 し､ これらの 共通点
を棚遵点とともに考察したほうが , より適用画の広 い締約を得る こ とがで 潰よう ｡
5
第三節 : 本桝死の 目的
本桝死で は, 中国把の ｢的+ と日本祈の ｢の+ との 対 脚Urt9宅を通じて ､ 桐言層 にj3ける
連体修飾構造の 成立事情を明らか にし , 中国語 と日本絶 と い う血縁関係の な い 二 つ の 言辞
に類似牡を見い だ し ､ 言綿 の 普遍的な性格を つ かみ た い と考 える ｡
具体 捌こは ､ まず 中国言昏と日本綿とい う 二 つ の 言辞 の 一 般的牡格 を明 らか に し ､ 連休助
詞 と して の ｢的+ ､ ｢の+ の 使用は それぞれ二 つ の 言諦の ･ --一般的牡格とどの よ う に関係 し
て い る の か を追及 し , 二 つ の r ,q締体 系の なか で rrJfJ+ と r
'
の+ と の 本質 を捕 まえ よう とす
る o 続 い て , 連休 助詞 と して の ｢的+ ､ ｢の+ の 前後に現れ る絶やそ れらの 桔の 問に 内包
さ れて い る柄文的な関係を明らかにする こ とに より , ｢的+ と ｢の+ との 具体的な使用上
にお ける 異同を 明らか にす る . 後者 に 関して は ､ 中国言引こつ い て は , 朱徳熊氏 (1 96
1) や英国営氏 (1 9 82) な どの 先行研究があり ､ lヨ本音引こつ い て は, 奥津敬 - l印氏
(ユ･ 9 74) や内聞直仁氏 (1 9 8 2) な どの 先行研究がある ｡
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第 二章 : 先行研 究
こ の 章で は , rl1日両言 掛 こお ける連体修飾拍及び ｢的+ ､ ｢の+ に対する先行桝死を通
観す る つ もりで あ る ｡ ｢的+ と ｢の+ は共 に使用頻度の非常に高い も の な の で ､ それ に対
す る桝死は年代を問わず盛ん に行なわれて きた ｡ 本桝死で は､ 言 辞の 基本的な性格によ
り , 拍 の使用や構文的な方法が決められる と考 えて い る ｡ 同時に ､ 一 つ の 酪に いく つ かの
用法が ある ときも , そ の 絶の 基本的な牲格 に よ っ て ､ 一 つ 一 つ の 用 法が互 い に有機卿こつ
な が っ て い ると考 えて い る . したが っ て ､ 以下 で は ､ で きるだけ広範鮎=こわた っ て ｢的+
や ｢の+ な どの 使用 法に 関す る研死を紹介す る ｡
なお ､ 本研死で特に参考 して い る先行研究に つ い て は､ 後の考察 で詳しく 翰 じる の で ,
こ こ で は ､ 各研究に対して , 評価を控 えたい ｡
第 一 節 : 中国語 にお ける連体修飾語や ｢的+ に対す る 先行桝死
-I-- , 朱徳県民から始まる ｢的+ につ い て の 体系的な桝死
中国語 にお い て は , ｢的+ につ い て はじめて体系的な桝死を施した の は来徳照氏で あ
る ｡ 来氏 は1 9 62 年に 『-二f:･r3iT繕文』 で ｢
` 的
'
につ い て+ とほ した論文を適職 し ､
｢的+ に対す る綿密か つ 科学的な考察 を行 っ た ｡ そ の 大要 を簡約す れ ば ､ 次 の よう にな
る ｡
｢的+ は 三 つ に 分け られ , そ れぞれ的1 ､ 的 2 ､ 的 3 と名付ける ｡ ｢的 1+ とは ニ膏節
副詞 に後接す る ｢的+ で あり ､ 副詞性文法単位の 後接成分で ある ｡ 副詞他の もの だか ら ､
｢的1+ が後統された単位は ､ 述帝性を持つ成分を修飾する ことはで きるが ､ 名詞を修飾
する こ とはで きず, 主締, 目的碕､ 述緒にな る こ ともで きない o ｢的2+ とは単音節形容
詞の 重畳型 に後接する ｢的+ で あり ､ 形容詞牲文法単位の後接成分で ある ｡ 形容詞性文法
単位の後接成分だから､ ｢的2+ が後統されたもの は述帝 , 祁綿, 連体修飾騎, 連用修飾
音別こなる こ とがで きる o ｢的 3+ とは形容詞や ､ 動詞 , 名詞 に後接する ｢的+ で あり ､ 名
詞拙文法単位の後接成分で ある ｡ ｢的 3+ が後接して 得られる表現形式の機能と し七は ､
主蘇 ､ 目的帝 ､ 連体修飾言臥 述綿 になり得るが ､ 連用修飾語 ､ 補綿 に はなり得な い ｡
氏は さ らに , ｢的+ は後接成分で あり ､ 媒介成分で はな い こ とや ､ ｢的 1+ ､ ｢的
2+ , ｢的3+ の 分布 ､ ｢的1+ ､ ｢的2+ ､ ｢的3+ に分ける根拠などを論祝した ｡ 氏
が最後にあげた ｢的1+ ､ ｢的2+ ､ ｢的3+ の 分布表を下 に紹介す る ｡
類別 記号 例
｢的+ 附加後の
機能
｢的+
▲
の
類別
二番節副詞 ド 忽然 副詞性 的1
単酋節､ 二音節､ 三者
節擬声語
N l
,
N 2, N 3 噂, 呼吸 =剛東棟 副詞性 的l
単酋節形容詞重畳型
Ra 幻二幻二 形容詞性 的2
R b 総轄 形容詞性 的2
二 番節形容詞重畳型 A A B B 千:i-
A
-砕玲 形容詞性 的2
接尾成分を伴う形容詞 A- a 紅過迫 形容詞性
`
的2
四番節擬声語 N4 希圭.1ま畔鴨 形容詞性 的2
｢対+ 構造 B
光線充故 副紺性 的1
大悦小怪 形容紺性 的2
名由 M 木共 名詞性 的3
動詞 D 吃 名詞性 的3
単音節形容詞 A 自二 名詞性 的3
二 音節形容詞 A B
便官 名詞性 的3
帥心 名詞性/副詞性 的3/的1
程度副詞＋形容詞
fA,fA 8 相好, 挺 便宜 形容詞性 的2
r A
,
fTA B 最好, 最便宜 名詞性 的3
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統 い て ､ 氏 は ｢ - 的 3+ は あく まで も名詞的な構 造で あり ､ ｢的 3+ は 名詞怪文法単位
の 後接成分だ とい うo 氏 の 言 う ｢的 3+ は い わゆる連体助詞 も含めれば ､ 弊体助詞も含め
る ｡ 要す る に , 連体助詞 も準体助詞も 同じ もの だ と い うo 氏 の 分班 に従えば ､ 連休助詞 の
｢的+ は ｢的a+ と記 し ､ 準体助詞 の ｢的+ は ｢的b+ と記す ｡ そ して ｢的a+ と ｢的b+ の
分布範抜馴ま相補的で ある と し､ こ の 両者の 分布矧Ai) を一 つ に合わせ れば , ち ょ う ど名詞 の
分布範臼削こ相当する ｡ そ の 分布範囲につ い て は ､ 次の ような表を掲げて い る｡
的a
的b
名詞
+-
＋
目的諏
＋
＋
連体修飾諦
+-
氏は また普通 に い う緒気助詞 の ｢的+ も ｢的3+ だと見なす｡ これ に つ い て は , 朱徳照
氏は別の論文 (｢
`
的
'
構造と判断文+ 1 97 8) で さらに許しく述べられて いる ｡ その
論文も本研死と深くかかわ っ て い る の で , そ の 大意を紹介する ｡
動詞性成分 に よ っ て 梢成され た ｢的+ 構造および こ の 頬の ｢的+ 構造を含む判断文は次
の 五種に分けられ る ｡
Sl : M +一 是+- D J的 (小王是咋天来的 (王君は昨日来たのだ) )
S2 : D J的＋ 是+- M (昨天来的是小王 (昨日来たの は王君だ) )
S3 : 是 ＋ M ＋ DJ的 (是我清小王来的 (ほ かな らぬ私が王君に来て も らっ たの だ) )
S 4: 是 ＋ DJ的 ＋ M (是我升的｢1 (私がドア をあ けた の だ) )
S5 : (DJ的) 1 ＋是 ＋ (D J的) 2 (仙舎的是人家挑剰下n(J (彼が取 っ たの は他 の 人が
え らびの こ した もの だ) )
氏 に よれ ば, こ こ の ｢M+ は名詞性成分を表し , ｢DJ+ は動詞帆戎分 (単独の 動詞 ､
各種 の 動詞性構造 , 及び動詞を述諦 とす る主述構造を含む) で あると い う ｡
1 0
続 い て ､ 氏は ｢向+ (動詞の 項 一 引用者注) と い う概念 を導入 し , さ らに ､ ｢D J的 ＋
M+ と い う 構造をA矩形式 ( ｢升牟的人+ の よう に ､ M とそ の 前の 動 詞 仙戎介 のl 捌こは潜
在的 な主部 ･ 述部の 関係あ る い は述梧 ･ 日 脚再の 関係が存在 する ､ い わばM がそ の 前の 動
詞の 潜在三に綿あ る い は潜在目的綿で ある構造) とB頼形式 ( ｢升午l
'
l(Jj.
'
吏瀬+ の よう に ,
とそ の 前の 動詞牲成分の 間 に は潜在的な主部 ･ 述 部の 関係ある い は述 掛 目的綿 の関係が
存在しない ､ つ まり潜在主栢で もな ければ ､ 潜在 目的帝で もない 構造) の 2頬 に分け ,
別学式の なか の ｢DJ的+ は主従構造全体を代替 しうるが ( 升キ的 - 升午n
/
J人) , 】欄)F!
式の なか の ｢D J的+ は主従構造を代替する こ とはで きない (j･F卑:･n勺≠ 升牛的技木) と指
摘 して い る ｡
さ ら に , 氏は 上 に紹介 した五種籾の ｢的+ 構造 を含む判断文にお ける ｢的+ 構造と , こ
の A頬 形式 との 関係を踏まえつ つ , 玉穂類の判断文の構造を分析した ｡ 氏は ､ 五穣輯の判
断文に含まれ る ｢的+ は , い ずれも ｢的3+ で ある とい う｡ そ し て , 具体的に は , ｢
1+ と ｢S 2+ の なか の ｢M+ はい ずれも ｢DJ+ の 潜在主賠 ある い は潜在目的絶で あり ,
｢s3
_l は主帝 ｢DJ的+ が後置された主述文で あり ､ そ の 主諦を述語 の 約に移動させるな
らば , ｢D J的 ＋ 是 ＋ M+ とな り, ｢S 2+ となる ｡ つ まり ｢S3+ と ｢S2+ の 間には変換
関係が存在す ると い う o そ して ｢S3+ の 場合, 文中の ｢M+ がい ずれも主格に位置す
る o ｢S 4+ も主韓 ｢M+ が後置 された主述文 と見 な し , こ の 主師 を文頭 に移動 させ るな
ら ば､ ｢s 4+ は ｢M ＋ 是 ＋DJ 的+ となり , ｢S l+ となる ｡ すなわち ､ ｢S4+ と ｢
1+ の 間に は変換関係が存在す る ｡ ｢S4+ の なか の ｢M+ は実は ｢DJ+ の潜在 馴勺綿で
あ る . A ｢s5+ に対 して は ､
(1) ([DJ(S) 的] o)s十是＋ [DJ(0)的] s
(2) [DJ(S) 的] o＋是＋ ( [DJ(0)的] s) o (Sは主緒 , oは巨川勺静 - 引用者牲)
の 二 種類の分析方法があり ､ (1) は ｢Sl+ と同 一 の 類型に属し､ (2) は｢S2+ と
同 一 の 類型 に属する とい う ｡
束徳幣氏の 研究は簡単 に 以下の ように まとめ る ことがで きよう o
l l
1 ､ ｢的+ を ｢的 1+ , ｢的 2+ ､ ｢的 3+ に分 ける ｡
2 , ｢的+ 構造は名詞的な附力=戎分 で あり , 連体修飾諦を偶成す る と きも ､ 主析や 目的
折を偶成する ときも ､ 名詞的なもの で ある ｡
:i , い わ ゆる終助詞 の ｢的+ も ､ こ う した ｢的+ 稲造と同 じよう に 名詞的な附加成分で
ある ｡
二 ､ 朱徳照氏 の 説 に対する反応及び来氏の 反論
朱氏の l
`
的
'
に つ い て+ はETl国静学界で大きな反響を引き起 こ し ､ 英景欣氏 ､ 呂叔洲
氏 ､ 言 - 一 兵氏 ､ 季永興民 らの 批判 の 文章が直ちに現れ ､ 朱氏もそれ に答 える文車を書い て
反論 した. 問題 の 焦点 は ｢的+ は後接成分か､ それとも媒介成分か ･ 文末の ｢的+ は師気
詞か ､ そ れ とも ｢的 3+ か ･ 連体修飾諦以外の 位置に 生起す る ｢的+ の 後に省略が存在す
る か否か などで ある . 例を--- - つ 見ると ､ ｢的+ が後接成分で ある こ とに閲し ､ 朱氏は ｢最
も重要な証拠は漢帝の言帝体系に
‥
sl的､ S 2的, S 3的 ･ - S ll的 M ” とい う表現形式
が存在する ことで あ る+ と述 べ て い るの に対し ､ 季氏 (1 9 6 5) は , 漢帝の 言帝体系に
は なお , ｢s l, S 2, - S ll的M+ や ｢Sl , S 2 ､ - 的M l､ M ､ - M ll+ とい っ た
表現形式も存在する こ とをあげて ､ 批判 した ｡
朱氏 は これらの 批判 に対 し ､ 論文 ｢(
`
的
'
に つ い て) に つ い て+ を発表 し ､ 自分 の 輸
説 の 正 当牡を唱えた ｡
反対意見がかれ こ れあ っ たに もかかわ らず､ 朱氏の研究は少なくとも ｢的+ とい うい わ
ゆる虚砕の持つ い ろい ろ の 複雑な用法を 一 つ の 理論体系で整理 した , すば らしい 業績だ と
言え よう ｡ 朱氏 の 研究は そ の 後の ｢的+ に対 す る研究の 基盤 をな し とげた こ とは諭を待 た
な い ｡
三 ､ 朱徳熊氏以降の ｢的+ や連体修飾語に対す る研究
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｢的+ とい う 日常嘗蘇生熔 で 常 に 轟い 頻度で 使われ ､ か つ その 用法 も複雑棲まる助網 に
対 して , 従来 人々 は51(i. 々 な らぬ関心 を抱い て きた ｡ そ れ に関する研死 も絶え る こ となか っ
た昏 特 に近年にな っ て ､ 新しい 言辞理論や新 し い 手段 を使っ た研究が増 え つ つ ある o
束氏以降の研究をそ の内容から太ぎっ ばに分検す る と､ 以下0)ようなもの がある o
1 ､ ｢的+ に関す る体系的な研死
上記 に紹介した朱徳熊氏 の研死の はか に ､ 米国常民 (1 9 8 2) も､ ｢的+ の 用法につ
h て ､ 七 つ Qj項目を設 けて厳密な考察を施した 申 そ の 七 つ の 項目とは ､ 1 , 名詞 ＋杓 ;
2 , 動詞 ＋ 的 ; 3 ､ 形容詞 ＋的 ; 4 , 放列式連綿＋的 ; 5 , ｢的+ の 形象化機能; 6 ､ 偽
連体修飾醇の マ - カ - の ｢的+ ;7 ､ ｢是+ と呼応して ､ 意味 の 燐点を明示する ｢的+ で
ある o 氏は前の ほう の 三 項目で , ｢的+ の機能､ 表す意味を鰍密に分析し ､ また6 の 項目
で ､ さ らに柄追により ､ 三 つ の パ タ - ン に分け､ 7 の 項目で､ い ろ い ろの 文の 成分 へ の指
示や ､ アス ペク トに対する制限などに つ い て分析 して い る e 最後に氏 は ｢的+ を二 つ に分
ける ベ く主張して い る ｡ 一 つ はそ の受けるもの の品詞を変える働澄があり (例 : 櫛/ あな
た - 俸約/あなた の ･ 吃/食べ る - 吃約/ 食べ 物 ･ 紅/ 赤い - 鉦約/赤い もの) ､ 後 - つ
は こ うした働 きはな い ( 例: 新郷こ訓男/だんだん慣れ る … 漸漸的訓蝦/だんだん憤れる ･
流碍干干浄浄/ きれい に洗う -7)FE 得干干浄静的/きれ い に洗う) として い る ｡ そ･ して ､ 前
者の ｢的+ は構文的に ､ 関係を表すこ とが で き , 後者の ｢的+ は ､ ｢ - 的+ の 汁 一 部で あ
り ､ 時に よ っ て は ､ 省略 で きる と指摘して い る o
毅氏の 研死は束徳難民 の研究を発展させたもの と見て よかろうo
2 ､ ｢的+ の 歴史に関す る研究
｢約+ は分化 - 合併 一 分化の歴史をたどっ て きた o これ に関 して は , 呂叔湘氏は早く も
l些トト年代に論文を発表して い る (｢治底､ 地之卵及臆学的由来+ 1 9 4 3) ｡ そ れ によれ
ば､ 唐や栄の 時代 の話し言葉に ､ ｢地+ と ｢底+ があり､ その 軽い方は遜 っ て い た ｡
一
発音
もお そ らく違う o しか し , 当時の ｢底+ と ｢地+ の 用法の適い は現在の ｢的+ と ｢地+ の
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用法 の凌い と は異る ｡ ｢底+ は 限定的修餓 掛 こ用 い られ ､ r地+ は描写的感牌 掛 こ用 い ら
れ た｡ 後にな っ て ､ こ の 二 つ の 字の 発音がそ れぞ れ変り ､ 次宴捌こ同 じ発音 とな っ た . す る
と ､ 二 つ と も ｢的+ ょ∴書( よう にな っ たとい う ｡
｢的+ の歴史に つ い て の 近年の研究に は , 療遠征 事 寮湧の ｢
``
約
”
約分1･t+ (1 9 9
1) が あげられる o 以下簡単にそ の内容を紹介す る ｡
｢底_】 と ｢蟻+ が ｢的+ と書く ように な っ て か ら､ そ の状態 はかなり長期問続い たe そ
して , 五ILL7P寺代 (1 9 1 9年 ごろ) に なる と ､ 人々 は再び ｢的+ の 分化 を求める よう にな
る ｡ 当時 の ｢的+ の 用 法 には ,
静 岡語尾 と して使われ るもの ､
の 匹】種類が あるとい う o ｢杓+
とい う現実的な要求で ､ ｢的+
暖望道民 の尋F究に よれば ､ 代名詞 と して 使 われ る もの ､ 形
介嗣と して使われる も の , 削嗣的告別宅として使われ るもの
には重荷がかかり過ぎると い う考えと , 翻訳の 常葉の ため
の 分化が提案され ､ 激しい 絵争の あと ､ 関係を表す介弼と
して の ｢底+ ､ 形容詞的語尾や代名詞として の ｢的+ ､ さ らに副 弼的音別宅として の r地+
に書き分けるように な っ た . そ して実際の使用を通して ､ ｢的+ と ｢地+ の か き分けが定
常し ､ ｢底+ は逆に姿を消した . 特に , 5 0年代から7 0年代まで ､ l･pト個 で は､ 『暫擬離
籍教学語接系硫』 を広く採用したの で ､ ｢的+ ､ ｢蟻+ の軽い 分けもますます固定化し
た｡ と ころで , 6 0年代に入 っ て ､ 呂叔湘氏が文を摂し ､ 『紅楼夢』 ､ 『儒林外史』 な ど
の/ト説で は ､ ｢的+ と ｢地+ をかき分けて い な い が ､ 読む とき , 意味の 理解に は支障はな
い の で はな い か と最初に 問うて か ら､ 原則的 に ほ ､ 同音語が存在する の はそれ らがそれぞ
れ達う意味を表 して い るか らで あり ､ こ の ような 同番静は文字で かき分けるの がよい と指
■
嫁し, 逆に , 意味に逮h が なをナれば､ もう同著蓉でをまなく ､ - つ の 単爵と見なす べ きであ
り ､ 文字で か尊分ける必要もな い とつ け加 えて い る . そ して ､ ｢的+ と ｢地+ は後者 に入
り , 連体鯵飾帝と連用修飾綿の逢い は被修飾誇の品詞によ っ て 決め られ ､ ｢的+ や ｢胎+
に よ っ て 決められ る もの で はない 魯 全部 ｢的+ で書い て も ､ 被修駒麿 の品詞がは っ きり し
て い れば､ どれが連体修飾絡なの か , どれが連用修飾縛な のか はわか ると主張 して い る｡
さ らに , 8 0年代 に入 っ てか ら , 構造助詞 ｢的+ と ｢蟻+ との か き分をチをや めよう とい う
呼び掛けがますます高ま っ た｡ それ ばか りか ､ 張志公民等が編集した中央テ レ ビ局 の 放送
用 の教材 『現代漢語』 な どで 結, 構造助詞 の項で , すで に ｢約+ ､ ｢圭凱 の 書き分けを廃
止 し, ｢的+ と い う字 だけ を使用して い る ｡ 1 9 8 4年1月 ､ 人民教育出版社中国朽文案
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の 『中学教学拾法系統提要 (試案) 』 で も , ｢的+ と ｢地+ を ｢的+ に ま とめて い る o
3 ､ い わ ゆるu本鋲 の準体助詞 の 用法 にあた る r
'
的+ に関する馴死
日本帝 で は ､ 橋本進言氏から , 鳩 + の用法に準終助詞を轟をデこい る が ､ こ の 日本所U)
弊体助弼の ｢の+ に対応する小国緒 の ｢的+ はまだ こう した独立した文法単付:として の地
位は確立さ れて い な い ( したがっ て ､ こ こで は日本静 の 用絶 を街用す る) ｡ 特に ､ 上に 見
て きた来徳輿氏の研究に代表され る よう に ､ こ こ の ｢的+ とい わゆ る連体助詞として の
｢的+ とはま っ たく 同じもの で , ｢ - 的+ はい ずれ も名詞的 な文法単位で ある とい う考 え
方を哀 して い る学者が多い o 一 方､ い わゆる連休助寿司の ｢軌 に よ っ て 構成され る ｢ -
的+ は形容詞的なもの で あり , い わゆ る準体助詞 の ｢的+ で梢 成され る トこ的+ は 郎 耶勺
な もの で あると い う見方もある ｡ そ して ､ い わゆ る準捧助詞 の ｢的+ に つ い て ､ 南者 の考
え 方を持 つ 人は名 剛勺な静尾で , 名詞 , 形容詞 ､ 動詞な どにつ い て , その 品詞 の 性質を変
え ､ 名詞 にする働きがあるとい う o しか る に , 後者の 考え方を持つ 人は ､ 本来連体助詞 の
後 に来る べ き名詞が省略された こと によ っ て , い わゆる準体助詞として の r的+ が現れた
と い う o これ に似た繕諭はどうも日本術にもある ようで ある ｡
と ころで ､ 上で 紹介した演国営氏や来徳照氏の準体助詞の ｢的+ に対する荊点には - - つ
の 欠点がある . 動詞や形容詞 の後に つく ｢的+ は動詞 も しく は形容詞 の 品詞を名詞 に変え
る働きがある と言 っ て 差し支えな い が , 名詞 の あとにつ く ｢的+ の機能はどう解釈する の
か は問題 となる ｡ 名詞 をさらに冬嗣化する の は何 の ためだろ うか o こ れに 関して は ､ 衰硫
林氏 .(1 9 9 5) は､ ｢号胃伺陰含及其句法后果+ で名詞か らなる連体修鈎妻爵 に述寿含意 と
い う概念を導入し , こ の 問題を解決しよう と拭み た o 氏の 見方は後で見る内聞氏の ｢の+
に対する見方と異曲同工 の と こ ろがあり, 以下詳しく見て い く ｡
衰氏は､ こうした述宿舎意には二種類の 形があるとい う o 一 つ は ｢的+ の 前の名詞
(N Plと記す) と被修飾努の 名詞 くN P2 と記す) との間に ､ ある種の Predicaは l
.
elatl
の 存在が認め られ るも の で ある o こ の Tra n sitivity relatio nを表す述帝は形の 上で は現れて
い な い が ､ 二 つ の 名詞性成分 の意味連接 (coll n 8Ction) を通して ､ そ の 述語を蘇らせ る (
a ctiv ate) こ とがで き､ さ らに ､ 具体 的な場 で は ､ こ の含意された述静 (V Oと記す) を復 ▲
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元させ る (1･eCOVe rable) こ とさ えで きる と指摘 して い る . 例 :
N Pl+
- 的 ＋ N P2
女
ノし
/＼
＼＼
∫
家具/紅 の 木 の 家具
地/ 公社 の 土地
貴簡/紹興 の 老酒
日の 新聞
- N Pl ＋ V O ＋l
'
･Jn - N P2
→ 女
→
→
→
ノし
一 L 家具/ 紅の 木で 追 っ た家具
地/ 公社が所有 して い る土地
紹矧+げ二的発情 /紹興で 造 っ た老酒
A 3 眼紙/ 今L三I送 っ て きた新聞
もう 一 つ は ､ ｢的+ の 前の 動詞牲成分 (V Pと記す) と被修飾栢の 有価名詞 (N (Ⅹ)
と記す) との 間に ある種 の Pl･edicate l･elatioll の 存在が認め られ るも の で あ る ｡ こ の
Tl-anSitivity l
･
elatio n を表す述静は形 の 上で は現れて い な い が ､ 二 つ の 成分の 意味連接によ
り , ある程度 まで ､ こ の 述韓 を蘇 らせ る こ とが で きる として い る ｡ 例 :
A. VP ＋ 的 ＋ N (Ⅹ)
勢/泳 ぐときの姿勢
声音/ドアを閉める音
/ダン ス をす る場所
対向/ 新聞を読む時間
J3. VP ＋的＋ N (Ⅹ)
†l/
を運転する技術
原因/遅刻した原因
輿/出張する経費
力量/ 前進す る力
- vP -卜V O ＋的+- N (Ⅹ)
→
→
→
→
→
→
→
→
→
･b
Irr:
/I/
(
姿勢/ 泳 ぐときに追 っ た姿勢
育/ドア を閉めたために出た音
ダン ス をす る の に使う場所
肘同/ 新聞を読むの に利用する時間
V O＋ VP 十的 -トN (Ⅹ)
ー I
壬l
Z;
技木/ 車を運搬す る の を指導す る技術
困/ 遅刻する こ とに至らせ た原因
輿/山弓長する の に使う経費
力量/前進す る こ とを推 し進める 力
さ らに ､ 氏 は こ の 述語含意導入 の根拠に閲 し ､ 人々 は ｢N Pl＋ 的 ＋NP2+ の ような偶
追 の 意味 を理解する と き､ まずNPlとN P2 の 間 の 意味関係により ､ 含意されたそ の述絶
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を蘇 らせ て か らこ そ ､ 意 味解釈が で きる の で あり , 蘇 らせ る述給 が--･-rA つ で は な い ときは ,
次 に示す例文の ように , あ い ま い 件が出る と述 べ て い る o 例 :
A
′
T･L
チ
ヽ
の 小祝 一 魯迅 (写作 ･ 収概) 的小脱/ 魯迅 の (番 い た ･ 収蔵
した) 小説
臼の 新聞 - 今天 拙 版 ･ 送来) 剛最紙/今Ll ( 出版した ･ 送 っ
て きた) 新開
頭像/ ラフ ァ エ ロ の 廃 線 一 投斐窺 (商) 約画像/ラ フ ァ エ ロQ) ( かい た)
画像
- (南) 緩斐森約頑健/ラ フ ア ニ t3 ほ か い た)
の画像
侍妃/ 孫文の転記 一 卦中L= 写) 的轄も己/ 孫文の ( 番い た) 転記
- (写) 弥中I+州勺侍氾/ 孫文 (を番い た) の 伝詑
さて ､ ｢N P＋ 的+ の 代用ル - ル に つ い て は ､ 氏は次の ような 二 つ の パ タ - ンがある こ
とを指摘して い る o
S 3 : N Pl ＋ V O ＋ NP2 - S 2 : N Pl ＋V O ＋的 ＋N P2 - S.I.: N Pl.＋ 的 ＋NP2
虹木側造家具 -
紅 の 木で家具を作る
公社抑有土地 -
公社が土地 を所有する
虹木制造的家具 -
紅 の 木で作 っ た家具
公社抑有的土地 -
公 社が所有 して い る土地
虹木的家具
紅 の 木 の 家具
公社的⊥地
公社の土地
結実出戸貴簡 - 絹糸山戸約寮清 - 緒共約寮漕
紹興 で老潜を作る 紹興で作 っ て い る老宙 紹興の老磨
1 7
当天.'J!f版服紙 -
当日新聞を出飯する
当天川版的服卓托 -
当日山版 した新 聞
当大約服紙
当l∃の 新聞
S :i: NPl ＋ V O ＋ N P2 → S 2
′
: V O＋ N P2 十的 十N I〕1 - 一 S l
′
: N r'2＋ 的十 NI)-
虹木側道家具 -
紅 の 木で家具を作る
公社捌有土地 -
公社が土塊 を汚テ有す る
妻子言某日二'f戸貴簡 -
紹興で 老酒を作る
当充l'J_与親指紙 -
当日新聞を出版する
制道家具的虹木 -
家具 を作る紅 の 木
訓摘
■
土 地的公社 -
土地 を所有して♭､る公社
Zjj!;:爵簡約緒寅 - ,
老 酒を作 っ て い る紹興
出巌服既約当菜 -
新聞を出版した当日
* 家具的虹木
家具の 紅 の 水
*⊥地的公社
土地gj公社
* 寮簡約紹共
老酒 の紹興
*才邑妻朗(]当東
新耐の当日
S l の 短絡式が成立し ､ S l′の 短絡式が成立しな い こ とに関して は ､ 氏は二 つ の 画から
説明 したo -- つ は意味格で あり ､ 中匡僚 の 主 掛こ位置する意味格の 矧馴ま広く ､ 削勺騎の
位置に立つ意味格の範甜は狭い こ とか ら､ 主蘇 を被修銚きとする ｢Ⅴ＋ N ㌘2 ＋ 軌 の 意味
格は決めがたく ､ 巨柑勺諦 を被修飾静とする
い るとして い る o 飼 :
Ⅴ＋ N ㌘2 ＋ 的
(1) a ､ 倣家具的 - 人
家具 を造 る - A
b､ 頼家具約 - 紅 本
家具を造 る - 紅 の 木
｢N Pl -トⅤ＋ 的+ の 意味格は比較的固定さ れて
N Pl ＋ V ＋的
イuLl故的 十 家具
彼が造 っ た - 家具
生木倣約 - 家具
釦二の 木で追 っ た - 家具
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(2) a ､ 妙薬的 - 人
料理 をす る - A
b､ 妙薬的 - 鍋
料理をする - 錦
c､ 妙薬約 - 滴
料理 をす る - 拙
老王妙的 - - 凝
王さんが つ く っ た - 料理
秋鯛妙n(j - 莱
韓 の鋳 で つ く っ た - 料理
豆鮒妙的 - 莱
豆池で つ く っ た - 料理
もう.,- ㌦ つは幾真口未知の概念で あり ､ 主 熟 ま往々 に して 既知の も の を表 し ､ 目的語 は往々
に して未知の もの を表すか ら､ ｢N Pl ＋V -ト的+ で は既知の もの で ､ 未知の もの を指 し示
すが , ｢Ⅴ＋ N P2＋自9J で は未知 の もの で ､ 既知の も の を指し示す こ と になる と指摘して
い る ｡ 何れ にせよ , 述蔚 を外すことは言綾構造の経済性の原則による もの で あるが ､ 意味
義山の 明確牡と い う構造 の原則 に従 わなけれ ばな らな い と氏 はしめく く っ た｡
そ の 後, 氏はさらに上記の解釈で も次にあげる ような事実を説明する ことはで きな い と
指摘した ｡ 一 つ は ｢N Pi＋ V O＋ 的＋ N P2+ とい う構造の もの 払払ずしも ,
外し ､ ｢N Pl ＋的＋ N P2+ にす る こ とはで きな い こ とで あ るo 例 :
S 2 : N Pl ＋V O ＋的＋ N P2 - S l : N Pl 十的＋N P2
く1) 臥 虹木簡的家具 鉱水約家具
紅 の木で 追 っ た家具 - 紅 の 木 の 家具
b､ 虹 本換的家具
紅 の 水で 取り換えた家具
(2) a､ 李芳穿的毛衣
李芳が着て い る セ - 夕 -
辛 鉱水的家具
紅 の 木の 家具
- 李芳的毛衣
挙芳の セ ー タ -
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す べ て述籍を
b, 李芳養淡的毛衣
李芳が好普なセ - 夕 00
(3) a､ 老脚長山的意見
襲さ んが出 した意見
ら, 老托断郊的意見
娘さ んが矧 い た意見
(4) a､ 小王国弓買約汽李
王さんが買 っ た ばか りの 車
b､ 小玉薬ア的汽草
王さ んが売 っ た車
辛
･ 一 ケ
辛
- チ
辛
寧芳的毛衣
李芳のセ - 夕 -
老服的意札
桑 さんヴ)意 見
老 熟yJ意見
張さ んの 意見
小三的汽車
王さん の 市
/ト王的汽尊
王さ んの 帝
以上の ような結果になっ たのは ､ ｢N Pl 十的＋ N P2+ ほ構文的梢過として ､ 低い レベ
ル の 意味格の関孫がある ほか に ､ 高い レベ ル の 構文的意味もあるか らで あると氏は述べ ､
高い レベ ル の構文的意味と して ､ (1) 所有関係; 例 : ｢劃さ んの 辞書 ･ 公社の 土地+ な
ど; (2) 属牲関係 ;例 : ｢紅 の 木の 家具 ･ プラ スチ ッ クの スリ ッ パ+ な どをあげて い
る e そ して ､ ｢S 2 : N Pi＋ V O＋ 的 ＋N P2+ の 中の 動詞 の 意味が所有 ､ 農牧 とい う 二 つ
の 意味に矛盾しない ときだけ , 動詞を外し , ｢S l : N Pl ＋ 的 ＋NP2+ にする こ とが で き
る と結論づけ て い る ｡
もう 一 つ は ､ ｢S .･i : N Pl ＋V O ＋ N P2+ か ら転 じて きた ｢S 2
′
: V O ＋ N P2 ＋ 的 ＋
N Pl+ は 南風たもの と違っ て ､ ｢S i' : N P2 ＋ 的 ＋ N Pl+ にする こ とがで き るもの もあ
る ことで ある ｡ 例 :
s
.
I
_3
: N Pl ＋V O ＋N P2 - S2
′
: V O ＋ N P2 ＋ 的＋ N Pl - S l
′
: NP2 ＋ 的＋N Pl
(1) a ､ 政事描写成争 - 描写歳争的故事 - 戚争約故事
2O
物語が戦争を揃 い て い る 職争を揃 い た物語
b､ 涛欝歌頒愛情 -
詩 が恋い を歌 っ て い る
(2) a､ 炉子焼蜂常煤 -
ス ト ー ブが石炭を燃やす
b, 挫秋幼顔｢++
ドア に馳を か ける
→
歌頒愛情的棒筒
恋い を歌っ た詩
焼峰寓煤的炉子
石炭を燃やすス ト - ブ
鎖虜｢ー+1朋
'
ji仇
ドア に か ける鍵
(3) a, 馴示是i)17化 -
目標は四 つ のj正代化で ある
b､ 身扮是部位 -
身分は部長 で あ る
→
* 是四化的目椋
匹1つ の 近代化で ある 目標
* 是部性的身扮
部長で あ る身分
(4) a､ 胸怖偉大海 - * 像大海的胸怖
懐は梅の ようで ある 海の ような懐
b､ 臓士像英雄 -
戦士 は英雄 の ようで ある
* 像英締約城士
英桃 の よ うな城士
→
→
･ →
→
→
職争 の 物締
愛情的涛簡
恋い の 詩
峰常煤的炉子
石炭の ス ト - プ
虜｢ー川勺挫軌
ドア の 鍵
- 四化的目椋
[)”.g つ の近代化の 目標
部牧的身扮
郡長の身分
大海的胸怖
鴨の 懐
英梯仙規士
英雄の 戦士
上記 の 4類に関 して は , 氏は以下 の ような分析を行 っ て い る ｡ ユ. と 2 は同 じパ タ
- ン に
属 し ､ 3 と4 は同 じパ タ - ン に属す る . 1 と 2 は被修飾語となる名詞が 一 価名詞で ､ 通常
｢あ る人 ･ ある こ と+ を表す名詞を必要として い る . そ して , 例 えば , 一 価名詞 ｢牧軌
とそ の 従属 名詞 ｢戦争+ の 間の 支配関係はある程度 ｢描写 ､ 叙述+ な どの 動詞 ｢ VO+ に
ょ っ て表され る意 味を含んで い る . 3 と4 に至 っ て は ､ ｢N Pl+ と ｢N･P2+ は同 - 関係
にあり ､ こ の 場合判断を表す述緒は必ず削除され ､ また比喰を表す述諦も削除され得る ｡
総 じて 言 えば, ｢N Pl+ と ｢N P2+ との 間には 一 種の 捕軍関係が あり , ｢N Pl+ は相対
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'
j/,]8こ抽象の 類別 を表 し ､ ｢N r'2+ はそ の 煉別 に属す る具体的な内容を表すo こ0】)ような
fi'f!i写関係 とい う 高い レベ ル の 構造的意味は ｢N P2+ と r
▲N Pl+ にそ れぞ れ ｢内容 - 翻
別+ と い う高い レ ベ ルの 意味的役割を与えて い る e
続い て , 氏は ｢S l : N Pl＋ 的十N P2+ も ｢S l' : N P2＋ 的＋ N Pl,+ も自主的な構文
鵬退で あるか ら ､ ｢N Pユ+ と ｢N P2+ の 間の Predic ate relatio n は､ 時 には現有の 動詞 で
表さ れる こ とがで きない こ ともある と指摘して い る ｡ したが っ て ､ あ るS l - S l′ に
-
は , 対1}E;す る S 3 はな い e 飼 :
R)j大約下午/ 明日の午後 房子的前面/家 の前 /j､王約数学/王さん の 数学
秋后的地坪/秋 の おわり ごろ の かまきり
科学的春夫/ 科学 の 脊 外国的月発/外国の 月
さらに ､ ｢S l+ は ､ ｢ - 的+ で構造を代用す る こと はで 尊るが ､ ｢S l′+ に は こう し
た用法はな旨1年ど, い わ ゆる準体助詞の ｢的+ と申関係も考察 された ｡ 氏は こ の 按, 動
詞 ､ 形容弼､ 名詞につ く ｢準対助詞+ として の ｢的+ の使用状況を分析し､ 最後に､
｢的+ の 構文的機能は名詞化で あり ､ そ の 意味的機能は転化であると結論づけた o
渡航林氏は朱徳願氏や英国営氏 の研究を参考 にしつ つ ､ か つ 意味格や生成文法などの 理
論も考慮妄こい れなが ら､ 独白 の研究を展開 した B 後に 見る 日本語 の ｢Q:)+ に対す る 内同番
仁氏の研死と相通 じる と ころがあり ､ 本研究で は､ 主 に こ の 二 つ の 桝死を踏まえながら論
を展開して い く つ もりで ある o
準体助詞 の ｢的+ に つ い て , こ の ほ か ､ 演未来氏や (1 9 9 2) 孔 令遊民 (1 9 9
4) , 汚鍵滝氏 (1 9 7 9) の研究があをブられ る o
黍氏 の研究で は ､ まず ｢動詞 ＋ 的+ の 性質 に 関す る 二 つ の 説 - 省 略説 と指 示説 - を紹 介
し , それぞれの 長所 と短所をあげた ｡ 続い て ､ 指示説を取 るとき ､ 問題 とな る成立しな い
｢動詞 ＋ 的+ や 一 義的な ｢動詞 ＋ 的+ と教義的な ｢動詞 ＋ 的+ の 使用 にかかわる い く つ か
の 要素 - 誇義 ､ 文型 ､ 音節 ､ 文蘇 ､ 言哲環境 (言古し言葉か書き言葉か) ､ 社会心理 , イ立
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置 - の 影響 などを考察 したo
si
'
'
L;継掩氏は ｢ - 的+ が 名詞 を代用する時 の 綾義的影響から考察を進めた o ｢名詞 ＋ 的＋
冬嗣+ の 場命 ､ 名詞 と名詞 との意味関係に より ､ ｢ - 的+ が名詞を代用す る ことがで きた
り , で きなか っ たりする こ と ､ ｢形容詞 ＋ 的＋名詞+ の 場合 ､ 連体接飾研が‡東夙的なもQ)
な ら, 準体助詞 の ｢的+ の 用法はあるが ､ 描写的なもの なら ､ こう した用 法はない こ と ,
｢動詞 ＋的 ＋名詞+ の 場合は被修飾言納言前 の 動詞 の 主語や 臼的箭 になれる もの は被修飾諺
は省略 で きるが , それ以外はで きな い こ とな どを述 べ た o さ らに ､ こ れ ら の 表層 現象を･- ---
つ の ル - ル で記述する こ とはで きな い か として ､ い わゆ る区別的なも の と描写的なもの と
の 違 い は 名詞や動詞 の 場合 に も適用さ才tる_の で ､ ｢A ＋的＋ 名詞+ とい うS
.* 凝で ､ 鰻鱒諺
が区別的なもの で あれ ば ､ 被修飾言馴ま省略で き , 修飾蔚が非一夏別的なもの で あ るときは ,
被修飾蘇は省略 で きな い とい う結論を導い た ｡
孔令達氏は ｢名詞1 ＋ 的＋ 名詞 2+ における名詞2 の 省略に 関する静養的影響を求め
た｡ 論文の はじ妙で , 氏はまず名詞 1と名詞 2との 意味関係を紹介し､ 続い て , 名弼2が
省略で き るときの 意味関係と省略で きない ときの 意味関係を考察した ｡ そ の 後, 一 渉進ん
で ､ 動的に こ の 間穎 をとらえる ベ きだと指摘 し ､ 名詞 2が省略 で きる メカ ニ ズム につ8ゝ
て ､ Il三に以下の よ うな二 つ の 規則 に制限され る と結論付けた.
1) ､ ｢名 1 十的+ は区別的なもの で ある か (鉄の パイプ) ､ そゝれ とも ､ 非 区別的なも
の で あ るか (鉄の規則) 0
2) ､ ｢名2+ が省略された状態における語義の連想難易度は容易なも の で ある か , そ
れ とも韓寮なも の で ある か ｡
4 , 文末や述語 と目的絶 との 間に現れ る ｢的+ に関す る研究
中国籍の ｢的+ の もう ･ -I- つ の 用 法として は ､ 文末や述絶と目的絶 の問に現れ る もの が あ
る B そ の文法的機能と言えば ､ どうや ら普通 の連体鯵鱒とは違うよう で ある o これ に関 し
て は ､ 同 じ ｢的 3+ で ある とい う朱徳熊氏 (1 9 78) の 見方や ､ 陳述他も しく は述祈I'J.
:
.
2 3
単位の後接成分 で ある とい う馬学良氏 ･ 史有鞄氏 (1 9 8 2) の 見方 ､ 時間助 詞で ある と
い う宋玉杜氏 (1 98 1) の 見方､ 構造助詞で は あるが , 連体修飾を表さ ない と い う史錫
尭氏 (1 9 9 1) の見方などがある ｡ 史錫尭氏の まとめによれ ば ､
｢的+ が存在する構造は以下 の ようなもの で ある とい う ｡
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
述語 と目的諦の 問 の
什息吋候騨的北/ い つ 卒業したか
耶ル.1二的午/ど こで 単に乗 っ たか
准軌的｢J/ 誰が ドア に髄 をか けたか
准的主怖/ 誰が 主怖なの か
打小李的主意/ 李さんを利用 しよう とす る
体走停的阿美迫/ あなたは あなた の 大道を歩み なさ い ( あなたはあなた ､ 私 は
臥) 0
そ して ､ ｢的+ が述碕と目的語の 間 に位置するとき ､ 述綿と目的掛 こよ っ て 表される動
作活動 はすで に実現 した こ とになり ､ さら に , ｢･削勺主席+ q)ような ｢的+ は すで に実現
された とい う意 味の ほか に ､ ｢担当す る ､ (に) なる+ の 意味を持ちあわせ る と氏は指摘
して い る ｡
5 ､ 名詞 の 意味や連体修飾語と被修飾語と の 意味関係か ら ｢的+ を考察す る研死
名詞 の 意味によ る桝死には表硫林氏 (1 9 94) や日本の叶川正之氏 (1 97 6) の 桝
光が あげられ る ｡ 衰統林氏は ｢名詞 トト的 ＋ 名詞 2+ の ｢名詞 2+ の 省帽可 否に 関 して ,
名詞 の 意味特質がか かわ っ て い る と見な し ､ い わゆ る 一 価名詞の 概念 を導きだ したo 氏 は
主に ト ー A価名詞+ の こ と につ い て考察 を行な い , こ の ト ー 価名詞+ の 意味的, 構文的痔質
に より , 中国語 にお け る連体修飾構造が い ろ い ろ影響されて い る と述 べ て い る ｡
一 方､ 中川氏も ｢日中両国 掛 こおけ る講渉不可能名詞 に つ い て+ を題 とした論文を発表
して い る ｡ そ れ に よれ ば ､ ｢中国籍の 名詞連接にお い て 被修飾部の 前の ｢的+ が ｢省略+
され得る の は, 身体名詞 ､ ･ 親族呼称名詞 ･ 所属機関等を表わす名詞 ･ 方位を示す名詞と
鵜型的な誘渉不可能名詞として 一 括され る もの で ある ことはJ. ライ オ ンズの 指摘を待つ ま
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で もな い o + (p - 5 3) と記述 して い る ｡
また ､ 連体修飾語 と被修飾絶との 意味関係か ら ｢的+ を考察す る桝死に , 劉大為氏 (1
9～)4) や弓削自江氏 (1 9 9 4) の もの などが ある ｡ 劉大飽氏は次の ような記述をして い
る o 所有関係が , ある 二 つ の 事物 の間に存在する こ とは ､ 多く の 場合偶捌 こよ る もの で め
る ｡ これは , 外部の 世界の ある特定の 事件 に よ っ て 決め ら れ こ の ような所有関係は 意味
体系に は反映されて い ない ｡ たとえば､ ｢詩 人の 事跡+ につ い て 言えば, 辞書 の なか で
は , ｢貢寺人+ と ｢手跡+ との 間に は必然的な所有関係は持たない ｡ しか し ､ 一 方 ､ あ る事
物の 問 には , 必 捌勺に所有 関係 を持 つ こ とがある o そ して ､ こ れらの 関係は意味体系 にも
反映 して お り ､ 主 に所有 関係を表す , ｢所有 詞+ と も言 え る綿条項目がた く さ ん)I
-
9J戎され
て い る . た とえ ば, ｢父+ ､ ｢同僚+ ､ ｢政敵+ な どで ある . 氏は 中国 紙たお ける所有関
係の 基本的な形式を分析して か ら ､ ｢す べ て の 所有嗣 の 前に所有空位があり ､ そ れはゼ ロ
形式で あ っ たり , 代名詞 に よっ て 有形化 されたりす る . + (p - 3 1) と拙論を下 して い
る ｡
張伯江氏の研究で は ､ まず中国語桝死に たずさわる何人かの大家が ｢N Pl ＋的＋ N
2+ の 意味関係に対して行 っ た記述を紹介し ､ 問題とな る束徳照氏が言う ｢準連体修飾
諺+ , も しく は呂叔湘氏が言う ｢同格的連体修飾斡+ に つ い て ､ そ れ と被修飾帝 の 間に所
有関係が存在す る か どうか ､ も し存在す る なら､ そ の 意味構成 は どの よう に分析す べ き
か , また ｢N Pl ＋ 的 ＋N P2+ 構造 の 持つ 異 る意味に つ い て ､ 辞用論的 に どの よう な解釈
をす れ ばよ い かを追 及 した ｡
6 ､ 連体修飾語の順序 に関する研究
-一 つ の 被修飾音別こ､ い く つ か の 連体修飾諦が つ く 場合 , そ の お 互 い の 位置関係や ｢的+
の 使用個所 ( ｢的+ の 連統使用はあまり好まれない) な どが研究の焦点となる ｡ これ に関
して は , 馬慶株氏 (1 9 9 5) や , 中川正 之氏 (1 9 7 3) , 高橋 弥
';j
'
･ 彦氏 (1 9 8 O)
の研究が あるが ､ 本研究で は主に連体修飾語が 一 つ しか ない とき を考察す るの で ､ 割愛す
る ｡
2 5
7 ､ 連体修飾絶 と連用修飾絶との 関係に 関す る桝死
1 9 9 3年 に , 張虹 氏が ｢連用修B[TJ
'
韓 と連体修飾語 との 帖換に つ い て+ を越 と した論文
を発表した o 氏は ｢殊殊的倣 - 碗演/辛く ス ー プをつ く っ た｡ + の よう な梢追で は ､ ｢嫌
射I(JJ は ｢挽+ を修飾す るも の で あり , 軌嗣 の ｢倣+ とは関係がない と指摘して い る o こ
a)ような連用修飾綿は連体修飾帝 ( ｢イ臥-･-A 碗殊殊n(J挽/ 辛い ス - プを つ く っ た o +) に帖
擁する こ とがで きる と述 べ た ｡ この 前にも 8 0年代の初め に ､ すで に連体修飾紡の位慣は
変えられ るか に つ い て の 機諭 があ っ た . 口本言引こお ける連休修飾許と連用修飾静との 関係
に つ い て の 奥緋氏 (1 9 9 6) の 桝発と比 べ るな ら, 面Ⅰヨい こ とがわ かる か もしれな い
が､ 本研死の 内容を逸脱 して い る の で ､ 深入り しな い こと にす る ｡
捌 , ま とめ
上記 で は ､ 小国譜にお け る連体修飾韓や ｢的+ に つ い て の 先行11)T･死をか い つ まんで紹介
した . ｢的+ とい う 一 文字 の 助詞 はい ろ い ろ の 文法的意味や構文的職能を持 っ て い るの
で ､ それに対す る研死はは か に もたくさんある ｡ 例 えば ､ ｢名詞 ＋的 -ト動詞+ とい う構造
における動詞 の 品詞 は - ･休何な の か ､ こ の ような構造と ｢的+ の 入 らな い 構造とはどの よ
うな関係に ある の かな どな どo こ こ で は ､ 一 応本研死と関係があり ､ また ｢的+ の い ろい
ろの 機能を反映して い る研究だけを丑良べ た . 本論 の 中で ､ 必要に応じ, さ らに い く つ かの
説に つ い て 詳しく見たり , 分析 したりする つ もりで ある ｡
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栄 二 節 : 日本音別こお ける連体修飾絶や ｢の+ に対す る 先行馴死
.1+本 捌こお ける ｢の+ の 用法も実に さま ざまで ある o 広辞夕ほ 嗣 べ る と ､ 格帆綱と して
の 用法や ､ 独立軌嗣と して の 用 法 ､ 終軌弼 として の 用臥 剛文机弼と して の 用法などがず
らりと地 べ て ある . 助詞 のr-･トーで は, い ち ばん顔の 多い存在に数えられよう o したが っ て ,
こ の ｢の+ に対す る桝死も数多くあり ､ こ こ で は ､ これ らの 桝死をおJ3まか に紹介する こ
とに より ､ ｢の+ の 全体像を浮き彫り にするつ もりである ｡
なお ｢の+ の 持つ 雑多極まる用法 に つ い て , 桝死も多方面に わたる の で ､ こ こ で は ､ 本
研死 と直接関係す る もの を , 大きく連体軌詞 ､ 準体助詞 , 終助詞の 三 つ の 項目に分けて紹
介を進め る ｡
もう 一一つ 断らな けれ ばならな い の は､ 日本 掛 こお い て は ､ 連体修飾折 の 偶成は-1ト個 師と
違う ｡ 連体詞や用言 はそ の ままの 形やそれ自身に備わ っ て い る連体 形の 形で連体修飾綿を
直接構成す る こ とが で き るの で , ｢の+ だけで は､ E体 綿 にj3ける連体修飾拍 の 全容をま
かなう ことはで きない の で ある ｡ よ っ て , ｢の+ 以外のも の からなる連体修飾綿に関する
研死も最後に言及す る ｡
-･-A ､ 連休軌詞 に関する研死
｢の+ 杏 , はじめて連体助詞と呼んだの は橋本進吾氏で あ る｡ そ れまで は ｢の+ も
｢が+ , ｢を+ ｢に+ な どと同じように格助詞と呼んで きた ｡ 学校文法で は ､ 今もなお こ
こ で言う連休助詞 の ｢の+ を格助詞の 一 つ に数えて い る o しかし ､ rO)+ と他の多くの格
助詞との 質的な適 い がますます認織され る なか , こ の 橋本氏の 説 に追随す る学者もますま
す多くな る ｡ こ こ で も橋本氏 の 用語を用 い る こ と にする ｡
こ の 連体助詞 の ｢の+ に つ い て , そ の 職能の ほうから考察したもの に は ､ 渡辺実氏 (1
9 7 1) の 研究があげられる ｡ 氏 は格助詞 と い う 朋酉を使用せず ､ ｢の+ を連体助詞 , 普
通 に い う ｢が+ ､ ｢を+ ､ ｢に+ な どの 格助詞を連用助詞と呼んだ ｡ 氏は助詞を陳述助
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詞 , il(I:列助詞 , 接続助詞 ､ 誘導助詞 , 連用助詞 , 連休助詞に わけて い る ｡ 学校文法で言 う
格助飼 (｢の+ も含 む) を こ の よ うに連用軌詞 と連休軌弼 に分けたが ､ ｢連用肋 弼+ と
｢連休助詞+ とい う名前か らも , こ の 2種頬 の 助詞 は他 の ｢陳述助詞+ , ｢報列助詞+ ､
｢描統助詞+ ､ ｢吉秀導助詞+ などとは適 っ て ､ あ る種の 逝イ以性を持 っ て いやこ とがうかが
われよう ｡
こ の ｢の+ の 意味用法 に対 し ､ 体系的な分析を施したの は , 内聞T6.仁氏 (1 9 9 O･ 1
9 9(i) で ある ｡ 内聞氏 は 『沖縄の 需給と共 同体』 (1 99 0) や｢助詞 ｢の+ と簡帽
化表現+ (1 9 9 6) で 日本音別こお ける連体修飾表現と簡略化表現と の 関係 に着日し ,
｢ ｢の+ に よる連体修飾の 表現は､ 格関係 ･ 連用修飾関係 ･ 接統関係の省順 の う えに成り
立っ た表現で ある o さ らに ｢の+ は後統の体 言を取り込んで畔休助詞化 し , 表現を･ - 一 腐問
略化する o + (p - 9 4, 1 9 9 6) と述べ ､ 日本言引こおける連休修別個追 の メカ ニ ズム
を整理 し , 客観的な世界に存在す る純理的関係と日本綿 の柄文 との 対応 関係を明らかに し
た ｡ 本研死で は､ しトl国絶 にお い て も, 連体修飾構造に見られる意味関係の複剛性と連休修
飾構造 の 成立 との 間 に深 い 関係があり , 連体修飾偶追の構文的特徴に より , 意味の複抑r':_1:.
が生まれて きた と考えた い ｡ そ し て ､ 氏と同 じような見方でrlT国師 にお ける連体修飾構造
の特徴を考察して い く つ もりで ある ｡ 以下 , まず氏の祝を詳しく紹介した い と思う ｡
氏の 説 によ ると ､ ｢の+ の 表現には ､ 格関係を内包する ｢のJ , 連用修飾関係を内包す
る ｢の+ , 接続関係を内包する ｢の+ の 三種があり , 格関係を内包する ｢の+ の 表現の糸
底に は ､ 基本構造( 甲)が あり ､ 連用修飾関係を内包する ｢の+ の 却 那)基底 には , 典本桐
追( 乙が あり , 接続関係を内包する ｢の+ の表現 の基底 には , 基本柄追(丙)が あると い
う｡ そ の 三 つ の基 本構 造 の 内部構造を見 る と ､ 次 の よ うなも の が あ る ｡
基本構造( 甲): A体 言＋格助詞＋連体形＋B体言
こ の 構造の うち ､ ｢格助詞＋連体形+ の 部分は ､ 文脈や場面 の 馴ナにより ､ 次に 示すよ
う な簡略表現にな る こ と が ある ｡
1) , A体言＋の ＋B体言
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2)
3)
4)
5)
A体 言＋の ＋連用 形＋B体言
A体言＋の ＋連体 形1＋B体言
A休言＋格軌嗣＋の 十B体 貫
A体言＋の ＋連体形2＋r3体言
鵜本桐追( 乙): 連用修飾成分＋連体形＋B体言
こ こ で も , ｢連体形+ の 部分が文脈や場面などで 自明 のJ易合 ､ 次 の ような簡略表現にす
る こ とがで きる ｡
6) ､ 連用修飾成分＋の 十B体言｡
基本梢追(柄): 接統成分＋連体形＋B体言
基本構造(乙)の 場合と同じく ､ ｢の+ を使っ て , ｢連体形+ の 代わりに ､ ｢横紙成分+
と ｢B体言+ を結ぶ こ とが で きる .
7) , 接続成分＋の ＋B体言｡
氏はさらに , 具体的な用例をたくさんあげ､ ｢の+ によ っ て代用され る格関係
･ 連用修
飾関係 ･ 接統関イ系などの実像を分析 した｡
周知 の よう に ､ 日本 掛 こお ける連体修飾綿の構成は主 に三 つ の ル
- トがあ る o 一 つ は ､
用言の 連体形で あり , 一 つ は体言プラス助詞 ｢の+ で あり ､ もう
- - A ? は連体詞で ある o 連
休詞はほ とんど他 の 品詞か ら転じて きたもの か複合したもの かで あ る ｡ したが っ て , 内聞
氏の 考察 した ｢の+ も しく は用言か らな る連体修飾音別ま口本譜 にお ける連体修飾構文の す
べ て を網羅 した こ とにな る ｡ 内閣氏 の 説 を 一 一 歩進ん で 解釈す れば ､ Iヨ本拍 の 連体修飾構文
はそ の 基本的な構造に は , 用 言を中心 に して で きたも の からなる もの で あるが ､ 表現の 簡
略化を計 るために は ､ 文脈や場面の支持があれば ､ 人々 はよく用 言の 部分を ｢の+ で代川
して しまう｡ 換言すれ ば , 日本語 にお ける ｢の+ によ っ て , 明示され る連体修飾関係は用
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穿からなる連体修駒場造 の延 長線上に 凝る こ とがうかがえ る Q
王い国鎗 の ｢軌 に対す る考 え方に も ､ 内閣民の こ う した考え]3
J
暴こ似 た 態の が 換る 母 親をニ
も紹介したよう に , 蔑氏 (1 9 9 5) も内閣戊と同じよう に , 肝爵以外 の もU)に つ i
｢的+ はすベ て 何か の用賓を内包して い る と指摘して い る b しかし ､ [
vj本の 卜柑 穣 戊 (1
･
t
･)7 3) は ｢の+ で 連体修飾関係を表すとき ､ ある とき , そ の ｢の+ は何らか の 連用的関
梯を内包 して n ると謎め るが ､ すべ て の rのj は連 捌勺な関係を内包して n る と』ゝう こ と
は難しい と説明 して い る や 朋二億 は r若干の 意見+ ～ ｢京撒の 軌 ､ ｢厳寒の 冬+ ㌔ ｢恋
の 軌 怒どの場合､ ｢どの よう な開孫鮮構造から派生する の か は ､ 想像する こ とすらむず
か しn 母 + くp - 3 エ) と述 べ て n る 幼
小1j^ 氏は こg)は かをこ, 動詞文 一 形容詞文か ち成 る関係節機遥 = 慶大が粘る い → ｢粘る
慶大+ ､ ｢政党 ヘ の 不軌感が榔 飢1+ - ｢根強い政党 ヘ の不信感+) や 郎司文
･ 弊名網文
から成る閑孫節構造 ( ｢チ ョ ム ス キ - は首教学者だ+ - ｢常鎗学者 の チ ョ ム ス キ - +ラ-,
関係節構造と剛各節構造 (｢草薮の紫 を拾うと こ ろrが写 っ て♭うる琴藻+ と ｢撃塞が魂を拾
う写薬+ ) ､ 剛各節構造 にお ける塑 と意味などを考察 した o
さらに ､ 名詞と冬嗣の関係に 別 1て は ､ 奥棒敬 一 郎氏 (1 9 9 3) ､ 鈴木康之氏 (1 9
8 7) の研究などが凝る o 奥韓氏をま-『 ｢ボク ハ ウナギダ+ の文法』 く1 97 3第1版j 1
9 9 3第8 掛 で , ｢の+ の 意味用法を ､ 大槻文彦氏 (1 8 97) の 1 0種軌 三先豊松
氏 (1 9O 8) の 1 6種類 ､ 国立国誇研究所 (『現代爵 の 助詞 ･ 助動詞』 1 9 5 1) の 2
o種類をまとめ透して ､ 2 1種焼に分棟 した ¢ そ して ､ ｢の+ の 多義牲は ｢だ+ の 多義牲
と対)J
･
訂す る と指摘 し ､ 最後に ｢の+ は ｢だ+ の 連体形だと い う結締を下 した o 鈴木氏の研
究で は ､ ｢名詞 ＋ の ＋ 名軌 のi みあわせ に は ､ 関係的なむすぴつ き ､ 状況 的な むすぴ つ
き､ 規 馴勺なむすびつ きと呼ばれる三種根が観察され る とした o 以下 ､ こ の 三種粍につ い
の 鈴木氏の 説明を引用する¢
関係的なむす ぴ つ きとは､ たとえば､ ｢次郎の 拳+ , ｢妹の セ
- 夕,- + ～ ｢先生の 奥
きん+ な どの くみあわせ にみ られるむすぴつ きで あ っ て ､ か ぎられ名詞で しめ澄れ る
もの ごとの 存在や実現が､ か ざり名詞で しめされ る もの ごととの
- 膚 の 関係 にもとづ
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い て な され る もの で ある ｡ - 状況的なむすびつ き とは , た と え ば ､ l
一
帳場 の 時計+
｢えんがわ の ね こ+ ｢伊豆 の 地震+ の ような場所の 指定とか , ｢牛後の 授業+ ｢夕方
の 食事+ ｢職争rllの 議会+ の ような時間 の 指定とかで あっ て ､ か ざられ名詞で しめさ
れる もの ごとの 存在や実現の ための 外的な条件をさししめすと い うむすびつ きで あ
る ｡ 規定的 なむすびつ きとは､ たとえ ば ､ ｢長めの キセ ル+ r
-
鋼鉄の 漁船+ ｢色E二I の
宵咋+ ｢ひ とり者の教師+ の よう に ､ か ざられ名詞で しめされ るヰ)の ごと の 質 に注目
し ､ そ れ を具体化す る と い うむすびつ きで あ る o (” - 8)
さらに , 氏は これ らの むすび つ き には固有な連綿として の 桃追的なタイ プがあり ､ そ u)
よう な梢追的なタイプをくず して し まう と , むすびつ きは瓜51. しなくな っ たり他の もの に
な っ て しま っ たりする と指摘 した｡
上記の ほ か に ､ 連休助詞 ｢の+ の･- つ の 特殊な用法と して ､ これ まで い わ ゆる三】ミ格と呼
ばれて きたもの があ る ｡ ｢天気の い い 日+ とい う時 の ｢の+ で ある o これ に関 して は ､ 内
聞氏 は前山の 著書で , こ こ の ｢の+ も結局連休助詞 の 一 つ の 用法で あり , 主格を表わすも
の で はな い と今まで の見方を批判 して い る ｡ 筆者はか つ て ､ 修二L論文で連体修飾掛こお け
る･1三体を表わす ｢が+ ､ ｢の+ の 違い に つ い て ､ 川端康成の 小 説か ら取 っ た例文に典づ
き ､ 連体修飾碍内部 の 構成 , 被修飾体 言､ 連体修飾辞 と被修飾師O-)意 味関係な どの 角度 か
ら考察し ､ こ の 場合 ､ ｢が+ は主役的なもの で , ｢が+ を使うと ､ 連体修飾師の叙述什を
強調 し ､ ｢の+ は補佐的なもの で ､ ｢の+ を使うと, 連体修飾桝造の 事物牲を強調する と
い う結論を導き , こ こ の ｢の+ もや はり連体助詞と見る ベ きだとい う意見を示 した ｡ 修⊥
前文の 内容は1 9 9 6年中国の 武漢で 開か れ た学会で 発表 し ､ そ の 要旨集に収められた o
二 ､ 準体助詞に 関す る研究
鞘体助詞の ｢の+ に対す る研究はおもに形式名詞 ｢こと+ ､ ｢もの+ などとの 比較にお
い て とらえられて きた o そ れに は ､ 大島安生氏 (1 9 96) ､ 佐治 圭三氏 (1 99･ 3) ､
今井喜昭氏 (1 9 9 2 ､ 1 9 9 3) などの 研究があげられ る o また ､ 1 佐治氏の 用辞 を借り
れば､ 準代名助詞の ｢の+ - 名詞の かわ りに使われて い る代名詞的なもの 一 に つ い て は ､
山西正子氏 (1 9 9 4) などの 研死などがある ｡
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佑三治圭三 氏 (1 99 1) は い わゆる準体助詞 ら し い 嘩体 助詞の ｢の+ を 2種 籾に分 けて
い る ｡ 畔代 名助 詞の ｢の+ と狭義準休軌弼 の ｢の+ で あ る ｡ 前者 はそ の 文法 的な機熊は令
嗣の か わりに使われ て い る代名詞的なも の で あ ると指摘し , 狭義準体助詞の ｢の+ はそ の
文法的な機稚は ｢机の 文を体言化す る働きを してJ
-
3り ､ と言う よ り , 貝仰1勺な意味 の な
い ､ 膨だけの 休 育と して ､ 析の 文を受 けとめ る働きをし て おり ､ 机の 叙述に どんな要素が
))[Tわ っ て も ､ そ の 働 きに変わり はな い . + (Ⅰ) - 1 9 1) と指摘 して い る .
大 島発生氏は , い わ ゆる祁文構造 に現れ る ｢こ と+ ､ ｢の+ の 適 い に つ い て , 統師輪
的 ､ 意味論的に考察 し , 結論 と して は,
sこ と : ｢S こと+ 全体 は統言那勺に は名詞 で あ る ｡
s - 当該の 事象の あらま しを文の 形で 表わ したもの
s の: ｢S の+ 全体は統緒的に は又と して の 牲質を保 っ て い る ｡
S - 当該 の 事象 の 全体 を とらえ ､ そ れを文の 形で表 わした もの
と記した｡
今井氏 (1 9 92) は ｢の+ ､ ｢もの+ , lて と+ をそ の 機稚と使い 分け の原理 とい う
角度か ら考察を進めた o 最後の 補説の と こ ろで , 氏は , ｢の+ ､ ｢も の+ , ｢こ と+ の 機
熊と使い分けの 原理 を探求す る こ とはす なわち , こ れらの 綿 の 持つ 機触を連体修飾新との
関連にお い て 尋ね る こ とで あり ､ ｢の+ ､ ｢も の+ ､ ｢こ と+ に関す る機能諭 で ある と述
べ
､ 連体修飾許と ｢の+ ､ ｢も の+ ､ ｢こ と+ との 関係につ い て ､ 連休修飾語 の 意味が形
式名詞 の 何れで あ るか を決定する立場を取 り ､ 換言すれば , 連体修飾語の 意 味が ｢の+ ､
｢も の+ ､ ｢こ と+ の 何れ をと るか を決定す る もの で ある と述 べ た ｡ さ らに ､ ｢こ と+ ､
｢も の+ ､ ｢の+ の 順 で 機能比率が高くな っ て お り , ｢の+ に最も広汎的な働きぶりが み
られ るが ､ これは ｢こ と+ や ｢も の+ に比 べ て ｢の+ の 仙象牡が 高 い こ とを物 誇 っ て い る
と指摘し ､ ｢こ と+ が代名詞的な機能を担わな い と言う点に集約的に現れて い るように ,
｢こと+ の 機能比率が最も低い と指摘した ｡ こ の 最後に触れた現象は非常に 面白い ｡ 後で
も 言及する が ､ [l-.国箔 にお ける い わゆる準体助詞として の ｢的+ は時 には ､ そ の 後に氷る
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ベ き冬嗣 を付け加える と ､ 意味が変わ っ て しま っ たり ､ 何も つ けら れる綿 が なか っ た りす
る o これも ｢的+ の 表わす意味はあまりに も仙象的過ぎるか らで あろ う o
準代名助詞 の ｢の+ に つ い て の 山西正 子氏 (1 9 9 4) の研死を見 る と , 氏は昨休軌弼
の ｢の+ の ｢人+ を指 し示 す用法をめ ぐっ て ､ 敬意 の 角度か ら考察 を1
1j･ っ た . 氏 の糸緬 に
ょ ると ､ Lj木綿で は ｢ひ と+ ､ ｢おかた+ ､ ｢や つ+ の よう に ､ ｢ヒ ト+ を表現する もの
はさ まざまあるが ､ 準体軌嗣 は これ らの す べ て に , 白山 に対)Jt;で き るの で は な い o ｢ヒ
ト+ を ｢の+ として す ませ て しまう とす れば , そ こ に は対象 へ の 親愛感 - しか も ｢上か ら
下 へ+ の - はあ っ て も敬意はなく ､ むしろ ､ マ イ ナス の 評価を含むケ ー ス も多い , その こ
と に注目す べ きで ある と言う｡ 中国絶 の ｢的+ にも似たような傾向が あ る の で はな い かと
思われる が ､ 後の 考察 に期待す る ｡
もう 一 つ ､ ｢の+ の 慣用 的な用法 として ､ い わ ゆる ｢の だ+ 構文と い うも の があ る o こ
の ｢の だ+ に つ い て は ､ こ れまで , い ろ い ろ の 見解が示さ れてお り , 試論もされて きた｡
代表的な桝死に は ､ 佐治垂三氏 (1 98 1 , 1 9 8 6､ ) やLhn:l佳子氏 (1
-
9 8 3, 1 9
8 7)の研究などがあげられよう ｡ これ に関 して は､ 中国語 に も似 たような ｢是的+ の用
法がある が ､ ｢の だ+ もしく は ｢是的+ は何れも熟語的な牡質があり ､ 二 つ の 呼応がある
確の特別な ニ ュ ア ンスや機能を生み出して い るか ら､ 本研 死で は取り扱わな い こ と にす
る ｡
三 ､ 終助詞 に関す る研究
い わゆ る終助詞の ｢の+ に つ い て は ､ これ も実は叶僧 籍 の ｢的+ と同 じように ､ 終助詞
と認め るか どうか ､ 人 に よっ て 違う . 梅原恭則氏 (1 9 8 9) や ､ 繭不 二男氏 (1 9 9
3) 等は文末の ｢の+ を終助詞と認め ､ 一 方 ､ m 野村悲況氏(1 9 93) や野 m 春美氏
(1 9 9 3) 等 は こ の ような ｢の+ を ｢の だ+ の 一 つ の 変異体と見て い る ｡ 本即死で は ､
こ の 文末の ｢の+ や ｢の だ+ に つ い て は ､ 触 れ な い こ とにす る ｡ 同様 に小国 掛 こお ける
｢是的+ や文末の ｢的+ に つ い て も触れない つ もり で ある ｡
凶 , 連体 修飾語 に関する研究
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ート個 絶 で は, 連体修飾 掛 まある い は 折そ の まま の 膨で 楓式さ れ ､ あ る い は榊造助詞 の
｢的+ を介して , 柄)jEされ る の で ､ ｢的+ 一 つ をも っ て , t一卜個 許 の 連休修飾静 の 楓戎を過
観する こ とが で き る ｡ もち ろん , ｢的+ を介す る ときと介さ ない とき の 両 方か ら見 なけれ
ばならない ｡ しか し , 日本紙で は､ 品詞に よ っ て ､ 連体修飾諦を偶成す る 形式も適 うo 周
知の よ うに ､ l+本把で は ､ 用言が連体修飾拍を臓戎す る とき ､ そ れ白身の 連体形だけ で 卜
分で ある ｡ 連体詞もそ の 名前の如く , 体言に後続する以外用掛まな い から ､ こ れもその ま
ま休 割こ統く ｡ もと も と ､ 連体詞 はあるい は用 貫か らある い は ｢ - の+ ､ ｢ - な+ などの
本 別 く言に続く時 に必要 とされ る連体肋弼や連肘汐を絶尾 に持 っ て い る も の か ら鰍jは れ
る ものがほ とんどで ある o そして ､ もう
一 つ の 方 掛まい わゆる連体助詞 の ･･｢の+ を介入さ
せ る こ とで ある ｡ す なわち ､ 用 言や連体詞か らな る連休修飾蘇の ばあい , ｢の+ と は関係
がない の で あ る . 換言すれ ば､ 上で は ｢の+ の 角度か ら連休修飾桁のイ脚宅を見たが , そ れ
はl+祁 引こお ける連体修飾構造の全部で はない o 連体詞はそ の 給源の こともあ っ て , 本桝
禿で は , 取り扱わな い こ とにす る ｡ 以下 ､ 用言 か らなる連体修飾掛こ関する桝死を大ざっ
ばに見 て ゆく ｡
用言からなる連体修飾掛こつ い て ､ い ろ い ろ の角度から研究がな されて きた ｡ まず馴ず
られ るの は寺村秀夫氏 (1 9 7 6) の桝究で ある o 氏は こ うした用宗からな る連体修朗腐
をそ の被修飾語との 意味関係や構文関係から､ ｢内の 関係+ と ｢外の 関係+ とい う2種粗
にわけ､ ｢内の 関係+ とは ､ 被修飾語が ｢修飾節+ の 用言 に対 して 主語や 目的 軌 連用修
飾絶と考え る こ との で きるような関係を内在 して い るも の で あり ､ ｢外 の 関係+ と は ､ 被
修飾綿が ｢修飾節+ の 用言 に対 して 主語や 目的賠 , 連用修飾辞 と考 え る こ との でき るよう
な関係を内在して い な い もの で あると定義 した ｡ また ｢外 の 関係+ の 場合は ､ さらに ｢内
容補充修飾+ と ｢相対的修飾+ の 二 つ にわけ , ｢内容補充修飾+ とは ｢修飾節+ が被修飾
絶 の内容を正面から補充 し , 表すもの で あり ､ ｢相対的修飾+ とは ､ 被修飾言約言本 刺勺に
相対す る概 念の 内容 を ｢修飾節+ が表す も の で ある と定義した o そ して , ｢内の 関係+ の
ばあい , 被修飾語はもとも と ｢修飾凱 にお ける位置に つシ､て ､ が格 , を格 ､ に 胤 で
檎 , へ 格 , と格 に立つ も の が ある と指摘 した ｡ こ の 見方 はい ろい ろ批判 さ れ た こ ともあ る
が , 中国語 にお い て も似たような考え方があ り , 日本語 の 場合も奥津掛
一 一 郎氏と井上和子
氏は用語 こそ違え ､ 言 っ て い る こ との 本質は 榔免じて い る こ とか ら考えれば , 合理 的も し
く は ､ 普遍的なも の が ある の で はな い かと思 われ る ｡ 本研究で は､ こ の 寺村民の見方をも
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太いをこ参考 する つ 態り で あ る凸
寺村民の 後斗 そ の 影轡を受け 戦 い わ ゆる ｢外 の 関係+ の 場合Q∋名詞 の 意味妄£対する緋芳
一
鷺
や ｢外の 関係+ と Fと い う+ との関係を三つ旨議て の 緋究が相次ぎで あ っ たo 本郷究で 緩 こ㌢も
らをこ関♭てを渓割愛瑠
梱
る 合
上雷迂で 戦
中
爵激 したが ､ 翻守成鎚外蔓= 駈議わ ゆる生成文法から こ うした済粛か 鎧な る連体媛
飾言藷を翻究した学者が n る 母 親棒敬 00 - 磯 氏 (1 9 9 6) と非上郷･7-氏 (1 9 93) で あ
る B 厳緋氏 揺日本音落蔓こおをチる摺脅からな る連体修飾拳警造を¥司- - 一 名弼連体嫁締嫡遥と ､ 附加
名詞修飾鯛過たを£わ 軌 藩 らを芝野紺顛鳩欝司修飾構造盲£お 狩る被修飾轟霞の名弼 の澄味的特徴蔑
どに より ､ 同格連体冬嗣と相対客間 にわけた¢ 単著の考 えで ほ ､ こU:潤 - 〟- ･ 一名関連体修飾梢
遥 と汚紛お蔓橘琵稽修飾梯遥た鍔分を子方絃苛村民 の ｢内の 関係j た ｢牽をの 関梯+ と料分をサ潜に何
か の 塊似性があるよう に も思われ る e また井上民の桝死で は､ い わゆる複合名詞句を ｢関
係凱 を食む名言弼句と号 の地形名詞句藍に東男蔓jして ､ 論述を進めてむ護る ｡ 骨♭て , 芝 の
｢関係節+ を£つむちて 綻 ､ ほ三名詞 (こ £ で喜
一
う被修飾砕 - 引用潜注ほ 開 - - の冬嗣句が ､
機めこ まれて い る潔 く関係節ラ 獄 中で ､ 主韓 ､ 目的緒 ､ な どと♭て の文法上 形役割を果た
♭て駈護る と解釈澄考ptる+ 宅㌘ - ま 6 媛) の よぅをこ雷戎述し貰転もる 缶 こ こ習 態 ､ ｢内の 閑孫j
と ｢外の 関係+ に近い分け方をして い る ことが分かる D
去 育 まと綾
上雷gで轟百済したき態行i-那流と前節で轟百介した申匡重責爵をこ関する先行研究たを比 代 て凝る と ､
｢軌 と 鳩+ の意味用揺に見られ る い ろ い ろ の 共通点や ､ 用常か らな る連体修飾絶と被
修飾絶た形関係をこみ ら凄花る中田弼言責落の 共通点なだ領 二 顎 Qj雷紡Q)ぎ
一越ヨ蔓芸数教戒 の 共通点が
存在する こ たが うか がわれる o もちろん相遮点も数轟く凝 る｡ £ れらの非通点と相逮点を
比較対墨筆萌しで ､ 声量済 静 の 霧鍍機道の梱遵を明らか蔓還す る ㌫ とをま本郷究Qヨ目指すEl機 習 あ
る ｡
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第三蔚 : 中日挙句言語 の 連体修飾索単 ｢的+ ､ ｢a.)+ をニ対す る対 照研究
- -
､ 中日両賞語の連体修飾静に対する対照研究
こ こで は ､ 二 つ の 研究を紹介するo 徐昌聾氏 (1 9 8 3) とl上欄 留里子氏 (1 9 9 4)
の 研究で 凝る 窃
徐氏ほ主に蘇願 ､ 連体修飾に使う日本籍 の格助詞と中国瀞の介詞 ､ し貰わ ゆる ｢内の関
係+ の 時 の被修飾帝となる冬嗣がもと の文事こお汁る文綾的位置などの 対照研究を行 っ た 心
緒論 として は ､ 以下 の ように まとめて 凝る (p - 3 5) a
1 ､ 連体修飾の滑傾から言えば､ ヰ個告別まやや日本静に近い ｡ い ずれ も連体修飾紡が被
修飾蓉の前に来る 昏
2 ､ 日本帝の格助詞はほとんど連体に徒え るが ､ 中国蘇の介詞は 一 部を除n て ､ 連体をこ
使える普遍性を欠i8
3 ､ ｢内の 関係+ た ｢外の 関係+ の こ とで あ るが ､ 中国き祭文接妄こは ｢格+ とい う周糖が
ない 合 しかし ､ ｢格+ の枕念を倣りて連体修飾構造を分析する ことがで きる と思う o
また､
一｡Lf四民は主に介詞と内容補充的壕飾を中心をこ中日丙言簿 の 連体健勝藷の 対応関係
を見た｡ そ の 結論としてをま､ ｢中国籍の介詞は ､ そ の構造により定語 (- 連体修飾静 - 引
網者注) になる もの は少な い o 内容補充的修飾にお n て は ､ そ の 中心諦となる名詞 に対し
て修飼穏は 内容を補うもの で なければならな い . 中国語の ｢的+ は ､ ｢的+ 構造の中に ､
ム - ド性の 高n もの ｢曜+ ㌔ ｢軌 ､ ｢喝+ 等をl挟める こ とがで 澄な n ばかりでなi ､ 具
射生､ 確実性をも要求して い く働きをも っ て い る と考えられる ｡ + (p - 8) と述 べ て い
る ｡
以上の 二 つ の 研究はいずれも日本語の格助詞と中国語の介詞との連体用法の 比較対照を
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行っ ており ､ rf･l国語の介詞より ､ 日本晴の格助詞 の方がその使用傾が広 い と結締イくJ
-けて い
る o しか し ､ 介詞 の 具体的な用法につ い て の 追及は必ずしも本質を つ い て い る と はg
'
えな
い ような気がする o 例えば､ i__i+Fr7氏の 研究で は､ u本語の ｢山の 難民の 民との 結婚など
宅) つ て の ほか ､ 同じ日本人どうし との 結婚も避けて きた人が多い o + の 釈と して ､ r利小
潮 ほ 民錆女郎艮本不去き臥 碓多Å甚至渡御相剛(]日本Å鋳掛也尽農避免｡ + とな っ て お
り､ 日本絶で は ｢格肋詞 ＋ の+ から連体修飾約を構伐して い ると こ ろ が , 中国晴で は､ 連
絡鯵飾爵 で はなく ､ ｢都心地約居民錆磨+ の よう に ､ ｢轟き繕昏+ と い うrトむ語を連用的に絵
師する ように な っ て い る ｡ しかし ､ ｢かれと の 連絡+ の 訳として の ｢粗仙的収系+ で は ､
日本語と同じように ､ ヰ偶 語 で も ､ ｢介詞 フ レ - ズ ＋ 的+ から連体修飾綿を鰍戊して い
-
る 8 その 適い に関 して は ､ 山間氏は ｢藻如昏+ とい う拾には r
-
動詞牡+ と ｢名詞件+ を 脚a
ており ､ r逮絡+ は純粋な名詞で あ るとい う と こ ろ に原因を求めて い る o そ の 祝明を次に
引用する o ド
`
結嬉
'
は ､ 中国言落か らみ る と ､ 動詞牲と名詞性を寮ねて い るた 臥 そ ゎ
が ､
`
的
'
を自然に除外す る の で ある ｡ + (” - 3) しか し､ 劉文献 (1 9 6 9) 氏の 桝
究で は ､ ち ょ う ど正 反対 の こ とを言 っ て い る 8 劉氏 は名詞 ､ 代名詞 ､ また は名詞4ヒした触
の 品詞からなる被修飾語 の うち , 名詞 が- - 番安定して い て ､ 閑適い がた い して お こ らな い
の で ､ そ の 前に 立? ｢的+ も常に省略され る が ､ 動詞や他 の 品詞か ら名詞托したもの から
なる被修練爵の場合は ､ 名詞化の程度の 浅い もの はど ､ ｢的+ の助けを借りなければなら
ない とし ､ これにより ､ ｢迭 - - 次雄行根愉快o + も､ ｢速 - - ･次的旅行根愉快o / 今度の旅
行は楽しか っ たe + 隻)同じように言えるが ､ ｢飽的駒iぎ蓄熱傍洋溢｡ /かれ の 朗読は情熱に
あふ れて い た . + を ｢仙朗･嫡熱情洋胤 + に改めると ､ 文の構造 が変わり ､ 前後の 関係が
お か しく なる一 o そ して ､ こ の こ とから､ ｢駒涌+ の 動詞牲が ｢旅行+ ヴ)動詞牲より多く
残 っ て い る こ とがうかが える として い る ｡ 劉氏の 説 は正 しい かどうか別 と して ､ ｢都=l▲り也
的居民結婚+ で ｢的+ を使わな い の と ､ ｢根仙的横糸+ で ｢的+ を使う の と ､ その 適い
をまr連絡+ より ､ ｢絃婿+ に動詞性 と名詞牲を兼ね て い るがためで はな い こ とがわかる B
さ らに ､ 徐 氏の 研究で は , 介詞 の 具体例をい ろ い ろ汲 ベ たが ､ - 体どうい う時 に ｢的+ を
放い ､ どう い う時 に使えな い か に つ い て は言及 され て い な い ｡
I. ､ 小国訴の ｢的+ とl+本語 の ｢の+ の 対 掛那死
中国綿 にお ける ｢的+ と日本言引こお ける ｢の+ に対す る対偶桝死は こ こ で は､ 六 つ ぐら
37
いあげたい と思 う o
1 ､ 王宏氏 (1 98 3) の 研究
モ氏は小国でLLJl版され て い るu本き浄雑誌 『l]訳筆習与研究』 8 3咋範 1 期にQ-)せ て い る
現代IJ本文学対訳統物 に使われて い る ｢的+ と ｢の+ の 用 例を統計 し ､ そ の 対応関係 を見
た ｡ 氏の 結論を引用す る (p 00 3 4) a
1) ､ 統計 した匹‡編 の/ト説 の なかで ､ 駒岡 ｢の+ ､ ｢的+ の 使用率は いずれも 4 % に適
しており ､ 同 一 内容を表現する の に ｢の+ が r的+ よりも3 5 %多i使われて い る ◎ そし
て , 2絶対I'臣するも の は3 0 % に足りな い .
U本訴 の ｢の+ は 5穂叛の 肋網と して の 用法 はあ るが ､ ｢的+ と完全 に対応 して い る用
法は1 種類もな い ｡ そ の 5種類の うち ､ 連体助詞と準体助詞Q,)場合は - 滞 ｢的+ と対応
し , 主格助洞 , 終助詞 ､ 放列助詞 の場合は対応しな い o
2) ､ 連体助詞の ｢の+ をま, 助詞 rの+ の 使用魔のE些!分の 三 を占め ､ おも に体言に つ
き ､ 連体修飾語をつ く る ｡ こ の 種の ｢の+ は結び付ける体言 の縦l⊇馴ま広い が ､ 用言につ く
こ とはない o
中国語 の 連体修飾語をつ く る ｢的+ は ､ 助詞 ｢的+ 5.)使用 量の 三 分の 二 を 占め､ 名詞や
代名詞 に つ く もの と､ 動詞 ､ 形容詞 に つ く も の とがそ れぞれ半分ず つ 占める ｡
連体助詞 ｢の+ の 3 2 %が ｢的+ と対応し ､ そ の 後は対応しな い c そ招 厳封と言えば ､
主に ､ 連体助詞 ｢の+ で結び つ ける体言 の 矧 馴ま広い が ､ 中国語の 場合 は , ｢的+ はある
いをま省略され ､ ある い 絃 ､ 最初か ら使わな い o 時 には ､ 他 の 語 を従う こ ともある ｡
3) ､
, 準体助詞 の ｢の+ は ｢の+ の使用 量の 1 8 %を占め ､ そ の うち ､ 体言 に後接する
もの は ｢的+ と対応 す る o 用 言に後接し ､ 名詞を代用するもの も多数対応するが ､ 前の 用
言を名詞化 する もの は 対応 しな い o ｢の だ+ は 9 0% 以上は対応 しな い ｡ 同時 に ､ Lr1.国訴
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の 文末の ｢的+ も大多数は ｢の だ+ と対応しない ｡
4) ､ 小国駈で は ｢的+ を枝い , 日本爵で は ｢の+ を使わない 用例 の 2 5 ()例 の うち ,
小国言糾)動詞 ､ 形容詞が連体修飾帝とな る場合が 5 2 %を占め､ 文末の ｢的+ は 1 3 6
を 占め る B
2 ､ 陳百瀬氏(1 9 8 4) の柳死
陳氏は概略的に日本語 における格助詞として の ｢の+ , ｢が+ を代用する ｢の+ ､ 指定
助動詞を代用する rの+ , 並列 助詞 として の ｢の+ ､ 終助詞 と して Q∋ ｢の+ の 用法や事二帽l
約の ｢的+ との 対)ぷを見た o また形式名詞 と して の ｢の+ ( 本稿で い う準体助詞) とT:い国
語 の ｢的+ と の 対応及びEl本藷 の ｢の だ+ と中国帝の ｢是 - 的+ との 対応も考察したB
｢の だ+ と ｢是 - 的+ との 対応 につ い て は , ｢是 - 的+ は主 に過去を表すもの と博疋 ､ 柵
信 の ニ ュ ア ンス を表すもの と の 甲乙 2種類 に分けられ , こ の 2穣類の適い 絃容易に 区別 で
きる として い る o 氏が紹介した こ の 2種類の 区別 の 方法は以下の 過 りで ある o ｢是 - 的+
を取 っ た後, 文 はテ ンス の 上で変化が 馴 1ば, 甲の 種輯で あり , ｢是 - 的+ を取 っ て も文
は文 と して依然成立し, ただ ニ ュ ア ンス にお ける変化が見られるだ けなら乙 の 種類の もg.)
で ある . 甲類と して は, ｢的+ が動詞の あとに つ き､ そ の 軌詞の 表す動作はすで に完成 し
て おり ､ か つ そ の 動作は時間､ 場所､ 方式､ 原因などと関係が凝る o 上記 の ような条件を
嫡たせた ｢の だ+ だけが甲頼の ｢是･ ･ .的+ に訳す こ とがで きる o 一 方 , 乙規の 場合は､ 文
の述 掛 馴夢容詞 ､ 願望を表す助動詞プラス動詞 に限 られて おり ､ その 表す内容は多くは未
然の もの であるo この条件を瀦たせた ｢のだ+ だけが 乙類の ｢是 - 的+ に訳す こ とがで き
る ｡ 最後に作者は要す る に ､ 使用範囲か ら言 えば , ｢是 ･ ･ ･的+ よ り , ｢の だ+ の はうが広
い と結論づ けた｡
3 , 李明玉氏 (1 9 9.1) の 研究
李氏は王宏氏 の研死などを参捌 こして , ｢的+ と ｢の+ が対応す る.と きと, ｢的+ が省
略で き ､ ｢の+ が省略 で きない ときと､ ｢軌 と ｢の+ が対)姦しな い ときを考察した ｡-氏
が あげた ｢的+ と ｢の+ との 対応 した用 法に は , 次の よ うなも の が ある ｡
3 9
1) , 日本的の 体言も しくは体言以外の 帝や中国栢の 名詞が連休修釧j絶 とな る とき｡ こ
の 場合､ 修飾絶と被修飾絶 の 関係には ､ 所属を表すもの や ､ 数量 ､ 主体 , 対象 ､ 時間 ､ 創
造者などを表すもの があ る ｡
2) ､ 名詞の あ との 聯体助詞 と して使われた と き｡
:i) ､ 用 言の 連体 形 に後接し ､ 名詞 を代用す る とき｡
4) , 中国的で ｢是 ＋ (フ レ - ズ) ＋的+ で ､ 埋 め込み文の三】丁瀧 を強嗣 する とき , Ll本
訴の ｢三1三休が ＋ - た の だ+ と対応する ｡
5) ､ 中国的で ｢ - 是 - 的場?+ もしく は ｢･ ･ ･ 是 ＋動詞 ＋ 的＋巨川勺桁+ を使い , さ らに
文で表 わ して い る こ と はすで に実現されて い る場合 は ､ 暮+本所の ｢の だ+ と対応する ｡
さ らに , ｢的+ が省略で き､ ｢の+ が省略 で きない もの に関 して は氏 は次の ようなもの
をあげて い る o
人称代名詞や指示代名詞 , もしくは時間 ､ 場所 を表す語 の 後には ､ lコ本許で は必ず
｢の+ を使用するが , rfj国語で は , ｢的+ も使える が ､ 普通は省略さ れる . 例 :
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
私の 母/ 我的母窯
私たち の国/我イロ的国家
私たち の クラ ス/ 我イ｢]的班扱
わたしの今度の成績/ 我的送次的成墳
私の 前/ 我 的前面
あ したの 夜/明夫的晩上
朝鮮語 の新聞/朝文的服紙
上記の例文の うち , 中国語 の 訳はい ずれも ｢的+ がつ い て い るが , 習慣の うえで は ,
｢的+ を取 っ たほ うが よ り自然 で ある ｡
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続♭竜
野
訂､ 民を濃淡Q3よう怒紀述勤 し貰♭為る 銀 白本籍習 鳩+ に よ ヨ て畿浸れ 貰 い る修飾閑
梯を濃斗 葺着こ要田轟薄習を孟嬢朗董関係藍恩恵澄ず預 ブ 沙 - 渚藍 ㍑て魔恕㍑貰駈為る 窃 警輩董週給を孟戯 N盗霞落的
窺粛轟琵な の 習 戦 多畷Q3域 J藷% ｢療萄j を感銘♭常 態濃藩をこ義弘議苛を濃霧i# 遼漫を孟恕♭も¢ ｢約+
を綬 -j苛 も ､ 習癖嗣 の普味id溶ちな彰蔑｡ 例兇 ぼ汚 ㌢飛娘安堵j 蔓芸 ｢的+ をカ嘗盈で ㌢哉約薮犠義犠j 起
する藍 慢 ニ 温 習3# 議 の pi:習を蔑淘 ㌢激怒汲 抑 激す教護ゐ習を濃恕宅 洩 熟 劾 彪母澄ゐ濫j 藍転蔑湧撃轟
意義現を£なる * また 汚 r的+ を省略ずる こ 藍を芸よT3貰 , 審ちをこ､ 羨現U∋あ い まい 性をな宅
すこ 藍戦常 澄る ¢ 例 汲を諾 『敵将 常磐-転節線凝j 藍払議意義現を豊海 ㌢艶汐湧〆-予朝転将鍍漆〆』 鍔∋澄
醸窺g∋か 号 骨約 た態 ｢亀の 予鱗形/ 線轟/j の藩醸なの惑鳥はは 顎 登りL#な♭急珍 重州買主表替に詩戎
瑠
岬
特 写 ｢的j を-- 漉 習 取 野 ≠ ｢哉藤子摂彰達郎三顧j 蔓こ謬鳶瑠
此
と 一 級者g:∋意味蔓還♭湧泡取離汲環 海 あ
転蔑ま転議級漁嘗義援宅な る療 済 臆 這 &蔓還戦 『澄態当王将房義の 豊な内容j 習を蔑戦 ≡ 顎 Q3連体嫁鐙董量轟添が 轟
るが ､ ｢老師餅措酌量登内容+ を芸訳ず 芝 とを芸盗り ､ 督 招亨蹄形修飾関係を濃ほ=3澄野t# 若 く
愚¢
戯後蔓芝勺 ㌢の+ 将潤揺藍 ｢葦当撃j 将済絃惑嘗磨滅L#恕転義敷野暮芸T3 駈蔑苛 ､ 淡沿 漉惑をこ述硯 甘転護
るB
汲き 鞠 『沿j を駿 顎 貰 鞠 ｢由暫j を鍍甑な転義蟻禽
品 物 ㌃梅郷才藍3 戦 V轟昏卿 ウ戦野j 淘 ㌢事魯野済 将を蔑澄みj のよ惑恋敵 郎 を憂
S
夢J薫済責函蔓芝野讃す藍
澄 慢 ｢約j を使わ恕駈蔑秒 例 ; 緒舷 ザ 鋤簾 書 手凍33
臨 戦 馳艶網が連体勝助責務露を済成増
岬
るた渡 滞 日轟爵経常彰豊穣
は ､ 約款欝稽に修飾､ 形容の機能が鮪孝ヨ つ 嘗 m る 釣 で ､
る ゆ 例 ; - 奉胡
｢約j を紋う惑督戦 rU済紡 で
㌢約+ の 綾済を渓蛇巌藍な
鑑 戦 当這絡助宗確報 終観賞喝泡 盛賢哲勤務司藍㍑驚 の ㌢昭当 を澄 『挺暫j 藍灘血鼻転虹な転蔑騨
2き ､ ｢的j を穫 っ ぞ y r形j を健者ヨな駈議場含
員 ､ 中国鋳で は ､ 軌網 ､ 形容詞が連体修飾諺藍なる藍澄､ 轡通は F料+ を放う鎖 L, か
& i
し ､ Ll本語 で は ､ これらの 帝が連体修飾諦を柄滅する と き , ｢の+ を使うの で は
な く ､ そ の 連体形 を使う ｡ 例 : 我美 的衣服/私が 買 っ た服
1
,
_) ､
(r[l回折で は ､ ｢的+ で表されて い る連体修飾析はE】本所 で は ｢の+ が使えない .
例 :
(1) ､ 大家升仙血玩笑. /皆はよく か れ をか らかう｡
(2) ､ 他人兜是碓血介錯人 ?/彼女の 入党は継が紹介人で すか ｡
c , 文末の ｢的+ は ､ ｢の だ+ と対)/i-;す る少数の も の 以外 は r
-
の+ と対Jぶ しな い .
3) ､ ｢の+ を使 っ て も ､ ｢的+ と対応しな い 場合
こ れ に関して は氏 は下 記の よう な表を掲げて い る ｡
作用 日本静 中国諏
画商 班長の徐さん 班位小徐
祐 一 般的容顔比愉 花 の東
強調 コ - ヒ - の 漉い の が飲み たい 我怨喝([加Jt‖…中的)轍的I州[pIF:A
我 的｢F]学吋代
仇畑地那+L寄来的倍
｢で ある+ に
相当する もの
私が中学生 の 時
動詞 の 連体 形 母か らの 手紙
動詞の 語幹 こ の 意見に賛成の方 賛成達意兄的人
和服 に外套 の 駅長 利J)ti外界者外套的姑-良
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4 ､ 持 場チ氏 (1 9 69) の 別学
-
t3
b
浮陽子氏 は‡ニf本給鞍育 の
～
;i.壕か ら､ ヒl本音きの 授羅辞 ｢的+ と‡,ト償l諦 の ｢的+ とQj関係を
考察した. 氏はまず小国綿における ｢的+ の 用 法やL7*折 にお ける穏羅辞 ｢的+ の用法を
塞ぎき介 し ､ 続 n て ､ 骨03関係を見た 秒 氏 捌折発か らあゃ国表所の ｢的+ とu本諦の接尾辞の
｢的+ とは ､ 将にお い て は兆通して は いるが , そ の 漉す意味や ､ 文法的な機能に おいて
は ､ かなり遜 っ て u る こ とがわか る e 奉研究で は ､ ､:j三に誉トf琵厭 における ｢的+ と日本折に
お ける ｢の+ との 対 掛折紙を行うの で ､ 日本蔚の 接3尋辞の ｢軌 妄こは触れな い つ もりで あ
る .
5 , 稀橋弥呼彦氏 (1 9 8 0) の 馴死
轟機氏は事弓叔刺氏 の 言 う ｢拡大した名詞 フ レ - ズ+ における連体修飾析と般修飾綿を研
究考察した 争
氏 はまず限疋爾 (連体修飾諏 - 引用着任) となる単位を単絶と連綿に わ 吋､ 限定綿とな
る単 軌こ､ 名詞 , 動詞 ､ 形容詞 ､ 副詞 ､ 代名嗣 ､ 擬声詞 ､ 数詞 ､ 厳詞 のj
析
㌔品詞があ吟 ､ こ
の うち ､ 構造助詞 ｢的+ を必ず用 い る の は擬声嗣と数詞の 2種撫で あり ､ 用 い な い の は ,
巌詞で あり ､ そ の他の 5種麹は ｢軌 を用 い る場合と用 い な』1場合とがある と指崩して い
るo そ して ､ 限定鎗を孝執成する連紛は名詞性適さ[iと動詞性遵蘇とぞ の他の性質の連蘇の 3
種類 に分けちれ ､ こ れら の 連語の うち ､ い わ ゆる ｢指数最速語+ 以外ほ限定誇となる と
澄J - 般に ｢的+ が必要であると指摘した｡
'
'
続n て ､ 民は い わゆる限定藷と中心鎗の型式を分類し ､ 単蓉型式､ 絡綿型式､ 同位連語
型式, 避列連騎型式､ かさね型弧 基本名詞連鋳型弧 方位連騎JtB式 ､ 基本動詞連鎗型
式 ､ 主述連誇型式 ､ 介名連騎型式､ 連合連語型式 ､ 所字連きき型式 ､ 動客連詩型式 ､ 固定連
綿型式などをあげて n る ¢
最後に ､ 語順 に関する問題に つ い て ､ 高橋氏は指数最適責務を用 n る場合と ､ 名詞や代名
詞 を用 い る場合と ､ 形容弼や副弼を用 い る場合と に分け､ ｢的+ が 二 つ 以上ある表現から
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考察 を行 っ た ｡
6 ､ 水野 義道民 (1 9 9 3) の 研究
水野氏 はr-[1匡l絶 の V Oとい う進本綿順 と日本的の O Vとい う基本許順 の 適 い や連体修飾に
お ける雨宮綿の音別順の 共通性 が､ そ れぞれ ｢的+ と ｢の+ の 用法⊥の 典通点 , 棚適点 に 関
与 して い ると述 べ ､ 名詞 が名詞を修飾する場合と ､ い わゆる聯休軌嗣の ｢の+ , そ れに あ
たる ｢的+ の 用 法を考察 した ｡ そ して , 名詞が名詞を修飾す るとき ､ ｢の+ や ｢的+ を使
わな い と , 前後の 名詞が複合名詞化 し ､ 結合 す る名詞の 組 合わ せ が固定的で ある とい う点
で 小L川ij
'
言儲 は - - ･致 して い る が, どち らか と い うと ､ ｢的+- を用 い な い 場合が多い と指摘
し､ [:1国籍で ｢的+ を用 い ない 条件を探り ､ い く つ かの パ タ - ン を紹介した o 続 い て , い
わ ゆる準体助詞として の ｢的+ と ｢の+ に つ い て ､
1) ､ l]本綿の 場合
名詞 ＋ の 1 ＋ の 2 ⇒ 名詞 ＋ の (例: 私の)
形容詞 ＋ の 2 ⇒ 形容詞 ＋ の (例: 安い の)
動詞 ＋ の 2 ⇒ 動詞 ＋ の ( 例: 泳 ぐの)
2) ､ 中国語の 場合
名詞 ＋的 1+一 的2⇒ 名詞 ＋的 (例: 我的)
形容詞 ＋ 的 1 ＋ 的2 ⇒ 名詞 ＋ 的 ( 例: 主要的)
動詞 ＋的1 ＋ 的2 ⇒ 動詞 ＋的 (例: 遊泳的)
とま とめ､ 上記 の うち , ｢の 1+ と ｢的 1+ は連体修飾であ る こ とを表 わす もの で あり ,
｢の 2+ と ｢的 2+ は名詞 の 代わりだ とい う こ と を表 わすも の で あ ると した ｡ そ して ､ こ
れは あく まで も仙象的な レベ ルで の対 比で あ っ て , 特に より実質的な意味を持 つ ｢の 2+
と ｢的2+ に つ い て は､ そ の 使用 にはかなりの 違 い があると思われる と付け加えて い る ｡
4 4
三 ､ まと め
以上で は , FIJI+両言 掛 こお ける連体修飾絶や連休助詞 ｢的+ と ｢の+ の 対 脚W
･死を紹介
した ｡ 中国籍の ｢的+ と日本碕の ｢の+ は ､ い ずれも複雑な用法を持っ て い る の で , そ の
意味や機稚などにつ い て の 発明はまだ これか らの 研死を待たなければならな い も の が数お
おく残されて い る ｡
本桝死で は ､ 上記 で紹介 した先行桝死を雌まえ つ つ , 中国 掛 こおけ る ｢的+ と日本掛 こ
ぉ ける ｢の+ の 用法を対照 して い く つ もりで あ る . そ して ,
一 つ - つ の 言師現象を個別的
に見る の で はなく ､ 一 つ の 言絶表面に 卿 1て い るさ まざまな現象はいずれもそ の言辞の棚
本的な牲質 に よ っ て 決められ ､ お 互い に有機的 に つ なが っ て い る とい う梢想 の もと で ､
国語の ｢的+ と日本綿 の ｢の+ の 用法を検討 して い き ､ さ らにそ れ によ っ て , それぞれ の
言栢の 本質 に迫 りた い と思 う ｡
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第 二 部 中国語 と 日本語 の 一 般 的性格
と ｢的+ ､ ｢の+ の45 用
第 一 章 : 中国栢 とEl本辞の 一 般的性格
十九Lr1
･
,1t己の ドイ ツ の 言辞学者シ ュ レ … ゲル (F.Schlegel) や フ ン ボル ト (W .vo n
1-Iu111boldt) が(L[二界の 緒言 栢をそ の 構造的特徴に よ っ て ､ 孤立的 (isolating La nguage) ､ 勝
者諦 (Aggluting Lal鳩 u age) , 屈折綿 (1nflectioll al Langt]age) 抱合拍 (Inco rpol
･
ating
LM鳩 u age) の 四種籾に分ける ことを提案した｡ 孤立析 とは中国的 の ような ､ 縛形変化をは
とん どせず ､ 三1三と して音馴l貞だけで文法関係を示 そ う とす るもの を指 し ､ 修着絶 とは ､ Ll本
訴の ような助詞や助動詞をつけ加えて い く こ とによ っ て 文法関係を示そうとするも の を指
し ､ 屈折絶 とは､ フ ラ ンス 綿や ロ シ ア綿の ような ､ 主として 栢尾変化に よ っ て 文の叶-の 単
賠の 文法的職能を示そ う とするも の を指し ､ そ して ､ 最後の 抱合栢とは ､ アメリカ ･ イ ン
ディ ア ンの 言帝の ような ､ 文を構成する各単絶が緊密に結び合わされて ､ 文全体が 一 つ の
単絶の よ うに構築されて しまう もの を指す ｡ こ の分頼の 仕方は言辞学の研究に大きな影響
を与え ､ 今で も ｢古典的横型論+ と呼ばれて は い る が ､ しばし ば言帝学の著書 に顔を山す
こ とも実情で ある ｡ おお ざ っ ぱで ､ しかもやや古びた分頬で ある に もかかわらず､ なお こ
れほ ど愛用されて い る ことには､ そ の 合理的な 一 面を物締 っ て い る と見て よかろう . 本桝
死で は, あえて こ の 年輪の 重ね た用諦を使っ たの は ､ こ の 用繕はそれぞれ の 言語 の 基本的
な特質を反映して い る と思 っ たか らで ある ｡ 以下 ､ こ の 考 え方に基づい て ､ 中国縛と日本
語の構文の 一 般的な特徴につ い て 記述して い きたい と思う ｡
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策･ 一 節 : 中国栢 はどんな言帝か
∴ 孤立言酎
'
]
'
,]な青眼 と して の 中国締
u本訴で は ､ ｢私が彼に本を渡した ｡ + とい うように ､ ｢が+ もしくは ､ ｢に+ ,
｢を+ などで名詞 の文にお ける構文的機能 (多く の場合 ､ 述絶との 関係) を表して い る ｡
英祈の 場 合 , ｢Igave him tllebo ok+ の ように ､ ｢I+ ､ ｢hil-1+ など ､ 代 名詞 の 独特の 形
で ､ ある い は ｢book+ の ように ､ 帝順によ っ て ､ これらの 繕 の文における位置を示 して い
る ｡ それで は , 中国師で は ､ 文の 構造にどんなも の が働い て い る の か ｡ 今 まで の 研究を調
べ て み る と ､ その 答え には音馴憐や虚詞 (前置詞 ､ 助詞などを含む) を挙げる こ とが多い .
しか し､ 申小 穏氏 (1 9 9 0) もかつ て ､ ｢中国静の文法の - 一 大特徴は柏義的ならび に綿
用的な変索が西洋文法で 言う ｢梢文的+ な要素より比重が大きい こ とで ある ｡ 西拝文法の
モ デルで中国籍を研究した人々 が ､ 中国諦 にお い て は､ ｢構文的+ なル ー ル の 拘束力が弱
く , 一一 定 の 栢義的な条件や環境が備わ る と ､ ｢構文的+ なル ー ルが訴少 して しまう こ とに
気づ い て い る ｡ + (P - 5 5) と指摘 したよう に ､ 馴貞や虚嗣などは必ず しも中国綿の 構
文にと っ て ､ 最も重要な役割を果たして い る もの で はな い ｡ それで は-二 帽 静で は何が文の
構成 に - ･ 番影響力を及ぼして い る の か Q 上述 の 申小龍氏やその 他の多く の中国綿即死者 に
ょると ､ 語義や帝用は中国語の構文で非常に重要な役割を果たして い る と言うが ,
一 休 ど
んなもの がどの ように中国籍の構文に関わ っ て い る の か に つ い て の 詳 しい 桝究は未だに見
あたらな い よう で ある ｡ そ こ で , 本研究で は , 本題 に入 る まえに ､ まず次の ような こ とを
明らか にしたい ｡
1) ､ 中国語 で は ､ 成分間の意味関係に暖味性がなければ , 馴貞や虚詞 の よ うな構文的
な手段は あえて使わない ｡
2) , 成分間の 意 味関係 に唆味性が出た場合 , まずす酬貞とい う構文的な手段を も っ て ,
これ を区別す る ｡
3) ､ 成分間 の 意味関係はさ らに複雑になり , 剛勇だ けで は , そ の 意味関係の唆味牡が
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解決できな宅な るた ､ は じめて虚詞た♭うう爵の 附加に よる構文的な拳段を取 る Q
轟き ､ F-r!国宗落の''喜
一
薄 霧面妄=現れてら蔑る言落頗 は多宅 の 蟻昏語摺をニよ る も の で 凝る 粉
恋お ､ 諭 の 具体的な展開をこ顎転ちでを渡海 ｢磯j た♭蔑う概念 を嬢泉 し淘 三嘗三と ♭て ､ 動詞 たj弟
とg)関係にお い て ､ こ 捌現題をとらえて い i つ もりで轟る b
ま 戦 項妄£よる動網め労類
軍書3国藷 の彰㌢究習 母 を豊じめて ｢項+ 沖 国酋落でを濃 r向+ と尊宅き の概念を燈 っ たの は袈穣
照氏 (1 97 8) らし い o 衆氏は申琵i帝にお ける動詞をそれが必須とする冬嗣 の数によ っ
て 海 単項勤開 ､ 双項動弼 ､ 三 項数詞を芸分類♭た ¢ 常 時 労務妄こよ甑ぱ 洩
我酪汲/亀結氷泳をず る B
飽休息/かれをま休む ｡
飽酔ア/かれ揺酔っ ぱらっ たo
孫子病ア/予層疑惑嘗病気を£な っ た 魯
他放未了/かれは大貴ぢなっ たo
の E‡･一事をニ凝る動詞は nずわも単項数詞で あ哲 ､
我等寧/熟練寧を凄く敬
他幾火李/かれほ汽凍に 乗る o
我鮫重/ 観は玉葱もうしまず 砂
我粕倍速 - h 点/ 私は こ の 点を偶じる 療
の 桝こ凝る動詞はn ずれ亀双機動鋼 管 あ野 戦
打欝7/ 雷が蔓腐っ た秒
d浅太ぎ蔓臼
小
ア/臼が出た ¢
雑報 ア/ 難が闇汁た ¢
頂来ア - 男槻燐/ 蝶凍 が飛iuで 澄た｡
淡升ア/お薮が沸い た o
遮音だ刀切妻淘/ 芝 和 ナイ フで蔓萄を磯 る な
飽食釆 - 封倍/か れは事前 剥奪っ て きた¢
台湾属予や酵〆脅湾は中頭蔓芸属する 砂
･地番丙や孫子/ かれ は二 人 の子供がある 昏
我送飽 一 番弔/ 徽をま惑ち者
y
u=本を - -憤激好た ¢
我皆非体 - 十好消息/私はあなた に い い ニ ュ ー ス を - - - つ 敢えて あげまし ょ う.
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仙借我 - 柄午/か れは私に車を貸してく れ た.
仙教我数学/かれは私に数学を教える ｡
仙送拾我 - ▲ 本字典/かれ は私に辞書を - -+[Iくれ たo
の小に ある動詞は いずれも三項動詞で あ る とい う (駅は筆者がつけたもの で あるが ､ 中国
静の 表現の特徴を示すため に ､ で きるだ け原文 に近い 直訳法を取 っ た｡ 以下 同) ｡ しか
し , 何を動詞 の 必須とす る名詞 と見なすべ きか ｡ ･朱氏 に よると , ｢違和 刀切肉/ こ の ナイ
フ で 肉を切 る ｡ + の 中の ｢切+ は双項軌詞で あり ､ ｢送把 刀我切肉/ こ の ナイ フ で 私は肉
を 切る ｡ + の 中の ｢切+ は三項動詞で あると い うが ､ それ なら, ｢我等/私 は書く ｡ + と
｢我等字/ 私は字を書く . + の 場合の ｢写+ も ､ 一 つ は 単項動詞 , もう ･- 一 つ ほ 双項動詞と
見な さなければな らな い の か ｡ この ように ､ ｢項+ と い う概念 の実際 の応用 にお い て , 蕊
だい ろ い ろ問題 を抱えて い る ｡ 本稿で は , こ う した問題 に追流せず ､ - 一 応 ､ 動詞 を - - 項動
詞 , 多項動 詞に分頬す る . 本稿で扱う 一 項動詞 とは､ 名詞 (多く の 場合 ､ 動作者を表す)
が - つ しか 取れない 動詞 の こ とで あり ､ 多項動詞 とは､ 名詞を二 項以上必須とする動詞 の
こ とで あ る ｡
2 , 動詞の 項から見た中国籍の構文的特徴
1) , 一 項動詞 の 場合
呉為章氏+(1 9 82) は中国醇 の 一 項動詞 の 現れ る文型が三 つ に分けられ る と して い
る o 三 つ の 文型 とは ｢Ns - ｡ + と ｢ - Ns. + と ｢N - Nso + である . 文型の なか の ｢Ns+
は動詞が必須とする名詞を表し､ ｢N+ は動詞 と何 らか の 関係で結ばれ る名詞 を表す ｡ 呉
氏 の あげた例を いく つ か 紹介す る ｡
rNs - . J
中nFull敵 / 地 三空で さえず っ て い る .
登玉英陳上巳蛭来帳7 ｡ /塞追実際すで に訪れて い る .
此瓜ユ排命的敢乳 /鹿屋塩 一 生懸命に拍手した ｡
4 9
｢ - Ns,｡ +
J一門皇坐着
叶上洛了
院中山氷十
｢N - Nso +
地盤):l紫細了 ･b
/ 店に く の が つ て い る ｡
/ 葉っ ぱには退エ退避たま っ て い る o
の 号で て きた
. /彼女は 一 日中r]を閉ざ して い る o
文型 ｢ - Nso + と文型 ｢N … Ns｡ + の 中の ｢Ns+ は こ の ように動詞 の 後に現れ る ことが
できる ほか ､ 動詞 の 前 に現れ る こ ともで きる ｡ その 対比に つ い て , い く つ か例 をあげる ｡
(1) ､
.
a , 升払ア o
b､ 故升了 ｡
(2) ､ a ､ 下起
(3)
(4)
(5)
(6)
/並並咲い た｡
/並退咲い た｡
了 ｡
b, 風下起来了 ｡
a ,
b､
a ､
b､
a,
b､一
a､
b､
屋子盟坐着
AA
/盛起降っ て きた .
/
/鹿追降り出 した o
在屋子里 ｡
村子盟死 7速星ムo
村子盟 姦 死了｡
他死 アニ去生｡ / 彼
｡ / 部屋 に 坐 と 号二 人座 っ て い た ｡
/三△g2学生腹部屋 に座っ て い た o
/ 村で は盈く 地 区死んだ｡
/ 村で は さ の †
のとニに なれた ｡
仙ニ 速生死了｡ /
/
選 出 三一 頭死 んだ o
対面走辻釆 ニ 仝ム. /向 こうか ら
ニ 仝ム対面走辻来. の
の
は向 こうか
i
んだ ｡
歩い て きた｡
ら歩い て きた ｡
[f1国晒の 構文を見て , 動作者を表 すもの を動詞 の 後に持 っ て 行 ける の は ､ こ の 一 項動詞
が述語となる ときにだ け限 る ｡ そして ､ こ こ の名詞の 構文的機能につ い て ､ 呂叔削氏 ､
.
朱
徳熊氏に代表 され るよ う に , 主韓と見る グル ー プ と ､ 王力氏 に代表 さ れる よう に ､ 動詞の
前なら主諦 ､ 動詞 の 後な ら目的絶と見るグル - プがある . 朱徳照氏は , 一 ｢- ▲ 項動詞 につ い
て言 えば ､ 主絶 と 即勺語 の 対立は存在 しな い (動詞の 前に主綿があれ ば , 後に は目的諦は
つ けられなく ､ 動詞 の 後に 目的語が来れば､ 前には主音馴まつ けられな い か らで ある) ｡ し
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たが っ て ､ 我 利 ま暫時動詞 の 前に現れようが ､ 動詞 の 後に現れ ようが ､ - - - ダ* 項動弼と紙ぶ 名
詞をす べ て 主鱒と見なす令 + くp - 2 3) と述 べ て い る B しかし ､ 考 えて み れば ､ なぜ - -
)茅蓬動詞 の場合 に限っ て ､ こ う した療願の 自ぬが兇ら凄ptる の で あろう 窃 か つ て ､ 申ホ 凌氏
(1 9 9 O) 揺
II-T回折の 文における意味肝や成分は､ 内在した関係により結ばれ ､ 必ずしも関係網を
も っ て , その 関係を明示する と紘限らな n ¢ 構文上も幾.多の制限は 鋭けて m ない o
会ぎ占当時 の コ ン テクス 卜や嘗静内繋f■≦の 相互 関係な どを大い に倍用 し ､ で きる だけ紛句
の減少を図る ｡ ぞ の 縦発 ､ 形式の 上で は､ お互 n の 開孫が緩やかで 凝り ､ 弾牲をニ潜
む¢ 文法的な園係は読者自身で読み取らなをナれぱならなu o 宅呈) - 5 7)
と述 べ て い る 秒 ほか で も､ 似たような指摘が数多く見られる o 本研究で ほ ､ 中国籍 の構文
にお い て は意味的に暖味性がなければ､ 成分の役割を指示する特別な構文的な手段は使わ
なn と♭ちう説 を提案した い e すなわち ､ 瞭味性が生じそうな場合をこQ,)み撰文的な手段が捲
ち込まれ るの で ある ｡ 一 項動詞 の 場合､ 名詞 は - つ しか取 らなら3の で ､ ■数詞の 常に現れよ
うが , 後に現れようが ､ それ と動詞との 関係は変わらない o 戦ちろん , 虚嗣 も付ける必要
はならゝo もう少し飼文をつを才知えよう｡
(7) ､ 乱 逆ア盈盈, 年就快ア替
b､ ヽ 了, 年裁快アe
さヽ 号
rl ぎれぱ､ お正月 も3注い o
/ 盈霊威過ぎれば､ お正月 も近い 秒
(8)
(9)
a､
b,
a､
有ア ア B /
有ア ｡
媛媛般渡来
/
- マ
- マ ま
号 か っ た8
つ か っ た ｡
- - 十尊司抄写的/J､取 乱 /ゆ っ くり と
担当する社員 - が渉n て Å っ て 嘗たe
ら, - ー や専司抄写的/j､堺戯媛援鍍渡来昏 /
顔 - はゆ っ く りと渉い てÅ っ て きたo
(1 0) ､ 臥 走ア=ご ^ ｡ /三△ 過 行っ た o
5 i
:)
… 謄写 を
を担 当す る社
b､ 姦アe / の さ ま行 っ た 令
たこ ろ で ､ - 項動詞と い っ て も､ あずしも全部こ うした用法が凝る とは限 らなレミo 難民
が ｢Ns - a + に あげた動詞 はそ の必須とする名網も - つ しか取らない に もかか わらず , そ
a)名詞をピ如Ⅰヨに動詞 の 後に は持 っ て い けな い の で あ る母 呉既の 分析 に よ者もば , 〟 - - 項勤網 の
場合の名弼の 馴 酌ま動詞の分頬と深くかゃ､わ っ て い ると指摘して い る が ､ どうい う意味特
質0,)動詞 が どんな蓉頻と関係して n るの か に つ n て は､ 必ずしも明確 に嘗 及されて はm な
♭蔑｡ また ､ ｢沸速了r｡'+ と ｢盗升ア魯 + との 凌い に つ い て も ､ ほとんど論述さ れて い な
い o 筆者は こ こで は , こう した請願の適い は純粋に構文約なもの で はなく ､ 爵月弓的な寮素
もかなり入 っ て い ると思う o 要する に , 構文的に見れば, 意味に暖味牲がな n 限巧 , 名詞
と動詞と の 位簡閲係ほ白山で ある o しかし ､ 構文的 に は自由で あ っ て も ､ 衆際の宵帝衆面
をニ現れて n る名詞と動詞と形爵腰の違い蔓こは, や は野違う ニ n ア ンス を樺ぴる ｡ これに関
して は､ かつ て ､ 望月八十雷氏は ｢ - Ns昏 + の構文は ｢い わば
`
憤況描写 の ム - ド
'
とで
も貰う ぺ 澄ム - ドを伴う と澄に しか梗われな♭ミ+ Q)に対して､ ｢Ns
-
｡ + には ､ ｢そg･)よ
うな硝限が率い と旨､う違 い がある 8 情況描写 ム -
】
ドとい う の は (話者 の宰!3断を終わない ､
い わば､
i
中立叙述
'
とい っ たム … ド) で あ･る+A (節
- 6 3) と述べ て い る ｡ 貰い 換える
と ､ ド - Ns金 + 構文の 場合､ 話者が眼前首こ轟る鷹巣やあ る出来事を杏 の まま自分の判断を
力=えずに相手に伝えて い る表現で 凝り , ｢Ns - 令 + 構文は , 誰者 はある事柄に つ い て ､ 自
分g)筆削餅を幾lえながら , 述 べ 転えて n るとい う逮旨ちで あろう o 前者揺白然の ままそ うな っ
て い る とn う ニ ュ ア ンス が入る 8 た とえば ､ ｢姦7三十客Å秒 /三 人 の お客さんが行っ
た o + と ｢三千客人走7｡ /三 Åの お客凄んは行 っ たo + と の達n ほ前者は r多く い るお
客きんの 中で ､ 稚かは別 に ､ とにかく三 Åが行 っ た+ とい う内容 の こ とを表現して い る
が ､ 後者ほ ｢(b なたも知 っ て い る) あの 三 人の客とい う と､ 彼らは行っ た+ と い う内容
を嘉して♭ゝる ｡ こ の逮 n はち ょ うど日本静 の ｢が+ と ｢軌 との遵♭もに 私通ずると ころが
あると見て よかろう o もともと , 羊の 点につ い て , C, Eヤ - ホン 卜フ (1 9 5 7) も次の
ように は っ き撃と記述をなして u る B
従属主語 (述語の あとに司れた主静 - 引用者注) を含む文の連綿 軌 普通 の 主語 を含
む文の なか の 述級と適っ て ､ すで に知られて い る主語 にかん して ､ な にか新しい こ と
を伝 る働 きをす る こ とはなく ､ 述絶と従属主栢とが , ともに ､ 軒 - め伝達をなすo 主
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掛ニよ っ て 表され る人物は ､ 述静をこよ っ て 漉 され る動作が遂行されな い あい だは ､ あ
たか も ､ 未知の気付 い て n なn も の の よ うに な っ て い る o そ れゆえ ､ 識 者は ､ 最 初に
動作の こ とを言n ､ そ の あとで ､ その 動作 の 主辞の こ とを言う の で あ る 缶 したが っ
て ､ 又は ､ 全体 と して ､ い ずれも ､ 単に ある 人物の 動作に つ い て 述 べ るばか りで な
く ､ 動作を述 べ る た同時に ､ Å物その もの の 現有またほuj現 ほ きをこは ､ 存在 しない
こ とや消光) を柵練す るの で 凝る ｡ 従属主縛を持っ た文の述紳は､ .〕三紳に.よ っ て 表さ
れ るÅ物が ､ なに をして』1るか とn う閑n に対して答える私の で ほなく ､ u つも ｢窓
ゑ樺+ (または ｢咋祥+ など)
`
どうした? どうだ -～
'
とい 引ど恥1に対 して答える も
の で ある 令 たとえば :
事i
咋約?/どうしたんだ?
”
-
g 事
起執子 ア - /隆耗が現れ
て -
”
く㌘ - 4 9)
こ の よう に ､ 中国静で は 一 項動詞 が述絶となる場合 ､ そ の動作者を表す名詞 の静順をま構
文的な制限からと い うより ､ 綾用的な制限から決められ て い るとみた方が正確だろう ｡
つ い で に , 形容詞も号 の 必須 とする名詞は - つ で ある｡ しか し ､ 中国帝でをま形容 詞はそ
の まま連体修飾絶 とな る こ とがで 潜る の で ､ 名詞 を形容詞 の 後に持 っ て い く と ､ 藩ちに名
詞と形容詞とが連体鯵飾関係にな ? て しまうo したが っ て ､ 形容詞の場合をまい わゆる ｢ -
Nso + の 用法はない o 例を 一 つ だけ 削プようo
(l l) I a, 出夢路嵐 /出藍轟く 一 道が遠い B
/
b､ 高ぬ大河/轟い也 と東きな川
2) , 多項動詞 の場合
A､ 名嗣が ニ つ 使われる場合
名詞が 二 つ 使われる と ､ どの名詞が動詞とどんな関係を絵ぶの か は時 には爵 の意味だ柑
では 区別で きな い こ とがあ る o 例 :
(1 2) ､ 此推帯ア汲 //退出過払盈推席したo
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(1 3)
(1 4)
比 令
了
噴住
‾
T狼, /温故R2
=
^ /= 7ヽ .ー_ モ が
メ
i 虹良三起.し っ か り とか み つ い たo
にぶ つ か っ た ｡
上の =. つ の 例文に現れたそれぞれ 二 つ の冬嗣 の 意味特
,[t/:Ltこは似通 っ たと こ ろ があり , 何
らか の 捌去で , そ れ らと動詞 との 意味関係を明記 しなければ ､ 文全体 と して の 内容は 把握
で きなく なる . そ こで ､ L 帽 蹄で は ､ 馴自とい う梢文的手段で ､ こ の 二 つ の名詞がそ れぞ
れ動詞 とどん な関係を結ぶ の か を示す ｡ そ して ､ 動詞の 前 の 名詞は多く の 場合軌作者を表
すも の で あり ､ こ の動作者を表す名詞は こ の 場合 はもう動詞 の 後には ､ も っ て い けなく な
る ｡
以下 ､ 名詞が 二 つ 現れる構文の 例 で ある (例は林杏光 (1 9 9 3) か ら借用 した) o
(1 5) , 他打 了小事 - 下 . /彼は李さ ん且 一 発殴 っ た ｡
(1 6) ､ 洪水沖走了庄稼｡ / 洪水が農作物旦押し流t/ た o
(1 7) ､ 我有 - 本 孔 / 私は本旦 - ･m 持っ て い る o
(1 8) ､ 我棚兄了他 Q /私は彼追で あ っ た ｡
(1 9) , 我去北鼠 / 私は ぺ キン ヘ 行く ｡
(2 0) ､ 小玉是老卵｡ /王さん で
(2 1) ､ 仙腸球+し｡ / 彼はボ ー ル盈蹴る o
(2 2) ､ 夙刊倒了虜鼠 / 風が家屋盈倒した .
(2 3)
I
, 庸子圧者人了 ｡ / 家が△を下敷きに した o
(2 4) ､ 我収到 - 封家胤 / 私は家か らの
一 過 の 手紙盈受け取 っ た o
(2 5) ､ 仙イ｢1 正在写胤 ･ / 彼らは手札聖書い て い る ｡
(2 6) , 工人爪雑起了大帆 / 労働者は大橋盈かけた ｡
(2 7) ､ 他写成 一 筋治丸 /彼は論文盈 一 本まとめた ｡
(2 8) ､ 他倣出了突出的頁献｡ / 彼は優れた業績盈あげたo
(2 9) , 我1f1要田培群余｡ / われ われ は大衆土田結 しなけれ ばな らな い o
(3 0) , 他不象我/か れは私には似て い ない ｡
(3 1) ､ 休演r故 ｡ / あなたが工場長の 役旦演じる o
(3 2) ､ 他姓乳 / 彼は李と言い ます｡
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(3 3) ､ 体=乞大碗, 我吃小碗, / あなたは大きい茶敬三食 べ ､ 私は小 さ い 茶碗で食べ
よう ｡
(3 4) , 仙約言泊蔑功全国｡ /かれ の 言論 は全国旦驚か した｡
(3 5) ､ 仙杯願匹I方｡ /かれはあたり且見回した ｡
(3(;) ､ 市民正妹瞥服｡ / 市民は警報ヱ隠れて い る ｡
･I･個 綿で は動詞 とそ の 後に氷る体 割勺な成分の 間の 意味関係 は実に種類が盤宵で ある ｡
い わゆる述括と目的静 の 意味関係だけを見て も , 相原 茂氏がか つ て (1. 9 9 0) 1 4種板
にも分けて い る ｡ そ れで も ､ そ の 1 4頼 馴ま実は刺傾 で , 前の 1 3掛 こ入れ られなか っ た
もの はす ベ て こ の 1 4頬に納めて い る ｡ 簡単に こ の 1 4叛を紹介すれ ば ､ 受訴 , 結果 , 料
象 ､ 道具 , 方式 , 場所 ､ 時 臥 目的､ 原因 , 変化 させ られ るもの ､ 動作三1三体､ 同源 ､ 同
∴ 祁類があ る ｡ こ れ をか りに対応する日本綿 の 格助詞を 馴ブて見る と ､ ｢を+ ､
｢に+ ､ ｢で+ ､ ｢へ+ ､ ｢か ら+ , ｢が+ ､ ｢と+ で , 7 つ の 格助詞 に 訳す こ とが で き
る o 静川頁の 限界が思 い知らさ れる ｡ こ こか らも ､ 中国帝でも草城分と成分の 意味関係はい か
に- つ 一 つ の 縛の 意味に頼 っ て表現されて い る の かは想像で きる の で あろう ｡
と ころで ､ 名詞が 二 つ 使われる構文で は､ 動作者を表す名詞は動詞 に後置する こ とがで
きなくな っ たかわり に ､ 今度はもともと動詞の後に来る べ き名詞は動詞に前置する ことが
で きるように なる o そ して , 動詞の 前に現れる場所は二 つ ある . 一 つ はい わゆる主訴の
前､ 後 一 つ は主静 の 後, 動詞 の 前 で ある ｡ まず ､ 主緒に 前置で き るもの か ら考察 しよ う ｡
(3 7) , a､ 我推宥他了 ｡ / 私はかれを推薦 した ｡
b, 仙我椎茸了｡ I/かれは私が推薦した ｡
(3 8) , a, 猫人的称安住了狼 ｡ /猟師の犬がオオカ ミ に し っ かり とか み つ い た o
b､ 狼猫人的狗岐住了｡ /オオカミ には猟師の犬がしっ かりとかみ つ い た ｡
(3 9) , a､
b,
(4 0)
(4 1)
a､
b､
a,
洪水沖走丁庄稼｡ /洪水が贋作物旦抑し流 した ｡
庄稼洪水沖走了｡ / 農作物追洪水が押し流した｡
我磯風了イ虹 / 私はかれ起.で あ っ た .
仙我破風了｡ /かれ追越私がで あっ た .
他不象我｡ /かれは私に は似て い ない ｡
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b､ 我他不象B / 私にはかれは似て い ない 台
く逢 2) ち a､ 我己疑者了法曹弛 彫アゎ /亀は もう こ の 暁顧 を見ま した o
b､ 遺書粗 影哉己疫著ア｡ /この 錬磨をま私ほもう見ました B
動詞Q3後に置く ベ 尊名詞はをまとんど こg)ように文の - - 番最初に移動す る 乙 とがで きるo
- - つ の動詞と関係を結ぶ 二 つ の名嗣には似通 っ た意味特性を捲っ て い るも ので さえ ､ 例
(3 7､ 3 8 など) の よう に ､ 二 つ の 名詞 を掛ナて最良ぺ る ことがで きる 8
以下 の ような こ う した摺法 の な い もの もある e
しか し ､ - ･ 方､
く轟 3) ､ a､ 鮮卑嘘アや乳 / 兼用率がトラ ッ ク妄こぶつ か っ た な
b､ * 一半卒研判療ア｡
(4 後∋ ち a､ 他j=1 了ホ寧昏 / 彼は李さん息殴 っ た ¢
b､ * 小挙他打了｡
(4 5) ､ 盈､ 飽的富治豪勢全国B /かれ の 貰論は愛国皇驚かした ¢
b, * 全r*! 飽的富治養親｡
(4 6) ､ a, 他称願田丸 /かれ ほあたり盈見回 した .
b､ *廷当方他称厳 秒
(4 7) ､ a､ 登別史到 - 封家胤 / 私は家からの 一 週の 手紙盈受け取っ た o
b､ * - 封家倍我牧到赫
研 く4 3) で は rl芝草研孝+ の ように続く と , 二 つ がまず並列表現に取 られ ､ 例 (後
後) で は ､ ｢ホ挙軌 と続くと､ ｢飽+ が ｢ホ豹 を指し哀 し ‥ 二二つ が同格関係にまず取
られ るか ら, こ うした用法ができなくな っ た の だろうと考 えられ る o 例 (4 5) は､ ｢全
削 が ｢窺凱 の 前に来る と､ ｢寮功+ が 一 項動詞となり ､ ｢全削 が遼ちにそ の 主務純
なるか ら､ ｢イ眺勺言放+ は居場所がなくな っ て しまう ｡ こ こ で は ｢他的宵泊+ の 前に原因
を表す新教詞 ｢因+ をつ ける と､ 文と して は成野立 つ が ､ 意 味は骨や変わ っ て しまう ｡ 例
(後 6) もなぜ か こ うした用法はな い ｡ 日本語で も ｢かれをまあたりを見熟したB + に対応
する 鳩 たりは彼が見回 した o + と い う嘗 い 方がな い こ とを考 えあわせ る と , 鳩 方+ と
い う名詞の意味が原田で凝るかもしれなn ¢ 例 (4 7) で は問題な の は ｢ - 封家倍+ で あ
ろうo 一 般的に貰 えば , こ の よう に文の最捌こ移動し
'
r きた冬嗣はヨ三題とな る ｡ ヨ三越とな
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ると ､ 必ず既知 の も の で なければならない o しか し , ト ー 封家イE(J は未知扱い の も の で あ
る ｡ したが っ て ､ 文頭 には 立て な い ｡
続い て ､ 主諦 の 後, 動詞 の 前の 位置に移動する場合をみ ると ､ こ こで は , 冬嗣 の 現れ
)1はかなりバ ラ エ ティ に富んで おり､ それを以下の 4種根に分ける こ とがで きる .
①, 前置詞 の 附加が義務で ある もの ｡
②, 前置詞 の 附加 はで き な い もの ｡
③､ 再()
A.T
･
'
賞詞の 附加は任意の もの ｡
④, 〕三語 の あと, 動詞 の 前 に持 っ て い けな い も の ｡
例をあげて詳 しく見て み よう ｡
①, 前置詞の 附加が義務で あるもの
(48) ､ a, 猫人的狗嘆住了狼｡ /猟師の犬がオオカ ミ に しっ かり とかみ つ い た o
b, 猫人的狗凪狼噴使丁 ｡ / 猟師の犬がオオカ ミ に しっ かり とかみ つ い た ｡
(4 9) ､ a､ 祈年揺丁半草｡ / 乗用車がトラ ック にぶ つ か っ た .
b､ 祈年皿乍草撞了. / 乗用車がトラ ッ クに ぶつ か っ た o
(5 0) , a､
'b,
(5 1)
(5 2)
(5 3)
(5 4)
a,
b,
a､
b､
a,
b､
a､
b､
他打了小事｡ / 彼は李さん
.藍殴 っ た ｡
他比小 李打 了｡ / 彼は李さん旦殴 っ た ｡
洪水沖走ア圧稼｡ /洪水が廉作物丘.抑 し流 した ｡
#Lを水凪庄稼沖走了 o /洪水が農作物旦押し流 した o
夙制倒了顔屋 ｡ /風が家屋違例した ｡
JRu巴虜屋剖倒了 ｡ /風が家風を倒 した .
庸子圧若人了 ｡ / 家が△を下敷きに した｡
厨子皿人圧着了 . / 家郎△を下敷き に した.
仙約言蛤寮功全国｡ /か れの 言論は全国且驚か した ｡
仙的富治盈全国蓑功｡ /かれ の 言論は全国旦驚か した o
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こ こで は ､ ほとんどの 場合執筆弼 ｢把+ を使っ て い る e ｢肥+ は目的額を強調 し ､ 動作
によ っ て ､ 目的祈0.)蒸すÅや もの がある機の影轡を受けたとn う意味あn を持つ e 最後の
鍬丈だけ上 と遮 っ て ､ 使役構文にな っ てレゝる o 主題才bの と こ ろと考 え轟わ せれ ば戦 こ の 文
a)特殊件がより際だつ o
②､ 約題詞の附加はで きない もの ｡
(5 5) ､ 盆､ 我己鮭者 ア法部亀鯵アさ /私をまもう こ の 映画 を鬼ました 魯
b､ 我達郎亀静己疫瀞了｡ / 私をまこ の 醜商はもう見ました o
③ , 机慣嗣 の 附加は任意の もの o
(5<6) ㌔ aJ/
/
i;吃太線 我吃/J､碗｡ / あなたは大きい茶碗で食べ , 私は小 削 1茶碗で
食べ よう o
b､ 俸 (潤)太碗吃, 裁 く周) か碗吃｡ /轟なたは大き♭ミ茶碗で食べ ､ 私は
小さい 茶碗で食べ よう o
(5 7∋ , a､ 我意北京 帝 / 亀はぺ キ ン へ 行i o
b､ 我 (刺) 北斎去( 上蒋不去) 令 / 私はぺ キ ンは行i (が ､ 上官馴ま行かな
n) 令
(5 8^) ､ 農､ 他稀麟四方砂 /かれは轟たり盈見回した e
b､ 他 ( 柄) 臣‡方稀願｡ / かれをま凝たり盈見回 した｡
こ この前置詞は道具を蒸したり､ 目的地を漉したり ､ 方向を表したりするもの で ､ い わ
ば､ 上 の ｢把+ をつ けるもの とは質的を㌫適うもの と貰 えよう ｡
④､ ヨ三誇 の 轟と ､ 動詞 の 掛 こ持 っ て n けな n も の ｡
(5 9) ､ a､ 他不象我. /かれ は私にほ似て い な い o
b- *飽我不象ゆ
(6 0) ､ 臥 他姓挙｡ / 彼は寧よ言い ます｡
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b駕 * 他寧敗や
く6 ヨ,ラ
(6 2)
盈､ 市民主監易畿轡猟争 /ア汀民を濃警報澄凝議花ぞらちる 敬
b穣 * 滞鼠督才最速親身
挽､ 渦紋朝 - 封家倍. /亀は家からの 事艶藍受を子亀 y3 た¢
転戦 * 我 - ･ 封凝倍牧髪i3汐
(6 3) , a､ 我推馴ぬアゥ / 私は彼を推薦した o
b戦 *発砲嫁浮ア争
(6 魂∋ ､ 逸㌔ 我赦免ア他瀬 /私は観迄であ 顎 た ｡
恕､ 準我飽磯風ア さ
(転5き 有 挽≠ ′j㌔蓋漫老腰聯倍 /藍澄ん.を麓
b､ * /j＼王老師是｡
差
こ こで は ∴ 二 つ の冬嗣が同根の屯の はをまとんどを占める (例5 9､ 6 0,, 6 3､ 6 4,
ち 5き ｡ 同類の場合戦 前を芝私見たよう蔓£ ､ 前置弼 の ｢把+ をつをサる こ鼓動で 渡るが ､
｢軌 をつ けると ､ 田的鎗の表す太や敷の串嘗凝る種の影響を受けたとn う意味轟♭3を持つ
ようをこなる かち ､ こ 芝 で は芸磯用凄艶な旨議¢ 続を蔑て ､ 例 (6 u は旨ちさ澄浸潤 明t# がた彰浅
が顎 桝 g6 2き は 芝 芝で 戦やはり ｢ - 封家倍j が衆知の 屯の からなの で轟ろう 懸 文頭を芝繰
り上げられたら ､ ヨ三牌に なる し ､ 主汚の 敵 動詞 の 前に繰り上げられたら ､ 主様にな労な
転蔑をこしで も ､ 凝る壇の強調渡現を芸なる惑泡ら, 這うし汲未発班形 態のを芸をま巌摺 で 藩なか y3髭 の
習 凝ろう ｡ '
上雷送の考察を見で 敷 ､ 紡の 意味で ､ 成激闘の藩疎開係が鎗かるような場合なら､ 態た屯
た動詞 の後に来る 代 替各弼を自由に文の - 番液初や登静の後 ､ 動網 の 前に練りよをずる こと
を蔑で 馨るが ､ 澄味を芝暖味性が出艶を澄､ ㌫ う した綾3磯の畠経書揺効かな くな る こ 藍が分惑もる 令
書らをこ次の ように蔓馴!劉こよ っ て 考 名詞と動詞との意味関係を区別する用綾も凝る｡
宅6 6) 斗 a汚 我L海藻約帝 / 私は上播か ら衆 ました o
b､ 我三歩凍約上準魯 /私を澄3漉 の時をニ上海峯ニ毅まじた e
(6 アき ,^ 汲､ 飽東学率立込3年ア畷 /かれ は東学を卒業♭てか ら戦う 3年終電蓋した ゥ
b､ 他 3年成東学単数ア｡ /かれほ3年で大学を卒業した o
5 9
碗 (6 6) で は ､ 動詞が ｢来る+ であり ､ 場所的な概念を持つ ｢上海+ は動詞 の 前に現
れたら出発点, 動詞の 後に現れたら目的地とい う よう に ､ そ れぞれ適う意味関係を動詞と
義子音ぷゎ 研 (6 7) で は ､ 期間を表す ｢3 軌 をま動詞 の紡なら ､ ｢串策+ す る まで に か か っ
た時間を表し､ 動詞の後なら､ ｢卒業+ してか ら､ 何咋た っ たかを表す こと になる o
B､ 名詞が 三 つ 以上現れ る場合
名詞が三 つ 以上 同時 に現れ る場合､ 僚況 はまたよ り複雑をこな るo 名 詞が 二 つ事司時 に現れ
る場合､ 動詞の 附こ現れ る もの は動作者を表すもの で あり ､ 動詞 の後に聯 1る もの ほその
他の 意味関係を表すもの で あ っ た o しかし ､ 名詞が三 つ 以上現 れると , 帝騰だけで は ､ 動
弼の 前か後か で ､ 少なく と敬二 つ の 冬嗣が続い て現れる こ とになる ¢ そ こで ､ ト憎 拍 で
は､ もし動詞 の 後に来る 名詞がい わゆる薮接目的額と剛妾馴与爵とい う鷺)の な ら､ 間接目
的表替は軌 直接目的音浄は後とい う級頗を取る｡ しかし､ もし､ 二 つ の名詞が 娃か の 意味関
係を表すものだっ た ら､ もう こ の帝牌だけで は ､ とうて い 間に合わな い o そ こ で ､ 多く の
腐乱 虎弼とn う偶発的な拳段を取る ようをこなる ¢ 間接目的鋳で潰え ､ 時をこをまより表現を
明柵にする た 捌こは ､ 虚嗣 とい う構文的な手段を取る o 例 :
(6 8) ､ 盈教 !J
く6 9) , 威厳送
1
宕ヲ o) ､ 盈常盤級ア
(7 1)
/私はか れに中国静を教えます ｡
プ
/ 先生は私に - 本の ペ ンをくれた o
/ 私はかれ に奉を - ‡潜貸した窃
切胤 / 私は大きい ナイ フ で 肉を一切る o
さらに ､ 動嗣の 必須とす単項ではな い が ､ 動詞 と何 らか の 意味関係で結ぶ名弼も特に文
のi戎分Q)数が多くなると ､ 瀦整詞 を使う こ とが藤n o
(7 2) , 戟 頚北鼠 / 私は上海戯ゑぺ キン に来た o
∈7 3) ､ 我盛大刀把肉切威了舗壁｡ /私は東き u ナイ フ豊‡勾を千切野暮ニzt]]っ た o
(7 4) ､ 我盈街上磯風ア他 / 私は町ヱ か れ にで あ っ た .
(7 5) ､ 涛懲盈同番好好薗鼠 / 同僚皇ゆ っ くり相親して くだ書い o
(7 6) ､ 娘比我娩得吸 / 彼女は私よ且速く走る ｡
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(7 7)
(7 8)
(7 9)
(8 0)
(8 1)
(8 2)
(8 3)
(8 4)
(8 5)
(8 6)
(8 7)
(8 8)
仙+血前辺了 - - 辞｡ / 彼は前迄 一 歩進 ん だo
他凪毛篭写字 ｡ /彼女は筆二王字 を書く .
地且英培写文章｡ /彼女は英栢三文章を書く .
- 十学生盟我寄来 一 服明倍片｡ / 一 人の 生徒が私起.はがきを送 っ て きた.
仙並居rF7J 盟且朋友御大 ｡ /彼 は邪見笠友嵐と話 を して い る .
我家盈学校根近. /私の 家は学校虹旦近 い ｡
朋友1n相会盈北乱 / 友人連が ぺ キ ンヱ集ま っ た o
大雁風雨
～
巳o / 雁は商工ゝ 飛ぶ .
我什J lI召上級指示安排了春柳生戸｡ /われわれ は上の 指示 に
儀作業を手配した ｡
盈堆か挙? /維を腰 池 エ学校を運営するか o
鴻蛋塩斤轟｡ / たま ごは斤二三売 る ｡
地且丑速宅伐触犯了刑綾｡ / 彼女は こ の お金ヱ ､ 法を犯した｡
て , 春先の
(8 9) ､ 且送 別巴地農林了 Q / こ の ことヱ彼女はす っ かり疲れu])っ て しまい ました ｡
(9 0) ､ 良工体他命都可以不軌 /あなたの息ぬなら ､ 彼は命も惜 しまない だ ろう ｡
例 (7 2) はもし ｢私は上海から来ました ｡ + という内容だけを表現すると, ｢我
刺勺｡ + とい うよう に､ 前置詞を省略して もよい ｡ さ らに , ｢a､ 名詞が 二 つ 使われる場
令+ で 見たように ､ ｢我切太且 . /私は大 きい ナイ フ で切 る ｡ + , ｢我切血. /私は肉を
u)J る｡ + ､ ｢雅切盟旦 o / 私は千切りに切 る o + の 中の 三 つ の 名詞は動詞 と適う意味関係
を結ぶ にも拘らず ､ い ずれ も動詞 の後に虚詞 もつ けない まま使われて い る ｡ しか し ､ これ
らを一 一 つ の 文に まとめた場合､ ｢我用大刀把肉切成了紬坐. + の よ うに ､ 音別憤を変えた
り ､ 前置詞 をつ けたり しな ければならなくな る ｡
一 方 , 前置詞 を使わな い こ ともあ る｡ こ の 場合 は､ 名詞の 表す意味は比校的 ユ ニ - クな
もの が多い ｡ 例 えば､ 場所表現や時間表現などがあ る ｡
(9 1) , ･抹堂上地根少友吉｡ /授業で は, 彼女はほ とんど発言 しない ｡
(9 2) , 屯子汁算机1 9 4 6年阿世｡ /コ ン ピ ュ ー タは1 9 46 年に 世 に現れた.
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さ らに ､ 期間 を表す名詞 とな ると ､ 前置詞はは じめか ら付けられ な い ｡
(9 3) ､ 地大学準il､巨五年アさ / 彼女は大学を卒業して 5年に なり ました 8
挙異常氏は ｢摸索蓉義単位 の配列頗序+ く1 9 8 3) で ､ 名詞を三 つ 必須とす る動詞を
前置詞 ｢姶+ を使うか使わな い か によ っ て ､ 1) ､ 必ず使わなければならな い ; 2) ,
絞っ て も使わなくて もよい ; 3) ､ 使 っ てほ い けな い ; の 3頼に分けて い る ｡ 次は こ の 3
頬の 例で ある o
(9 4) , a, 他宗教我 - rT 軌 / 彼は私の た 捌 こ肉を 一 汗冥 っ てく れた B
b､ 仙其我 - 斤肉 . / 彼は私から肉を - ･ 斤興 っ た o
(9 5) , 伯轟(袷)我 - 片肉e / 鍍は私に肉を 一 汗売 っ て くれ たB
(9 6) , a, 他教我中文o /彼は私に中国帝を敢えて くれる｡
b､ *他教拾我中文｡
李氏のヨ三弓削こよれば､ 中国綿における ｢紡義単位の
L配列順序 (- 冬嗣と動詞の文におけ
る醗タ帽 序)+ は主に ｢蓉句の概念腰序+ に制約され ､ 上 に務をブた三 つ の 鋼が前渡詞
｢拾+ と連用で 普るか どうかも こ の 締句の概念順序に よ っ て 説明で きる とい ラ . そ して ､
3頼の 概念願序はそ れぞれ
①､ 動作寄主綿 ー 動詞 ー 直接目的絶 - ( 袷) 一 間横目的静
②､ 動作寄主蘇 - 湊接目的額 ー 動詞 - (袷) - 間接 削勺爵
③､ 動作者主静 ー 動網 - 間接目的緒 - ( 債接馴勺韓)
である o 挙氏が言うに はこ の概念順序は主として ､ Pre s uppo sition や built-il一 dir e ctio nalities
に左右されて い る o 挙氏の 例や説明をもうち ょ っ と紹介しようo
(9 7) ､ a, 他把黒板上的字擦アo / 彼は黒板の 字 馴肖したo
b, * 触把黒板+こ的字写ア8 / 被は黒板 の 字 を書 い た .
c､ 仙写字写在熊版上 ｡ /彼は字 を鼎板に番い た o
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a の 表現で は ､ ｢字+ が ｢消す+ まで に黒板に番い て あ っ たか ら､ a の貞則憤を取 るが ､
｢字+ は ｢書く+ とい う動作の後に は じめて選厳に現れたの で ､ 動詞が ｢凄 く+ となる
と､ b は使えなくなり ､ c を使わな ければならな い とい う o さ っ きの ｢買う+ , ｢売る+ ,
｢教える+ の飼もそ れぞれ上 の概念将序で説明で 普るとしてしちる ｡ たとえば､ ｢売る+ a)
ような動詞は ｢外向動詞+ で あるか ら, わぎわぎ ｢拾+ で動作の向ける方向を読書なくて
も分か る o ｢買う+ は ｢外向軌嗣+ で はない の で ､ 動作の 向ける方向 馴まっ 普り示すた申
には ､ ｢鎗+ を使わな狩ればならな い e ｢教える+ は方向牲はない か ら ､ ｢拾+ を必要と
しない とい うように 8J 寧の 説明は難解の ところ 私あるが ､ その 貰 っ て い る こ とからは ､
国言浄におをチる この虚詞の紋用 に関して は ､ 構文的に義務づをナられて n るもの で はなく ､ 轟
くまで も藩味 の義視しきれな n とこ ろを補助的妄こ妓われて h ると理解する こ とがで きよ
う o
さらに ､ 冬嗣を三 つ 以上必須とする動詞の現れる文で も ､ もとも と動詞 の後に凍る ペ き
名弼を文の - 番最初や主紡の後 ､ 動詞の蔚をこ持 っ て い く ことがで きる ｡ こ こも名詞が 二
w
3
必須とする動詞の場合と用洩は廷とんど同じな ので ､ 許しく は見な い o かつ て ､ 救継掩氏
(ま 9 8 媛) はぎニi僧 爵の ｢多項N P句+ に つ n て ､ 詳細な考察を行っ て u る o それ に よれ
ば､ ヨ三宿､ 述爵､ 目的緒､ 連周健飾静などの成分の配剤憤序は1 6様舞もあるとu う｡ ぎ迄
の宵う主音臥 述緒､ 目的繕､ 連用修飾菖酌ま主に意味関係による分類らしい o 紹が 糾プた最
も重要な 8種類の配列鳩序のなかで ､ 名詞が三 つ現れる例 は以下の よう恵もの で 裁る e
く9 8)
,
､ 地象棋ヒヒ寮食了滋軍｡ / 鍍は将棋 の総合で - 位を取 っ た B
(9 9) 一 法寮老轟有か緩｡ /この ことな ら､ 高さんはや り方を知 っ て い る e
(1 0 0) , 速把刀締骨我可刺不功. / こ の ナイ フ で ほス ペ アリブは私絃切れない .
く1 0 ま) ､ 男拝我附澄等速能食朝市 / 男子バ レ ー 部 - ルな ら我凍 は準優勝は取れるだ
ろう ｡
(ま 0 2ラ , 掛野速把刀我可剃不観点 /ス ペ アリブは このづ
-
イ ブ で は私をま切れない e
ぎ畠に よると ､ 多項 N ㌘句ほ よく ｢登哲 ＋ 登誇 ＋ 述轟凱 , ｢∃三紡 ＋ヨ三誇 ＋ヨ三藩 ＋ 述蘇+ な
どに分析される ｡ しか し､ 例えば ｢榔[塩蘭島多伎jL菜甘 /観たちは常島 に しばらく い よ
う o + を ｢主語 ＋ 連用修飾帝＋述軌 に分析し､ ｢噺F7青馬多伎凡売り / 私たち ほ宵厳に
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しばらく転蔑よ う 砂 + を ｢ヨ二糖1- 主鎗 ヰ述轟きj に 釧ヲ官したら ､ 新 しn 文型 が増 えた だ柑で な
く､ ただ ｢在+ 那 - I - 一 つ なくな っ て n るだをナで ､ 二 つ の 同じ意味内容を表わす文を撰文的な
閑梯まで堂宅適うものを芝す る首芝は ､ 学習者態とまだうで 凝ろ湧た指;3磁しJて♭護る 療 骨 して 海
舶･)提案で は , 叫川場 背鶴 卯三)も兼 争 + 戦 ｢=紺†軌鴇 釧∧
:
.JL 末｡ + ち-文細字過として は
同じ ｢_
=jこ三賞所＋連m修新妻音声＋述紡+ で凝り ､ 浩だ後者の儀容は ｢常㌔鞄j Qj約蔓£前常網が省略
さ凄dtて n るだけで凝る帝 こ こ の記述から戦 ､ 中国醇の構文妄こお♭ゝて は､ 捌!扇や碗i
'
鮭詞で は
なギ ､ 意味関係 £そ が溌を理解する時 の鍵だとむ蔑う こ 藍が読みと考1f るの ぞ 換ろう 浄
こ の よう に ､ 中国綿捌再演にi3n ては ､ 喜郎簡も前置開戦 い っ でも構文約関係を窮すめに
愚弟不可衆 の 拳駿でを濃なく ､ 名詞 鼓動詞との 意味閑梯を芝暖蹄招三治号なをチれ ぱ汚 轟見て鎗3篭葦員と
♭3う構文約手駿も取らなければ ､ 盛岡 とい うひ たすら機文的関係を示すも の も放ねない 録
しかし ､ 冬嗣と動詞藍の意味関係を豊戦 意味だ吋で は区男uで 澄なiな る と､ 敬う紡頗 に軌をす
を漉めるしかな n 鎗 ♭たが 顎 て ､ 中国帝妄£おい て は , - - 項動詞の場合は､ 動作者を表す名
詞ほ動詞 の前をこも , 後をこも現れる 芝 とはで 潜るが ､ 二 項動詞たなると､ 動作者の 乙 の紡牌
の 自由をま効かな環なる ¢ さ らをニ ､ - 顎 の 勤欝麺に三 つ以史 の名ぎ弓感官73蛋 とサ 時にをま紡頗だ柑
でもそ の区別を示し澄れなiなる｡ 骨 こで ､ 虚嗣の出番が来るo しか し , 二 項動弼の時で
も ､ 虚弱 を使う藍きで 屯 ､ 感ずし亀骨 の責務き蔓重責牽虚網ほ絶対的なもの 習 ある藍は限らなら浅¢
言落憾もn 宅 らか の自由揺認めるし ､ 虚詞態ときだ澄省略萎れる o そ して 斗 - 一項動弼の 時と
閉じようを芝､ 紡機は終済的な要素で娩幼る ことが多彰も¢ この責費頻蔓芸対する紡
ー
用 将影響峯芸顎
♭議若 枝 ､ 聯裕樹李朝駄 文燥琴が 8 8年そ驚の は じめ妄ニ% 綿腰は轟露義春芝よ る態 の た 専 横濃をこ
よるもの と ､ 讃西郷 こよるも のとがある と指摘して い る o 以後 己の 見方は広宅受けÅれら
艶 Jj-j国務浄に凝を才る帝B重責の好機 転 送の 見方狩出現蔓芸よ野 戦 衆転蔑妄ニ押 ♭進められた ¢ 中国轟き
gj鎗膿をこ紡用からの影響が凝ると いうこ藍はす習 に定影息とな っ て い ると嘗えよう 缶
3 ㌔ ま恵め
よ紀の内容を腿下 の よう多芸まとめる こ藍がで 潜 る 奇
u ､ 中頭綿背 紋､ 成分闘将意味関係隠者わずと敏明瞭忽場合を濃顎 あ見方 形式をニよ る明
義は用 い 恋い o 捌自動構文的関係を粛す絶対的なもの 習 はな♭うし ､ 戯司態ときど澄省略凄
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れる｡
々 形式より , 意味が優先さ謹話る e
2) ､ 意味だけで は ､ 成分間の意味関係を区別しきれな い と澄は , 祈願をも っ て こ れを
解決する｡
小言馴煩が意味に次ぐ, ニ 次的な構文約手段で ある o
3) ､ 翻意で も J3
-
E分間の 意味関係を区別 しきれなく なる と ､ 虚嗣とい う もう -.- つ の 麟
史的拳濠を使う ｡
- 虚嗣が締願事こ次 ぐ､ 三 次 約な構文約手駿で 轟る ｡
4) ～ - - 項動詞の場合､ 名詞と動詞 との位置関係は主をこ帝卵勺な要素で決められる o ま
た , 各項動詞の場合も ､ 意味関係に唆味牲がなければ, 馴頁にいく らか の 軌 舶首級めら
れ, こ こ で も爵用からの影響が強0 ゆ - 般的に言えば､ 中国爵で は述責きに瀦渡する名詞ほ
既来日ある n は既知扱い の もの であり､ 按暮する名詞は未来臼ある い は蒸発朗及い のもの で あ
る ｡
- rでけ国訴で は､ 意味に暖味性がなをチれば､ 爵贈をま爵周から充nに影響を受けて n る ｡
上記の考察 から ､ 中国簿は孤立帝的な基本的な性格を持ち ､ か つ男夢潜義朗勺な変寮も入野
交じ っ て n ると い う特徴が見受けられよう¢
心 % 申匡i括におをナる品詞分類
中国勢で は形 による 晶弼の 区別はな い ｡ 日本諦で は動詞は ｢う+ 僚の 飯名で終わり ､ 形
容詞は ｢い+ で 終わり ､ 形容動詞は ｢だ+ で終わると い うように ､ まず形 の 上で は適い が
ある¢ 活用もそれぞれ逢 っ たパ タ - ン を持つ e さ らに ､ 品詞をこより､ ほ とん ど使n造や他
の訴との接続にお いて適 い が見られる台 目奉鋳で は品詞 の分掛ま必要で ある こ とは , 畿の
日にも ー 僧 瞭然で あ る . しか し ､ 中国蘇 の 単緒 に は こ の ような機能は瀦えて較ミな n o 彩と
して 戦同じで 轟る し､ 健 脚 こよ っ て の 語形変化もない o 普通 に常う名詞も ､ 形容詞も ､ 動
詞もそ の まま〕三百獣 述軌 目的締にな る ことがで 普るだけで なく ､ 嘩体修飾絶とな るとき
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隻)､ み な ｢的+ を後に つ ける ことがで きる B 例 :
(1) 一 法衆愚盈後釜要｡ / 今度の盈整送葬常に塁寮で あ る o
(2) ､ 派介j塵戯公司o / 私たちは会社をEl
(3) 号 音克郎塵盛鼠公司凝太阪¢ / 私たちが日
し
し サ ■し
0
会社は大阪 にありますo
(4) ～ I-.･ 一 十兼両血少女在唱歌令 /-･- - 人 の きれ い鬼女の 子が徽を執っ て い る o
(5) ､ 嫁j毒鼠左辺愚公l還!母 /郵便薦彪左叡リは公匪!です 缶
く1) 鍔) ｢参溌+ ほ主帝 の 部分の 真名弼で あ る o (2) 0) ｢参規+ は述桁 で あり ､
く;ち) a) ｢参溌j は前形 ｢我常
～
jj と ホ -?緒をこ ｢的+ を通 して後の名詞Q.)連体鯵締約とな っ て
い る o さ らに ､ (4) の 形容詞 の ｢兼両+ 戦 ､ (5) の各嗣 の ｢榔伺+ 隻)同じく ｢的+ 杏
通して ､ 連体修飾絶を構成して い る 秒 こ のようをこ､ 中庄厭 で 隠､ 形だけで は ､ は b3 きりと
品詞分輔 をす る ことがで きな い こ とが あう 番 かつ て ､ ｢1や国騎には品詞 はな い+ とい う主
張をして い たÅも多くn た ｡ 練馬 , 1 9 5 3年から1 9′5 4年まで の ニ 年の 私
事<ト事国の溌
法界で ､ 中国静 に品詞の 存在 を諾 擁るか どうか につ n て の論争が行なわ着てた o 結果 として
をま､ 1 '
l
i;､ 形態､ 機能 ､ 意 味の 三 つ の 基準を餅りに して ､ 中国緒の 品詞 を分類する必薮が
あるとn う認識蔓芸統 - したが頂 ど者ptをどの程度 ､ 考慮すべ きかなどを三つ n て は ､ なお 不明
柵の もの が多い o 呂叔湘氏は ｢漢綿緒按分析問題+ で ｢ 一 般的に貰うと ､ 2個と半分のも
の を文法的分析の根拠にす る こ とがで きる 母 形態と機能がそ の 2磁で あり ､ 意 味が 半分を
なすo 三 者にず れがあ っ たり , 練熟が こ うで もよい し､ 轟轟で もよい場合は形態で決め
る+ (P - 冬8 7) と述 べ て n る . 結局今で も､ 品詞 の 采際の 分類に つ い て ､ お 産 h す れ
逮うも の が多♭きようで轟る 8 そg)分類の n く つ か の飼 を表妄こまとめた ｡
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衆伯栄 胡裕樹 服志公 呂叔湘
(1 9 9 1) (1 9 8 1) (1 9 82) (1 9 8 4)
-ー一▲･---･･▼---･･････････--･一一一---l▼--一一一- ▲●一- - l■ 州 M -‾●叩 J
字l[i
'
司 ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ (⊃
▲_+一.I･----I-一-一▲- I -一丁- ◆ -･-I-･→◆-▼一- ～+M‾･■‾■▲･-■‾■▲▼--1●ヽ一-l
形容詞 ○ ○ ○ ○
_.I _ _.,1,-...-..,■･-■･･.●-A ,一 叩 -･■- ' ■■･-ー一--A-_〉--1-I---I-･一■-･- - →-･･一-I--･一-一-･･-･■･-▲---I -､● -I- ■-■■■ -一 巾‾ph～
lg.J
r
)り詞 (述弛にな ら
ない---･ 部の 形容 詞)
数詞
○ × × ○ ( 非述形容詞)
○ ○ ○ ○
巌嗣 (助数詞) ○ ○ ○ ○
副詞 ○ ○ ○ ○
代名詞 ○ ○ ○
×
(⊃
×
×
○
○
○
擬声嗣 ○ ×
感動詞 ○ ○ ○
前置詞 ○ ○ ○
連嗣 (_i_W(
-
. 立助詞)
助詞
○ ○ ○
○ ○ ○
絶気詞 ( 終助詞) ○ ○ × ×
○初動詞 ×･ ･(⊃ ×
方位詞 × × × ○
こ こか らも中国綿 に おい て は ､ 品詞分頬が い か に那し い もの か をうかが う こ とがで きよ
う｡ 以下 は, 本論文の 必要に より , また日本籍の 品詞分頬との盤合性も考えて ､ 取り あえ
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ずまとめた中国醇の 品詞分撫で 凝る 昏
ま ､ 名詞 : 日本羨昏の狭義名詞 に当たり ､ 代名詞､ 数詞を含まな n o 鯛 : 学生 書 出 ･ 放
天 ･ 上海 ･ 上面
2 ､ 代名詞 : Å称代名詞と疑間代名書乳 指示代名詞を含む｡ 例 : 貌 ･ 逸 事 対!;
3 ､ 数詞 ;lヨ本給の数詞に当たる 扮 ただし, 助数詞を含まな い 魯 例 : - - - 一 也 ･ 百
竣 ､ 義詞 : 日本蘇の助数詞 に 当たる ｡ 桝 : 幣 書 奉
5 ､ 辞j嗣 : 普通 の醜網 のを慧か に ､ n わゆる擬声網も含む｡ : 非常 書 主立 ･ 往々 ･ 早晩
6 ､ 動弼 : 中国的の架橋に即し , 矧新を表す ｢盈+ や可能を表す ｢聴+ 勅令むo
7 ､ 形容詞 : 日本綿の ふ つ う に貰う膨容網 ､ 形容動弼を含める o
8 ､ 感動詞 : 日本帝の感動嗣 に当た る o
9 ､ 前ぎ鷺詞 : 日本書きの格助詞 に当た る態の で ､ 中国紛の前渡詞はすぺ て 動詞か ら来て
い る こ とが特徴で ある 昏
ま O ､ 接続詞 : 日本終の並列助詞や接続網 に当た る o
ま1 ､ 助詞 : 日本籍の連体助詞や格助詞など妄こ当た る o
以上 の 提案はまたで 潜るだ桝壬二7国で - 般的に認められて い る文法理論 , 具体的に貰え
ば､ 大学生向けの教科番の説に近 い 内容を取り入れた o な 乱 日本姶の 用騎で ｢体言+
｢用 貫+ も軽うつ もりで ある ¢ そ の とき ､ ｢体嘗+′に ほ ､ 名詞∴代名詞 ､ 数詞 を含み ､
｢用甫+ には ､ 動詞 ､ 形容詞 を含む｡
なお ､ これらの品詞の上僚概念をこ ｢実網+ と ｢虎詞+ があ吟 ､ おおよそ u本譜の ｢詞j
と r粋+ に該当する .
｡ サ 叶P,ー ､ 中匡ほ那こ義ける文の戎分
中国語 に は形をニよる品詞 の逢い や緒形変化はな n な どか ら ､ 形 によ っ て /3t
L
の 成分を決
める ことも極めて節しい ｡ 呂叔湘氏によれぱ､ 文の 成分を決めるとき∴ ｢われわれが頼れ
るの は位置と意味だシナで ある ¢ しかし ､ こ の 2 つ の基準か ら, われわれはい つ も -
- 致した
紙翰が得られ る とは限 らな い+ (P - 4 4 7) と貰う o 薬 臥 -†'国の 雷諦学者 の間に ､ 文
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の成分をひ たすら意味に よ っ て分場す る人 と , ひ たすら形式 (音別臥 前置詞などの要素を
含む) によ っ て 分類す る 人と ､ 意味と形式の 両方 を考 える ベ きだと い う 人 の 3種類 に分か
れて h る な 例 えば ,
(1) ､ 中匡l 清春易学, や国文学藩学竹 /中国爵 は話 し言葉をま覚えやすい が ､ 文字 は覚
えにく い ｡
(2) ､ 火草己蜜升了 ｡ / 汽車はすで に発車したo
(3) , 来客人了'ゥ /お客さんが来ましたo
u)ような例文につ い て は ､ 意 味本位の 入か ら見れ ば ､ (1) の ｢や国活+ 隻) , (2) の
｢火車+ 隼)い わゆる ｢目的綿前置+ と見て い る の に対 し ､ 形式本位 の 人か ら見れば , 桐方
とも主帝以外の なに もの で もない ｡ 意味と形式 の 両方を考える べ きだ と主東す るÅは ､
(1) ､ .(2) の場合は 形式本位の 人と同 じだが､ (3) となる と､ 意味本位の 人と同じ
く ｢主雨後置+ と見 て しまう ｡ すなわち ､ (3) に関して ほ､ 意味本校の 人は これ を主辞
後渡 と考 え, - 方, 形式本位の 入は ｢客人+ はあi までも自的簸で ､ こ の ような文は ｢鮎
〕三文 ( 主帝の な い文) + だ と主張する . さ らに , 中国静で 言う ｢補騎+ に も実に い ろ い ろ
複雑な問題を抱えて いる ｡ こ こで は､ こうい っ た踏み入 っ た問題をさて おき ､ 取りあえ
ず､ 位置本位の祝を取りた い o 本研究で使う中国語の文の 成分の 用縛につ い ては､ 以下の
ようなもの を定練 る o 主語 ､ 目的爵 , 述緒 , 連体修飾繕 ､ 連用鯵解散 ､ 補給｡ これ らの概
念はそれぞれ以下 の ような具体的なもの を含む｡
ま ､ 主綾 : 述哲の前,に現れる名詞的な成分o 例 :
(4) ､ 盈出去7 ｡ /か孝1はでか けた ｡
(5)
(6) A ニ
”( 非常巣南｡ /あそ この 風祭は非常に美しい .
盛期末 々 /普 よ うは日曜日ですo
2 , 目的静 : 述語 の 後に現れる名詞的な成分o 例 :
(7) ､ 我英了並｡ /私は本を買い ましたo
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(8) ､ 我惜了 レ J; /私はか れ に5元貸した ｡
(9) , 速ヒl王是よi=｡ / こ こ は工 場 です o
3 ､ 述折 : 動詞 ､ 形容詞 ､ 冬嗣 などから成り , 三1三諦 の 表す人やもの 0)動作 ､ 状態な どを
表すもの ｡ 例 :
(1 0) , 仙 /かれは就職 しました ｡
(l l) , 那蛙川勺凧景非常
(1. 2) ､ 今大
/ あそ こ の 風景は 非常 に美 しい ｡
/ きょ うは日曜ヒ1 です o
(1 3) , 他見学生 ｡ / 徒は学/1=. ですo
4 ､ 連体修飾語 : 名詞 などの 前 に現れて ､ それ を修飾する もの ｡ 例 :
(1 4) , 速是
(1 5)
(1 6)
Il
ユ
JI/
= 限椀｡ / これ は先生の 眼鏡です｡
衆志在耶盟? / 昨日私が読んだ雑誌は ど こ にありますか ｡
限幡非常迷人 / 大きい 目は非常にきれ い で すo
(1 7) ､ 盈竜巻在二盈公司工侃 / 父はある会社に勤めて い る .
5 , 連用修飾語 : 述語 の 前に現れて , そ れを修飾する もの ｡ 例 :
(1 8) A
(1 9) , 戟
∠ 我去了学校 ｡ /今日の 午前私は学校 に行きました ｡
吃晩駿｡ /私 はよく外で晩ご飯を食べ ます ｡
(2 0)∴ 他盟+宜出向混食致乱 /かれは親切 に観客にお礼を い い ま した o
構成か ら見れば , 連用修飾韓 は さ らに , 4種類に下位分頼する こ とがで きる o つ まり ,
帆 (1 8) の ｢今天上午+ の ような時間を表す名詞からなるも の , 例 (1 9) の ｢通常+
の ような副詞からなる も の ､ ｢在外面+ の ような前置詞句からな るもの , 例 (2 0) の
｢婁糾育地+ の ような形容詞プラス ｢地+ からなるも の で ある ｡
6 ､ 補語 : 述語の後に現れて ､ それを補充するも の ｡ 例 :
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(2 1)
(2 2)
(2 3)
(2 4)
仙地
---▲ 十男人坐i
花半丁 二 イ･
/かれは走 る の が速 い ｡
了 ｡
靖氾順粕机食
/ - 一 人の 男の 人が ソ フ ァ - に座っ て い る o
/ 私は三年習い ました｡
/カメ ラ を取り だして ください ｡
祁網も桐城によ っ て , さ らに ､ 次の 4種頬に分 ける ことがで きる o 例 (2 1) の よう な
｢得+ プラス 形容詞か らな るも の ､ 例 (2 2) の ような前置詞句からなる もの ､ 例 (2
:3) の ような期間や回数などを表す名詞からなる もの , 例 (2 4) の よ うない わ ゆる紙兇
を表す動詞か らな るも の であ る ｡
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鱒二節 : 日本語はどんな言語か
､ 修者告別勺な言語として の 日本語
本番の最初で も触れたよう に ､ ドイ ツ の 言語学者の分頬 によ ると ､ L]祁 酌ま勝者 捌勺な
言辞で ある と い う . 勝者醇 とい う の は､ 次の 例文か ら分 か る よう に ､ 助詞な どで文 にお け
る諦の 刷文的な関係を表すような言辞 の こ とを指 す ｡
･(1) ､ 彼戯私朗号泣花子盈紹介した｡
(2) ､ 私必打中です.
例 (1) の ｢が+ ､ ｢の+ ､ ｢に+ ､ ｢を+ は文の小で それぞれ前の名詞が主軌 連体
修飾静､ 連用修飾諦 ､ 目的梧 の 役割を果たす こ とを表して い争｡ こ の ように ､ Lヨ本掃で
は､ 多く の 場合 ､ 師 の 文にお ける職能は他の韓をつ け加える こと によ っ て示 されて い る o
口本音割こは格別詞とい う形式的な マ - カ ー がある の で ､ 中国語より ､ 日本語 の ほうが ､ 語
の構文的な職能の 明示 として は ､ は っ きりして い る とい う特徴がある ｡ それ故に , 波辺実
氏 (1 97 1) の ような分析方法も生まれたの で あろ う. 渡辺氏 は日本評の 楓史的な単位
を ｢素材表示 ＋関係構成+ と して い る ｡ 例えば ､
材木の 巌場 が見える ｡
のような例で は､ まず ｢材木+ が ｢素材表示+ で あり ､ ｢の+ がそれ に つ く関係梢成を表
すもの で ある ｡ 続 い て ､ ｢置 き場+ もまた ｢素材表示+ で あり , そ の 次の ｢が+ は ｢関係
構成+ を担う ｡ 最後の ｢見え る+ は 一 方で は ､ ｢素材表示+ を表し ､ もう･L･
-
･ 方で は ｢統
軌 とい う ｢関係構成+ の役割を果たすとい うの で ある o U本譜の 研死は日本語独特 の言
論現象に着目 し､ で きるだけ西洋文法 の影響を受けな い よう に研死を進めたの は山m孝雄
氏からだと言われて い るが ､ 渡辺氏はその脈筋を引き ､ 新しい 構文諭を構築した の で あ
る ｡ 日本語とい う具体的な言語の 事実から出発し､ そ の 構文的原理を明らかに した素晴ら
しい理論だと言えようo 本研究で は､ 日本帝の文構成に閲し , い わゆる学校文法 (j三桁､
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述折 の概念とか) の 説に従う - 一 方､ 氏の 考え方も取り入れるつ もりで ある o つ まりlヨ本宿
の 文の 梢)jEに関 して は ､ 拍 の 文に おける位置は必ず何かの 形で 明示す る必要があり ､ そ の
[;)]jミす る役割を果たすも の は文の 偶成 にj3 い ては必須不TTJ 火の も の で あ る と考えた い ｡
もちろん ､ l∃本給で も ､ 形や意味に よ っ て , 他 の も の とは混l司され にく い ような訴の 場
合 ､ 簡接そ の まま他の 絶 にか か っ て い く こ ともある . 例 :
(3)
(4)
(5)
(6)
私 学校 へ 行 っ た ｡
雨が上土立と降りだした.
本を
(7) ､ 花が
い
興 っ て きた｡
リボ ンを付けて い た ｡
く咲 い て い た｡
例 (3) の ｢今日+ の ような ｢時+ を表す名詞, 例 (4) の ｢しとしと+ の ような副
詞､ 例 (5) の ｢1 TTl+ の ような数詞 ､ 例 (6) の ｢発色い+ の ような連体形の 用言 ､ 例
(7) の ｢赤く+ の ような連用形の用言など､ みな自力と矧憤によ っ て ､ 後の 縛 にかか っ
て い る ｡
こ の よう に見て くる と､ 日本語 には､ 他の 助詞や助動詞の助けを得て ､ 語の 構文的な関
係を示す方法もあれば､ 帝自身の屈折に より ､ 構文的な関係を示す方績もあり ､ さ らに＼
孤立帝の中国綿の よう に馴貞で構文的関係を示す方法もあ るの で ある ｡ これ は日本爵にだ
け見られる現象で はなく , 言諦は発生から今日に至る まで ､ お互 い に影響しあ い ながら ､
紬えず発展 して きた o 現在 とな っ て , ほ とんど どの 首輪もある い は孤立帝 ､ あ るい は聯着
駅 , ある い は屈折絶 とい うように ､ ただ 一 つ の パ タ - ン がある だけで は なく , 例えば , い
わゆる 馴頁とい う孤立韓的な言音別こよく見られる構文的手段は ､ 現実 的に は潜避的なもの
で , どの 言語で も 馴頁の 手段は取られて い る と い う見方がある ｡ 中国語で も ､ 孤立静の 持
つ 特徴 (言馴憤で構文的関係を示す) もあれば ､ 勝 者言告の 持 つ 特徴 (他の 締を附加す る こ と
によ っ て , い ろ い ろ の 文法的機能を示す) もあ ると言われて い る ｡ こ の よう な状況があり
なが ら ､ 本研究で は ､ なお孤立碕やら, 勝者絶やらの ような語を使っ て い る の は, 構文的
l
手段は多種 に な っ て い る とは言え , そ の 言締 の本質的特徴を物繕 っ て い る の はや はりある
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つ の 手段しか な い こ とを信 じて い るか らで あ る ｡
∴ U本師の 品詞分頬
Ll本祈 の 品詞介煉も学者 によ っ て違 う こ とが ある o 品詞分掛ま - --つ の 甫諦 を釧:)i
.T る時
にどの ような文法観をも っ て い る の かに深く関わ っ て い るからで あ る o LLl[T] 孝緋氏は, 軒
の 意味と職能を重視し ､ 体言､ 用言､ 副嗣 ､ 助詞 の 分け方を して い る ｡ 時枝誠記氏は､ 折
の 表現機憶を蒐視し､ 体言 ､ 代名詞 ､ 副 嗣 , 連体詞 ､ 用言 ( 動詞､ ]rf容網) , 助軌献 軌
嗣 ､ 感動詞 , 接統嗣 ､ 陳述の 副詞 の ような分け方を して い る ｡ こ こ で は ､ - 1芯学校文法で
使っ て い る分頬を借用するが , 中国籍との 比校対照を行い やすい ために ､ い く らか背き換
えも施 した｡ 本桝光で使う日本晴 の 品詞の 分頬は以下 の 如くで ある ｡
動詞 ･ 膨容網 . 形容動 詞 ･ 冬嗣 イ℃名詞 ･ 数詞 ･ 助数詞 ･ 副詞 ･ 連体 詞 ･ 接続詞 ･ 感動
詞 ･ 軌動詞 ･ 助詞
机述の中国紙の 品詞分類と比 べ れば, 形容動詞 ､ 連体詞 , 助動詞などは中国籍 に ない こ
とが分か る ｡ 形容動詞は中国綿の形容詞に棟別で き ､ 肋動詞は意味機能によ っ て ､ 中国紙
の副詞や助詞などによ っ て , 阜の 役割を果されて い る ｡ 連体詞 に至 っ て は ,■中国帝 の 語 に
枯用 はな い か ら､ こ うした品詞も生まれて こなか っ たの で あろう ｡ E】木綿 の 品詞分 叛の 比
加まこ の ほかも多くあるが , こ こ で は ､ 一 応議論の少ない 祝を取 っ た o
もう 一 つ 付け加え るが , 日本絶 の 記述 に しろ ､ 中国綿 の 記述に しろ , ｢体言+ ､ ｢用
言+ とい う用語を使 っ た ときは ､ そ れぞれ名詞 ､ 代名詞 , 数詞 と動詞 ､ 形容詞 , 形容動詞
を指す｡
≡ , 日本 掛 こお ける文の成分
1∃本諦の文の成分に つ い て は､ これもまた い ろ い ろ 問題の あ ると こ ろで ある o [ 帽 韓と
同じように , まず何を主絶と見なすか ､ 日本掛 こ主語 とい う概念を設ける必要はあるの
か ､ 述語とはどんなも の か ､ ど こまで が述緒と見て よい の か ､ などな ど､ 中国籍以上に ,
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い さか い がある よ うに思われ る . そ の 認織の歴史に つ い て は､ こ こ で あえて背かな い こ と
にする ｡
祝はさまざまある が ､ こ こで はや はり ､ 最も定説とな っ て い る い わゆ る学校文法の 祝に
従た0 と思う e ロ本給で は ､ 諺 の 文にお ける構文約な機能を示すため の助詞などが轟る か
ら､ 成分の 認定は少なくとも ､ 形式の 上か らは ､ 中 馴蘇の 骨れ より いく らか容易 にな る o
学校文法で は ､ 文 の 成分 を主辞 ､ 述拾 ､ 修飾縛 (連体修飼儲 ･ 連用修飼瀞) ･ 接続静
･ 触
立語の 5種掛こ分けて い る B そして , 連用修朗働 はさらに ｢を格成分+ ､ ｢に格城分+ ,
｢で 格成分+ ､ ｢へ 格成分+ ､ ｢と格成分+ ､ ｢か ら格成分+ ､ ｢よ り格成分+ と細介す
る o
本研究は ､ 日本帝で書い て い るた 敵 中国務 の飼はみなEi奉読釈をつ け ､ また中国終に
関する桝死や中国帝の雷神 馴削こ関する紹介 削ヒ較的許しく行っ たつ もり である o
.-1)
J
l
日本帝 の例 に 関 して は ､ 対照をする時以外は ､ 中国締の 訳文をつけな い o またu本給 に関
する研死や日本爵 の用蘇､ 品詞分煉､ 文の 成分などにつ い て は, 繁言をしない つ もりで あ
る ｡
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策二章 : 連体修飾構造と ｢的+ , ｢の+
策- 一 節 : 連体修飾柄追の 一 般
-
A
､ 文にお ける連体修飾の位置づけ
文にお ける嗣と嗣の 関係は主と して ､ 二種頼に分けられる ｡ 連用修飾関係と連体修飾関
係であ る ｡ 日本縛を例にする と ､ 従来 , 格助詞が文にお ける嗣と詞 と の 関係, 学者 に よ っ
て は, 詞と弼との翰理的な関係を示すも の で あ ると見なされて きた ｡ 前者の 言 う格助詞 に
は連用修飾関係を示す ｢が ､ を ､ に ､ で ､ へ , と ､ から ､ より+ の ほ か に , 連体修飾関係
を示す ｢の+ も含む｡ 後者の 見方をする学者の格助詞の分頬には連体修飾関係を示す
｢の+ は除外 され る ｡ 一 方 , こ う した紛らわ しい 用綿を避けて , 渡辺実氏 (1 9 7 1) の
よう に , ｢連体助詞 (の) + , ｢連用助詞 (が ､ を ､ に､ で ､ へ ､ と､ か ら､ より) + に
分ける見方もある ｡ しか し､ こ の ｢連体助詞+ ､ ｢連用助詞+ とい う名前からも ､ こ の こ
種頬の 助詞の 間 に は特別な関係がある ことがうかがわれよ う｡
たい て い ､ 体言もしく は体言的なもの が文の なかで , ある い は用言に か かり ､ ある い は
体言にかか る ｡ こ れ らの 綿 の 組み合わせ によ っ て ､ 人々 は文を作り ､ コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ン
を こなす. 文を作るの に い わゆる - 碑文以外は , 必ず用言が必要だし ([Tf国帝の い わゆ る
名詞述碍文も用言 の ｢是+ が省略されたもの と見なさなければならない) , 運用修飾関係
は い わば文の 骨組 みをなす ｡ かとい っ て ､ 文に より ､ 連体修飾関係 で結ばれ る 二 つ の 部分
が文にと っ て ､ 必須不可欠 の もの とな る こ ともある ｡ 例えば ｢あの 女の 子 はまる い顔をし
て い る ｡ + とい う文にお い て は ､ ｢まるい+ とい う連体修飾帝は文の中心的な存在をな し
て おり , これ をなく して は表現はもはや文として は成り立たない ｡ この よう に連体修飾関
係も連用修飾関係と同じよう に文を作るときの 最も基本的な関係の 一 つ で ある こ とが言え
る｡
渡辺実氏 (1 97 1) は従来の連体修飾緒と連用修飾諏とは､ 体言を修飾するか用言を
修飾する かの 差だけで相互 に異なり , 他は全く性質 を同 じくする と考 えられて きた こ とを
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批判し､ ｢稚か に連体成分と連用成分とは､ 体言すなわち素材概念を修飾限定す るか 用言
より正確に は統叙成分を修飾限定するかの 差はあ っ て も ､ 修飾限定す る と い う役割にお い
て は全く共通するも の の よう に見えはする ｡ けれ どもそれぞれ に対す る被修飾静とな る体
言と用言とが ､ 柄文的職能の 上か ら見て全く異質と言える相違件を有するため に ､ 連体成
分と連用成分ともまた ､ 構文的に全く異質と言える ほどの相違他をもつ も の の よう に思わ
れる . + (Ⅰ〕 - 1 9 2) と述べ て い る ｡ そ して , ｢すなわち連用展叙にお い て 見られた細
)I
.
91ヒ ･ 有形鯉薬化の現象も ､ 係助詞下接 ･ 副助詞下接の現象も, すべ て 連休展叙におい て
は見られな い の で あ る o + (P - 1 9 3) として , 連用展叙 と連休展叙 の適い を述 べ て い
る ｡ 準体助詞 の場合は ､ い わゆる連体展叙の有形鯉実化と見なされな い 理由 はい ささ か不
明で あるが ､ 連用展叙 の場合は､ 統叙成分が持つ統叙の 力 に重心が あり ､ それ によ っ て ､
連用展叙は連用関係 の 成立 には ､ 必須不可欠 の もの で はなく , 連休展叙 の 場合は , 連体成
分の 展叙 に重心があり ､ それ によ っ て , ･ 後の 名詞が包摂さ れて しまう こともあ るとい う約
述は ､ EJ本碕だけで なく ､ 中国綿の首輪事実に も当て はまる と思われ る .
しか し､ 連体修飾静は後の名詞 にかか っ て いくもの で あり ､ 連用修飾絶と言えば, 用言
にかか る こ ともある し ､ 用言の 後に付く助動詞や文末表現と呼応する もの もある ｡ こ こ か
ら見れば､ 連体修飾静は詞だけにかかり , 名詞から成る成分を長く複雑なもの にするが ､
自ら述言如こかかる成分とは成らな い o 一 方 ､ 連用修飾碕はそ の 一 つ 一 つ が文め 一 次的な成
分であり ､ 述語 にかか っ て いく の であ る ｡ 時にはその 一 つ 一 つ が初めから動詞 に要求され
るも の もあ る . こ の 動詞に よ っ て要求され るも の は世界の緒言絶から見て ､ 普遍的なも0)
が あると主張する人もい る . これが連用修飾静と連体修飾諦の根本的な適い の 一 つ と見る
ことがで きよう ｡
上記の 内容をまとめて みる と､ 連体関係は連用関係と同じように , 文にお ける嗣と詞 の
基本的な関係を表すもの で あるが , そ の成立事情は異な る ｡ 連用 関係の 場合､ 連用成分の
表す意味はあらか じめ述語 の 表す意味 に内包 され て い るも の で , 連用関係を成立させ て い
る の は主 として述語で ある ｡ それを意識的に述語 の 外に抽出したときは , そ れをは っ きり
表現 したい とい う意織が存在する ｡ 一 方 ､ 連休関係の 場合､ 修飾 され る 名詞自体 に連体修
飾の部分で表して い る意味を内包せず､ 連体修飾は話し手の意志 に よ っ て ､ 外から連体修
飾綿の表す意味を被修飾名詞 の意味につ け加えたも の で ある｡ 連体関係を成立させ て い る
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の は主に連体修飾緒で ある ｡ こ の ことは中国帝 にお い て も ､ Iヨ本帝 にお い て も , 同様 に言
える ｡
∴ 連休軌嗣の役日
さらに , H本掛こおける連用修飾関係を表す格助詞は用言にかかると い う意味表示があ
るだけで はなく ､ 受ける体言とかか る用言とどんな関係で結び つ く の か 削まっ きりと示さ
れて い る ｡ 中国師 には ､ 格助詞はない もの の ､ 文中における 名詞 と動詞 と の 関係もいずれ
も･ - 轟的なもの で ある ｡ 一 方､ 連体助詞の 場合 , 受けるもの が後に氷 る体育 にか か る こと
だけを示し ､ どんな意味関係にお い て 結び付く の か に つ い て は時に はあい まい な こ とがあ
る ｡ 例えば ､ 日本胎 の ｢の+ によ っ て 結び付けられた冬嗣や-二 帽 絶 の ｢的+ に よ っ て 結び
付けられた冬嗣などで ある ｡ こ こ で は, す こ し角度を変えて 考えれば , 名詞 と名詞 との 関
係もまた名詞と動詞との 関係と同じよう に普遍的な性格があるか も しれ ない ｡ 周知の よう
に , 現実に存在する物や事を示すの に名詞 , も しくは体言考使い , 動作や 状態を示すの に
〕三として用言を使う o 動作と物ある い は事との 間に串る関係は現実によ っ て 決められて い
る｡ 主体と動作の 関係で あ っ たり , 対象と動作 の 関係で あ っ たりする ｡ 言葉でそ の 関係を
表現する とき､ 層 接物や事を表わす名詞と動作や状態を表わす用育とを結び付ければ､
つ の 叙述がで きる ｡ しか し , 事物と事物との関係を表現し ､ 説明す る とき , 我々 は 二 つ の
名詞をつ なぐだけで は不十分で ある ｡ 明確に意味を示すために は ､ 我 々 は何らか の用言 を
顕在化させねばならな い ｡ 言い 換え ると ､ 二 つ の 事物的概念が
- 一 つ の 叙述に よっ て統 一 さ
れ, 一 つ の用言を介して はじめて関係する こ とが で きる の で ある o 例えば, ｢日本縛+ と
｢本+ と い う 二 つ の 名詞が ある ｡ 我 々 は時に は ､ こ の 二 つ の 名詞 を結 びつ け ､ そ の 二 つ の
名詞で表して い る事物の 間に , ある種の 関係が存在する こ とを示す｡ しかし ､ ｢日本縛+
と ｢本+ と の 間に どんな関係がある の か を説明する とき , 我々 は
一 つ の叙述を使わなけれ
ばならな い . ｢日本静 で本を書い た ｡ + ､ ｢そ の 本は日本語 で 書 い た o + ､ ｢日本静で 書
い た本+ と い うように ｡ つ まり二 つ の 名詞は常にあ る用言を介 して ､ 関係して い るとい う
の で ある ｡ しか る に ､ 日常の 言蘇生括 の なかで ､ 二 つ の事物の関係を言うとき ､ 必ず しも
い つ も ｢日本語で書い た本+ の ように ､ 用言を介入させ て い るわけで はな い ｡ こ れは言辞
表現にお い て ､ い つ も簡潔性を求臥 すで に分か っ て い るもの ､ 文脈か ら推測で き るもの
はあえて言わな い とい う人間の 心性の 反映だと理解す る こ とが で きよう ｡ ほ とん どの 言静
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には二 つ の 名詞 を直接結び付ける文法形態 (中国綿の場合は ｢的+ ､ Ij本給 の 場合は
｢の+) が存在する ｡ しか し､ 二 つ の 名詞 の 間が 形式上は簡略化さ れ るが ､ そ の 間 に ある
複雑な意味関係がある こ とに は変わりはない ｡
と こ ろで , 以上 の こと は必ずしも連体修飾綿の表わす意味関係はすべ て の 爵帝にお い て
同じだとい う こと にはな らな い ｡ なぜならば､ 各言絶で は, ある表現を表わすの に ､ 必ず
しも同じ表現を取るわ けで はな い か らで ある ｡ 中国師と日本籍の場合を例に みる と､ 連体
修飾狩の 表わす意味にお い て は､ 所有などの 中心的なも の には小国約 と1j本納とで は軸イ以
点も多い が ､ 同格な どの 周辺的なも の に は相違がある こ とがうかがわれ る ｡
7 9
第二節 , 中国街に お ける連体修飾構造
, 小匡l朽における連体修飾栖の構成
第三車で も記したよう に ､ 中国蘇は孤立言那勺な言辞で あり , 文にお ける嗣 と 弼の 意味関
係は節 - -,A段階で は意味､ 第二 段階で は 矧憤､ 策三 段階で は助詞などに より ､ 表 されて い
る o 一 項動詞 の 場合 ､ 必要 とす る名詞句は - ▲ つ しか な い か ら､ また動詞 が連体修飾成分と
成るとき､ ｢的J が義務的に付けられるから ､ 叙述文の場合, ｢花汗了｡ / 花は咲い
た｡ + , ｢升花了｡ / 花が咲い た ｡ + の よう に, 名詞 と動詞との 位置関係を換えて も ､ 名
詞 ｢花+ と動詞 ｢升+ と の 間にあ る意味関係は変わず､ 轟馴剛ま比較的白山で ある ｡ 二 項動
詞の場合も, 意味にあ い まい 性さえなければ, 目的諏の帝順 の自[Llも認め られ る ｡ しか
し ､ 連体修飾構造の場合, 修飾する もの は必ず修飾され るもの の 前に置かなければならな
い ｡ 例 えば､
花虹/花が赤い ｡
苓苓我/祖父の 私
紅花/赤い花
我苓苓/ 私の祖父
の よう に , 語順が変われば , 二 つ の 詞 の 関係も変わ っ てく る ｡ もともと助数詞が連体修飾
絶 とな るときや 二 つ の 体言 が同格関係で結ばれ ､ しかも 一 つ は固有名詞 で あ るときだけ､
そ の言酬酌まい く'らか自由が認められる ｡ 例 :
(1) ､ 弟子上有 - - 本 -1S,
コ ー ダ ー が - ･台 ､
(2) , 臭子上有卦 一 本,
コ - ダ ー が 一 台 ,
(3) , 我李御地不食言 ｡
(4) ､ 李鯛我絶不食言 ｡
一 台泉音札 内食磁守凱 / 机の 上 には本が --･nTl､ テ ー プレ
テ … プが 二 本あります ｡
京音机 一 台, 磁群丙息 / 机の 上 には本が - 一 冊 ､ テ ー プ レ
テ … プが 二 本あります ｡
/ 私一 挙鋼は絶対 約束 を破らな い ｡
/ 李鋼の私は絶対約束を破らな い ｡
上記 の ような表現にだ け こう した語順の 自 由が見 られ るの は ､ ある い は連用修釧j関係と
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弼じようをニ意味蔓こ轟♭蔑ま♭機 がなをすれぱ 妄執数網をま各賞稽の意味特発暴こよ 顎 て 変わ る の 習 ､
ぞれ と文小の どの 名嗣 と修飾関係を結ぷの か は比較的は っ 潜りして い る0,)で あり ､ 閣有If3
網は ｢的j な ♭で は 号 ♭ちつ 敷地招 林雷た同格将閑梯習練ぷの で あるラ ､ 羨浄願導∋頚碑文的関係
を涼さなくな -3た のだと教えられるの か敬しれな い ¢ い ずわにせJこ ､ 中国 掛 こお いて は女 ､
連体修飾関係を芸あるニ つ g:3名弼 の位置関係はbた較酪 - A 定し貰お巧 ､ 上房戎を芸示 し汲周例は韓
53uな現象た し首級 y9 た はうが よ♭議で 轟るう｡
しか し ､ 鎗腰だを予習 は､ 逮棒線鱒関係がを濃 -3 潜り♭な旨鳥海 ある駈蔑は完全に遵終嫁餅関係
をこ取れない と普に は ､ ｢我飢的波布/ 私たちの旅行+ の よう に , いわ ゆる構造助詞 ｢的+
沿 助をナを演 めな狩凄環ばな らなくな る 魯 よ の例 習 は r約j が忽をサれば 戦 ｢鶴首Fj頗孝子/ 亀たち
が旅行をする 汐 + の ようを芸濃嫌 が変わ y3 て しまう ｡
こ の よう妄三 等 中国貞昏でを豊壌 連体修飾鎗をま体嘗た形容詞かち渡接構成ずる場合及び体嘗と
用首が駒岡 ｢軌 を介して構成する場合がある ｡ どんな場脅に ｢約+ が必須であり､ どん
忽場合を芝 ｢的j の 硬鋼が任意となるか ､ 澄らを芝 ≠ どんな場沓蔓ニ r的+ の放摺が鮮澄わなを議
か妄こつ いて は ､ こ ≡で も意味がその決定に太普な影響を卑える o これ に関して は､ 次車で
詳しく考察したらち昏
仙 . . , 中国語にお ける連体修飾言落と被修飾語との意味関係
Ll･ 国碑に戯ける連体修飾静と被修飾騎との間にある関係につ い て は これまで , 多くの先
賢が考察を或ぬ て 澄た o 以下季予義民 u 9 9 iラ 形 鋼究結果を紹介する 砂 民を朗コ謬轟浄に
お ける連体鯵飾繕た被嬢飾緒との意味関係の例として先ず次のような ま7種麹を 削ぎて い
る ｡
1, 悦質を表わす
充Å物/ mÅ
芝､ 状態を表わす
高光約横顔/ 売渡なピ)レ
8ま
3写 材質を表 わす
怜椅子/ 幣の椅子
4､､ 数厳を表わす
三斤掛/三メ予の 砂糖
5､ 蹄属 を表わす
や国約海洋/ 小国 の 海
義一 所有の 事物を表わす
三只角的羊/三木の角 の羊
7駕 指定を表わす
滞件衣巌/その報
8､ 疑問点を表わす
什ゑ事情/ どんな夢情
9､ 情状 を表わす
- - ▲ 拝 - 締約横顔/ - 那 - 列の どル げ らりと汲んで♭ヽ る ピル)
ま0､ 場所を表わす o
m 剛l(J小路/ 畑の なか のあぜ道
11､ 時間を表わす合
十五約月売/ 十五 の 月
12､ 矧功を表わす.
美子教育事助勢的操案/教育事業費の提案
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13､ 用途を表わす ｡
喝簡約杯子/ 酒を飲むための コ ッ プ
14､ 動作を表わす｡
新氷1朋I己生/新しく来た先生
15､ 受けた動作を表わす｡
'
L寸治n(]同逝/検討の 問題
1(1､ j三体を表わす｡
仙的到来/ 彼の来場
17､ 対象を表わす｡
何題的捉山/ 問題の提起
続い て , 李氏 は ｢連体修飾静と被修飾綿の間にある関係は非常に複祁で ､ 以上 の 祝明は
ただいく つ かの 例をあげただけである ｡ + (p-68) と付け加え､ 最後に中国音別こおける連
体修飾絶 と被修飾語 との 関係は大きく所有的な関係 ､ 限定的な関係, 同格的な関係の 三 つ
にまとめ る こ とが で きる と述 べ て い る ｡
呂叔湘氏 (1J9 7 6) も､ おお まか に ｢的+ に よ っ て 結び つ けられ る 二 つ の 名詞の 意 味
関係を3種頓に分けて い る ｡ そ の 3種棟とは ､ 所有他の もの ､ 描写他の もの ､ 同格他の も
の である o そ して , 所有性の もの の 例として ､ ｢中国人民約志汽/[r1国人 民の 志+ などを
あげ, こ こ の ｢的+ が対応する の は ｢有/持つ ･ ある+ が含まれる文で あり, ｢rFl国人民
約志気+ は ｢中国人民有志汽｡ / 中国人民は志を持 っ て い る o + の 文法的変異体 で ある と
した. さ らに , 描写性の も の の 例と し て , ｢十二 歩的該子+ などをあげ､ そ の 対応す る･表
現は名詞述碑文 (法務子十二歩) もしくは ｢是 - 的+ 構文で あり ､ 同格性 の もの の例と し
て , ｢我的小姐牧当丁半年了｡ + をあげ, そ の 対応す る表現は ｢是+ が含まれる文 (我是
小乱臣) で あると して い る . 呂氏 の こ の 見方は二 つ の 点で , 非常 に 妙味深 い と思 われ盲｡
- 一
つ は､ こ れ らの ｢名詞 ＋ 的＋ 名詞+ の 構造で は､ みな用言で ｢的+ を代用する こ とがで
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きる点で ある ｡ こ の 見方と第2車で紹介した衰硫林氏 (1 9 9 5) の 見方 は 同じく 第2車
で紹介 した内聞直仁氏 の ｢の+ に対す る見解 と見 事 に▲- 一致 して い る o もう-一 つ は 3穣頼 の
うち ､ 2 種類がそ の 対応す る用言に ｢是+ が出て い る こ とで あ る ｡ す べ て の r的+ に よる
連体修飾告別まこ の 3種籾に わけられ ､ そ して ､ こ の なか の 2種頬が ｢是+ と対応 して い る
の なら, ｢的+ と ｢是+ との 間に何 かの 特別 な関係 がある と考え て も ､ お か しく は なか ろ
う ｡ そ うすると ､ また日本陪の ｢の+ は, 断定を表わす助動詞 ｢だ+ の 連体形だとい う主
張が思 い起こ される ｡ 本桝死で は, 取り扱わない つ もりで あるが ､ こ の ｢的+ と ｢是+ ,
ある い は rの+ と ｢だ+ の 間には, 確かに その 関連他を物締る数多く の 青砥事実があるよ
うに思われ る ｡
上記の 内容をまとめて み る と ､ 中国綿の 連体修飾音別ま2穂煉の作 り方がある ｡ 一 つ は名
詞も しく は形容詞が直接名詞を修飾す る方法で あり ､ もう 一 一 つ はい ろい ろの召削こ ｢的+ 杏
つ けて連体修飾給をつ く る方法で ある ｡ さ らに ､ 連体修飾絶と被修飾術 との 意 味関係に関
して は ､ 詳 しく見れば､ そ の 種頬はじつ に多い が ､ それ を叙述文に言 い 換える と､ お お ま
か に3種類の文型だけで おさ める こ とがで きる｡
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策三節 ､ lヨ本譜 における連休修飾桐退
､ L]木綿における連体修飾析の偶成
日本折の多く の 言絶現象は ､ まさ に , 大河内康宏氏が指摘されたよ うに ､ 呂馴頃以外は は
とんど中国静の性格と変わらない o 特に連体修飾桶退の場合を見る と , 弼看締とも体言が
体貫を修燐するとき , そ の連体修飾関係を示すの に助詞を使い ､ またそ の 助詞で結ば4･-Jもる
二 つ の体言の間に はい ろ い ろ の 意味関係が考えられ る ｡ さ らに､ 柑告絶とも ､ そ の助弼 の
後に来る べ き名詞を省略も しく は内包して しまう用法がある e 飼えば, 新鮮の 例で見る
と , ｢Iヨ本綿の 本+ はrl･‥l国絶に訳す と ｢日倍 (的) 羽+ となり ､ [j本納 の 場 創 ま ｢lヨ本所
の+ と表現する ことが で きる の に対し , 中国術で は､ ｢日簡約+ で表す こ とが で きる ｡ 在L
し , 小国静 は孤立静的な貰醇で ある故に ､ 意味がは っ きり して い る ときは ､ 助詞 の ｢的+
を省略する こ とがで きるが ､ 月歩潜締的な傾向の強い 日本籍として は ､ 冬嗣が連体修飾絶と
なる とき ､ ｢の+ が義務的に付けられる B
‡]本誇で は､ こ のよう に体言の場合､ 助詞 ｢の+ を附加する ことによ っ て ､ 連捧穆鋳誇
馴軌浅する ほか ､ 用言 の 場合は用 言自身に活用が あるか ら, そ の 連体Jl夢で , 渡接名詞 を修
飾する こ とが で きる o あともう 一 つ 日本誇 に は連体詞とい う品詞が ある ｡ こ の品詞 に属す
るもの はほ とんど用言から転じて き串もの が多い から , そ の ままの 膨で連体修朗儀 とな る
こ とがで きる o また こ の 連体詞は連体修飾語として しか使われない . 本桝死で は､ ヨ三に軌
詞 ｢の+ に よ っ て 表され る連捧鯵飾爵や用言からなる連捧鯵農考i誇 の 場合を考察 の 対象とす
る o
二 , 日本言馴こおける連体修飾鎗と被修朗儀 との意味関係
日本痕における連体穆飾爵 と被修飾言落と の 意味関係 を見 る と , こ れもそ め構 戎の 速 い に
よ っ て ､ まず ｢の+ を介する もの と用肯からな るもの との 2種頼にわける ことがで きる ｡
｢の+ の意義､ 用法につ い て は ､ か つ て ､ 奥津敬 一 凝氏 (1 9 7 8) が ､ 大槻文彦の 10
種類と三矢重松の 1 6種糠と国立国籍研死所の 2 0種類を総合して ､ 2 1種類に分けて い
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る ¢ そ の 2 1磯籾 と は次の ようなも の で ある 魯
i J
-
Fr有 ; ｢ポクノ車+
2領 作成者 : ｢寮之ノ敬+
3､ 所属のFB体 : ｢名古屋大学の教授+
4､ 関係の 基点 : ｢寮ノ前+
5, 存在 の 場所 : ｢枕元 ノ 舟盆+
()､ 抽象的な場所 : ｢西欧卜ソ連卜ノ問ノ交渉+
7､ 選択の 範囲 ; ｢新潮中学卒葉虫ノ大半+
8､ 存在 捌寺累日: ｢明′春ノ参院選挙+
9､ 軽質 ･ 性格 書 状態 : ｢まO才 ノ野卑+
10､ 材料 : ｢丸太棒ノ橋+
11､ 数巌 ･ 順序 : ｢100名ノ参院内勢力+
12､ サ 変動詞 の綾幹が名詞に続く : ｢本社後援ノ国際マ ラソ ン+
13､ 形容動詞 に準ずる もの : ｢惑寮ノイ ン フ レ+
14､ 後続体言の範匪い 領域 : ｢母乳以外ノ食物+
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15､ 目的Qj事物 ･ 関与勧 : ｢客筋セ ノ愛嬢+
i(3､ 同格 : ｢簡唱三Åノ テイ ラ - 準曹+
ま7､ 形式名誇司へ の 接続 : ｢摂 氏全体ノ タメ ノ教育+
18､ 後続するサ変動網 の 動作の蓬;緒 : ｢A博士ノ指繍+
19､ 後統するサ変動嗣 の 動作の 目的師 : ｢ベルリ ン西欧地l裳ノ封鎖+
2 0､ ｢ヨ ウダ+ ｢ゴトシ+ で受ける : ｢リ ス ノ ヨ ウナ素早サ+
2ま､ 形容 : トノ ヨウナ+ ｢夢ノ
★姓ノ申+
上 の 分類は意味に よるも の もあれぱ, i 8､ ま 9 のよう に肴うでな い鷺)の 勤 務るg)で ､
分梯の晶準は必ずし屯統 一 されて い な い が ､ 連体修飾絶と被鯵飾醇との間に､ 日本綿の鳩
夜戦複芸当良な意味関係がある ことはこ の分類からnく らかうかがえよう ｡ 寒劉究で は この連
体修釣儀と被修飾蘇との 間の意味関係の複雑性 に つ い て も嘗及す る つ もりで あ る o
凄て ､ 用 言からなる連体修飾誇た後藤燐爵 との 関係をこつ い て は , 第2 車で轟召介した辱財
務末氏などの祝がある o 本研究で は ､ 主に 寺村民 の現に従い たい と思 うo
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第三牽 : 中国絶の ｢的j
節 - 節 : ｢的+ の 品詞分納
- -
､ 三 つ の ｢ta+
中国斡 (標準紡) でをま ｢t∂j とn う発膏で ､ 素質的な意味をまなく ､ 構文的関係しか 蒸せ
な い文揺的な事駿として使われて い るもの に ､ 現在で は少なく と敬三 つ の漢字 を当て て い
る な ｢的+ ～ ｢地+ ～ ｢得j である ｡ 三つ の 藻琴はそれぞれ相補的な関係をなす｡ 例 :
く1),† ､ 他風脚宥点癖字 / 彼の足技少し播か っ た B
(2) 領 砲慢慢遜魔8 /かれ ほゆっ く りと患っ た 8
(3) ､ 砲掩威風敵 /かれほ足が適い ｡
上例 のうち ､ (1) の ｢的+ は約の帝 (他) と後の鱒 (脚) が連体修飾関係にあるこ と
壷表し､ (2) の ｢軌 は厳の帝 滑陛) が後の動詞 鳩) や形容詞などから駒成する述
紡を修鱒するも の である こたを表し ､ そして ､ (3) の ｢得+ は後の爵 (慢) が常の述落
とな るも の (飽) を補充する こ とを表す. 従来 ､ ｢的+ は連体修飾綿の マ - カ - I ｢地+
は連用修飾爵の マ - カ - ㌔ ｢得+ は稀舞の マ - カ - だとu われて 澄た o 態たもと､ こ の三
つ の ｢ta+ が薗き分けるようにな っ た歴史はそれほど長くはな い o
凌遠征氏 (1 9 9 1) によれぱ､ 構造助詞 の ｢的+ と ｢地+ はみな ｢的+ か ら来て い る
もの で ､ そ の 分化の歴史は六､ 七十年しかない ｡ さ らをこ､ その 前に さか の ぼれば､ ｢的+
の分合史は これ もまた複雑で ､ 早i も唐や宋の時代に ｢地+ と ｢底+ の 使0分をナが養 っ
た o もちろん当時の ｢地+ と ｢底+ との 速い は今の ｢的+ と ｢地+ との 凄い とはまた別な
戦の で 凝る ｡ 骨 L,て ､ こ の ｢地+ と ｢底+ がだ んだん r的+ に統 - 澄ね るようをこなる o こ
の 歴史に関して は､ 呂淑湘氏が 4 0年代にすで に論文を書い て い る B ｢的+ が再び今Eヨの
ように ､ ｢的+ と r)軌 に沓漕分けるようにな っ たの は 1 9 2 0年噴からで ､ 特に新中国
がで きて から ､ ｢的+ と ｢機+ の健h分桝こ顕する基準が明らか妄ニされ , 学校文法をこ動感
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り込まれた ｡ ただ し , こ こ数年 間 ､ また ｢的+ と ｢地+ の 使い 分けをや めよう とい う呼び
かけがで て きて ､ 放送大学 の教材に この 見方を入れた人も い る ｡
もう 一 つ の ｢得+ を見 る と､ 綿源的に は これ らの ｢的+ , ｢地+ と関係はな い ようで あ
る｡ これ に関して は , ｢ " 褐” 字句的戸生和演変+ (岳俊発 , 1. 9 8 4) な どを参照す る
ことがで きる ｡ 発音が今岡じに な っ て い る の は偶然の山束事かもしれな い ｡ 発音は全部同
じで あり ､ 意味 も実質的な意 味を伴わな い か ら, こ の よ うに背き分 ける機能が問われ てく
るの は当然で ある ｡ 本研究で は主 に連体修飾関係の 角度 から ｢的+ を見た い の で ､
｢地+ ､ ｢得+ と ｢的+ との 関係の 閉場 には深入 りせず､ ｢I]()J だけを考 え る こ とにす
る ｡
.J ､ ｢的+ の い ろい ろ の 顔
8 9
1 9
刀
1
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｢的+ の 使用頻度 と言えば､ 上記の 表 (『中国 の ことばと社会』 より , 編訳者松岡栄
志) から分かる よう に , 何回か の 調査に わた っ て ､ い ずれも堂々 の 酪
一 位で ある o そ し
て ､ そ の 使用範囲と言えば ､ 英文法の 四分の - の 内容に相当する と言われて い る o こ の言
い方か らも中国掛こおい て は ､ 発音も同じで ､ 形も同 じ ｢的+ と書くもの に は , い かに複
雑な用法があ るの かは ､ 推 し量る こ とがで き るで あろう o それ に ､ こ の ｢的+ と記された
掛ま必ず しもすべ て は連体修飾語 の マ ー カ ー だと は限らない ｡ 以下 ､ ｢的+ の 主な用揺 と
して 『現代漢語詞娘』 (1 9 9 2.) や , 『辞梅』 (1 96 5) に あげて い るも の をま と
めて みる ｡
1 ､ い ろ い ろ の 絶の 後に来て連体修飾締を作る ｡
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1) ､ 連体媛勝勢た被修飾静が - - - - 般的な嫁飾関係をなす場合 ,
”) , 率帝劇 三治/ 率せ盈星章三活
(2) ､ 己鮭姑起凍的中国人民/ 既に立ち+こが っ たr･l'国人民
2) ､ 連体接線賠と被修飾鍍が所有の関係をなす場合
く3) ､ 我鼠替漠/私彪母
(4) ､ 充戸除貌脱党/ プ日 レタリ ア旦政党
3) , 連体修飾絶が人名或い は人称代名詞からなり , 被修飾紡が職イ立や身分を表わす冬
嗣からなる場合
(5) , 今東沖金運称鼠主席o / 今日の会練は轟なた戯主席 です｡
く6き ､ 波風介錯Å?/だ 機 l】Åですか ?
4) ､ 連体修飾寿がÅを指す名詞或い は人称代名詞からなり ､ 被健餅紡が前の動 詞た合
わせて … , ^種の 動作を表わし､ そ の 人が こ の 動作の対象である場合
く7) ､ 升地温玩策/かれをからかう
(8) ､ 清我凪客/お ごっ てく れる
く9) ､ 洩我風解頗/ 私彪文句を言う
2 ､ 被彦飾紡の な n ｢軌 構造を作る(準体助詞として鍵われる)｡
1) ､ 上 に出て い る Åや物をと っ て かえ る
(1 0) , 速是我風 邪オ是僻
Tlr
これは私盟で ､ あれ こそ あなたぬだ
(1 1) ､ 菊花升ア,有鑑鼠濁紫鼠/ 菊の花がさ いたB 赤い望もあわば､ 黄色い
汲もある o
9ま
2) , ある穂の 人や物を言う
(1 2) ､ 男
(1 3) ､ 送祁
男旦人
郵便やさん
(1 4) , 我愛吃殊
/
I/ 私は辛い 泌 が好きで す
3) ､ あ る 酔憤を表 わす
(1 5) , 大星期天地,体,'B公不 出去玩玩?/ 日曜日な旦 に , どう して遊びに 出か
けない の ?
(1 6) ､ 充嫁充故血,体着什久急?/何もな い旦 に ､ 何で 照る で し ょ う .
4) ､ 目的諦 は主帝 と同じ人称代名詞ブラス ｢的+ か らなり , ほか の 事 は こ の 人 と関
係ない もしく はこ の 事は ほか の 人と関係な い こ と を表わす
(1 7) ､ 速堤用不着僻, 僻只管睡傭血(兜)去｡ / こ こ はい い です . ひ たすらあなた の
睡眠を取りなさ い ｡
(18) , 我干我皿事, 体不用管/ 自分は自分の こ とをや るから ､ あなたと関係な
い ｡
5) ､ ｢的+ の 前に同じ動詞や形容詞が来て , 例示を示す｡
(1 9) , 推盟 (人) 捕, 粒戯.(人) 粒/押 したり , 引 っ 預 っ たり
(2 0) , 脱也(人) 読, 笑飽(人)笑/話したり ､ 笑 っ たり
(2 1) ､ 大凶大, 小凪小/ 大きか っ たり ､ 小さか っ たり
3 ､ 述韓 の 動詞 の 後ろ に現われ , この 動作の 主体或い は時間 ､ 場所 , 方綾な どを強調す
る( ｢･ - の だ+ に近 い 用法)0
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(2 2)
(2 3)
(2 4)
他是咋天辺凪城/かれは昨日町に行 っ た旦です.
我是夜半銘打飽票/ 私は駅で切符を買 っ た旦です o
この ことは私は知 っ て い る盟ですo
(25) ､ 世上之物, 少則有壮, 壮則有老, 古之常軌 人人祁免不碍血｡ / - 人
間はだれ - - 人として免れる こ とは で きな い の です e
4 ､ 同じ種棟の帝句の後ろに使われ ､ ｢な ど+ の 意味を表わす o
(2 6) ､ 破鋼混鉄戯, 他捻来 ---大蟹/ 銅やら､ 鉄やらを---
- 篭拾っ て きた o
(2 7) ､ 老身別物茶倒水盛き符我飢線素熟母 / 封の Åはお茶を入れたり して とて
も親切 で した ｡
5 , 二 つ の数詞 の 間に使われるo
1) ､ (仁!) 掛ける
(2 8) ､ 速同塵子是玉来盈三取合十重平方米e /こ の 港屋は五メ ー ト]k 迄三 メ
- 卜ルで ､ 合計十五平方 メ - 卜ルある o
2) ､ (方) 足す
(2 9) , 粥十 千, - 光恵十e /二 倍迄三 個で , 全部で五1国で す ｡
上記 の 分類を話 し言葉や方言の用法を除外し､ さ らに勧 の 文法書や論文で紹介されて い
る ｢的+･
,
の 用法と考え合わせ る と , 次の よう に ､ まとめ直す こ とがで き る ｡
1 , 連体助詞と して の ｢的+ e 例 :
(1) ､ 酵菜彪澄銭/昨日の新聞
(2) , 美術血糊煤/美 しい 蝶々
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(3) ､ 仙蛋血大衣/彼が興 っ たコ ー ト
2 ､ 準体助詞と して の ｢的+ B 例 :
く4) ､ 時夫血/ ( 昨日 の)
(5) ､ 虹血/赤い の
(6) ､ 他宗鼠/彼が翼 っ た の
3 ､ 締約弼 として の ｢的+ ｡ 例 :
(7) ､ 迭件射我知遇血 ｡ /こ の こ とは私は知 っ て い る旦 です ｡
4 ､ 連用助詞と して の ｢的+ o 例 :
(8) , 仙本紋的把手鋸丁回来. / 彼は本能的に 事を戻 したo
(9) ､ 他只象征性的交了弼毛伐, 算長坂伐 ｡ / 彼は象徴的に2 0銭を払 っ て , 食 新宅
とした¢ LI
(1 0) ､ 仙科学的祈樺了迭 一 現象｡ / 彼は科学l
'
]引こ こ の 現象を祝明した o
5 ､ 偽連体助弼として の ｢的+ o 例 :
(l l)
(1 2)
(1 3)
(1 4)
(1 5)
他是昨菜逆風城｡ /かれは岬 即Jに行 っ た の で す｡
別息是升仙血玩笑｡ /い つ も彼の こ とをか らかう の で はない o
我是奄宰銘打温熱 / 私ほ駅 で 切符を買 っ たの で す e
我旗了弼十小村的孔 / 私は 二 時間ぐらい本を統ん だ o
他的怒球打希好 ｡ / 彼はバ ス ケ ッ トがうまい ｡
｢的+ の こ れらの 用 法 の うち , こ こで は 1 だ けを重点的に考察 し､ 必要が あれば ､ 2 の
用法にも触れたい と思 う o もう 一 つ こ こで 断らなければならない の は同じ ｢的+ を使っ て
も ､ E]本締の ｢積極的+ の ｢的+ t[｢個 晒 の ｢的+ と はそ の まま等価 の も の で はなく ､
r-fl)
9 4
国掛 こお け る ｢的+ はlヨ本謂の ｢的+ よりもむ し ろ連休助詞 の ｢の+ や 畔休助詞の ｢の+
に逝 い こ とを明記 した い .
9 5
第 二 節 : 連体 助詞 ｢的+ の 文法的機 熊
今 まで の [1;個 の 学者 の 見方をまとめて みる と ､ 連体助詞として の ｢的+ や畔休肋嗣とし
て の ｢的+ の 文法的な機能は名詞化だ とい う説が多い ようで ある o す なわ ち , r的+ を接
尾辞的なも の だと見 な し､ それがつ い たもの は 一 つ の 名詞他 の フ レ - ズと して 文に臨む考
え方で あ る ｡ こ の見方 の提案者に は朱徳熊氏 (1 9 6 2) がい る ｡ 来氏は ｢的+ が持つ多
く の 用法を例に取り+ い ろ い ろの 顔を持つ ｢的+ は連体修飾を表す軌詞だと認定する 軌上l
はな い と論祝して い る o そして , こ の ｢的+ が つ い た名詞の フ レ ー ズが文の 中で ､ 名詞 の
よう に振 る紳う ｡ 主絶 にもなれば , 目的額 に もなり ､ さ らに ､ 連体修飾静を作る こともで
きる と して い る ｡ しか し ､ 次 にあげる理 由に よ り､ 筆者 は ｢的+ の - 一 つ の 用法 として連体
助詞を設ける べ きだ と い う見方をす る ｡
1 ､ もし ｢的+ がつ い た構造は名詞で , 朱氏 の 啓い たように ､ ｢升草的+ が ｢升草的
(人) + を表す もの で ある なら , ｢升年的人+ にお ける ｢升年的+ はまた どう い う意味な
の だろうか ｡ 氏は こ の場合､ ｢升辛的+ と ｢人+ は同格の関係にあ ると述べ て い るが ､ ど
う も納得の で きる説明で はない ようで ある ｡ さ らに ､ 氏がB矩形式に い れた ｢井草的妓
求+ (≠ 升草的) にお ける ｢升草的+ と ｢技木+ との 意味関係は何なの か ｡ こ こ の ｢的+
の 後に来る名詞は姿を消す こ とはで きな い か ら､ ｢升草的+ は独立性の ない もの とさ え見
られ る ｡ こ の 独立他 の ない もの は果た して , ｢名詞的だ+ と言え る の だ ろうか ｡
2 ､ - 捗譲 っ て言 えば , ｢升草的人+ の 場合は , 確か に r升午的+ で 貢い 換えられ , ま
た確 かに , ｢升草的+ と ｢人+ とが同格の 関係を梢成する と認めて もよい が ､ それで も ､
｢的+ の 文法的機能は名詞化だとい う こ とにはな らない ｡ こ こ の ｢的+ はただ構文的必要
に より ､ ｢用言+ を体言 に変えて い る の だけで はなく ､ 構造全体 の意 味も変えて い る ｡ し
たが っ て , 受 けるも の を名詞的なも の にす る とい う こ とは ､ こ う した ｢的+ の 本務で はな
く , そ の 本務を果たすために ､ 必然的に もたら した結果だ と見 なさ なければならな い ｡
3 , 2 とも関連して い るが , 中国韓で は ､ 普段用言もそ の まま体言と して使われ る ｡
｢的+ の 構文的機能をもし ､ 名詞化だとい うだけなら､ その 名詞化とい う の はまた何の た
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めに行われて い る の か を問わな けれ ばならない o 中国騎は 鎗好に よ る 品弼 の 区別 は なく ､
そ の う え綿の括用もな い か ら､ 日本帝の ように は用首の後に直接格助詞などをつ ける こ と
ばで きなく ､ 必ずい わ ゆる形式名詞な どで まず用言的な もの を体･那勺な もの にす る必要 は
ない ｡
それで は ､ ｢的+ の 構文的な機能は - A体何で あ るか o 筆者は[･11'国 掛 こお ける ｢的+ はあ
くま で も ､ 連体助詞 で あり ､ そ の 後に常に名詞を置く こ とがで き ると認糾して い る｡ たと
え ､ 時 には , ｢的+
一
の 後 に来る べ き名詞が実際 に現れて い なくて も ､ そ れ は､ ｢的+ の 後
に どん な名詞が来るかは分か っ て い る場合に限る ｡ 後の 名詞が来なくて も ､ それがなんで
あるか分かっ て い る こ とは かえ っ て , ｢的+ の こう した性格の 強さ の 鼓U)ヨになる の で はな
い か と思われる o そ して , 後 の 名詞 が現れな い こ と によ っ て ､ 偶退全体 は時 に は､ 後に凍
られ るすべ て の 名詞 を 一 括して しまう , いわ ば, そ の 内包が 一 つ の 名詞で は ､ 音u表せ な
い ほどの包括的な表現に なる ことが で きる ｡ これは ､ まさしく ､ 世の 中のす ペ て の具体的
なもの が物質とい う概念で まとめられ ､ さ らに こ の 物質を包括する概念はない と い う こと
に共通して い る ｡ これ こそ中国静でほ時にほ , ｢的+ の 後の名詞が補い蔓こく い こ との寮の
原因だと見る ぺ きで ある . つ いで に､ 日本語の準体助詞の ｢の+ に つ い て も､ 似た ような
見方が兇受を子られ る (渡辺采1 9 7 1 壬) - 2 0 7) 守
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第三節 ; 連体助詞 ｢的J の 軽用
小国師は孤立締約な宵祈であるから､ ｢的+ の ような文法的な手段は肺 ∴連体修飾関係
を示す私 の で はなn ことも当然考えられ る o 袈際に も ､ !ヰ慣言告で は連体修飾網追に ｢的+
を使わな い もの が凝る ｡ ｢ 一 本胡/ - mJの 本+ の ような場合などで あ る ¢ ト ー 本+ はもと
も と ｢1う/ 杏+ や ｢逝去/雑談+ な どを数え る時妄こ使う助数詞だか ら ､ そ れと後に来 る
卜!う+ との 間に鯵勝と被健勝の関係をな して い る こ とばわざわぎ他 の 紡で 表さなく て も文
脈の 意味で分かる o そ して文脈 の 意味で分か るも の はあえてな にか の 形 に託 して ､ 桁 と讃告
の 関係を羽東しなn ことが第三車で も見たよう に中国喜寿の特徴ら しn ¢ こ の ような情況和
も とで ､ ｢的+ の 使用 は薬にバ ラ エ ティ にな る o
--▲
､ 挙子賓氏 (1 9 9 1) がまとめた ｢的+ の 使用状況
挙氏が ｢的+ の使周 を必須の場合顎 任意 の 場合それからそ の 鍍摺が不可能の場合の 三 つ
に分 けて い る :
1 ､ ｢的+ が義務的に使用され る場合｡
(1) 動寿司＋名詞
喝約束/ 飲む水 ･ 招救的学生/ 募集した生徒
(2一) 人称代名洞 ＋事物名詞
我的瀬/ 亀の本 , 他飢的行李/かれらの荷物
く3) 疑問代名詞 ｢健+ ＋ 名詞
准的ニ汚/ 漣の奉 書 渡約自行草/誰の自転車
(複き ｢数詞 ＋助数詞+ の登澄＋名詞
一 雄 - 軌ヨ勺座位/ 一 列 - 列 の 座席
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(5) 独立 的成分 ＋ 名詞
仰廉物美的商品/ やすくて ､ よ い 晶 ･ 又白又僻的孫子/ 色がE)く て ､ 太 っ て い る
子
(6) 連体修飾構造 ＋名詞
小白免的-ll;/小 さな白兎の 本 ･ 百貨岡J占的服浪/デパ - 卜の 服
(7) 連用修飾構造 ＋ 名詞
根好的寸7;/非常に 良 い本 ･ 非常-l=浄的衣服/ 非常にきれ い な服
(8) ｢述帝 十 目的語+ ＋名詞
英粗食的人/食糧を買う人 ･ 写大字的篭/ 書道を書く筆
(9) ｢述締＋祁緒+ ＋ 名詞
送来的服紙/ 届けて きた新聞 ･ 砧起釆的学生/立ち上が っ た学生
(1 0) ｢主語 ＋ 述諦+ -ト名詞
王先生写的倍/王さ んが書い た手紙
(1 1) 一 部分の 2音節形容詞 ＋ 名詞
勇敢的峨士/ 勇敢な戦士
(1 2) 一 部分の 2音節名詞 ＋名詞
医生的手套/お医者さんの 手袋
(1 3) 名詞 ＋ 動詞
中国的噺放/中国 の解放 ･ 何題 的提出/ 問題の 提起
(1 4) 人称代名詞 ＋ 動 詞
他的到来/かれ の来場 ･ 我甘-]的鯛査/我々 の 調査
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(1 5
..
) 名詞 ＋ 形容詞
市境的繁栄/市場の 繁栄 ･ 物節約稔定/ 物繍の安定
(1 6) 人称代名詞＋ 形容詞
我的光栄/ 私の光栄 , 尉I1的額倣/ あなたたち の誇り
2 , ｢的+ が任意 に使用され る場合e
(1) 人称代名詞 ＋親族名詞
我沸弟 - 我的弟弟/ 私の おとうと ･ 他姐姐 … 他的姐姐/ 彼の お姉さん
(2) 形容詞＋ 名詞
新村期 - 新的肘蜘/新 しい 時期 ･ 正碗思想 IT: 刺(J思想/ 正しい 思想
(3) 名弼+一 名網
水洗房子 - 木集約庸子/ 木の家 ･ 安徴人民 - 安微的人民/安徽の人々
(4) - -潤;分の 動詞 ＋冬嗣
学5j宿料 - 翠 -T3約郷冬/学習の糞料 ･ 参考資料 - 参考約資料/ 参考 の糞料
3 ､ ｢的+ の 使用が許されない場合 ｡
(1) ｢数詞 ＋助数詞+ ＋ 名詞
三十人/三 Åの Å ･ 内本瀬/ニ 釘の本
(2) ｢指示代名詞 ＋助数詞+ ＋名寿司
速十人/ こ の 人 ･ 那本朝/そ の本
(3) ｢疑問代名詞 ｢什名+ ＋名詞+
什ゑ人/どんな人 ･ 什A同鷹/どんな関越
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こ の よう に 李氏が ｢的+ の 使用如何 にj引ナる い ろ い ろ の 品詞 の 組み 合わせ を地 べ た o
しか し ､ こめ ほかも , ｢的+ が後続す る もの に は､ い ろ い ろ の 語や フ レ - ズの 組合わせ が
あり ､ ｢的+ の 使用 は確か に上 にあげた3種根 の パ タ ー ン しかな い が , そ の 使用 の 実態 に
はさ らに複雑な要因が絡んで い る と思われる ｡ 品詞 の 組合わせ だけで は , そ れを徹底的 に
説明す る こ とがで きな い の で ある ｡
_,≠_ . , ｢的+ の 使用 に関す る本桝究の見方
第三牽で は､ 中国綿 にお ける構文的関係 (主に連用関係) の 表現は 三 つ の 馴 削こ分けら
れる と述 べ た｡ そ の 三 つ の 段階とは､ 意味 , 捌 臥 助詞 で ある ｡ こ の 連用 関係に見られ る
三段階はこ こ の 連体 関係 にも適用され る と思う ｡ 第三 章で見 た･[
:･国絶 の 構文的特徴に基づ
き､ 連体関係の 表現に つ い て , 以下 の ような提言 を した い ｡
連体関係の と きで も ､ 連用関係と同じように ､ そ の表現に意味､ 馴 臥 助詞とい う三 つ
の 段階を設定する こ とが で きる ｡
次に , 具体的に連体関係に見られる三 つ の 段階の 実情を考察して み よう ｡
1 , 連体修飾関係が意味によ っ て自明で ある場合, 酬扇が自El]t=な る o
こ こ で は+ 一 つ だけ､ 数詞 と助数詞の 組 み合 わせが連体修飾掛こなる とき､ 場合 によ っ
て ､ 被修飾締の後に現れ る現象が観察 され る o 例 :
(1) ､ 臭上放有 i)
∧ 刺
ボ - ル ペ ン と 一 つ の 財布が置 い て あ っ た.
(2) ､ 真上放有 ';--
ン が 一 本 ､ 財布が ･ 一 つ 置い て あ っ たo
A
/机の 上 に は, - mlの 本と-一 本の
/ 机の 上 には ､ 本が - 耶I､ ボ ー ル ぺ
例 (1) と例 (2) の 連体修飾韓と被修飾語との順序は逆にな っ て い る o 例 (1) に比
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ベ て ､ 例 ･(2) はやや曹 通の 表現 で はな い が , 言えない こ とはな い ｡ こ の ような現象が見
ら れ る の は数詞 と助数詞か らな る連体修飾狩が も の を表わす名詞か らなる 被修飾語 を修飾
す る ときだけで ある ｡ 助数詞 は意味から考えれば ､ 人や物もしくは動作を数える もの で あ
り ､ それが本来人や物もしくは動作に含まれ る属他の 一 つ と考 えて よい o そ れに , 叶個 析
にお い て は , どんな名詞が どんな助数詞を使うの か ､ どんな動詞が どんな助数詞を使う の
か は , その 名嗣や動詞 の 意 味特徴により ､ かなり詳 しい 対応関係を持 っ て い る の で , 意味
か ら見れば , 助数詞 と被修飾絶との 関係は非常に 緊密なもの で ある ｡ 以⊥の ような馴貞の
白山が見られ るほ か ､ 数詞と助数詞 の 組み 合わせ が連体修飾諦を梢放す る ときも ､ そ れと
そ の 後に来る名詞 との 間 に は連体修飾の 関係がある と い う こ と を示す ｢的+ が蛇足とな
る ｡
2 ､ 意 味だけで は前後の 絶 の 関係が連体修飾関係に読み とれな い とき , 捌貞を使う o
連休修飾語 と被修飾絶 との 位置関係は 1 に馴ブた r=P5 - ･ 本+ の ようなも の 以外 , み な
｢連体修飾諦 ＋被修飾緒+ とな っ て い る ｡ 意味関係によ っ て ､ 前後二 つ の 絶の 間に連体修
飾の関係で結ばれて い る こ とが分か る場合 ､ 構文的関係を示す助詞 の助けがなく て も ､ 締
順だけで よい ｡ 例えば､ 李氏があげた三 の もの な どが こ の なか に入 る ｡ 三 で 馴ブたもの に
上記 で触れた数詞と助数詞からな る連体修飾静がある ほか , 疑1馴℃名詞 ｢什A+ からなる
連体修飾語もあるが ､ こ の ｢什血 も , 意味的 に は非常に ユ ニ Jj な もの であ る o その 使
い 方と言 えば, ある い は ､ そ の まま主語 ､ 目的括 などの 成分になり , ある い は , そ の まま
名詞 の 連体修飾語とな る . ｢什A+ は主語や 目的締の位置 に立つ とき ､ す べ て の ｢も の+
を指 し示す こ とがで きる が ､ 連体修飾語 の位置 に立つ とき ､ そ の 後にす べ て の 物事を表わ
す名詞が来る こ とがで き､ ｢什ゑ+ 自身はもうもの を指し示すの で はなく ､ その 後に来 る
名詞 の 具体的なも の と して の 種頬を問うの に使われ る o ｢什 血 の 後に具体的なもの を表
わす名詞が来ると , ｢什公+ はい つ もそれ と修飾と被修飾の関係を結ぶ の で ､ こ こ で も要
す る に , ｢什ゑ+ と後の 名詞 の 構文的関係が自明的な も の で ある o よ っ て ､ こ こで も
｢的+ の 使用が省かれた の だと考えられる ｡
上記 に あげた ｢数詞 ＋助数詞+ か らなる もの 以外は連体修飾語は い つ も被修飾綿の前に
位 置 しなければならな い ｡ 馴貞を変えると ､ 構 文的関係も変わる もの がほ とん どで ある ｡
1 02
帆 : 小白免的内只耳先/小 さなIヨ兎の 二 本 の 耳 ･ 内只耳先的′ト白免/ 二 本 の 耳の 小 さ な白
兎
3 , 言馴l員だけで は､ 諦 と滑 との 関係が連体修飾だとい う こ とが分か らない ときは , そ0･)
関係を明示す る助詞 ｢的+ の 助けが必要となる ｡
構造によ っ て ､ 連体助詞 ｢的+ の 助けがなけれ ば､ 静 と語との 関係は連体修飾関係 にな
らな い こ ともある ｡ こ の よ うな状 況で は ､ ｢的+ の 使用 が義蹄とな る ｡ 例 えば ､ 李氏が あ
げた 1 の (1) や､ (1 3) , (1 4) ､ (1 5) で は ､ も し ､ l
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的+ がなか っ たら ､
｢的+ の 前後の も の は ある い は ｢述綿 ＋ 目的韓+ の 関係にな っ たり ､ ある い は ｢主約
ー卜述
拍+ の 関係 にな っ たりす る o
4 ､ 上記 に雷己した特徴の ない もの は ｢的+ の 使用 が任意とな る ｡
前後二 つ の 掛 ま文脈に おける意味関係で ､ それらが連体修飾関係 にある こ とも理解で き
るが , 上の 1 ､ 2 で見たもの とは遮っ て , 前後二 つ の 語 の 間には ､ ｢三十人/三人の
人+ , ｢速十人/ こ の 人+ , ｢什ゑ同魅/ 何の 問題+ の ような連体修飾語と被修飾語に あ
る必然的な関係はなく ､ I馴 削勺な関係しか 持たな い もの もある ｡ こ の 場合 , ｢的+ の 使用
が任意とな る o 任意 な の で ､ 使うの と使わな い の と, ニ ュ ア ン ス の 適 い は あ っ て も ､ 意味
にお ける違い はな い ｡ 李氏があげた 2 に所属する もの はそ の 例で ある ｡
一 つ だ け取りだ し
て みる と, ･ ｢我 (的) 弟弟+ にお ける ｢我+ と ｢弟弟+ との 間に は ､ 必然的な関係はな
く , ｢我+ も ｢弟+ も独立した存在で あり , こ こで は､ 脚 削勺に連体修飾関係で結ばれて
い る の で ある ｡ か とい っ て , こ こ にある もの はまた李氏が 1 にあげた (2) , (3) ,
(1 2) と速い , 意味関係にお い て はそ れらよりほまたい くらか緊密に なる ｡ 例えば,
(2) , (3) , (1 2) の 例を見る と ､ 何れ も人間 とそ の所有物 (い わゆる譲渉可能の
もの で ある) との 関係で あり , これ らの 関係と人間とそ の家族 ( 我弟剃 との関係とを比
べ れば ､ や はり い わ ゆる譲渉不可能名詞 と して の 後者 の はうがよ り緊密で ある と言わなけ
れ ばならない だろう ｡
要する に 中国語で は, 連体関係のときも ､ 日本語と違っ て , 連体関係を表わすの に助
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詞 ｢的+ を使うの が唯 -
A の 手段 で はな く ､ 意味や言酬自の こ とも大 い に考 慮 して い る こ とが
言える ｡
ただし
′.
､ 李子雲氏があげた 1 の (4) ､ (5) ､ (6) ､ (7) ､ (8) , (9) ,
(1 0) を見る と ､ ｢的+ の 前は 一 つ の 単語 からなるも の で はなく ､ 語 と綿の組み合わせ
で で きて い る ｡ こ の ような複利拍 梢造で で き る連体修飾言引こおける ｢的+ の 使用に関 して
は , 一 つ の 帝で で きる連体修飾陪 の場合とまた適うの で , 別 々 に論 じ る べ きだと思う o な
ぜか と い うと , ｢好胡+ と 一 つ の 形容詞か らな る連体修飾掛ま被修帥絶との‖馴こ ｢的+ を
使っ て も , 使わなくて もよ い が , ｢根好的判 となる と ､ ｢的+ は必須 の も の とな る o
こ の ように ､ L 帽 静 に おける ｢的+ の 使用は全部は構文に強要されて い るもの で はな
く , そ の 使用は ､ 意味な どにもかなり影響されて い ･る ｡ さらに , ｢的+ の 使用 の 任意 によ
り ､ そ の 使用如何はまた い ろ い ろの ニ ュ アン スや意味関係の適う表現の 区別 に積極的 に利
用されて い る ｡ 例えば､ 前で は､ 数詞と助数詞 の 組合わせが連体修飾絶となる とき ､
｢的+ は使わない と書い て い たが ､ 名詞を修飾する助数詞はさらに 2 分頼で 普 ,
- 一 つ は前
見た ｢那本ニIう/そ の本+ の なかの ｢那査+ の ようなもので あり ､ 後ろ に来る名詞に表わさ
れて い る人や もの の 数を数える もの で ある ｡ もう 一 つ は ｢両方字一別
1;/二 万字の本+ の な
か の ｢剛丁字+ の ようなもの で あり , 後ろ に来る名詞に表わ されて い る人や も の の属件を
表すもの で ある ｡ 日本籍で は , ト mの+ も ｢二 万字 の+ も同じよう に ｢の+ を後続して
連体修飾静 とな るが ､ 中国縛で は ､ r
- 珊 の+ に当た る ト 本+ の 後は ｢的+ が使 えず､
偶 ガ字+ の 後の ｢的+ は使わなければならない o こ の よう に , 中国祈で は ､ こう い っ た
｢的+ の 使用を通して ､ 2種類の 助数詞を区別して い る の で ある o もう
一 つ の 例を見る
と､ ｢孫子的脚気/子供の性格+ と 昭 子牌汽/子供っ ぽい+ とい う言い方がある o
ヽ
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J +
で は , ｢的+ の有鯉に よ っ て , 意味がまる きり遮 っ て く る . ｢該子的牌汽+ の
｢孫子+ は
｢脚汽+ の 所有者で あるが , ｢孫子脚気+ の ｢孫子+ は ｢脚気+ の 属他に変わ る o
総 じて 言えば ､ 連体修飾関係に ある前後二 つ の 掛ま､ 字画で連体修飾関係に しか取れな
い ときは ｢的+ の 使用 は蛇足となり ､ 許されな い .
一 方, ｢的+ がなければ前後二 つ の部
分がはかの構文的関係に変わ るときは､ ｢的+ の 使用は義務的なも の とな る ｡ しか る
に ,
前後二 つ の 語が連体修飾関係 しか結ばれな い も の で もなく ､ か と い っ て , ｢的+ がなくて
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も ､ ほか の 構 文的関係 に成 らな い ときは, ｢的+ の 使用 は任意 の も の とな る o もち ろ ん ､
劇麦の 場合 , ' WJ+ を使う の と ､ 使わない の と ニ ュ ア ンス は遮 っ て く る o -･
- ･般的 に言 え
ば, ｢的+ を使っ た表現は連体修飾関係を強調 した形 になり ､ ｢的+ を使わなか っ た場合
は熱掛こ取る傾向が強い ｡ こ れ は ｢的+ の 使用 の全般に つ い て言える こ とだと思 うo
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第四車 : 日本醇 の ｢の+
策 一 節 : ｢の+ の品詞分頬
Ij本朽 の ｢の+ も小国綿 の ｢的+ に妨る こ となく ､ 日常o,
I)斉拍[_L-
A
. 括で 大々 的 に暗躍 して
い る o 国立国音馴抑死所の 調査 に よる と , ｢の+ の 使用頻度もIlj国栢の ｢的+ と同じよう
に ､ 堂 々 の 策 一 位 で ある ｡ しか も , そ の ふ る まい も
具体的な用例 を通 して , そ の 用法 を見よう o
(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
｢的+ と同 じく して 多様多様 で ある o
これ は私の串です ｡
赤い の は私の です ｡
彼が ニ ュ ー ヨ ー クに行 っ たの は知らなか っ た ｡
もう行く の ?
天気の い い 日に よく で かけた｡
例 (1) の ｢の+ は二 つ の 体言を結びつ ける ､ い わゆる連体助詞で ある ｡ 例 (2) の
｢赤 い の+ の ｢の+ は用言の後に位置し, あ る名詞 を代用し､ 従束準体助詞と言われるも
の で ある ｡ そして ､ ｢私 の+ の ｢の+ は体言の後に あるが , 例 (1) の ｢の+ と違っ て ､
その 後に は体言は来て い な い ｡ 後の 体言は省略されたか ､ ｢の+ に内包 された と い う ｡ こ
れも準体助詞だと見なされて い る ｡ 例 (3) の ｢の+ は これも用言の 後に来て い るが ､ 例
(2) の Ir赤い の+ と違 っ て い る の はそれは具体的な名詞を代用して い る の ではなく ､ 単
に前の 動詞句を後の格助詞が後接で きるよう に体言的な構造に書き換えて い るだけで あ
り , 何も具体的な意味は具有して い な い o 橋本進吉氏は (2) と (3) の ｢の+ の用法を
一 括 して , ｢準体助詞+ と読んで い るが ､ 佐治垂 三氏等はこ れをそれぞれ三 つ に分けて い
る｡ 例 (4) で は ｢の+ が文末に来て いて , ふ つ う終助詞と言われて い る もの で あ る ｡ 例
(5) は同じ連体助詞 ( 学校文法で は主格を表す助詞とされて い る) で ある が ､ 他の 場合
の用法と微妙に速い ､ 後に来る用言を介して ､ 被修飾語の体言に かか っ て い く も の で あ
る . い つ も連体修飾節の なかで ､ 主格の 雅務を担 っ て い るから ､ 連体助詞の 一 つ の 転用と
見てよ い が , 本研究で は こ れを考察の対象から除外する ｡
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上記 にあげた ｢の+ の 用法 はそ れぞれ逢うよう に見え るが ､ 中国縛 にお ける ｢的+ の い
ろ いろ の用法と考え合わ せて み る と､ そ の 間には類似他の あ る ことに気イミJ
-
く . こ の 一 見適
うよう に見え る さま ざまな用法 に は本来本質的な つ ながりが存在して い るか も しれな い ｡
それはさて お き､ 本研究で は ､ 主 に , ｢的+ や ｢の _J の い わゆ る連体助詞 と して の 用法を
比較対照す る の で ､ 例 (1) の よ うな ｢の+ の 用法 だけを考察す る o
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第 二 節 : 連体助詞 ｢の+ の文法的機能
日本締で は , 用言 に活用 がある から ､ 大まか に言 っ て ､ 体言と用言 とは文 の[-r1で の 連用
にお いて ､ 特 にそ の 形 の 上 で は ､ 非常に典る ｡ 前述 の ように , l州藁ほ昏で は ｢的+ は用言の
後にも体言の後に もつ くが ､ []本綿の連休助詞 の ｢の+ は用言自身 に連体形がある から ,
体言の 後に しか現れな い ｡ 従っ て ､ 日本言引こお い て は , 連休助詞として の ｢の+ の 文法的
機能と言えば ､ 体言と体言を結びつ け ､ 前の も の が後の もの をい ろ い ろ の 意味で修飾し ､
限定する こ とだと記述す る こ とがで きる ｡ 例 :
- l†けの 本 私の 自転車 1ヨ本帝 の教師
日本綿 で は ､ 体言が連体修飾帝を構成する とき ､ ｢の+ が必須の文法的手段で ある ｡ こ
れはもちろ んそ の 勝者栢的な怯格と関係がある と思 うが ､ ｢の+ だけで なく ､ こ うした助
詞などが必ずなければならな い の は ､ もう 一 つ 単騎 と単緒 の 境目を記す とい う重要 な役 目
も担 っ て い る と考 えられ る ｡
中国絶 の ｢的+ の 場合は ｢的+ が連体助詞だとい う見方を批判した学者もい たが , 日本
綿の ｢の+ に対して は , 特に , そ の 連体助詞 として の 用法に対して は異論がな い よう に思
われ る ｡ こ れは中国語 に おい て は形に よる品詞の 区別がなく , す べ て 語 の 文にお ける具体
的な用法で しか品詞分頬がで きない か らで あろ う ｡ - ･ 方 ､ 日本綿 の 場合 , 形 に よる 品詞 の
区別や 形に よる い ろい ろの 構文的関係の 明示が は っ きり して い る の で ､ ｢の+ の 機能は容
易に ､ 他の 助詞 との 関連で , 連体 関係を表わすもの だ と判断する こ とが で きたの で あろ
う｡
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第三節 : 連体助嗣 ｢の+ の 使用
前にも触れたように ､ 日本約にお い て は , 基本的に体言が体言を修飾す るとき , rの+
の使用があ要とされ , か つ その 軽用をま義務的なもの で ある ｡ したが っ て ､ 日本蘇の連体助
詞の ｢の+ は ､ 中国紳の ｢的+ の ように ､ 積極的に ､ ニ ュ ア ンスな どの 使い 分けに役立つ
ことはない ｡ ｢の+ は体言をはじ 敵 い ろい ろ用言以外の帝の後に付く こ とが で きる o 以
下､ 内聞氏 (1 9 9 0) が まとめた｢の+ の 用法を , 本桝死の 日出引こそ っ て まとめ直した
もの で ある ｡
1 ､ 体育の 後に つ く o 例 :
(1) , 雲 の 光
(2) i 口本の旗
2 , 格助詞 の 後につ く ｡ 例 :
(3) ､ 学校 へ の 連絡
(4) ､ 釆か らの酒
3 , 副詞 の後につ く ｡ 例 :
(5) ､ よほ どの 事情
(6) ､ ゆ っ くぢ の 療行
4 ､ 接続助詞 の後に つ く o 例 :
(7) ､ よく考 えて の 決心
(8) ､ 歩きながらの飲食
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5 ､ j[/:列助詞の 後に つ く . 例 :
(9) , 家と家との 間
(1()) , 暑か っ たり寒か っ たり の 陽気
6 , 副助詞 の 後に つ く ｡ 例 :
(l l) ､ 二 人だ けの 秘密
(1 2) ､ 泣か んばか りの 表情
内聞氏の 祝に よる と ､ こ う した ｢の+ は ､ 格 関係 ､ 連用修飾関係､ 接続関係などを内包
し , - 一 様の 簡略表現で ある と言う ｡ 次の 章で は ､ こ の ｢の+ の 用 法 , ｢の+ の前後 に現れ
る帝と括と の意味関係などを中国繕 の ｢的+ と比較対順 しながら ､ 考察 して い きた い と思
う｡
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第 三 部 簡略表現 か ら見 る ｢的+ と
｢の+ と の 対応
解 一 章 : ｢的+ , ｢の+ と簡 略表現
第 一 節 : 連体助詞と簡略表現
--A , ｢的+ や ｢の+ に よ っ て結ばれ る前後二 つ の 締の 間に は用言が存在する
第 二 牽で も内聞直仁氏 の研究を少し紹介 したが ､ 氏 は連体助詞 ｢の+ を用 い る表 郷去は
簡略表現の - 一 様だと い う考 え方を示して い る . そ して ､ ｢の+ に 内包され得る い ろ い ろの
格関係や連用修飾関係, 接統関係などを大患 の例文を通して考 察 して い る ｡ 似たような考
ぇ方はE体 の中右実氏や叶一国の 衰硫林氏の研究に も見られ る ｡ ただし ､ ･ 義民も内聞氏もす
ベ て の 連体助詞 の ｢の (的)+ に何らか の 連用的関係を内包して い ると見 る の に対 し ､
右氏は 一 部の もの に しか , こう した祝明はで きな い と見 る ｡
本桝死で は , ｢的+ や ｢の+ に よ っ て 結びつけられ る連体修飾静と被修飾街と の意味関
係に関して は､ そ の 基本的なパ タ - ン は晋遍的な牲格を持つ と考 えたい o 周知 の如く ､ 名
詞と動詞とは , 主体と動作 ､ 動作と対象､ 動作と行なわれ る場所, 動作と行なわれる時間
など､ い ろい ろの 関係で直接的に結びつ く こ とが で きる o しか し ､ 名詞 と名詞 との 間の 意
味関係とな ると ､ ニ つ の 名詞だけで は , 理解しきれない こ とが多い o 例えば , ｢私の 本+
とい う ごくふ つ う の 連体修飾梢造を例に見 ると , ｢私+ と ｢本+ との 間に どんな関係があ
るの か ､ ･｢私+ と ｢本+ とい う二 つ の 名詞だ けで は分からな い ｡ そ こ で , 我々 は文脈など
を頼りに して ､ そ の 二 つ の名詞 は､ ｢私が所有 して い る本+ ､ ｢私が書い た本+ , ｢私を
書い た本+ の ような関係で結ばれて い る こ とが分かる ｡ こ の ことにつ い て は ､ 内閣氏が日
本静の実例に基づき ､ い わゆる日本語の ｢の+ に 内包され る ｢格関係+ な どの 関係に対
し, 撤密な考察を行な っ た ｡ しか .L/ , 日本語だけで なく ､ 連体助詞 の あ る言論で は , 連体
助詞 によ っ て 結び つ けられて い る名詞 と名詞と の 間 には ､ すべ て こ の よう に ､ い ろ い ろの
連用的関係を内包して い る とい う こ とがで きよう . これ は言語
一 般に 言 える こ とで あり ､
決して 日本晴だけの こ とで はない . そ の 根拠は次の ようなと ころ に求め ることがで きる o
1 ､ 言葉は現実世界を表現す るもの で ある ○ 現実 に存在する もの や人 間を示す の に は名
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弼 , も しく は体言 を使 い ､ そ の 動作や 状鰻を示す の には用 言 を使 う ｡ 動作 と も の あ る い は
人 との 間 に ある関係は現実に よ っ て ､ 決め られて い る ｡ 例え ば､ 〕三体 と動作の 関係で あ っ
たり ､ 対象と動作の関係で あ っ たりす る ｡ そ して ､ われわれ は言葉で そ の 関係を表現す る
とき､ 直接も の や人を袈わす名詞と動作や状態を表わす用言とを結び付ければ, ･ 一 一 つ の叙
述がで きる o - 方, 事物と事物との関係を表現するとき ､ 特にそ の 間に あ る関係を祝明す
るとき, われわれは 一 つ の 叙述を柄成させ る の に ､ 二 つ の冬嗣だけをつ なぐの で は不十分
で ある ｡ 必ず 一 つ の 用言を新た に付け加えなければならない o 言い 換え ると ､ 二 つ の事物
的概念が必ず 一 つ の 叙述 に よ っ て 統 一 され , - 一 つ の 用言 を介して はじめて関係を持つ こ と
がで きる の で ある o に もかかわ らず､ 日常の 言緒生活 の なか で ､ 二 つ の 事物の 関係を表現
する とき､ 必ず しも い つ も用言 を介入させ て い るわ けで はな い . こ の こ七 は欝晒表現にお
い て ､ い つ も簡潔牲を求め, す で に分か っ て い る もの はあえて い わな い と い う人間 の 心他
の 反映だと理解する こ とが で きよう｡ したが っ て , ほとんどの 言綿に 二 つ の 名詞 を直接結
び付ける文法形態が存在し､ 二 つ の 名詞 の 間が簡略化されて い るの にもかかわ らず､ そ の
間に複雑な関係がある こ とに はかわり はな い ｡ 例 で見 る と ､ ｢夏目淑石 の 本+ , ｢夏日淑
石的胡+ の 二 つ の 表現に はい ずれも､ 名詞 と名詞との 間 に 一 文字の ｢の+ ､ ｢的+ と い う
連体助詞を使 っ て い る の に もかかわ らず､ ｢夏目淑石が書い た本+ ､ ｢夏目淑石 を番い た
本+ などの複雑な関係が含まれ て い ることが想定され る ｡
2 ､ 確か に中右氏に指摘されたように､ ｢明日の午後+ や
′｢京都の冬+ または ｢机 の う
え+ の ような表現の場合は ､ ふ つ う ､ 名詞と名詞との間に存在する動詞 の こと はあまり意
織されて いな い ｡ しか し ､ こ の ような表現があるか らとい っ て ､ ｢体言+- の ＋ 体言+ と い
う構造 に 名詞 と名詞 との 間に用言が存在す る とい う こ との 否定にはな らな い ｡ こ の 場合 の
名詞 と名詞 との 意味を考える と分か る が , ｢明日+ に は ｢午後+ が ある こ とや ､ ｢京都+
には ｢冬+ が訪れ る こ と , ｢卿‾L+ に は ｢上+ が ある こ とは分かりき っ た常識な の で , 特に
名詞と名詞 の 間に存在する用言の こ とを意耕しなくも ､ そ の 意味関係はそれぞれ の名詞 の
意味樽徴で 理解する こ とがで きる ｡ これ はまさ しく ｢かれ は目をして い る/ 仙有一 男朋艮
‖削 とい う表現の 不 自然さ と同じように ､ 分かり き っ た こ とを言うだ けで は, 表現と して
はおか しくな る の で ある o しかし ｢か れは組長 い 日をして い る o /仙有 一 双鰍L'c自勺限
帆 + となると､ 立派な文になる｡ この場合, 構文的､ 構造的に聞達 っ て い る の で はな
く ､ あく まで も意味からの不自然さ で ある とい うこ とはほか にも ｢かれ はネクタイ をして
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い る/佃煮者領軌 + が成 り立つ とい う こ とか らもわか る こ とがで きよ う ｡ ｢明日 の 午
後+ の ような例が存在する こ とか らただ 一 つ 言 える の は ､ こうした名詞と名詞との 間 に存
在する用言の復元の 必要度は前後の 静 の 意味特徴に よ っ て , 差があ る こ とで あ る ｡
_A , ｢的+ と ｢の+ の 使用と簡略表現
｢体言 ＋ の ＋体言+ の 表現に用 言の 存在 がある と述 べ たが ､ それで は , こ の 本雑用宵が
入る ベ き と こ ろ になぜ ､ ｢的+ や ｢の+ が使われ る よ うに な っ たの で あ ろう ｡ これ は 人間
の でき るだ け表現を簡潔にす ると い う心言正の 反映だと説明したい o 人間 は常に , 合理的な
方法を求めて い る ｡ 言わなくて も自明 の もの は あえて言 わない ｡ 特に ､ 中国絶と日本訴は
非常に省略 の 多い 言緒 だとい う こ とはよく知 られて い る o 英喜郎こは連用的関係にお ける省
略現象は比較的少な い が ､ 連体関係を表わす属格 ｢
'
s+ の 形 はこ れもさ っ き の ｢私の
本+ と同 じように ､ 前後 の帝の意味関係はい く穂類に も理解する こ とがで きる ｡ もちろ
ん､ ｢的+ や
'
rの+ ない し英帝の ｢
'
s+ には こう したあい ま い性がありながら, 実際の
言栢生活で は ､ 文脈や場 の 指示を得て ､ こ うした多義惟は白熱 こ取り除かれて い く .
こ の よ う に ､ 世界の 多く の 言帝 に は , こ うした名詞と名詞を直接結び付ける静が存在す
る ｡ しか し , こ の ような韓があ るか らとい っ て ､ それ に結び付けられ る名詞と名詞 の 閣 の
意味関係は必ずしもどの 言静で も同じだとは言 えない ｡ なぜか とい う と , 各言静 の 実情に
ょり , 特に , 各青緑 におけ る基本的な性格の相違によ っ て , こう した連体修飾関係を表わ
す語 の使用や ､ そ の 前後に現れ る名詞の意味関係などに違い が見られ る の は当然で ある ｡
例えば, 日本碕で は ｢会長 の 鈴木さん+ の ように , 同格関係に ある 二 つ の 冬嗣 も
- 方が 一
方を修飾する形で表わされ るが , 中国籍の場合は ､ ｢会長鈴木先生+ の ように ､ 連体修飾
で はなく , そ の まま文法上 で 同格の 形 をと る の で ある ｡ そ こで , 日本拍 の ｢の+ に内包さ
れて い る格関係や連用修飾関係は中国帝で はどの よう に表現されて い るの か ､ 言 い換え る
と, ｢的+ と ｢の+ とど こ まで対応関係を示 して い る の か を追求す るため に , 以下内聞氏
の説 をふ まえなが ら考察して い きたい と思う ｡
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第二 節 : ｢の+ によ る連用的な関係 の 内包
I- - ､ 基本構造 (甲)の場合
氏の 説 に よる と､ 基本構造 (甲) は｢A体言十格助嗣＋連体形＋B体 言+ の こ とで あり ､ こ
の うち の ｢格助詞＋連体形+ の部分は, 文脈や場面の 助けを得て ､ 色々 な簡略表現にす る
こ とが でき る とい う ｡ こ こで は 氏があげた5種頬の い わゆる簡略表現を見て み る ｡
1 ､ A体言＋の 十B体言
(1) ､ 芥川の ｢鼻+ ( が書い た) / 芥川的｢鼻子+ (｢が+ 格を内包)
(2) , 日本女他の優しさ (が持つ) /日本女性的温柔 (｢が+ 格 を内包)
(3) , 商店の 主人 ( を経常する) / 商店的主人(｢を+ 格を内包)
(4) , 問題の 解決 (を解決する) / 何題的僻決 ( ｢を+ 格を内包)
(5) ､ 京 都の 友人 (に住ん で い る) /京都的友人 ( ｢に+ 格 を内包)
(6) , 春の 小川-(にある) / 春夫的小河 (｢に+ 格を内包)
(7) , 部屋の 中 (にある) /屋子里 ･ 屋子的盟面 (｢に+ 格を内包)
(8) , 束京の 都 (とい う) / 森京都 ( ｢と+ 格を内包)
(9) ､ ニ セ ニ 五 の 番 号 (とい う) /2 7 2 5的号梢 ( ｢と+ 格を内包)
(1 0) J 広島の 学会 (で行われた) / ｢ 島的学会 ( ｢で+ 格を内包)
(l l) ､ 鉛筆の 字 (で書 い た) / 街篭字(｢で+ 格を内包)
(1 2) , 明日の 期限 (で締め切 る) /明夫的期限 ( ｢で+ 格を内包)
2 ､ A体言＋の 十連用形十B体言
(1 3) ､ 私の やり方 (がや る) / 我的作法
(1 4) ､ 仕事 の 進み具合 (が進む) /工作的述展情況
(1 5) ､ 馬 の 乗り方 (に乗 る) / 卑的肺法
114
3 , A体言＋の ＋連体 形1＋B体言
(1 6) ､ 駅前 の 大 きい お店 (にあ る) /年粘前的大商店
(1 7) ､ ヨ - ロ ツ パ の 長 い 旅 (にお ける) / 欧洲的艮施行
4 , A体言＋格助詞＋の 十B体言
(1 8)
(1 9)
(2 0)
(2 1)
(2 2)
(2 3)
(2 4)
(2 5)
(2 6)
(27)
(2 8)
(2 9)
(3 0)
彼と の 比校 (比 べ る) / 利仙的比牧
細評と の決定 (判決した) / 先非的決定
教室で の 学習態度 (と る ･ 示す) /在教室的学5J 志度
鉛筆で の 下書き (書く) /用竹篭写的草稿
二 人で の 外山 (する ･ で か ける) / 内十人的外山
明日からの 仕事 (始め る ･ 始ま る) /仇明夫升婚約工作
長崎からの 手紙 (来た) / 塩崎来的倍
百人か らの 集会 (集ま る) / 一 首人的集会
あとからの言 い訳 (する ･ 言う) / 事后的押倒
束京 へ の 道 (行く ･ 通ずる) / 去京京的路
彼 へ の 手紙 (書く ･ 送る ･ あげる) / 姶仙的倍
月よりの 使者 (来る) /月未来的使者
友よりの 贈物 (い ただい た) / 朋友姶的礼物
5 ､ A体言＋の ＋連体形2＋B体言
(3 1) ､ 千鶴子の 居な い 人生 (が) /没有千鶴子的人生
(3 2) , 雨 の 降る 日 (が) /下雨的日子
二 ､ 基本構造 (乙) の場合
氏 の 説 に よる と ､ 基本構造 (乙) は｢連用修飾成分＋連体形＋B体言+ の こ とで あり ､ こ
の うち ､ ｢連体形+ の 部分は文脈や場面などで自明とな っ て いる場合､ それが省略され ､
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代わりに ｢の+ が ｢連用修飾成分+ と ｢B体 言+ を結ぶ こ とが で き る と い う｡ つ まり ､
｢連用修則り戎分＋の ＋B体 言+ と い う構造 になる わ けで ある ｡ 例 :
(3 3) ､ 明春 の 参謙院選挙 (行われる) /明年春夫的参蚊院逃挙
(3 4) ､ まさか の 時 ( 起こ らな い だろうが ､ 起 こ っ た)
(3 5) ､ しばらく の 別れ (分かれ る) / 智吋帆別南
(3 6) ､ 少し の 食事 (食べ る) / 一 点点的版莱
(3 7) , か な り の 本 ( 多い) /相当多的ニIち
(.
'
･3 8) ､ ILCl頭 の 鴇 (い る) /4 匹葛
≡ , 基本構造 (柄)の 場合
/ 刀---”()‖寸候
基本構造(丙)とは ｢接統成分＋連体形＋B体言+ の こ とで あり ､ 基 本構造(乙)の 場合と同
じく , ｢の+ を使 っ て ､ ｢連体形+ の 代わり に ｢接統成分+ と ｢B体言+ を結ぶ こ とがで
き ると内聞氏が述 べ て い る ｡ 例 :
(3 9) , よく考えて の 決心 (決めろ) / 仔細考慮辻之后的決心
(4 0) , 西 に向か っ て の 大追跡 (する) /向西的大迫践
(4 1) , 渉い て の 通学 (する) /非行上学
氏はさらに ､ 放列助詞 ､ 副助詞 に下接 した ｢の+ や ､ 助動詞 ｢ダ+ の 連休膨 の ｢の+
形容動詞の連体形語尾 の ｢の+ の 例をあげて い る ｡ そ れも少 し紹介す る ｡
鵡立助詞 ＋ ｢の+
(4 2) , 寝たり起きたり の状態 (する) /起起睡睡的状悉
(4 3) ､ 生きる か死 ぬか の 瀬戸際 (がわか らない) / 生死存亡的美卿寸刻
副助詞 ＋ ｢の+
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(4 4)
(4 5)
(4 (i)
(4 7)
(4 8)
(49)
二 人 だけの 秘 密 (が持 つ) /只有丙十人知迫的秘密
月まで の 距離 (かか る ･ あ る) / 到月球的拒南
泣かんばかりの表情 (に して い る) /就要突的表情
稚か の 上着 (が所有する) /不知是准的上衣
本やノ - トな どの 代金 (を買う) /英 ニlう, 本子等的費用
拭験が始まる か始まらな い かの うちに (して い る) /在考拭要升始述未汁始
的肘候
助動詞 ｢だ+ の 連体 形の ｢の+
(5 0) ､ ご主人 の テ ー ラ軍曹/ 地的先生悉床軍曹
(5 1) ､ 女の 子 (で ある) / 女孫子
(5 2) , 半熟の 卵 (で ある ･ にな っ た) / 半熟的蛋
(5 3) ､ 休み の 日 (で ある) / 休息的El子
(5 4) ､ ビ ー ル の 冷や した の が ほ しい /想要点冷嘩酒
形容動詞の連体形静尾 の ｢の+
(5 5) ､ けち んぼう の ひ と (で ある) / 小気的人
(5 6) , 必要の もの (で ある) /必要的京西
(5 7) , べ つ の 手段/其仙約手段
また , 表現 により ､ ｢の+ に内包されて い る格関係は何種頬かに考える こ とがで き る こ
ともあ ると内間氏が言う｡ そ の 馴ブた例文に は次の ようなもの がある ｡
(5 8) , 妻の 選択 (が選ぶ･ を選ぶ) / 妻子的逸捧 (妻子作山的逸挿 ･ 対妻子 的逸
拝)
(5 9-) , 誰 の絵 ( が描い た ･ を描い た ･ に所属す る) / 准的画 (准画的画･ 画的･准的
画 ･ 属千姫約画)
11 7
(6 0) ､ 故郷 の 便り (にあ る ･ ヘ 出す ･ か ら来る) /故9T](Jイ富 (在故多的倍 ･ 拾放多
的倍 ･ 仇故多来的倍)
糾に も言及 したよ うに ､ 日本 碕に お ける連体修飾締 の櫛引或は三1r
-
.
に三 つ の 手段が使われて
い る ｡ 用言の 連体形 , 体言ブラス助詞 ｢の+ ､ 連体詞 で ある ｡ 連体詞はほ とん ど他の 品詞
か ら板じて きたもの か複合したもの かの 何れか で ある ｡ とい う こ とは , 内聞氏が分析した
｢の+ 及 び用 言か らなる連体修飾緒 は 日本絶 にお ける連体修飾偶文のす べ て を網羅 した こ
とに なる o 氏の 祝を -･… -渉進んで解釈すれば､ 日本綿の連体修飾掛まそ の基本的な構造は,
用言を中心に したもの か らなる が ､ 表現の 簡略化を計る ために , 人 々 ぼ 削こ文脈や場面の
支持を利用 し ､ 用 言の 部分を ｢の+ で代用 して しまう ｡ こ の こ とか ら日本術は形式的に
は, 非常 に - ･ 一 貫性 の ある言晒だと言えよう. なぜ なら , 普通 ､ 名詞と名詞 を関係づ ける と
普 , われわれはそ の 関係を説明する ために は､ ある叙述を使わなければならな い . しかる
に ､ 叙述は必ず用言を中心 とす る ｡ 時に は､ 人々 は ｢な まけの 法則+ に より ､ す で に知ら
れて い る もの 言い 換えると ､ あえて言わなくて もわか る ような用言を ｢の+ で 置 き換える
こと によ っ て , 簡略化した表現を取るo l 結局 , 内聞氏に よっ て 示された よう に､ ｢の+ に
か かわる簡略化表現にい く つ かの パ タ - ンが あり ､ そ こか ら用言を中心 に して で きた連体
修釧儲 か ら徐 々 に簡略化 した表現 へ の 変遷過程がうかが える ｡ しか し ､ 日本緒は こ の よ う
■
にうまく まとめられて も ､ す べ て の 言緒 はみな 同じような考 えで , ま とめ る こ とがで き る
かどうか は検討しなければわからない ｡ 次の節で は ､ 内閣氏の 訊 に基づき､ F[j国語 にお け
る連体修飾語の成立事情を考察する ｡
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策三節 : ｢的+ による連用的な関係 の 内包
, 小国綿 にお ける連体修飾栢の基本的梢追
前節で見たよう に , 日本絶の連体修飾綿の 基本的構造は用言を-‥F-''T)トに して で きたもの で
ある o そ して ､ そ の用 言の 部釧ま文脈や場面 の 支持があれば , ｢の+ とい う助詞 によ っ て
代用 され る こ とがで きる o しか る に ､ 用言が直接連体修飾締 となる とき ､ ｢の+ は介入 し
ない ｡ 一 方 ､ 中国縛 の 例文をみる と ､ ｢我 劉勺判 と用言の ばあ い も助詞 ｢的+ が入 る .
そ して , 用言が自明の とき ､ そ の 用言 だけを省略 して , ｢的+ はそ の まま残 る ｡ こ こか ら
み る と ､ ｢的+ も ､ ｢の+ も連体修飾関係を表わす存在 で あり , そ の 文の なか で の 役割は
はぼ同 じもの で ある が ､ ただ使われ る場面が適うだけで ある ｡ 日本綿 の ｢の+ は連体修飾
締 を構成す る椅 の 品詞 に よ っ て 使われたり ､ 使われなか っ たりするが ､ 中国静 の ｢的+ は
も っ と痛か の 例も考 慮 して , 全部は連体修飾静を構成する誇 の 品詞 に よる の で はなく ､ 時
に は品詞 , 時 に は意味に よ っ て 使われたり ､ 使われなか っ たりする ｡ 言い 替える と , 日本
評の場合 ､ 連体修飾梢文にお いて , 連体修飾絶と被修飾韓との間に必ずそ の関係を表わす
い わゆる形態要素が入 る ｡ 一 方 , 中国綿の場合, 場合によ っ て ､ こ うい う形 劉勺な変索の
介入は許されなか っ たりする ｡ これ もまたよく言われて い る日本音別ま膨着給で あり ､ 中国
掛ま孤立蘇で ある とい う現象と無関係で はな い ｡ 中匡ほ昏にお ける連体修別働 も用言からな
る形式が基本的なもの で あり ､ その 簡帽化したの が ｢名詞 ＋ 的名詞+ な どの ような形式で
あ る ｡ さ らに ､ こ れも最も簡略イヒした表現で は なく ､ 場合 に よっ て , こ の ｢的+ も姿を消
すこ とがで きる ｡ 中国語 における連体修飾構造の基本的な構造及びそ の 簡略化表現は次 の
よう にまとめ る こ とがで きよう ｡ 括弧に 入 っ て い るもの は省略 して もよい もの で ある o
基本的な構造
[(前置詞 ＋) 名詞 ･ 副詞] 用言 [＋ (前置詞 -ト) 名詞]+
- 的 ＋名詞
省略表現
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1 , ( 前+-) 名詞 一卜 ( 的)＋ 名詞
2 ､ 副詞 ＋ 的 ＋ 名詞
まず , 進本的な構造の例をい く つ か見よう o 例は何れ もrl11国の 小編小説 『人到中咋』 か
ら取 っ たもの である ｡ 訳は範者が付けたもの であるが ､ 考察する連体修飾構造の部分だけ
である ｡ 訳の あとの 括弧の なかは連体修飾絶 の偶成 で ある ｡
(1) ､ 地イT1是立ユ塾変速盈名医臨阻温血政戯
本の柱 (動詞-ト名詞)
(2) ､ 遠投有必要, 白内
(3) ､ 速是神童的召喚,
動詞)
(4) , 我不能法家恭遭到
詞)
(5) , - 千
速是
ド
く市
†
l/
コ
/
I/･
口
＋ 動詞)
(6) ､ 仙イ｢]視力珍宝的,
名詞 ＋ 動詞)
(7) ､ 速是 r.7 1‥
是
/こ の 有名な帰院の 眼科を支え る二
/普通 の 手術 (形容詞)
/ 逆らう こ との で きな い 命令 (副詞 ＋
/ 中年で妻を亡くす打撃 (名詞 ＋動詞 十名
娼嫡出去丁, 只留f地 - 十人 / 北風 の 強い 夜 (名詞
/Iヽ 石
′ ＼病
名詞 ＋ 動詞)
(8) ､ 又舎辻那映 女
/自分で支配で きる時間 (前置詞+-
｡ /彼女がき の う入院さ せ た子 供の 患 者 (代名詞 ＋
, 用同 - ･ 柿餅切1ご同伴大小的 一 炊, 按在病人T](Jn艮
珠上 /ガ - ゼ に縫い 付けた材料 (動詞＋前置詞 ＋ 名詞)
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, 忽然食通瀦我的積層 ｡ /私が骨ろそ((tき) .､ 達我自己也怒不う乳 姦
ろ五十歳に なるとき ∈代名詞 ＋副詞 ＋名詞)
(ま0) ､ 但鼠 夜塵威盈呈出;生温鼠鼠ぬ盛ゑよ生, 娘妃消音文好mj凄約吋嵐 巨=
It却是蔑
切的, 温和約 分 / 燥副部長が病院にÅ院した日の牛軌 鳩 嗣 ＋軌声針卜名詞)
く1 ” ､ 孟夏弼や五土壁鑑査盗塾鼠 ニ塵遜患 + 去土生抜奴 ニ姦塵濫盛盗盈監鼠 ー 鼠鼠去
T
l/ 耶年末各 - J 方, 何人心情都根況鼠 /五十年代に 医学院で
j烏に勉強し ､ 六十年代に鵜にこ の 病院に分配澄れ ､ 同級生たして 一 同僚とし
て 二 十余年も兆に過ごして きた仰の よい 友達 (名詞 ＋ 前健網 ＋冬嗣+渦j 網＋
動詞 ＋ 名詞 ､ 名詞 ＋蕪事j詞＋ 動詞 ＋ 名詞 ､ 盤立衆現 ヰ名詞)
臥上 の飼文に示 されたように , 中国静で ほ連体修飾静 の基本的な構造で転 r的+ が綾わ
れて おり ､ 連体修飾拾の構成に はい ろい ろ のパ タ - ン がある ゎ 特に ､ 桝 (1 1) を見る
と ､ 長い連体修飾音別ま複雑な構成をしてい るo しかしこ の ような漉TRtま啓き青葉に しかな
n ので 凝ろ う 魯
次は簡略表現の粥をみる o 上 に上をプた簡略表現の 2種類に属する飼文をそれぞれ 二 つず
つ あをブる o
く1 2) ､ 娘来到ÅrEijオ六十年洪,
生活 に対する館望
(1 3) ､ 郷 一 年亨 麹逐長 一 や
(1 4) , 仙困劫
く1 5) ､ 柄十人把
A
烹a
A
, 不逆運乱上弼やfj､野)L懲 / 彼女の
/ ㌔ /去歳の女の 子
了, 恰巧産地免寮的病人 / 突然の眼病
輿中朝 - j駄 親許始ア顛川姻三宿¢ /自分たち の ふ だ
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ん の ふ とん
簸め た例文で は , 前置詞 の 使わ れて い る の は ､ 何れ もそ の 附 こ]三掛 こあたる もの があ
り ､ か つ 被修飾掛ま動名詞 の ような絶からなる場合に 限られ て い る . また , ｢数詞 ＋助数
詞+ か らなる連体修飾 掛ま ｢的+ の 入 る もの と ｢的+ の 入 らない も の と に分かれて い る o
許 しく は第八車で見 る ｡
以下 ､ 範者が'.lJ国緒の 小説か ら採取した例文に基づき ､ ｢的+ に 内包されて い る い わゆ
る連用的な関係を追及す る ｡
-1･ - ､ 小国晒 の ｢的+ に内包され る い ろ い ろ の 関係
解者は ､ 中国の [L'縮小祝 『人到中年』 (i甚容) から､ ｢的+ を含む文を8 2 5個 取りだ
した . そ の うち ､ 4 2 1の 文は ｢用言以外の もの ＋ 的 ＋体言+ の 構造をして い る ｡ こ の 4
2 1の 文に つ い て ､ そ の 前後二 つ の 韓の 間に合まれて い る い わ ゆる ｢格関係+ や連用修飾
関係を考察 した｡ 以下 ､ その 結果を紹介するが , 中国諦 にお い て は ､ 日本 訴 の ような格助
詞がなく , 形 に よる文の成分の逢い も 日本音別まどはっ きり して い な い の で , こ こ で は ,
同 掛こお ける文の城分の構文的位置の 明示は日本諦の 対応する格助詞や用語を用 い る こ と
にする ( 日本絶 の駅にお ける構文的位置で はな い) o さらに ､ 後で内｢開氏の 研死結果と比
校対順を行う こ ともあり , で き るだ け内聞氏 の 研究と同 じ方法 で考察 を進 めて い きたい o
前述の よ う に ､ 中国語 の 例文は小 説の まま 引用す るが ､
ると こ ろ 一 連休修飾構造だけを訳す こ とにす る o
1 ､ ｢が ＋ 用言+ が内包されて い る と解され る もの
(1) ､ 我要把三層兵法拾帆 姶体側道糸件, 等充
が書 こ うと して い る論文)
(2) , 但速 一 次, 仙被
ll/
訳 に つ い て は , 本研発 と関係 の あ
℡ /あなた の 論文 (あなた
了, 激功地勝者老況約手悦: ` ' ｡ /おじい さ
12 2
ん03詰 ( お じい 凄 んが謬告した蔽)
宕3) ､ 当番鍍扶者焦苗弓絡鮭蕗姦束縛亨
速十手木｡ / 趨院展の意見
(4) ､ 那先腹上, 位佳的病基本好ア,
の 宿題 (懐!囲が繁 る宿題)
砲有〕接受ア
/ fl ㍍
(超院長が山した意見)
こ汀
)G
(1/ ∫
2 ､ ｢を＋ 用甫+ が内包されて い る と解され る もの
(5) ､ 我イ｢] 法主lま
(6)
′I/
P
, 辻 練玄妙太夫発給健
也作完了, 兄妹偶相継i雌去管 /l劉蔑
爵, 陳太東就農南方人 , /南方 の なまり の 女惟
( 南方の 詑 野を帯びて い る女性)
ら
;急 拾起限軌 感功地宥ア - - 駁自己約老開戦 殻有数括, 把 一 畳)夢厚
約投身タ好歩布豊姦病Å約摂最よ 9 /そ ばの 華厳努 (そばに♭ゝる章塵芥)
く7) ､ 娩投有村軌 屋麟 - 単上 餅伯 - ･分餅的矧軌 対娘来観都農
宝費批 / 病院の愚者 (病院に来る患者)
(8) ､ 渡歩単裟視察染俸鱒韓
子)
(9) , 陳大衆,
(( ち !〉 与く / 奉虫の帽子 (｢奉虫+ とい う将
! / あなたの喝話 (あなた へ かけて 普た奄 細)
3 ､ ｢連用修蝕憩 ＋用 言+ が内包され て い る 屯 の
(1 0)
ん)
Fit
(l l) ､ 鎗匡L国挑 一 双肥, 他義 ∫
`8 ''
守 /拳 の 上 の みかん ( 事の 上 に 凝るみか
単己破ア ｡ / 足の糊 (足に履 い て い る靴)
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(1 2) ､ 仙因カ
た眼病)
(1 3) , 体不知迫, 日
_3 住院了, 恰巧農地負寮1yJy両人 . / 突然 の 旧柄 (突然憩 っ
挺有意思D / 明Elの 二 つ の 手術 ( 明1+ 行なわれる
二 つ 0.)手術)
(1 4) ､ 根装案轟的五必寧, 止jl吃古老, 滑幽IU
､ `
寂 , 地利仙怖身在
帝o /白玉 の てす り ( 白二1三で追 っ たてす り)
･
.･1/･
口本帝 と適 っ て ､ 中国緒 の ｢的+ に内包され て い る関係は大きく分けて 上の 三 つ しかな
い o ただ し ､ 上記 の 例 の 訳か らも分か るように , 中国緒 の 目的絶や連用修飾諦 に属す るも
の は か なり純幽が広く ､ 日本滑 に訳せ ば ､ ｢を+ 格や連用修飾絶以外 ､ ｢に+ 格 (例6 ､
7 ､ 10 ､ l l) ､ ｢へ+ 檎 (例 9) , ｢で+ 格 (例1 4) , ｢と+ 檎 (例8) に なる こ
とがよく ある ｡
また , ｢私の やり方 (がやる)+ の ような い わ ゆる ｢A体言＋の ＋連用形＋B体言+ に当た
るもの も見当た る ｡ もち ろん中国綿には用言の 活用がな い か ら､ 連用形で体言 に続くと い
う こ とはあり えな い が , 動詞がそ の まま名詞 に統けられて い る ｡ 例 :
(1 5) , 汁, 是有罪物｡ /あなた の 見方
(1 6) , - 只見地股上放青光, 眼情是契約, 地愚然被
の 考 え方
(1 7) , 1粁到 ∫
共布着｡ / 自分
弥主任特辻高大的, 有些耽背約身躯, 仰視者而色奄白的
陪文蝉大夫, / 貴亜芥の 叫び声
(1 8) , 盈王白 弧 _ 吐風亘, 破杯了迭/+､屋的苧軌 /子供の泣き声, 笑い
声, 叫び声
124
さら に ､ 小国綿の ｢是+ ､ 日本騎 の ｢だ+ に 当たる用法 の ｢的+ も見受けられ る o 例 :
(1 9) , 氾年氷, 地越水越感到 Z; ･f :卜I況乱 / 家事0.)負担
(2 0) ､ 現在, 送批中咋人要僧免起 '八 , 不能イく感到)J不仇心 , 轡九 梢
丸 棒jJ帝粍不上 , 法科遜免荷議韓,
代化+ の 重任
文選速 --イ宅や咋的窓腰f3b / ｢換!つ0)近
(2 1) , /j咽き太夫把自己余塵的精jj投入ア工作, 旗鹿激劇盤在
医学 の 山
†l/ 上寮撃｡ /
I+本綿で は , い ろ い ろ の 格助詞 に後続する ｢の+ もあ っ たが ､ 小国許 で は , 朋 ベ た限り
にお い て は､ 日本培 の 格助詞 の 役割を果たす前置詞 の 後に つ く ｢的+ もある こ とはある
が､ 何れ も前にさ らに主音引こ当 たるもの の ある文脈に お い て で ある o 例 :
(2 2) , 然索, 盟
く2 3) ､ 姥耳迫只所見
かで の 叫び
一 審要領成約彰r･究/わが匡事の こ の 豪華な嶺填で の 研究
(f毛
(2 4) ､ 希望俸不要畢魚
=J rt/ 且
g軒太夫!新大束! ラ' / 患者の 絶望の な
, 要約+二次拾焦宗弓終艮触手茶杓郷位太夫学
礼 /リ - ダ - たち の あなたに対する希望
(2 5) ､ 毅然不知咳脱些什名, 倣些什A, オ能喚回
る熱望
I) /1 /彼女の 生 に対す
以上はLF7国費の 日本蘇と対応した用接を紹介したが ､ 内閣氏があをブた ｢千鶴子 の h な い
人生+ におけ る ｢の+ や , 接続助洞 ､ 副助詞な どに後航す る ｢の+ の用法などは見られな
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か っ た o も と もと接続助詞 ､ 副助詞 とい っ た 用言削こあた る 小国師の 表現 は な い か らで あ ろ
う｡
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第二畿 : 連体助詞 ｢約j と ｢のj との 対照研究
鱒▲-L･瑠i; 日本音賢から見た 柑勺+ と ｢のj と0:)対J芯
乙 こ で は ､ まず ､ 内閣氏が 削ぎた日本鎗の例文 (3 1 O) たその巾匡!新駅を比較し ､ そ
芝蔓こ見ら孝〆もる ｢料+ た ｢的j と の対応関係を考察す る 穏
対応するか磨か の遜準に 薫 っ て ほ ､ まず ｢的+ の 有無, 次に連体修飾騎 の構成を見る つ
戦野で ある ｡ 雷態盲換ゑ る と海 ｢的j を故 -3 て駈蔑貰 ､ t#惑ちも､ 連体療釣凝 の構成亀岡じで 轟
る敷 の だ け､ 対i志して い る と判断する B
｢の+ をニ内包潰れて n る関係
内閣既があ拶藍 3 息 0 の例文沿うち 稚 i=i3惑責浄の訳文戦同じような濃現を絞っ 貰♭ゝる敷の
が2 0 8あり J=Jj国綿の訳文に隠 ｢的+ が使用書れて い ない ものが 1 O 2ある o 次ほ日本
酋露和例文た中田轟露将訳文を放校して まためた ｢将j た ｢的j たの 対顔転義習 凝るゥ 項目の
r妄こ - 那+ な どは ｢の+ 妄£内包されて nる用嘗をこよ72て結びつ けられる前後二 つ の 体欝の
鱗窯的位置を教わしたもの で凝る 苛 具体的にを豊､ 例えば ､ ｢虞都の 友Åj と駈当惑と澄 背 こ
影もを蓬 ｢京掛こ友Åが駈為る¢ j と転浅う表現から転じて 澄た と見なし 戦 場賓削 た r友Åj を蕊
も とも との表現で ､ 骨れぞれ ｢に+ と ｢が+ の位置に立 っ て い ると見なす. 脅して ､ 裁 に
克 っ て駈篭る数字は業際観察潰れた数である ｡
12 ア
表 1 : 二 つ の 綿 に 内包 されて い る関係か ら見 る ｢の+ と ｢的+ と の 異同
番号 項目 対応する もの 料)芯しな い もの
1 に - が 4 0 3
2
3
4
5
6
連用 - が 2 8 ]. 2
7
2
2
1
で あ る - が 2 6
が - を 2 5
とこが 1 0
が - 述綿 8
7 を - が 8 i
1 58 外注 1 4
9 を - で 6 2
0
1 0
2
0
0
0
1 0 を - 述縛 5
5l l 連用 … 述静
1 2 と - 述語 4
413 が 一 に
1 4 連用 - を 4
1 5
1 6
述帝 - が 3
で - 述縛 3 0
4
2
1 7 か ら - が 2
1 8 で - が 2
1 9 と - を 2 2
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I_--･-▼ →, 一■一一一 一 ■---一■, ■･･･■･･● -■■-
2 0 に - を 2 2
2 1 が - で 1 0
_I-.__ーJ▲__.･ー･･･▲･■一_◆-… 一一 --I-.-JII--▼･一･-一-I-･--I---ト･････▲-I【- 一IITN-rP>JJL▲■●=･LL‾▲‾ー■●r‾
1
_ ■ ■- ■ト･ー- - ■ ■･･▼-1- ー■･-･l-I .L-･､--■ ■- ■一- - I--････-I-･-- ■■ -一一▲‾､～ 州･■-A
2 2 へ
- が 1
:2 3 が - と i 0
■ _▲一■--- -一-エーJ-･･-◆■一一L･･･-■▲一 ▲･--････-■･･･■ - 一一-▼▼ ←▲- --- Pr一▲一▲-I----▲､-.lll-11‾‾〉_r･ー-=･Lp--■---･-L---▼･･--･lJ--1･■-一一一 一- ･･･- rP- -I r111.-.一 ･I- I
-.▼- ■●･ーd-‾_-I･一-I-I-■- - →l--------- -I A I.-M ▲‾■叫■‾
2 4 で
- 杏 1 l l
■ー■∩-･･････■･ー_一▼一■I--I-一-I- -TIT--1-一-●-･■ -A. →･-･●････■･ ･トー▲- 一一◆■･■･l----” - ●--1lJR‾...-l■-▼JrT-
2 5 を - に 1 3
_ 仰 一-■･■-pI･--一･--･-一･･-rJ---- -I-A-～一l-一一◆･- -I.T.PrII---I---ヽ-トーー■l･-一■- -vⅥ■】一-■
2 6 に - で 1 O
●】一■- 一 -･一●■--■-■･･● t■ -･■▼一････-▲ユー■- - - -▲･-一-●---･-I-I- -･･-■---YII - ‾ ◆●● ●■▼･十‾…rd411.I_････→-･･ー一ー-I-一▼一◆▲---All -I --一l･･･- -･･･-･●▼r TT--
-- ●■ ･･▼--■･- ･･･････l-一---→-I --▲l一-ナr..■●‾■一-.一
2 7 ヘ - 述胎 1 1
.ー●･-_._1PJ4 Jr qLArNJ･-■･･l-▼･- -I･･･-･･････ー -･ ･l-■- ■ I--▲→■一 ●- - ■ - --pITl･･･--一- - 一 -～ →← pJ-■･- -･一LL●r1ru◆†--一■I-･l- ” -I- --L→-一-･---･･･- -●rY.一--L一 - →- -----一一 -･1一 一-■-.JI-･･
-･l一一-▼■■‾■-■__.w叩･･▼■-･--一▲L一-▲-～-一一- I-･- → -一-､･I-･●--I---◆･- ▲■■･▲■●I
2 8 か ら - を 0 8
2
▼■ 叩 I一-一一■- ■･･- → - ･r--･･■●-■■一 一l■一 一p-･･- ■LIL-･･-- ▲･-▲■■･･- ■-pM【■-I-I
1
■- t -I-ー●■ 叩 一--■l････- --一一-- 一 一 -･･-◆ - ■ -･･-- - 一一■- ---･･･---岬 ･･･‾ ■■●■■■･■*ppIY-I
1
I-I- ▼■- ●一:･▼---･-I-一-･････l･･････■:-- ●→-I--I-A- . - 一 - ～----一- ●■- ■- ■- -■一 叫 -◆f M一-〝■rh‾一
2 9 より - が 0
3 O より - を 0
3 1 と - で 0
3 2 か ら - で 0 1
●---･▼･･････-I-一･-･ ▲--- - -･一→一一-一- ･- ■- --I-･･- -･+一◆′･--I-▲一- lL---- -I-一 ■.一▲A
3 3 で ある 0 6
I.▲■･ー･l･l･l･-･一･- ●l ････●-◆▼■-I I -I 一----1T-T.- I --I-1IIll-lT▼--･･r-▼P一 一--.･▼prr- 一▼【･-･-JIII-一--I 一■-L■-q･I-LLLuJL▲･･-▼▲･-L-→一
一･･- ---一A--､-I■▲--..........一-L rrrP‾ー-pNlrT-I
総数 2 0 8 1 02
注 : 寺村民の言う ｢外の 関係+ の こ と
表か ら分か るが , 下 に行く ほ ど, 対応す る も の が少なくなり , 逆に対応 しない も の が増
ぇて く る ｡ 上下 の 梢成を見る と ､ 上 に行く ほ ど､ ｢が+ ､ ｢を+ ､ ｢に+ な どに立 つ も の
か らな る被修飾言帥ミ多く ､ 下 に行く ほ ど ､ ｢で+ , ｢と+ な どに立 つ もの か らな る もの が
多い ｡ ｢が+ ､ ｢を+ ､ ｢に+ と い う三 つ の 格助詞は他 の 格助甲 と違う
Jf
'
g･
=
･ 質を搾 っ て お
り ､ 渡辺氏 はか つ て こ れ らを強展叙 の 助詞 だ と言 っ て , ほ かの い わ ゆる 弱展叙の 格助詞 と
区別して い る ｡ さらに , い わゆる名詞句の被修飾酬ヒも､ ｢が+ ､ ｢を+ ､ ｢に+ などの
順で転出度が低くな っ て い く ｡ こ こ で は , 日本弛 も中国語もい わ ゆる 日本綿 で い う ｢が+
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檎 , ｢を+ 檎, ｢に+ 格 に立 つ も の が被修飾掛 こなりやす く ､ ま たそ の 前g)用言 も省帽 さ
れやす い と断言す る こ とがで きよう ｡
具体的には , 2 , 3 ､ 5 ､ 8 ､ 9 ､ 1 2は対応する もの としな い もの とで はあまり大差
はな い が , 1 ､ 4 , 6 ､ 7 , 1 0, 1 3 - 1 6は対応す る もの が多く ､ 後は対応 しない も
の で あ る ｡
1 ､ 対 応す るもの と しな い も の とで は あまり差 がな い もの
表のTIJ の 2 の具体的な例文を見る と､ 対応 しな い も の には ､ 稗度を表 わす副詞か らな る
連休修飾弛もあれば, ｢数詞 ＋ 助数詞+ か らな る連体修飾帝もあ る ｡ また副助詞 の つ い て
い るも の か らな るも の も ある . -- A方､ 対応する もの の 場合を見ると , 連体修飾晴はもとも
と時間を表わす連用修飾静からなるも のや状態副詞からな るもの があ る o とい う こ とは ､
こ こで は, ｢連用 - が+ とい う梢追の原因で はなく ､ 連体修飾綿とな る名詞 の分蛸などに
より ､ 対応するも の と対応 しな い も の と に分けられたと考えられる ｡ 例 :
(1) , かなり の本 ( 多い) /相当多的ニ持
(2) , 匹l頭 の 馬 (い る) /四匹句
(3) , こ れさえ の 酒 ( あればよ い) /有
'
T
'-
Ll 就行帆酒
3 の ｢で あ る - が+ を見 る と , こ こも対応す る頼に属す る もの と対)芯しない 頬 に属す る
も の と の 2 種類に分 ける こ とがで きる ｡ まず例文から見 る ｡
(4) , 半熟の 卵 (で ある ･ にな っ た) / 半熟的鴻蛋
(5) ､ 休み の 日 (で ある) /休息的日子
(6) ､ わずか の お金 (で ある) / 一 点点的伐
(7) , ご主人 の テ ー ラ軍曹/先生志執軍曹
(8) ､ 美人 の 奥様/美人太太
例文の うち ､ 上 の 三 つ は対応す るも の で あり , 下の 二 つ は対応 しな い もの で ある o そ し
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て , 上 の 三 つ は連体修飾縛が後ろ の 体言 をそ の 性質や状態 にお い て 修飾 し ､ 下の 二 つ は連
体修飾絶が下 の 体言と い わゆる 同格関係 に ある ｡ 要す る に ､ う帥ぶす る もの は 性質や状態 を
表す連休修飾絶を持 つ 表現で あり ､ 対応しな い も の は い わゆる 同格 関係 に あ る連体修飾帝
を持つ 表現で ある と結輪 づけられ る ら しい ｡
続 い て , 5 の ｢と - が+ の 例 を見 る と ､ 束‖ぷしない もの は , rLl本の 国 ( とい う) /
卜l本国+ ､ ｢束京 の 都 ( とい う) / 茶京都+ とい う二 つ の 例しかな い ｡ 対)ぶす る もの に
は ､ ｢博士の 称 号 (と い う) /博士 (帆) 称号+ ､ ｢ニ セ ニ 五 の 番号 を手掛 か りに ( とい
ラ) /ニ セ ニ 五仙骨硝+ , ｢研究補助費の名目 (とい う) / 研究朴Iyur馴(J#'又+ などの よ
うな例文が ある o こ こ で は , 少なくとも三 つ の 可能牲が考えられ る ｡ まず r束京+ も ｢L]
本+ も固有名詞で あ る こ と , 次 に , ｢日本国+ ､ ｢東京都+ とい う 二 つ の 駅で は , 被修飾
折 とな る も の は何れも - ･ 音節の 単騎で ある こ と ､ さ らに ､ 中国綿の 駅全体が熱師 の よう に
な っ て い る こ とで ある ｡ 例文が少ない の で ､ 結論 を山すの を こ こ で 控えて おきた い ｡
8 の ｢外+ で は , 対応しな い もの に ､ ｢蛙 の 声 (が鳴く)/ 地声+ -一 つ と ､ 二 番目の 体
言が形式名詞の ときの 1 4例がある ｡ 中国晴で はい わ ゆる ｢外の関係+ の 連体修飾静もあ
るし ､ ｢的+ の 使用も許される ｡ こ こで対応しない の は熟語に訳されて い るか らであろ
う ｡ 次に対応す る もの と対応しない もの の 例 をい く つ か細介す る ｡
(9) , 外山 の支度 (をす る) / 外Lt([的准各
(1 O) ､.秒針 の 音 (が動 く ･ を動かす) /秒帥l(]声音
(l l) , お 前 の ため に命を捨て る の だ Q (を守 ろ) /カ了僻
(1 2) ､ 目下 の と こ ろ軍事行動 に忙しい (で ある) / 眼下
9 の ｢を - で+ に関して も ､ 対応しない もの は , 小国拍で は ｢英語の会 (を学ぶ) / 莱
酒会+ ､ ｢歌の 会 (を詠う) / 軟会+ の ように熱音別こ訳されて い る し ､ 被修飾語の名詞も
”- 音節の もの で ある o 対応するも の の 例と して は次の ようなも の が あげられ る o
(1 3) ､ l娼年制大学に落第した大学の救済策. (を救う) / 大学的救援梢施
(1 4) ､ ご飯の 食べ 方 (を食べ る) / 坂的吃法
1 3 1
1 2 の ｢と - 述綿+ で は対応しな い もの は ､ ｢的+ が使わな い とい う の で はなく , I+本
紙 の 場合 , 連体修飾帝 に 内容を表わす格助詞 ｢と+ が直 接つ い て い る形で 楓戊さ れる が ､
-=劃掛 こ訳すと きは ､ ｢格助詞+ に当た るも の がない とい う こ とで ある o しか し , 料),i;ir
る もの は , 同 じ格軌詞 ｢と+ がつ い て い る連体修飾絶を持 つ もの で あ るが ､
は , 何 れ も 州‾弼を表 わす もの で ある . 例 :
(1 5)
(1 6)
(1 7)
(1 8)
不適当 と の 判断 (見 る o 判断する) /･抗力不通当t
'
]
'
J9?り断
触非と の 決定 (判決した) /充罪的判決
ク ラ ス メ ー ト との 討論 (か わす ｡ す る) /与同学的 川怠
ス ー ザ ン との 交際 ( 交わす) /岡林珊的交往
例 1 5, 1 6 は対応しな い も の で ､ 17 ､ 1 8は対応するもの で ある o
2 ､ 対応するも の が多い もの
こ こ の ｢
‾
と _∫
まず1 の ｢に - が+ を見る と ､ 被修飾縛が ｢が+ 格に当 たるもの で , どの 言析で も
一 番
被修郎引こなりやす い も のである ｡ こ こで は , 二 つ の例だけが対応しな い も の に入 っ て い
る ｡ ｢三 番日 の 駅 (に ある) /第三十草姑+ と ｢木の 枝 (に つ い て い る) /榊俄+ で あ
る o - つ 目 は連体修飾帝が ｢数詞 ＋助数詞+ か らな り , 中国的で は ｢的+ が入 らな い o
っ 日は-ニト個 綿で は , 日本韓 の 連体修飾繕と被修飾紡が
一 つ の 単騎 とな っ て い る o 対応す る
もの の 例 は以下 の 如く で ある ｡
(1 9) , 山 の別荘 (に ある) / 山上的別聖
(2 0) ､ 枕元の お金 (にある) / 枕辺的伐
(2 1) ､ 箱の 中 (に ある) / 絹子的里両
4 の ｢が - を+ も対応しな い もの は二 つ しかない o ｢二 人だけの秘密 (が持つ) / 丙十
人的秘密+ と ｢稚か の 上着 (が所有する) /不知是准的上衣+ で ある o 何 れも連体修飾縛
を構成す る体言のあと に副助詞が来て い るも の で あ る ｡ 副助詞はあとで詳しく見るよう
に ､ 中国語 に 訳す とき , 対応 しな い の が多い ｡ 次は対応するもの の 例 で あ る o
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(2 2) , 自分 の 小 道 (が所持する) / 自己的琴花伐
(2 3) , 彼 の 詣 (が話す) /仙的括
(2 4) ､ 人々 の 足跡 (が残した ｡ がしる した) /人甘■]的足速
6 の ｢が - 述絶+ は全部対応する例で ある . 例だけを記しておく .
(2 5) , 彼の 帰り ( が帰る) / 仙1朋ヨ凍
(2 6) , 冷 たい 敬争 の 終紙 ( がお わる) /吟I馴(]結束
(2 7) ､ 妻の 選択 (が選ぶ) /妻子的逃揮
7 の ｢を - が+ に は 一 つ だ け対応しな い も の があ る o ｢ヒゲの 男 ( がある ･ を つ けた)
/Fi川.) 子n(J町人+ で ある o こ の 場合の r 帽 綿 の 駅で は連体修飾師とな る用 言 咽 /の ば
す+ は省略 で きない ｡ 対応す るもの の 例と して は次 の ような もの があ る o
(2 8) , 三 年制の高校 (をと る) /三年制的南中
(2 9) ､ ア パ ー トの 係り ( を担当する) / 公常的管理人
(3 0) ､ 商店の]三人 (を経営する) / 商店的主人
統い て の 1 O ､ 1 3､ 1 4､ 1 5､ 1 6 は何れも対応す るもの しか ない o 例だけを51(Lベ
る ｡
(3 1)
(3 2)
(3 3)
(3 4)
(3 5)
(3 6)
加工 品 の 製造 ( を造る) / 加工品的制造
問題の解決 ( を解く) / 同趨帆節決
シ マ ノ着物 (が捕かれた ｡ を揃い た) / 泉蚊的利服
び っ し ょ りの 汗 (かく) / 湿淋淋的大汗
暑か っ たり寒か っ たり の 陽気 (す る) / 忽吟忽熱的吋
-
il
l
束京で の 生活 (送る) /在来京的生括
3 ､ 対応しな い も の
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こ こ に は ､ ｢連用 … 述師+ ､ ｢か ら - が+ ､ ｢で - が+ ､ ｢と - を+ , ｢に
- を+ ,
｢で - を+ ､ ｢を 一 に+ , ｢か ら - を+ ､ ｢より - が+ ､ ｢で ある+ が ある o 表か ら分か
る よう に ､ これ ら の 項 目はほ とん ど対応しない もの で あ るが ､ 対応す る も の も少 しだ けあ
る (二1_7
- 2 7) 0
まず ､ 1 1の ｢連用 - 述諦+ の 対J,-i;する もの を見る と , 情態を表わす副詞からなる連休
修飾晒が ほ とん どで あり ､ 対応 しな い もの を見 る と , 連体修飾師 に接統肋嗣や 副助詞を含
めた も の が多 い ｡
(3 7)
(3 8)
(:う9)
(4 0)
しばらく の別れ (分かれ る) / 智I吋約分別
ゆ っ く りの 非行 (捗く) /壊矧
′
l(J妨417･
風を こ じらせて の 入院 (する) / 患感胃入院
い つ か の 約束 (した) /不知什 刻寸候定下的約定
後で も見る よ うに ､ 情態を表わす副詞が連体修釧瀞 にな る場合､ 日本緒 の ｢の+ とrl,'国
拍の ｢的+ と対応す る ｡ しかる に ､ 接統助詞や副助詞を含めた連休修B[I･
'
朽 の 場合 は , 対応
しない もの が多い ｡
統い て の 1 7 から 2 7まで は対応する もの は数こそ少ない が , あ る こ とは確かで ある ｡
こ こで は､ まず､ 両方の 例文を並べ て ､ その 間に どんな適い がある の か を見て み る ｡ 例 :
(4 1) , 不注意からの事故 (おこ る) /不注意引起的執蚊
(4 2) ､ 従来の 気象観測 (から行なわれて きた) / 伊 刺勺気象況測
(4 3) , 銀座で の 出来事 ( 起こ る)
(4 4) , 広島の 学会 (で行われた)
(4 5) , 明日 の 期限 (で締め切 る)
(4 6) ､ 三 時間 との 睡眠 (寝ない)
/ 根座的事件
/ ｢ 鵜I]()学会
/ 明夫的期限
/三小 村 的睡眠
(4 7) ､ 中国 との 国交 (交わす) /与中国的国交
(4 8) , 教室で の 学習態度 (と る ･ 示す) / 在教室的学5J 志度
(4 9) , 飛行機の 旅 (で行く) /坐
‾
巳机施行
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(5 0)
(5 1)
(5 2)
(5 3)
(5 4)
レン ガの 家 (を用 い た o で つく っ た) / 梢虜
フ ル ス ピ - ドで の 運板 (する) /全速的賀弧
身の 置き場 ( を置く) /畳身之祉
料理の本 (を番い た ｡ に関する) /
感情の も っ て ゆき揚がな い の で (を持 っ て い く) / 感
･f･馴(J特移之祉
例4 1､ 4 2 は何れ も ､ ｢から - が+ の 構造で あ るが ､ 4 2の ｢から+ は姿を現して い
ない し ､ 仮に ､ ｢か ら+ で は なく て ､ ｢従 刺 をそ の まま連用的な伐分 と見 な して も文 と
して はおか しく な い ｡ そ して ､ ｢従 刺 を連用修飾絶と見な したら､ 小国絶 と巨体 絶 とは
対応す る 形にな る ｡ こ こで は ､ 4 1 は対応 しな い も の に属す る し , 4 2 は対応す るも の に
蛸別さ れる ｡
例 4 3, 4 4, 4 5は同 じく ｢で
- が+ の 構造 で あ るが , 4 3は ｢で+ をあらわに して
ぉり ､ 中国繕 の 駅で は ､ ｢的+ を使 っ て い るも の の ､ ｢で+ に当たる もの はない ｡ 4 4 ,
4 5はu本静もTI.国語 も名詞がそ の まま ｢の+ や ｢的+ を介して連体修飾綿となり , うま
く対Jぶして い る ｡
例 4 6､ 4 7 は何れも格助詞 の ｢と+ を顧在化 して い る が , 後で 見るよう に ､ 州閉を表
わす ｢と+ だけ中国絶と対応する ｡
例 4 8 , 4 9
n
, 5 0､ 5 1 に関 して は , 構造はみ な ｢で - を+ で あ る o 4 8だけが小国
括で も ､ l]本宿 の 格助詞 の 役割を果たす前置詞を連体修飾韓 に つ けて い る o そ して , 訳文
から分か る よう に ､ い ろ い ろな状況があるが ､ 4 9､ 5 0､ 5 1は 棚 1も対応しな い ｡ ど
ぅや ら ｢材料+ , ｢道具+ ､ ｢期限+ を表わす ような ｢で+ は対応せず､ ｢場所+ を表わ
すような ｢で+ は対応す るも の と対応しない もの に 二 別 で きる ようで ある o
最後の 例5 2 ､ 5 3, 5 4 は ｢を 一 に+ とい う構造の も の で ､ 5 2 , 5 3 は対応 しな
い
が , 5 4 は対応する ｡ こ こ で は ､ 5 2 と5 3の 例か ら分かる よ うに , 対応す る かどうか は
表現の慣習に よる もの ら し い ｡
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以下 にあげる構 造は対応 しな い もの しか ない o 具体的 に は､ ｢か ら
- を+ ,
が+ , ｢で ある+ があ る o まずそ の 具体例を紹介す る o
(5 5)
(5 6)
(5 7)
口 か の 仕事 (始める ･ 始まる) /明夫升始rl(Jj二作
の 投げ槍て (捨て る) / 仇智子向外去
の使者 (氷る) / 月寛水仙使者
｢より -
(5 8) , _虹むaような素早さ (に似た) / 松鼠
- 伴的敏捷
上 の 三 つ はみな格助詞 ｢か ら+ ､ ｢より+ を顕在化さ せ た もの で ある ｡ こ の 場 合 ､
I 帽
粁ピは , 前置詞 を使 うの で はなく , 動詞を使う の で ある o 最後の--1一つ に 関 して は
し 帽 栢 の
ト 机 は い つ も 酎真名詞の あと につ き , [ 体許 の ｢ようだ+ の よう に は
｢的+ を介在 し
ない ｡
二 , 被修飾帝となる名詞 の分棟
こ こで は ､ 被修飾絶となる名詞 の特質が ､ ｢の+ と ｢的+ との 対応になん らか の 影響を
与えて い ない かを考察す る ｡
名詞 の 分頼として ､ 各詞 , 具体的な物､ 方位詞 ､ 動詞 十 郎 乱 入 ､ 呼称 ､ 数詞
＋ 助数
詞､ 形式名詞 , 代名詞 ､ 時 臥 人称 , 数詞 にわ けて い る o こ こ で の 名詞 は仙象名詞
や地名
などを含み ､ 方位詞 とい う の は , ｢前+ ､ ｢後ろ+ , ｢上+ ､ ｢下+ ,
｢左+ ､ ｢机 の
ようなも の で あ る ｡ ｢動詞 十名詞+ とは ｢やり方+ ､ ｢思 い 人+ ､
｢進み具合+ の ような
もの で ある ｡ 呼称は ｢お父さ ん+ ､ ｢奥さん+ の ようなもの で ､ 常に
｢誰か の+ とい う前
提が必要とする もの を指すo さ らに , 人称 は人称代名詞 の こ とで ある ｡ 次は上と同じく
,
日本語の例文と中国籍の 訳文とを比較対照したうえで まとめた
｢の+ と ｢軌 との対応表
で あ る ｡
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表 2 : 後 の 冬嗣か ら見 る ｢の+ と ｢的+ の 異同
静号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1 0
1 1
総数
項日
fl嗣
具体 的な物
ガイIl
'
r_網
動詞 一卜名詞
人
呼称
対応するもの
1. 2 3
3 9
1 7
1 0
9
3
数詞 一卜助数詞
形式名詞
代名詞
時間
人称
数詞
2
1
1
対応しな い もの
5 2
2 0
0
0
6
2
1
2 0
0
0
1
0
2 0 8
1
表を見る と ､ ほとん ど差が見られない の は1 ､ 2 ､ 5 , 6 で､ 大きな差を示して
い るの
は3 , 4 ､ 8 であ る こ とがわかる ｡ 前者は名詞 , 具体的な物 , 人 ､ 呼称 で , これ らは意味
と して は ほとん ど普通 の もの が多く ､ ｢的+ の 使用も これらの 意味 に よる こ とが少なく
,
したが っ て 対応す る も の と対応 しない も の とが ほ とんど半々 にな っ たの で あろう ｡ 後者は
方位詞 の 場合 は , ｢机 の 上+ は ｢典子上+ と訳 して もよい が ,
｢鬼子的上面+ と訳 して も
よい の で , 対応の 掛 こい れた ｡ また ｢動詞 ＋ 名詞+ の 場合も ､ 中国 掛 こもそ
の ままの 表現
がある ｡ 一 方 ､ 8 は形式名詞で ､ 日本語 の 形式名詞で表わして い る意味は , 中国祈
で は､
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ほとん ど他 の 表現を取 っ て い る ｡
≡ , 連イ本修飾絶 とな るも の の 分棟
連休修釧僻 とな るも の は被修飾絶とな る もの より ､ 楓戎カ言い く らか複糾で ある o
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表3 : 連体修勝紡 とな る韓 から見 る ｢の+ と ｢的+ の 累国
番毎 項目 対応するi-)の 対応しな いゃ)の
__一.｡Jん〟～ - J i/dNL-hN,-～r--▲･-榊 ホr-{′◆● 柵 一-･棚 ◆d w 00■桝J)…‾一一00I
1 名詞 5 i 2 2
2 鼠体的な物 3 4 i 9
_.-}一･-.---仙･･･- 叫 J- Jp～ ･一･一■-叫 ▲ …･･W … - け● - - I ～ ー･.- y M れ･小-･ケr′れ k･1-～ ▼･-I-･-一- - ▼■
-･･■ト- -:･◆_▲ 仰 帥 ナ 州 ～ ･ ● … ト ･ W = f ～ 柵 r 小y - I - - 一‾･■ …･.4t 叫ンbh･I叫 い ” ▼1--I.≠ ▲一■Jn
3 宗lほ司 2 2 8
メ_..__ _､_....,,. M 仰 レr ～･ -,---･.･ I-..I--..一一 仰 仰 一 触-^ pph'M ‾‾･仙一pW 'E 柑 N ～ '` - ‾'.◆.■‾一-''一■ -hkL
O4 機所 1 8
()5 時 間 1 6
を)∈さ A 1 2
07 形容動詞 1 2
18 Å称 9
(A 名嗣 ＋副助詞 6 7
i)1() 放列助弼 6
l l 数詞 ＋助数詞 5 4
w
A名 -01 2 4
1 3 代名弼 4 O
1 4 動詞 ＋削助詞 4
2
8
1
1
t3
1 5 呼称
動詞 ＋格助詞1 6 2
1 7 数詞 1
1 8 動詞 ＋ 接続助詞 0 6
1 9 名詞 ＋ 格助弼 0 2 5
惑 2 0 8
ヰ
1 02
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こ こ で は ､ 1 ､ 2 ､ 3 ､ 1 1 は対応す るも の と対応 しない も の と の 差が あまり大 きく な
い . それ以外の もの は比較的差が大き い ｡ こ こ で も1 と2 は普通 の 令嗣が多 い か ら ､
'
｢的+ の 使用 に は意 味から の 制限 はあま りなか っ たで あろう o 3 の副詞 を見 る と , 対)J
't
.
;し
て い る もの に はい わゆる状 態副詞が ほとん どで あり , 対応 しな い 副詞 に は ､ 程度 を表わす
も の が ほとんどで ある . 前者の 例 として ､ ｢近く の 店 (位置する) / 附近n(J
'
剛†f
'
+ や
｢ゆ っ くり のL)J=1子(捗く) / 媛壊的非行+ が あげられ 後者の例として ､ ｢か なり の 本
(多い) / 相当多r[(J=fl;+ が あげられ る . 統 い て ､ 1 1の ｢数詞 ＋ 肋数詞+ を見る と､ 対)心
す る も の と対応しない も の があ るが , それぞれ適う穂頼の 意味関係が連体修飾絶と被修飾
語との 別に存在する . 例 を見て み ようo
(5 9)
(('与())
(G l)
(6 2)
五十才 の卒米 (でする . で迎える) /五十歩的早さJh
二 十 ワ ッ トの 奄燈 (を放 つ ｡ を消 費す る) /二 十仇的屯灯
三 番日 の 駅 (にある) /韓三十年&[lr
'
I)11頭 の 馬 (い る) /四旺句
上 の 四 つ の 例文で い ずれも ｢数詞 ＋助数詞+ の構造が使われて い る が ､ 前の 二 つ と後の
二 つ とで ､ そ の 後の 体言にかかっ て いく意味関係の 上で は適い がある ｡ 本稿の 冒頭の方で
も少し触れたが ､ 同じ ｢数詞 ＋ 助数詞+ からなる連体修飾訴は被修釧瀞 との 意味関係の 適
い によ っ て 2種頬に分ける ことがで きる o 一 つ は例文 (5 9) ､ (6 0) の ようなも の
で ､ 後に来るも の をそ の 他質や状態におい て修飾する ｡ 後 一 一 つ は例文 (6 1) ､ (6 2)
の ようなも の で , 後に束 る 名詞をそ の 数や順序 に お い て 限定する ｡ こ の 2種板 の ｢数詞 ＋
助数詞+ ほ二構文の 上 で も違 うふ る まい を して い る o 前者は中国綿 で は被修飾諦と の 間に
｢的+ を介入させ ､ 日本語で は､ そ の まま の 形で は連用修飾語 になれな い . 一 一 方 ､ 後者は
中国語で は , 被修飾語と の 間 に ｢的+ を介入 させ る こ とはで きなく.､ 日本語 で は ､ 鳩 が
匹I匹 い る ｡ + とい うよう に ､ そ の ままの 形で連用修飾告別こなれ る ｡ こ の 2種籾の下位分析
によ っ て 上記の表に見られ る ｢の+ と ｢的+ との 対応如何を説明す る こ とがで きよう ｡
さて ､ 対応す る も の と対応しな い もの との 差の 比校的大きい も の に 関して は ､ 対応する
も の に は ､ 場所 ､ 時 間 ､ 人 , 形容動詞 ､ 人称 ､ 並列助詞 ､ 人令 ､ 代名詞 があ り ､ 対応しな
い も の に は ､ 名詞 ＋副助詞 ､ 動詞 十 副助詞 ､ 動詞 ＋接続助詞 ､ 名 詞十 格肋詞がある ｡ 前者
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のなか で は , 形容動詞は 何れも小国綿 の 形容詞 に訳 さ れ る の で ､ ｢的+ の 使用が任 意か菰
蹄である o 人 , 人称 ､ 人名 ､ 代 郡司は こ こ で 同 00 一 視して よか ろう . 代名 詞と 言っ て も , こ
この 代名詞は 具体 的 には , ｢い ずれ+ , ｢だれ+ ､ r
'
rnJ+ ､ ｢だれ+ の よう なモ)の で ､
｢これ+ , ｢それ+ な どの も の は入 っ て い な い ｡ これ らの もの が連休修飾析とな るときも
l‾的+ の 使用 が任意か義務で ある ｡ 場所や時間 を表わす もの の 場合 ｢的+ の 使用 は瀬林の
もの で あ ると断言で きよう ｡ 北列助詞は具体的に は , ｢と+ ､ ｢たり+ , ｢や らJ で あ
る ｡ こ の 場 合も小匡ほ帥〕 ｢的+ の 使用 は義務で ある ｡ い く つ か の 例 をあげよ う｡
((
1
) 3)
(6 4)
=; 5)
((;6)
(G 7)
(6 8)
特殊の カ メラ (である) /特殊1YJ蛸1:tl仇
けちんぼう の ひ と (で ある) / 盲削I勺人
だれ の 絵 (が揃い た ･ を描い た ･ に所属す る) / 准n(JfTt5i
銀座の柳 (に 生えて い る) /硯座的柳何
者の 小川 (に ある) /春夫的小河
家と家との間 (がある) /庚屋与虜屋l肘Il1
-
jJ
後者 の なかで は, 対応するもの の 剛助詞 に は ､ まで (名嗣 に つ く) ､ ばかり ､ く らい ､
など ､ や らが あり , 対応しな い もの に は , だけ､ はど , さえ ､ か , こそ , まで ( 用一書引こつ
く) が ある o 対応するも の と言 っ て も ､ 一 つ の 虚詞 で副肋間を訳し , そ の 後に ｢的+ が氷
る表現で , 中国辞で は副助詞とい う品詞分煉がな い の で , 日本静 と同じく , 副助 詞を使っ
ての 連体修飾綿で はな い ｡ 対応しない もの の 中国諦駅で は , 副軌弼 の 表わす意味はほ とん
ど用言を使っ た表現で 表わ して い る ｡ 同様に ｢名詞 ＋格助詞+ か らな る連体修飾語の 協含
も対応しな い も の が多い の は ､ 中国綿で は用言を使 っ て ､ 日本評の格助詞 で表わして い る
意味を表現して い るか らで ある ｡ ｢動詞 ＋ 接統助詞+ の 場合は, そ の 後 に来る 名詞 の 多く
が動名詞で あり ､ 中国語 で は ､ 用言 もそ の まま主絶や 目的綿にな るか ら ,
それを体言化し , そ の 前 の
.
修飾語 も連体修飾語を取 る とい う こ とはなく ､
た形の ま まで , 主語や 目的縛 になる ｡ 例 :
(6 9) ､ 捗 い て の 通学 (する) /妨行上学
(7 0) ､ J,A:;きなが らの 飲食 (する) / 辿走辿吃森西
(7 1) ､ 父か らの 手紙 (氷る) /父凍来的倍
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仁I 本 訴の よう に
用言を中心とし
(7 2)
(7 3ラ
∈7 4･)
く7 5)
(7 6)
(7 7)
(7 8)
‡批 まとめ
米か らの 酒 (つ く る) /氷倣的蔚
鉛饗ヱ曳下晋澄 (嘗iき /紡毛写的準窃
二 Åヱ 曳外LLi(する 書 でか ける) /id)]三千Å絶妙～｡!
'
,
二 Åだ けの 秘密 ( が持つ) /只有柄十人知道約秘帝
で 替る だけの こ とはします くや る) /]Sカ耐力
茶さじ … - ▲杯く らい の 脱 ( ある)/ 茄勺-- ･ 勺左耳川(J赴
本や ノ - 蓄- な どの代金 くを第う) /蛋本学 ､ ヨrJ琴的儀
上記で は ､ 日本絶 か ら見た場合の 日本街の ｢の+ とrf1国師の ｢的+ と の 対応関係を
｢のj や ｢杓+ をこ内包潰れて n る 閑孫､ 被修飾絶とな る名詞 の分類､ 連体修飾桁となるも
の の分規の角度から ､ 考察した ｡
上記の 考察か ら見て , 連体修勝蔽と被修飾諺とな る鎗やそ の 間に 凝 る関係 は､ ｢的+ と
｢の+ との 経用 に決定的な願轡を及ぼすもの もあれば ､ あまり影響力をもたな い鷺)の もあ
る こ とが分か る 8 - - 一 方､ 多く の場合 ､ これ らの 観念 の下位分類に よ っ て ､ ｢の+ と r約+
との 対応関係が祝明される こ とも上記の考察を通して ､ 許明され たと思 う o
例えば､ 同じく副詞か 引執戎した連体修朗層 の場合 ､ ｢の+ と r的+ の 使用 に は , 料),㌫
するも の と対応しな い も の との 二 種類があるが ､ 対Ii3する も の ヴ)場合 は , 情態議弓開 から ､
対鼻転しな n も の の 腐食は ､ 程度高弓詞から連体彦飾綾を構成 して い る こ とが分か っ た o
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鱒 二 節 : 小国拍 から見 た ｢的+ と ｢の+ との 対応
以上で は , 主 にI]本綿から ｢の+ と ｢軌 との 異同を見たが ､ ■l個 綿から見る場合 , 例
ぇば, -･J個 紳 で ｢的+ を使 っ て い る場合 ､ 日本帝 で は ｢の+ を位うか どうか を見 るた めに
は , 中国綿 の 例文を考察 し ､ 検討する必要があ る o そ こ で , 解剖ま小国 那 )小鋭 『人到小
判 から ｢的+ を含む文 (8 2 4文) を取りだし ､ そ の うち の 用宗以外 の も の か らなる連
側室飾師の 場合の もの (4 2 5文) を考 察した o 以下そ の 結果 で ある ｡
､ 被修飾術とな る名詞 の 分析
用旨以外 の 析 の 後に つ く小国師 の連休助詞 の ｢的+ はU本 掛こ訳す 腸合 , ほ とん ど
rの+ に 訳され る ｡ ｢1
J
太多了, 又不是雅 一 十 d / こ の よ うな人+ の よう に , ■I個
祈で は r送料I勺+ で あり , 日本音別こ訳すと ､ ｢こ の ような+ に しか訳せ な い 例 は六 つ しか
ない o あとは全部日本椅の ｢の+ と対応するモ)の で ある . こ こで は ､ 主 に対応する もの を
考察する ｡
･r個 韓の ｢的+ がL]A璃 の ｢の+ と対応する場合 , そ の 被修飾詐とな る体言の 位用状況
を見る と ､ 次の よう に まとめる こ とがで きる ｡ 最後の 欄の ｢tj本師の場合+ とは前節に あ
げた内聞氏 の例文の 同じ項目の ｢の+ の 使用数 で あ る ｡
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表4 : 後の 名詞から見 る ｢的+ と｢のJ の 矧司
面号 項目 数
2 O 8
L】本桐のJ易命
1 名網
具体的な物
1 2 3
2 1 29 :.3 (A
3 A 冬 1 9
34 呼称 2 8
4r) 人 各 O
(･与 特例 4 1
7 磯所 3 0
8 副弼 ＋ 動詞 1 0
9 動網＋名詞 1 10
総数 4 1 9 2 0 8
漬を見ると ､ u本綿の場合､ 被修飾絶とな る もの に ､ 人名 ､ 副詞 ＋ 軌網 ､ 場所と い っ た
項臼をまなく ､ I二Ff国語 には , 方位詞 ､ 数詞 ＋ 助数声乳 形式名詞 ､ 代名詞 , Å称 , 数 とい っ た
項 馴まなか っ た ｡ こ れ らの もの の うち ､ 実際 にな い もの も あれ ば､ た また ま例文 に は な
か っ たもの もある と思われ る ｡
小国言語の 各項目の 例 をそれぞれ - - --つ ずつ あげて おく o
(1) ､ 体的泊文J'B 息力､? / あなたの 輪文
く2) , 月∃焦宗ほ≦放約宰送俸臣!去肖巴!/ 焦副部長の車
(3) ､ 手水宴的大夫和折士都笑丁｡ /手術室の医師と者授婦
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(4) ､ 速是仙的薬子 , 是仙在地上厳禁的漢人 【 /彼 の 奥さ ん
(5) ､ 十咋 馴 偶 成思身披 一 件破棉楓 ))&
･色情怖, 柵判例 胤 孤身--･･ ･ 人 刺
-
l
=t 常通t1
胤 / 十 年前の 熱誠思
((･i) ､ 東天的晩上 部居爪在院子坦爽凱 /夏の夜
(7) , 奨軌 仙象触了点似[YJ, 猛然胡桃文 馴(]捕虜抱去o / 陸文蝉の 嫡鶴
(8) , 剃変狩淋械的不合格, Fiは 蝉利大夫什J不知捉辻多少次藩札 /医療鞘械の 品質
低下
(9) ､ 休的看法札 是有刑軌 /あなた の見方
∴ 連体修飾師とな る もの の 分根
こ こ で は ､ 連榊劉師絶 とな る絶 を比 馴勺詳 しく 釧讃した o まず上 と同 じよう に表 を掲戟
する ｡
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表5 : 連体修飾絶とな る綿 か ら見る ｢的+ と ｢の+ の 異同
番号
i
項目 数 口本詐 の 場合
人称 9 3 (J
5 12 名詞 7 7
3 人名 5 6 4
4 名詞 ＋ 方位嗣 3 8
3 1
3 0
O
5 人 1 2
6 代名詞 4
._■■-■-■･ナ■し■●■ ● … ■･･_A >-一- ---■I◆▼一■一- -･▲･▲-=-■→pd----▼TPr-I-A-一一-･▲--･･-･一--- -I- I- -I･･･-■-I- ■一---- →-一--, ･･-L一 - ●一■一PIpMl▼PP--▼一▲･q-･
7 助数詞 1 5 O
B 具体的な物 2 8 3 2
p-■1▼叩l一▼一■▼■･-■･･････pI- - ■-- - --I---一--ユー--･-･･- .I-一 ･--- --･■ll-･一一Y-1.-----r 一r- I- L-.lA-I - ●▲M ●ヽ-一■●‾-J～ l ”PILq
9 場所 1 3 1 8
頂訂10 l l 1 6
_.- _▼ヽ･･･-I-_･･.▼_一■--_～Il･-I▼J -■一･▲l一-I-.-▼一r-■▼-･Tl111-･---一-1･･･L-▼-I-P･ --ll-▲-I-■･′-I-･--･･-､･- ■･･･一-LJJユl ----･‾-▲▲一･･-一一- J .→■一◆ー一‾■-■.......■●l■lll.◆
1 0l l 前置詞 ()
lM--=L･4-■--･-I ---一▲--⊥･▲･--I▼一一--･▼一【r-prr-l-･P-I TIT-T--一一･ LU,L- 一･-- ←J-､･A--u I→1 I--■---【･---･■‾J-rJJJI
1 2 副詞 9 2 2
1 3 動詞 ＋ 方位嗣 2 0
1 4
■N =
j]
一
位詞 2 0
1 5 2
･ー ■▼-･一･■- ■■--･-----I--･･- J- - -▲-I--一一-▼･･･-■-l-･･- I- - ■■-‾-叩 ■■■■-･■‾-
O擬声綿
1 6 呼蘇
‾
1 2
1 7
‾
哀列 1 6
総数 4 1 9 2 O 8
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こ こ で はE]本綿 に は , 名詞 ＋方位弼 ､ 助数詞 ､ 約展開 ､ 動詞 ＋ 力付 嗣 , ガイう
l
[.弼 , 擬声酢
と い っ た項巨Iは なく , ･l.国 掛 こは ､ 名詞 - ･卜格助詞 , 数詞 , 軌 朴 卜臓統 助詞 ､ 形容動 詞 , 刺
詞十副仙洞 ､ ･rl詞 ＋ 副助詞 , 数詞 ＋ 助数詞 , 動詞 ＋ 格軌嗣 と い っ た項目 はな い . こ れに は
上と同じよう に ､ もとも とそう い う用 掛ま存在しな い場合とたまたま例文に はなか っ た場
命と考え られ る ほか に ､ 柑貫綿で は適う文紘現象や適う用紙体系を持 っ て い る こ と にもそ
の原因を求め る こ とがで きる ｡
次 は小国綿 にお ける具体的な例文で ある ｡
(1 O) ､ 什片雪花打在仙爪股上 , 滅罪者
(l l) ､ 速肘, 仙己蛭去婚
(1 2)
(1 3)
(1 4)
(1 5)
(1 6)
(1 7)
(1 8)
(1 9)
(2 0)
(2 1)
(2 2)
(2 3)
(2 4)
(2 5)
(2 6)
(2 7)
(2 8)
速是J二王 水
陳文蝉宥着
棉
′
lく
/ 家傑の 目
悦:
レ
ヽ
ヽ ユ
.
/か れら の 襲
, jiL人大夫ry]脚色｡ / 院長 の 身分
/手 の 上 の み か ん
- /愚者 の顔色
寮披連想及点淡泊,
対肥,
速是
玉
八
†
I/
焦成風晃了晃
不抑贋口
(T( 担任地硯:
知洪比較多了, 蛭姶比校多了 ウ
鴫? /アル コ ー ル の 刺激
多久玲桐! / 北国 の 冬
( 育
, 什名村候能等充? /夜の 時間
"
手木室 ” 三 十大虹字漆在
地耳辿只)UT･凪三
かで の 叫び
仙困カ
J
I/
(J
,L 璃
/自分の杖
/捌 ､ 五 十才 の 人
上 ｡ / ミル ク色 の ガラ ス ドア
コ [; "陳大夫!眺大夫! ” / 患者の絶望の な
住院了, 恰巧是地免寅的病^ o / 突然 の 眼病
又辻了好久, オ宥兄｢1被推升,
櫓著述来｡ / 宵の綿の寝間着
仙坐下来, 升始了
焦副部位披者
出青色, 末路干克了 ｡
人 工 岬l吸器也単在病人股上, 炭山
陳文樽崎在j 包
†
l/
, /手術 の 前の 準備作業
/ 窓の 外 の そ ら
前睡着了 ｡ / 夫の 胸
仙的政治熱情根商, 五十年代中期就敵視カ を
山保健折士
/ぽたぽたの膏
, 人 了見, 后廉又
被任命カ院牧｡ / 政治自食も商く ､ 専門技術も優れて い る模租
_▲, ､ ｢的+ に内包 されて い る関係
こ こ で も小国綿の 構文的イ:l
'
L贋を示すの に日本騎の 格別嗣や用粥を使用 した o 例えば , 義
の なか の l
‾
が - を+ は , Irい国絶の文で は前後二 つ の 拍が - 一 つ は士1_瀧 ､ -一つ は巨川勺綿の位慣
に‾L
-
l
■
IT3 ことを表 わす.
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表(;: 二 つ の 掛 こ内包されて い る関係か ら見 る ｢的+ と ｢の+ と の 矧司
面号
1
項 目 数 日本栢の 場合
が - 杏 2 4 2 2 5
2 連用 - を 5 5 4
:i で ある - が 4 6 2 6
4 を - が 4 1 8
5 が - 述騎 1
■
5 8
6 が - で ある 5 0
7 が ＋連用 一 述師 4 0
5
2 8
8 連用 - 述的 3
9 連用 - が 2
1 O を - 述緒 2 5
l l が - を ＋述韓 2 0
1 2 が十 連用 - を 1 0
0
2 0 8
1 3 が - 連用 1
総数 4 1 9
こ こ で は ,. 中国絶と日本論とは､ それぞれ違う項目がさ らに増 える o 上 と同じように ､
も とも とそ うい う用法は存在 しな い 場合とた またま例文にはなか っ た場合が考えられ ､ さ
らに ､ 雨音蘇 で は適う文法現象や違う用騎体系を持っ て い る こ とも考 え られ る o 具体的 に
は ､ 日本絶で は､ 中国語 も対応す るような主語 , 目的語があ るほ か , 格助詞 ｢へ+ ､
｢と+ , ｢で+ ､ ｢か ら+ ､ ｢より+ などか ら偶成す る文の 成分が あ っ て , こ れら は多く
の 場 合 , 中国語の 目的語 の範囲に入 る ｡ したが っ て ､ 日本語 で は これ らの 格助詞から構成
する連体修飾静 の 場合 , 中国籍に は対応す る もの はな い o 一 方日本 語で は , ほとん どの 場
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爵海 連体嫁飾義経を芝立 顎 敏郎を蔑静を這よる明義盛号数る 形を芸射L, 頂
健揺結び ヨ く 亀の が轟い か ち J :f-j匡ほ昏伯 rが -卜連用 - 餐+
形を孟u本義浄を=を濃尾当疫ら恕転蔑金 網 ;
藍2 騒き ､ 当寮鍍遠来潜窺爵絹浄軒扱粘凝来者軌 砲ず㌢づ接受予
考娩速や事務¢ 〆遜院盈の意彪
∈3 日き ､ 弊壬青菜好噂潜冷淡餅, 染着 a / ㌔ 事券
監蔓遷匡嘗意露ぞを濃骨 形 まま紡 藍爵爵惑嘗
(絶対当三隅的滑望) の よう恵も
, 辻降着音文好永末楽鎗
< 鳶
- - 点五 猟 - 点十軌 - 一 点寸鉄五
惑新帝 背き 〆窓際 招 か澄な 田覚澄L/時静㌢
(3 ま) ､ 飽深夜的任多選痛点撃凍研究亨 時好速 - 地中轡卑太兼嘗 述有
数脅の任務
く3 2き ､ 才覚す[
m
j速腰･基
女性
藍3 3き ､ 不能ゾ汲
締｡
宅3 轟き 等 親姦普
#
`
Ⅰ毛 欝 xぜ
号音宅 長一
/子供の出現
速粍や輝ゑ要済汲遜
経多き
f
li /
梅里音太東就農南方太 弟 〆繭Q∋を慧う の なま哲抑
魁農学 胞鰍汲言若嘗若衆官職藷払尊書懐
夢 詞完浮短詞式感髪当カ不汲jむ夢 饗カ夢 締
カ夢 体力蜜柑艮不ょ き 媛紳戯魚甫嶺婚き
そ驚孝転+ 将澄枝
濃遵法 - 柁中輝的悲慮嘘や / 鳩圭
d
3g3現
藍3 §き ≠ 噂家悉不禁を嘗協脱壁館嵐き 磯壁鰍底学 務鍍茎数蓄重要銀賞普当三藍蔓′覇灘態望静 〆鍍薮荷重転蔓芝封
ずる熱望
藍3 伝き #
y
㌔ 約厳練#敷ず嘗 iむ-ぬ静不凍嘗/芝 の 窮燃料静凝
宅3 7) ､ 防塞好鰯姦病床上, 鼠発碍眼前番所点威厳的3態曹 村雨象
既茅 紺常数米原約磯波凝弼鮮き 緒棄ij 窪を鱒瀞藍軌 兇変威予秦幾彩筆蔓弼波路線的臼
3転身 / 菱形夜の幾
若3 8き ､ 紗老, 我潜就渚林部濃節約闘志顧慮 -
‾
野手 ヨ i , 触削
病態エ緒 才拷済き 邑蔓盗泉 j㌢好況学 生官爵情況著 述粛佳顔滑脱き 責務や朝潮紛我葦〆夢二董ヨ移 監
師の 調蜜
藍3 労き 戦 塵巌艶汲藍銚勤勉敷級数芸 重i3鵠渡招動感蔓㌻視鰯藍; 誓鮭幾汲若輩彰角鷹移機サ 〆矯爵当落輩蔓農
g3ぎ,;l内陣摘出
宕竣 岱き 顎 廃盤楽弼ゑFE7jオ瀦や孝義予
当三宮露に封ずる希盟
一
差
も5O
巧言退農汎jニ拘やi3㌔聯づi,額 〆敏巌 の
∈轟 2き
術窮
由
, 脅不櫓r〉ヨ嘘寮長邑竜郷 - 雪y鮭㌔jvj㌔董‡章句廃子 懲 /わ凄環われ の 拳
例 (3 9) の連体修飾梢退は非Jき馴こ面 白い e !二 個 掛 凱 1わゆる ｢s v (
I
)+ 署長･告だと貰わ
音
･
もぞ♭為るが ､ 例文で は ｢窺石頭部位約白内障摘除j の ように ち ｢s 的 o vj 蔓芝な 顎 ぞ払込る o
i梢 ､ まため
今まで 掛 y卜国絶と 日本綿0)対日酎押流を見ると ､ はとんどlヨ水師か らLu写芭して い る こ とが
労か る ¢ u本表落習 ｢のj を鰹 顎 て転怒る と 芝 ろg3ぎU国静駅 を兇貰 斗 ｢軌 を放 っ ぞ♭篭れぱ対
1才㌫ずる , ｢的+ を使 っ て い なければ射き㌫しな い とい う県会である 怨 本馴流で は ､ ヒ!本給か
らgt∋考察 を行 っ た - - 一方≠ 曹"′L-‡匡事細から私達締約弼 の ｢的j と F形+ との 対];転を見監 督 そ の紡
巌 ≠ 董三重本義爵から見る腐食､ 対鼻㌫しな♭盲動のが多ら為態 の 将 斗 夢二茎'書済董表示か ら見る藍 領 轟 芝 5文沿
うち ､ 対応しなn も0.)は六つ しかなか っ た o しか も ､ 骨 の 六73 の例文で は ､ 連体修飾綿描
ら駕ず考ダ ,ー 私 ｢送締約j か らな 顎 写ら洩る 怨
蓬 ちをこ 戦 稗田夢賢から見て ､ 対応する屯形 の場合､ 連体療餅責昏や披修飾紡藍なる轟汚OY㌢位
分当流やそ の間妄三内包澄凄花て n る 関係の 下位鎗嶺を通 しぞ 戦 r自ijjた ｢Qjj たの 対易経の窺憾
をよ吟明確にする こ とが で尊た｡
また ､ 濃の 項目を見て ､ 中国晴と日本的のく い ちが い が多い こ とが分か る ｡ こ れ らの i
♭蔑ぢが♭議を豊中日給と日本帝畷連休健勝蔚 の構成なだの逮♭ゝ をを護っ 潜りと物轟浄っ 貰♭譲る の ぞ
あろ う8
ま51
第 四部 結論及 び こ れ か ら の 展
1二冒
輿 - - 車 : 結論
-ー-- ､ そ れぞれの 言絶の特性 に制限された ｢的+ , ｢の+ の用 法
第 二 郡 で は , まず中国語 ､ 日本縛 の そ れぞれ の 言辞特牲を追及 し ､ ｢的+ と ｢の+ の 使
用 と こ の 言師特他 との 関係から論を展開した o と.りわ け､ -二I咽 絶 の梢文的関係を左おする
と考 え られ る いく つ か の 要素及びそ の お互 い の 関係を独自 に解釈し , 中国 掛 こお ける連用
的関係と連体的関係の構成の 一 貫性をとな えた ｡ 日本籍の構文的関係の表示 に 関して は ､
渡辺実氏 の 説を引用 し､ そ れと ｢の+ の 使用 との 関係を明らか に した o
具体 的に は , 中国 掛 ま孤立 剛勺な言綿で , そ の構文的関係の 表現や理解に影鮮を及ぼし
て い る の は ､ 主と して , 意味 , 酬 臥 虚嗣の 順 で 北 べ て い るも の で あり ､ さ らに ､ 意味的
に見て あ い ま い 惟がなけれ ､ 馴 削ま静用に大い に影響され る ｡ ｢的+ の 使用は こ うした-い
国師 の 構文的特徴に制限され ､ 意味は大きな比重で ｢的+ の 使用 をコ ン トロ
ー ル して い
る . 要す る に , 構文的に は ｢的+ が連体修飾諏を構成するに あた っ て ､ い つも必須の もの
で はなく , 意味関係の理解容易度により､ ｢の+ の 使用は次の 三 つ のパ タ
ー ン を示して い
る ｡
1 ､ 使っ て はい けない ｡
2 , 使うの が義務であ る ｡
3 ､ 使うの が任意 で あ る ｡
こ の 三 番目 の用法がある こ とに より ､ 日本籍 の ｢の+ とそ の 機能にお い て ､ 大きな違い
が生 まれ て く る ｡ 日本籍の ｢の+ は用言以外の もの が連体修飾音別こな る場合は何れもそ の
使用が轟務的なも の とな る ｡ したが っ て ､ ｢の+ は こ の 場合 ､ 連体修飾栢を明示する機能
しか持たない ｡ しかし ､ 中国拾 の ｢的+ は時 には ､ 連体修飾緒を強調 したり ､ 連体修飾絶
と被修飾碕との 意 味関係 の違い を区別したりす る機能まで持つ ｡ もちろん , 日本籍 の
｢の+ も時に は ､ 姿を消す こ ともあ る ｡ しか し, 日本帝の場合､ 連体修飾関係に ある綿の
間 に入 る ベ き ｢の+ が外され ると , その 前後 の 繕が直ち に複合諦 にな る ｡
一 方 , rfl国帝で
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は ､ ｢的+ が入 らなく とも ､ 複合絶 として で はなく , 連体修飾関係 に ある南 の つ ながり と
して言忍織され る ｡
._,▲ ,
[r-(国師におけ る連体修飾朽と簡略表現
策三 部で は ､ まず内聞氏 の考 え方を借り , I二f 個帝 における連体修飾綿 と簡略表現と の 関
係を探り ､ 叫国音別こお ける連体修飾静 の基本梢過とそ の簡略表現の パ タ - ンを以下 の よう
に提案 した｡ 括弧 の なかの もの は省略可能で ある ｡
遁本的 な構造
[(前置詞 ＋) 名弼 ･ 副詞] 用言 [十 ( 机直弼＋) 名詞] ＋ 的 十 名詞
省帽表現
1 ､ (前 一卜) 名詞 ＋ (的) 十名詞
2 ､ 副詞 ＋ 的＋名詞
三 ､ 連体修飾語と被修飾誇の構成やその 間に ある関係から見た ｢的+ , ｢の+ の 使用
第三部の後半 で は ､ 連体修飾絶と被修飾語を梢成する もの 及び連体修飾絶と被修飾綿の
間 に 内包 されて い る と見 られる用言 に対す る 両者 の 機能から中国語 の ｢的+ と日本晴 の
｢の+ の 使用 の 異同を見た ｡
そ の 結果 ､ 連体修飾籍及び被修飾給とな る絶やそ の 間に ある関係 は ､ ｢的+ と ｢の+ と
の 使用 に決定的な影響を及ぼすもの も あれ ば , あまり影響力をもたな い もの もある こ とが
分か っ た o そ して ､ 何れ に せ よ ､ 多く の 場合 ､ これ らの 概念 の 下位分頓によう て ､ ｢的+
と ｢の+ との 対応関係を説明す る ことがで きる こ とも明 らかに された ｡
さ らに ､ 今まで の 対 順研究は ､ ほ とん ど日本綿か ら出発して い るが , 本研究で は , 日本
15 3
折か らの考 察を行っ た 一 方 , 中国栢か らも連休助詞の ｢的+ と ｢の+ との 対応 を見た｡ []
木 綿か ら見 る場合 , 対 応 しな い もの が 多い も の の ､ 中国梧か ら見る と , 4 25文 の うち ､
対)ぷしない もの は 六 つ しか なか っ た o しか も ､ そ の 六 つ の例文は ､ 連体修飾静が い ずれ も
｢速杵rT(J+からな っ て い る o
1 5 4
策 二車 : こ れか らの 展望
)
'
a'rf･ にな っ て ､ 言約学の桝死がますます多元化になり ､ 新しい 理論や新しい 方法が次々
と現れて い る ｡ 特に ､ 新 しい考 え の もとで の 首相頬型論と い う新たな領域が開かれ ､ I-1A つ
の 言綿だけに 注目す る の で はなく ､ 言綿 の 督遍的な低質 に対する追及が増えて い る ｡ 本桝
死 で は , [1'悶絶 の ｢的+ と日本騎の ｢の+ しか見て い な い が , これ か らは他 の 青析 の ｢連
休助詞+ も視野 に置 きな がら ､ 本研死で は解決で きなか っ た問題 に つ い て桝死を進めて い
きたい と思 う｡
本桝死で僻決で きなか っ た間碩 とは次の よ
■
うな もの が ある よう に思わ れ る ｡
1 ､ 連体修飾綿がい く つ か51良べ るとき の ｢的+ と ｢の+ の 使用及 び省略
2 ､ 名詞 の 下位分棟
I
3 , 連体修飾帝と被修飾帝の 間に内包され て い る と見られる用言を介して の連体修飾晒
と被修飾静の位置関係
155
あ と が き
Ill国吉陀 E)本綿の 対 剛 慌 は , 博士 那引こ入 っ て か ら､ 本格的に始めた の で ある ｡ 実際
に始めて みる と ､ たちまち中国栢の 文法の 壁 にぶ つ か る . [ 帽 掛まI% 匡働なの で , 試す こ
と は問越な い が ､ 文法 の 研発となると､ すぐさ ま自分の撫知があらわ に なる ｡ そ こ で ､ 北
fL.:
･方にお伺 い したり , 本を読み あさ っ たり して ､ 何 とか自信をつ け, 二 年半 で学位綿求前
文を山す こ とが で きた ｡
今思えば , 先生方 の 熱心な ご指韓や , 専門書 を調 べ るため の 親切なお 導 きが なけれ ば ､
こ れほ どス ム ー ズに は来られなか っ たの で あ ろう o こ こ で ､ 将尊敬官 の内閣直仁先生 ､ LJI
恥J→枝先生､ 中川裕先生に厚く御礼申し上げたい . また ､ 中国的の桝死現状などに あた
り ､ い ろ い ろ ご指導 ､ ご助言 をく ださ っ た筑波大学 の 大塚秀明先生 ､ 凱1.Eg 術桝死所 の井
上優先生 にお礼を申し上げた い ｡
こ の ほか に､ 専門書の 面 で多大なご協力をくださ っ た外国椅セ ンタ ー の 周飛帆先生, い
つ も温かい 言葉で励 ま して く ださり ､ 学問 に対す る真筆な態度と奥深 い考え方を ご教示 し
て くださ っ た栃木孝惟先生 ､ 金子亨先生に深 く感謝の意 を表わ した い ｡ そ して ､ 5年あま
り , お 世話 にな っ た千葉大学 ､ 千葉大学の諸先生方 , 千葉大学文学部の教務と庶務の 方､
-･,- 一 緒 に勉強 して きた学友方に も､ 心か ら感謝 の 意 を表 した い ｡
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参 考 文 献
､ 小 国南関係 の 参考文献 (五 十音順)
相原茂 (1 99 O) ｢動詞 (Ⅴ) と目的栢 (o) の 間柄+ 『ト一国師』 4月号 内山軌古
ア ン ･ y ･ ハ シモ ト (1 9 86) 『中国綿 の 文法構造』 白市社
内m伏市 (19 9 3) ｢況榔杓 "充定各珂主増句'' + 『日本近､ 現代祝酒研究泊文法』 北
京楢言草院出版社
衰硫林 (1 99'5) ｢欄矧飽食及其句綾后果+ 『中国的文』 2 4 7 (9 5/ 4)
人河内康究 ほか (1 9 9 3) 『口本近､ 硯イ℃祝酒研究姶文逸』 北京倍音学院出版社
大円辰夫 (]_ 9 8 5)
岳俊友 (1 98 4)
盛栄菓 (1 9 9 2)
実力葦 (1 9 8 2)
(1 9 9 5)
戟景欣 (1 9 6 2)
英国営 (1 9 8 2)
黄伯栄 (1 9 9 1)
孔令達 (1 9 9 4)
胡裕樹 (1 9 8 1)
(198 2)
施美漁 (1 9 9 1)
史錫発 (1 9 9 2)
朱徳鼎 (1 9 8 8)
(1 9 7 8)
『しF個 締歴史文綾』 朋友嘗店
｢ " 碍” 字句的戸生利演変+ 『横言研死』 7 (8 4/ 2)
｢淡 く`功 ＋l
′
即 短槽的JL十何題+ 『中国弛文』 2 28 (9 2/ 3)
｢単向助詞及其句塑+ 『中国綿文』-8 2/5
｢酒席重要+ 『[1j国籍文』 9 5/6
｢壊 ｢鋭 "的” + 新治現代汲堵簡法研究IyJJL十方法治同感+ 『中国構
文』 1 1 7( 6 2 /8/9)
｢ "的” 字的句法, 培又功能+ 『稗貫桝死』 2 (8 2/ 1)
『現代漢籍』 高等教育出版社
｢ "痛 l ＋ 的 ＋ 名2 ” 緒鞠中名2 省略的培叉規則+ 『]L十年代的締法
思考』 北京緒言学院出版社
『現代漢韓』 上海教育出版社
｢拭蛤汲槽句首的各同性成分+ 『倍音教学与研究』 8 2/ 4
｢美子槽法研究的三十平面+ 『中国籍文』 9 1/6
｢結杓助伺 ``的” 有吋不表修飾限制+ 『漢語学習』 6 5
(9 2 /5)
『現代中国籍文綾研究』 松村文芳ほか 訳 日時社
｢ " 的” 字培杓和判断句+ ( 上) 『中国梧文』 7 8 / 1
耶敬敏 ほ か (1 9 9 4) 『培法研究与培法庄用』 北京倍音学院出版社
(1 9 94) 『九十年代的漕法思考』 北京清音学院出版社
荘司格 - (1 9 6 1) ｢中国近世 掛こおけ る ｢的+ の 用法に つ い て+ 『中国綿 学』 1 0 6
(6 1/ 1) 中国静学桝発会
肖中生 (1 9 7 9) ｢各 剛I勺定培利助伺 ``的'' ､ " 之 ” + 『,-i:･国栢文』 1 5 0
(7 9 /3)
将岡林 (1 9 8 9) ｢ "Ⅴ 那トT吋段 ＋的 ＋N膚
” 的同符界杓何題+ 『r[,匡願文』 2 O8
(8 9/1)
中小碓 (1 9 90)
宋紹年 (1 9 96)
『中国文化諦青学』 吉林教育山版社
｢美子 "名 〔代〕 ＋nT･ ＋ 功” 緒杓的切分+ 『小国栢文』 2 5 1
(9 6/2)
一別商弥'{]'･ 彦 (1 9 8 0) ｢ ｢的+ の 用法に 関する 一 考察+ 『Lf･個 絶筆』 2 2 7
中国晒学研発会
張伯江 (1 9 9 3)
(1 9 9 4)
陳 原 (1 9 92)
挽延池 (1 9 87)
中川正之 (1 97 3)
(1 9 9 3)
価暁京 (1 9 8 1)
粍継掩 (1 97 9)
(1 9 8 4)
肖寄附 (1 9 9 0)
｢ "NrliⅣ ” 結杓的杓成+ 『叶一国碑文』 2 3 5 (9 3/ 4)
｢領属錆杓的増又杓成+ 『博吉教学 -t=j研充』 9 4/ 2
松岡栄志編駅 『中国の ことばと社会』 大修館番店
『中国帝変形文法研究』 松村文芳棒 白市社
｢構造助詞 ｢的+ に つ い て+ 『中国騎学』 2 1 7 (7 3/1)
｢日本静と中国音別こお ける譲渉的名詞+ 『仁I本近､ 現代況培研究治
文逸』 大河内康究 等 北剤哲言草院L=振祉
｢洩淡定簡易位的易位現象+ 『EFl'国椅文』 1 G 3( 8 1/4)
r
-
" 的” 字短酒代脊名･剛I(J酒又規則+ 『小国南文通訓』 7 9 /3
｢多項N P句+ 『中国綿文』 8 4/ 1
｢拭蛤結杓助伺 "底 〔的〕 ” (.)(J
･ - 些何題+ 『小国碕 文』 2 1 9
(9 0/6)
僻新安はか (1 9 93)
文煉 蜘附 (1 9 8 4)
馬学良 ほか (1 9 82)
三 宅登之 (19 9 1)
『漠英語法比校指南』 上海交通大学出版社
｢汲培酒席研究中的凡十何題+ 『小国醇文』 8 4/3
｢脱 "那+L上 的” 及其 "的” + 『帝盲引UF･究』 2 (8 2/ 1)
｢ "的” 字培拘盟共的述朴韓杓与 " 丁 ” + 『漢拍学習』 6 1
(9 1/1)
望月 八 十吉 (1 9 8 1) ｢略淡 ｢地是去年生的小核ノし｡ + 『中国東学』 2 28
中国縛学研発会
C.E. ヤ ー ホ ン トフ (1 9 8 7) 橋本万太郎訳 『中国的動詞 の 桝死』 白帝社
於思湘 (1 9 9 3) ｢ "零形的字短培' ' 初探+ 『漢語学習』 7 3(9 3/1)
ii
梯舞鶴 一 挙太動 く1 99 郎 ｢主鰭成分申的 ｢Np略VP+ 鰭杓+ 『溶液研究馬橋法盛済』
邸 敏ほか 北濃新宮学院ul犠社
挙美智 く1 9 8 3)
撃て
'
fh 云 (ま 9 9 ま)
李愉定 (1 9 8 5)
随倹明 u 9 7 9)
(ま9 S S)
(ま 9 9 3)
く1 9 9 3)
劉大漁 (1 9 9 4)
劉文献 u 9 6 9∋
錐香光 (1 9 9 3)
｢祝酒埼又単軌?轄絹巨列次序+ 昭i外的甫挙』 8 3/ 3
『漢詩句法規郎』 密教教育出簸社
｢主矧桝杏接地位+ 『l川茎l紳文』 8 5/ 1
｢腕淡殿 宅蔓的” 寧有慕的.比和培病j 『巾‡ヨ訳文』 1 5 0
(7 9/3)
ド ” 約” 易 く傭 ” + 随倹明 『紡績劉究卦!探索』 卜 -)
ド u 的” 約分骨柄腰+ 『軽焼明白選集』 河 南教育とb巌社
｢煮干 ' <他所 劉勺文寮” 的切分+ 『陸倹明白選集』
≠
河南教育出厳社
｢領屑米割付幼取牡+ 『ノ.L十年代的絶淡思考』 北原酪露草院山版祉
｢修飾関係にお汁る ｢的+ + 『中匡!教学』 1 9 媛 坤匡ほき学研死金
｢述 - 沙深入射究現代汲酒樽英系+ 『沸紡学習』 9 3/5
緩速徒 ･ 姦渡 (1 9 91) ｢ 鳩 ” 学的分地+ 『漕音数尊卑研究』 9 1/ 3
二 ､ 日本帝関係 の参考文献 (五十晋図贋)
浅見徹 (1 9 5 6)
xk
(i 9 5 9)
井上和子 (1 9
.
9 3)ゞ
内閣療仁 (ま 9 9 0)
宅1 99 6)
｢ ｢の+ の 歴史+ 『国醇国文』 8月 号
｢喪 の 飲みた い 者+ 『国富轟国文』 10月号
『変形文法と日本爵』 上 ･ 下 太彦願書窟
『沖縄音詩と共同体』 社会評約社
｢助詞 〔のヨ と簡略イヒ表現+ 『夢若死発着』 ま8 7 宅9 6/3)
和泉番院
大鹿発生 u 9 9 6) r補文構造に あらわれ る rこ と+ と ｢の+ に つ n て+ 『束京大単
願学生セ ンタ - 紀要』 第6号
大野 晋 (i 97 8) 『日本緒の文綾を考える』 岩波番店
奥緒敬 一 腐f蔓 (1 9 8 7)
(1 9 9 3)
北原保雄 (1 9 9 3)
小池滑治 (1 9 9 4)
児玉確実 (1 9 9 1)
『生成日本文接諭』 東嫁館番店
『 ｢ボクハ ウナギダ+ の文接』 くろ しお 出版
『日本糖の 懸界6』 中央公論社
『日本蘇はどんな嘗静か』 ちく ま新書
『言辞の しくみ』 大修館書店
iii
此島正年
佐久間鼎
I!i･
'
. 治垂 三
柴裕)7J 良
鈴木塁審
鈴木康之
(1 97 6)
(1 94 1)
(1 9 9 1)
(1 9 9 3)
(19 8 6)
(1 9 7 2)
(1 9 8 7)
｢r川'I 稔 (1 99 1)
角汀l太作 (19 9 1)
寄付秀夫 (1 9 75)
(1 97 (”
(1 9 7 6)
(1 9 7 6)
特使誠記 (1 9 5 0)
｢格助詞 ｢の+ の 軌 咽 学院 棚志』 (i
『日本縛 の 特質』 育英 啓院
『口本給 の 文按の 研死』 ひ つ じ書房
『口本語の分析』 大修館書店
『言辞の構造』 くろ しお山版
『口本文法 ･ 形態論』 むぎ杏房
｢ ｢名詞の 一 名嗣+ とい うとき+ 『国文学僻釈と鑑賞』 8 7 / 2
至文堂
｢ ｢の+ につ い て+ 『国綿国文』 9 ト1
『世界 の 言梧 と日本析』 く ろ しお山版
｢連体修飾の シ ン タクス と意味 - - - そ の ト - +
『日本晴 ･ 日本文化』 4
｢連体修飾の シ ン タクス と意味 - - - その 2 - - - +
『日本帝 ･ 日本文化』 5
｢連体修飾の シ ンタクス と意味 - - そ の 3 - - - +
『日本晴 ･ 日本文化』 6
｢連体修飾の シ ンタ/}ス と意味 - - - そ の 4 - - +
『口本給 ･ 日本文化』 7
『日本文法 口綿篇』 岩波書店
トー切実 (1 9 7 3) ｢日本帝に おける名詞修飾構造+ 『言帝』 7 3/2 大修館
仁m義雄 (1 99 3)
橋本進吾 (1 9 34)
(19 3 4)
日向野幸恵 (1 9 9 1)
松下大三郎 (1 9 3 0)
(1 92 8)
山間孝雄 (1 9 0 8)
(1 9 3 6)
山西正子 (1 9 9 4)
渡辺実 (1 9 7 1)
『日本晴の格をめぐっ て』 くろ しお山版
『橋本進吾著作集』 第7m 岩波書店
『新文典別記上級用』 宵Lu房
｢哩込 句 によ る連体修飾+ 『日 本文学』 3
､ 『標準日本 口 誇法』 中文館書店
『改撰標準日本文法』 中文館書店
『日本文法論』 宝文館
『日本文法学概論』 宝文館
｢準体助詞 ｢の+ の 使用状況+ 『槻徳短期大学研死紀要』 3 3
『国言昏構文諭』 塙書房
- , 中国 静 と 日本語 の 対 洞研死 に 関す る参考文献
1V
モ宏 (1 9 84) ｢E]本辞の ｢の+ と中国栢 の ｢的+ の 対)心関係+ 上 . 下 王宏
『l･い国柄』 8 4/ 2 / 3
金裕雪 (1 9 8 5) ｢格B]u･河 "が ” 利
"
の
'' 的古今用法+ 『[]陪学習与桝先』 8 5/ 4
徐冒.節 (1 (A 8 3) 叩 口両綿の連体修飾構造の対応関係 へ の -I--
▲汎称+ 『人文学粥』
1 6 0(8 3/3) 束京都立大学人文学部
孫維才 (1 9 9 0) ｢L]r.I,雨音告別こお ける人称代名嗣 の修飾綿 の 対順桝死+ 『u 師学習与
研究』 9 0/6
趨博源 (1 9 8 6) ｢T:]況対韓中定漕位 馴(J祉埋 判じ牧+ 『l+ 締学 習与桝 死』 8 6 / 1
陳百悔 (1 9 8 4) ｢ ｢の+ +弓 ｢的+ 的比牧+ 『日朽学習与桝死』 8 4/ 6
水野義道 (1 9 9 3) ｢日本綿 の ｢の+ とし.卜国栢 の ｢的+ + 『日本紙学』 9 3/1 2
明治書院
望月 八 十吉 (1 9 92) ｢日 ･ 中両国約 にお ける能格的表現+ 『口本絶 と叶個 所 の 対胴研
究論文輿(上)』 く ろしj3出版
山rT個里子 (1 9 9 4) ｢日中雨晴 の連体修飾縛 の対応関係+ 『口絶学習与研死』
9 4 / 2
於振領 (1 9 8 7)
李明Ji(1 9 9 1)
｢主格を表す ｢の+ をめぐっ て+ 『日紙筆習与研死』 8 7/2
｢E]本掛こj3ける連体格助詞 ｢の+ と中国祈の梢退助嗣 ｢的+ との 比
校+ 『日綿学習与研究』 9 1/1
I)_u､ そ の 他 の 参考文献
c ha rle sN.Li, Sa ndr aA . T ho mps o n (1 9 84) ｢主堵 -l=j主題 : - 紳新約倍音炎迎撃+
『国外語言草』 李谷城訳 8 4/ 2
資 料
｢人到中年+ 越容 (1 9 8 7) 『中国現代文学作品選読』 萄束師純大学山版社
付録 : 二 つ の 帝 に内包され て い る 関係か ら見 る 中国 語 の 用例
が - を (2 4 1文)
1 ､ ･ ･ . 我要多尽 一 点妻子的寮任, 我要按吋下班回家, 辻体吃上 - 一 朝現成約晩飯｡
2 ､ 我要把三履果比拾体, 拾伸創造余件, 等充体的地文｡
3 ､ 他 一 口汽飽到地的床前, ｡
4 ､ 法具他的妻子, 是他在仕上最来的素人｡
5 ､ - 地側辻股久久地注視着自己的愛^, 畷贋劫了軌
6 ､ 博家禿打断地的活, 熱切地駄 "停使千千万方人重風光明 - 巾
''
7 ､ 我底意是魔境, - 只要我約束人, 是青春的常育藤, 沿着我先涼的裸, 来館地轡登上
升b
8 ､ 地又奮起屯括, 抜通個家恭机美的号碑, 那辺告訴地博家悉外出升会去了o
9 ､ 他感到, 即便是在速生死攻上 , 陪文好大夫的胎色仇是仇容的, 如象投有什A 病
痛, 只是安安静静的酎睡在温柔的変身｡
1 0, 我仰]国家的眼科太落后了o
1 1､ 妻並芥宜舎大眼燈自己的同学, 心悦: 僻不会等会后再拾弥主任者, 万 一 俸判断備
了, 就在全科岡下清柄; 就算健診断対了, 那也等干税人家｢1珍的大夫不移仔細,
人家可是主治大夫呼!
1 2 ､ 地好象祈風死神在冥冥之中低声軽喚着地的名字｡
1 3､ 地根快就到丁院旋カ､公室的｢1前, 地氾碍自己好象没有敵｢1, 就推升｢1 径宜往里
走｡
1 4､ 迭位是成恩同志的愛人秦披同志｡
1 5, 要検査, 恐′伯述 要到体イ口約暗室里去肥 !
1 6､ 但速 一 次, 他被老汲的債打功了, 激功地撞着老況的手鋭: " - ” ｡
1 7､ 本院的保健科甚重役有地的病原樽案, 也仇未有上 一 級的額専同辻地的身体情況 .
1 8, 弥逸民把博家恭粒到前辺来作7介錯, 起天輝オ知遭他原来就是陪大夫的愛人｡
1 9, 不知力什i^i, 焦副部位約手水和陳大夫的病息是蚊在 - 起｡
2 0､ 地的涛被焦成思手杖 `笥, 笥' 織地的声音打断ア｡
2 1､ 身体是革命的本態｡
2 2､ 秦披述憩友点淡泊, 焦成思晃了晃自己約手杖担任地脱:
2 3､ 起天輝奮起屯括, 他想, 只要把那位大夫拭来, 焦副部位的夫人息咳放心了肥 !
1
2 4､
2 5 ,
26 ､
2 7､
2 8 ､
2 9､
3 0､
3 1､
3 2,
3 3,
3 4､
3 5､
3 6､
3 7 ,
3 8､
3 9､
4 0､
4 1､
4 2 ､
4 3,
4 4,
4 5 ,
4 6 ､
4 7､
4 8､
4 9 ､
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当秦波扶着焦副部位粘起釆吋, 他イ口接受丁起院性的意凪 故障文好大夫来姶倣迭
十手木｡
他簡宜不 断日倍, 自己的妻子, - 十如此里親的女性, 尭在昼夜之向変碍速樺虚
弱 !
那天晩上 , 佳佳的病基本好ア, 国因的功深也作完了, 兄妹備榔捌垂去｡
偶家禿払弔如上取下地的 一 筋未完成的泊丸 在兵藤姑了軌 就歪身寄席央坐下 ｡
体的姶文忠息カ､?
陳文好打断他的酒税:
可是, 我イ｢ 阿以憩点カ､法, 把体的八小吋変成十六小机
速是魯迅先生的清, 対不対?
大夫的孫子也会生病, カ什名仇来役人失心辻!
別学尭打断他的清, pLけ 起兜 く = , ｡
我只希望俸n医院了解, 作 - 十大夫的愛人, 是多色不容易｡
他イ[1淡到粉砕 " 四人野” , 淡至脚学的春夫到来, 淡到 "臭老九” 変成了 ``努老
三
”
, 淡到中年干部的疾苦, 空気又況陶起来｡
地磁丁磁自己的丈夫泳 "別脱法些了, 有什A意思! ”
妻並芽打断他的清了 ｡
陣放爵的名句: "位卑未敢忘伐国” 呼?
我清岡: 准都税中年是骨干, 可他イ口約甘苦有堆知道?
他イ汀所以友揮骨干作用, 不収在干他爪的蛭駿, 他イロ的オ干, 述在干他肘忍受着生
括的勲駄 作出ア巨大的栖牲, 包括他イロ的愛人和孫子也忍受了痛苦, 作出了栖
牲｡.
研究社会学, 必然要研究社金的弊病 剛
老犬苓, 鎗悠手腕系上息 速是医院的規矩!
他忙忙地投了汽宰公司的号鳳 接屯清的人冷玲地脱: "現在没有事｡ ”
祈完他的活, 速位女同志根客気地答到: " ｡ ”
･ ･ ･ 一 畳小心地把宰牙到医院自勺急診邑
后来, 速 情景, 常在地的夢中素数
佳佳 - 我的女ノL - ｡
博家悉没有回答地的括, 却同到: " ｡ ”
我太白私了, 只廟自己的地券｡
我有家, 可是我的心恩不在家乳
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真的, 我只想我的病人, 我没有尽到倣妻子的責任, 也没有尽到倣母来的寮任
-
｡
用焦副部位的草送体回去肥 !
博家禿呆坐在床共, 痴痴地望者自己的妻子 ｡
我1f1党的政策店来是有成分泊, 不唯成分胤 重在表札
焦成恩把茶杯往兵上 - 放, 摘出梱食, 想起大夫剛オ的軌 又装丁迎去, 呪アロ汽
脱退: " ｡ ”
陪文好的手木刀カ大数徒焦成恩服各, 是対充戸断級御共御属地背叛!
我底意是充林, ･ ･ ･ 只要我的愛人 是 - 只小 乳 在我的嗣密的, 樹林剛故常, 嶋
PLト ｡
速是准的涛?
没有傭, 我的生活寸妨維行｡
但是, - 十眼科大夫, 不掌操各国眼科医学的新成風 忠息熊井岡自己的眼界, 鰭
合自己的愉床軽胎, 作出新約寅献呪?
陳文好, 妻波芥速北大夫, 己軽威力速WT医院眼科的骨干｡
地妃得, 地在｢1珍折士旋的台前放下了屯清, 把没有宥売約病人交待姶同,珍室的費
並芥, 就向院政カ､公室走去了｡
中年大丸 是我爪医院的骨干力量, 工作上組子重, 生括負担也最重, 身体素原
- 一
年不如 一 年, 故此以来, - 十十病倒了, 体迭位主任, 我迭十隊臣就役法力､了.
･俄 的同志噛 ! ” 秦波不大客気地泳
"我1f1#β是共戸党風 恕我意首, 班 - 十晋
普通通約大夫来拾焦部旋助手木, 逮 , 是不是有些考慮不周 - ｡
”
行ロ臥 我的大夫 !
眼科大夫的威望全在刀上 ｡
也杵只是他的 - 秤心理作風 - 神条件反射肥?
正国力速樺, 我イFl的民族オ是侍大約民族 ｡
中年, 中年, 現在仇上到下, 准不税中年是我イ[1国家的骨干? 是各条成城的支柱?
速反映了在那十社会里, 我1T1的民族未老先衰｡
達 也反映在新社会里我イ口的民族年軽了, 富有青春的活力了｡
迭是生的尽共, 迭 是死的来T 乱
要努力争取肺, 我的同志噛!
我的同志噛! 不要軽散味o
他仔細地析了地心腔和肺部的情況, 宥了心功屯描囲和病虜氾京, 嘱附値班大夫継
鎮カ病人静豚滴注板化液, - 以防止梗塞面打大和友生P
F-重的合病症｡
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敢老挽的啄Fl 可/j､多ア帝
陣文蝉的淡被蜜上ア橡虎雄帽｡
陪食婦太東的心膿停止ア挑幼帝
炉土鳩快地把針洗挑悲痛Å的静数奇
中年干部, 溌奄漫我耶約骨干力量, 我約同志磯, 寮珍幣Åオ噺!
逮 - 糞, 紡文好太夫約病簡略宥好解*
文婦, 祢小核的肺炎好了喝?
窓息健在速吋候採岡カ㌔任佳的病呪?
地妃得地走出医院的太｢1, JL乎巳薮走速了那魚水籾臥 己鮭望見ア家Fl口 母
娘科主任卦逸民蕊在勲開陳文静的病頗, "心跳梗塞'' 四千字把穂咋佳ア赤
地最終文静的愛Å停家悉令
我厳意是激流, - 只寮我約愛人, 澄 - 泉小魚, 在我約浪花中, 快藤池餅来瀞去｡
紡文欝遼頚自己約診登, 正偲声回啓署 - や年蟹病Å約岡庭, 忽然鼠身后芦宛遊子 - 滋
十洪菟的賊声: " - ｡ ”
地密着医院約白餅秘奥妹内約飽叫 ” - ¢ '手
玉/)､鰻擦干限洞走ア, 隙文賭身回到自己的診室, - 千 - 十地叫号｡
文化大草食滞些率, 鱒家悉的琴鎗登被造反的Å飢封朽ア｡
- 帝家悉被視発骨干, 聴解科研項目敏列カ重点, 又成ア忙Å 秒
93 ､ 陪太夫的生命挨速了危急的夜晩, 也述到了新約 一 乗｡
9 4､ 俸的肴法対, 是有罪物¢
9 5､ 不愚人常脱喝, 結婚盈恋愛的蚊基¢
9 6､ 只有等+L子功悌徴発ア, 勝地地方発, 駈文好オ態打牙自己的犠与己本部償来約医学
文献瀬藩命
9 7､ 市乳 砲己鮫耽渓7十年, 溌在不咳蒋占偽約吋軌 不能再吐碍漸配き
9 8､ 好象死神正客都塵爵蕩, 随緒可以締出魔jA 寄走自己約廉Å,
9 9､ 其薬, 手木室井不是死神的宮殿, 官選 - 十翰人以生的希望的地方｡
1 00､ 那十年, 健
``単機” , 顛咲子 , 自然淡不上皮揮飽的専濃 e
1 0 l､ 勝者又来ア両便客人 - 蒙亜罫和地的愛人別学発太夫肴
1 0 2､ 騒文好日了着自己約好朋友問責Ij: `` ｡ ''
1 0 3, - 廃Å務寮獣不壊, 新着郊単発拷友飽旅寓帝男弓緒｡
1 0 4､ 藤是我耶医院約支柱,. 是中準医学的新発!
1 0 5､ 我能挽遼遠副担子, 解約)L予不会餓批子, 俸的女凡不金受薮鳳
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我商不労我約医院, 我約病Å分
地妃碍, 巳軽上 ア手水台, 巳蛭姶病人的眼球后注射ア奴悌や執 事水就賓肝臓
ア, 速肘, 婁汲券却憎憎弼ア - 一 句 駄 " - さ ”
碓濃娩不禁口遭 - 十眼科大束上ア手水象 敦盛協塀奔 - 切轟念, 全稗貫注テ病Å
的限晴, 志韓 - 初, 包括自己, 也包括自己的愛人, 孫子和家庭｡
手鼻, 飽怒下薮去, 摺琴努刀努労ア病F最約球緒巌, 事務厳達市下去ア｡
脱着, 費並罫的限圏又虹ア廿
健, 僚的御念怠鍍?
法農家悉的眼晴¢
当地者到示教俸給発光界上心魂鞄描匡偶溌着有線静的 -;9R 弼
l
, オ梢梯放心 貞
不摺眼底灯, 不周桑隙境, 裁可以賓至当鰍子持艶嵐 著頚他約心象
遵飽的声音, 家茶約声音!
片身雪花打在飽郎股上, 滅罪者飽郎的義教や
他密売病虜氾東和心取囲氾嵐 又瀞ア潜心屯脇視収的発光犀, 秒
速 - 曝子把病Å和束東的日光都吸引了達意｡
不等隣文好脱党, 誰老汲才自著自己的膝豊抱泣紡汲 " - ¢ ”
練文静梁笑, 柏着意挽約勝勝濠: く妄 - 令 ”
練文穿接往還女孫子約薦麟弼: ” * 事 書 ｡ ”
后来, - 双双病人的限晴取代ア佳僅的位風 食到把所有的病人都潜完了, 陣文
鱒オ急患忙忙澄到耗)しBfT去肴
+ヒ国的冬未多息冷岬!
当柑, 我簡去繁華ア, 浮身的息蓋往共上沖｡
堵上珪砂約濃餅才走ア半解卓
絶約試鎗是失敗的, 飽約手木是成功的｡
姦速生食約愚意 - 息{ 鰻鴇凝滞着対俸郎深採納督恋寓意約¢
対, 地的好友費並芥是主功要求鎗地当助手的｡
健健的/3㌔巌袋在祝典上功了功8
- 娩不省傍白己的健康和櫓カ秒
巌兼輝挽着卦逸民約手管, 務淀紡文静的病虜, オ停佳ア涛義｡
- ?鵜滞着病Å的漁色 ･ 書 書 ¢
手鼻, 隙文静挽者妻並芥約手骨, 朝手水塞走去｡
隙文好心中感激万分, 忙速屋瀞ア大塊, 又摸摸孫子約額其, 焼也選ア些, 娘オ
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稔アロ駕狩
姿並茶杓限晴埋下, 望着地衛視c
費汲茶碗是巌労隙文静的目取 眼癖打者洩鼠 好象要把遠地望敷
地的股上逐留潜笑患 好象在渡歩中速カ自己的速や偵脱盛到観音春
先拾俸打麻萄, 速祥, 櫛的取締就役什色感党｡
熱感, 把病駁約上下限皮分溺摺計穿上, 授洋間窪在有孔r事】上 砂
速秤感情叢延着, 燃焼着, 使碍他m弼人的生酒都改変ア｡
成争年代, 塞 - - 聾卦ア革命的姓利作出了碓多栖牲や
在那漫放浪路的尽共, 病人在等着地 冶
勧乎対四周的 - 切率-写不孝都碓観察, 対自己的重病以漁法給食身野栄的最盛也
礁汲湊｡
陳文好 一 一 迫悦, - 辺己鮫頂快地把切口的禁粥景教城錯乱好了.
速新医院約手溌登姑ア整整 - 屋楼} 駕据安東.
幾多非, 旬牙利的棒人¢
永劇了, 我的寮Å!
永別了, 我的病人!
法統 姐 - 粗胎, 肴風雅老親正扶潜偽的ホ帝子走連発, 忙手卜上去叫
者: `く 帝 ”
那 - 年, 地己在人世阿鮫原アニ十人十奉天, 算不得年軽, 然而, 地的心却農年
***
別学発才自拍他的頗勝, 笑道: "現在俸是既能研究上兼的尖鳩妓凍亨 - 渡脱文比
率禽威壊不是主賓的王 手才
麹約声音完全是禽今式敷 炉士忙嵐消毒食澄把旧計食ア来｡
白色的人群軽敏飽走来意去, 他1I1的脚渉是迅速軌 又是軽盈的｡
飽ずヨ約被祷是単滞的き 偽1n的帝籍農事厚約｡
別学売約父来雀加舎太市医, 随文輝是知潰的｡
- 只見地股上畿著光} 限 暗愚笑取 組愚然被自己的旗法楽密着｡
隻数思憩往往造成失厳, 逮夜我郎党約数史上具有辻的 - 令
- 飽飢的家属歳月韓秤葡干速森戸約束Fl之外 線心吊勝地望着帯神秘柄, 似半
農根可 }縮約過労汐
陳文厚相相地約決, 又琴腰凝視者達碓小腹ル 象在憐情地欣激 - 件不小心弄杯
ア約言凍晶倣的, 不売渡憾地濠: " e ”
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只野風隔壁鼻岡里 - や激務予約声潜在藤野翼弼: £t - 頼 ”
死者約漉体 ｡
味文静的限発見停留在博家悉股上, 依然遷都坪浄漠的眼光.
法眼光食Å艶寒心軌 使Å感測地的畏魂巳姪頂磯身軌 正夜太空中避蔚母
- 果然, 他伸汗双菅, 滞JA有力地把娘抑渡自己的軒数
線的体厳太東アゆ
袖口朴潜 - 圏新布辺, 牧神的膝農奴巳軽度乱
鮮魚他約手 - 按到自己約限晴上, 那病競合好似的呑
有村他轡升病人的眼皮膝上 - - 限, 有吋他拍持病人的胸腺 ゆ
他約歩履変碍況登, 啓上去蒸漫老姦滋餅ア B
好象是巌醗溌約声音｡
飽妃碍, 淡白己 - 錆在Fl口, 速位女客約日光就殿綜者自己, ]A上潮下地打魔｡
飽約限晴窓息ア?
胤掛艮, 潜焦的眼晴 - 有鳳 我也成単十眼科大束ア｡
地蚤天教則人治病, 微少研究自己的健康尊
勉兼輝弼手癖在自大静的衣兜里, - 迫同砂逸民淡嵐 - 迫向病虜走去｡
激発輝擾ア摩飽約手徽 ” - ｡ ''
速選対自己約旨邑酵不免寮藤吉
他自己的限晴也不符丁 甘
絶好象被解除ア武装タ 慈覚飽約日光在麹股上丸久地停葦凱 蒋塊不能
”坑混”
ア｡
日敷 地約生命叡尊並己象耗尽ア最后 - # 油的灯鼠 見剃下微弱的光和熟ア 中
藤疲演懐紙上僚約駁療, 明菜俸逐寮鎗Å家治限鰐令
長岡, - 根計最小, 但在病人的孔厳上 - 乳荷札 不必寮約束故事凍紺敵 将会
鎗病Å増加多少不必要約痛苦蔓
焦威思的胸部巳鮭在不停地起伏丁｡
飽扱者別学売約袖口策遭:
毛有
-
令
”
樽家露文打起将神, 柏馨別学売約頗藤汲 ` ` 昏 ”
溺単発也袖着樽家悉約手数 `甥と雀出了 - 敢 < S市境猟” , 登符鱒r督, 健可以
礁 - 浅8 ”
別学発按住博家禿的根賭博, 俵共更満了 ｡
的碗, 隙文静的漁色十分確者¢
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飽約榛Fl貴大｡
傭憩, 我的肉, 櫛的刀, 速 一 刀子下息 是好鼻声堆知道噺!
脱是悦, 老汲的壌｢1井不兄小多少 母
准禽工作完単, 階文好用汗腺蕃揮升病人的限軌 同村税退: ` ` 母 ”
樽家悉咋慌ア, 接着地的指尖, 忙弼: " - り ”
可是地域了JL次, 患斬不風自己約韓者｡
- 双手相打着自己約膝孟 - ｡
敢老況也同声軸了起釆, 摸索者投催卦逸民的袖口悦道: `` ｡ ”
卦逸民用昇 一 /q手相着服大執狗絡減税: " ｡ ”
- 只見博家恭歪身暮夜床巣, 撰者自己的額淡友呆｡
如果当村就慎重考慮 - - 下, 我官1尭有没有培婚約奴九 我飢的薦磨鮭不離教組起
貌威 - 十家庭的重担, 也 拝読不会背適法況霊的十字架, 雀生活約波路上蓋得法
名親疎｡
柿文好心駿地抑到他身穿, 読者他的前額悦: ``･ ･･ ｡ ”
樽家恭取下地約手, 温柔地線審自己手中悦: " - I . ”
陪文好馴艮晴商不升邦印看破痕的前額, 声音軌斗着e
隣文好俸在愛人的胸蘭睦着ア呑
博家悉斜碗在席迫, 一 手捲着自己約束, 望着地悦:
"
-
｡
''
那未初次兄両村秦波的眼光好象両立玲新 一 禅室今逐掃在池背上 .
可是, 娘不能遼, 焦副部旋也是病人, 他的限晴木前座咳検査 o
看来, 他不大会保界身体, 当然也就不会知道,/Le拝受折自己的妻子｡
那是 - 十春夫的早慶｡
鄭年的冬天対地又是多ゑ温暖!
樽家悉屈唐子床迫的 一 畳舞子上 , 級 - 十蒙着白布約大帝舞上取下 一 本本参考翁
輪在床上, 研究飽約金属断裂尊厳 ｡
断郊婁並芥的城声, 卦主任特辻高大的, 有些寵背約身躯, 術祝着面色奄白的陪
文好大夫, 只見地双目祭礼 鼻息微執 干裂的贋功了 - 下, 軌上ア, 又幼子 -
下 ｡
貴史券的出国申涛被拙准ア, 他甘1 - ･ 家裁 宴去如食太, 法具費鹿券銀白己 - 起倣
最后的 一 次事務アや
陣大夫患然只是 一 千普通約大夫, 却是我郁限科約 - 絶好刀｡
我己姪速了大半翠子, 逐能括凡年, カ什ゑ要把骨友釣逆界国他鼻的土壌?
2 1 5,
2 1 6,
2 1 7､
,
2 1 8､
2 1 9,
2 20 ､
2 2 1,
2 2 2､
2 2 3 ,
2 2 4､
2 2 5､
2 26 ､
2 2 7､
2 2 8､
2 2 9､
2 3 0,
2 3 1,
2 3 2､
2 3 3,
2 3 4､
2 3 5､
2 3 6,
2 3 7,
2 3 8､
2 3 9､
起院旋息保持者学者的夙度, 挺宜的骨背, 和濁的面容, 金坐眼鏡后画 一 双食集
約限晒, 共炭税理得根整斉｡
速十罪名達同法十手木, 地都没有往心恩恵 也都遂漸鼠地的於駐中晩退了｡
練文好坐姦手凍台的床其, - - 功不 功｡
麹党得自己也頚7疲労約頂点, 也在断裂ア｡
只賓榛東正岡家庭潮清界隈, 幕技鋭執, 対人民降出煎献, 発的大n 選対俸升者
約｡
突然, 他象触了点似臥 猛然朝陪文婚約病虜塊去｡
- 然而, 低年大夫要倣淡高年大夫; 佳院医要断主治医的; 教授､ 副救援的意見
則是不磨要坪数晩 如此等象
楽界俸把我的眼酵治好了, 飽郎連合把我登時約｡
両且, 述 部是我郁医院約骨干, 漁舟上食得起釆約轡!
柿文好把深手挙碍高商約, 伯病人約手磁青白己鮭辻消寿約手, 連発答i乱 只祈
焦成恩又那息激功地叫道: " ･ - ら ”
地的小股蛋)L焼待遇払 小畷贋)L艶軌 /J､鼻子吃カ地廟跡凱 限賦却拘得厳禁
臥
我覚得速句榛東磯切ア 卜 簡玄是我此吋此素!l心情的写嵐 簡宜是発我等約!
家悉的心底鼻炎熟軌 砲哲拾辻絶多少温暖弼!
秦披的目発長戸rw的｡
宜到現在, 地約手和暦都農麻, 火線鱗的 ｡
到那+LPrr那JL的, 人ア医院, 就碍守医院約規矩.
焦副部塩的白内障播除; 王小襲的斜視鰯正; 光恵汲的角膜移槙B
孫子的巽声, 噂笑斡 妙弼声, 破稀7速力､屋的苧観
梅打登着樽家悉, 一 眼就有頭飽的禿頂和額前約教執 心巌有点奇怪, 速十両日
清秀的中年入念ゑ己象牙始禿頂?
根据昨天晩上階文禅的建淡, 博家燕今天 - 早就把被裾打成包, 掴在草后坐上
野到研究所, 准各升始新約生括｡
- 他生竜也不覚碍身体的弊風
娘的呼吸又慢慢供夏了正常｡
頚7 下年下密封, 飽的鉄心功播7｡
陪文静的畷膚又徽微功ア - 下 ｡
不 , 称的工倖就長 一 首愚弟的昏 .
2 4 0､ 速只能悦是食通的安臥 准能想到在地生括的路上会跳出 - 十博家悉来?
2 4 1､ 只見隙文好的眼光又象先常 - 祥停雀 - 十地九 果菜地停著, 似乎投有新風他的
発声, 没有新風他的叫声, 対発途的 - 切 寮湊不美心ア｡
二 ､ 一 連用 - を (5 6文)
2 4 2 ､ - 想到昨夜 一 別, 也梯金成カ我イ口最后的 一 風 我的心就農料n
2 4 3､ 沸屋的入部朝脱括的方向特速決去¢
2 4 4 ､ 地把浮身的カ駕都凝衆到丁字持上, 乱丁JL下, 透過孔不逆去｡
2 45 , 甚豊子埠浮身的碑カ也好倣患婁四メ乳
2 4 6､ 毎壊 - 靴 娘勧乎解把自己浮身約カ慶凍栄養手指染上, 把自己沸腔約熟慮漁連
那比巣笈壁+L 述妻那将育幾, 通達郡比葬花餅)L述許バ､釣鐘計, 一 点 一 滴注入到病
人的眼中 ｡
2 4 7､ 陣文好占据ア唯 - ･ 的 1Y=三履風 情助干外文伺丸 岡旗国外眼科医単文軌 食
費地在自己的本子上記
-
F有用自勺資料8
2 4 8, 内十人把自己平日的被韓集中到 一 浪, 就労始ア新約生活¢
2 4 9, 卦主任照倒肖了 - 般学盤上的同慶｡
2 5 0､ 或坪, 一 生約堵渓就在干結婚｡
2 5 1､ 陣文藤肴着手上的橘子悦: ” - ｡
”
2 5 2､ 白内障就是眼晴盟約晶体変碍滞独了｡
2 5 3､ 当年, 焦成恩机美里的造反派到医院来拾陳文好刷大字軌 也哲鮭塞功 一 村中
2 5 4､ 病顔中約束吊灯娩究ア, 只有堵上的壁灯放出蕊幽幽的暗光｡
2 5 5, 俸宥, 共演禿了, 巣友白7, 額巣的婆紋多深了軌 我自己都簾摸出来｡
2 5 6､ 不是挽限珠, 是換限凍上迫的 - 産廃.
2 5 7､ 博家禿述棲哀求, 那通約屯楢己姪技上丁｡
2 5 8､ 仇托政教上的 - 十小林里取出珍寮的角膜材料, 光雄在妙布的眼珠模型上 ｡
2 5 9､ 夏天的晩上 , 郊居1r]在院予選爽涼｡
2 6 0､ 内科大夫官ヒ扱ア昨晩的陰博和掩激情況 ｡
2 6 1､ 他生下乗, 升鰭7事務簡約准各工作｡
2 6 2､ 然而, 我国在速 一 重要領域的研究｡
2 6 3､ 馳来朝人間オ六十年兵, 絶対生活的希望, 不辻是孔上丙十小鮮+L.
2 6 4, 敢老汲似乎オ把心放下, 又叫辻弥子丸 摸着他膝牌上的布弔包, 対称逸民
塊: " a ”
1()
2 6 5､
2 6 6､
2 67 ､
2 6 8 ､
2 6 9､
2 7 0､
2 7 1 ､
2 7 2､
2 7 3,
2 7 4､
2 7 5､
2 7 6 ､
2 7 7,
2 7 8,
2 7 9､
2 8 0､
2 8 1､
2 82 ､
2 8 3,
2 8 4､
2 8 5,
2 8 6､
2 8 7､
2 8 8 ､
2 8 9､
圏外約束空投出青色, 天終干売了｡
剛オ弥主任丸 功他到病度外辺的放椅上去敏 一 会)L, 他オ勉強商況
都ゑ来軌 都･/ii温 風 却又鄭ゑ遥巌 好似嵐九真之外的男 一 千世界親 風
陳文好晴着冷淡観 望着暫台上約射萄鍬
``
一 点五分, 一 点十分, 一 点十五
分 ｡ ''
折士把手木床穿的托盈発揮辻釆｡
鎗国国挑 一 双肥, 他脚上的牲単巳破了｡
我食不碍迭盟約 一 切, 食不得!
良風他斜俺在沙衆寡背上 発意地摸菜箸身辺約手伎, 心平駕軌 挙止安既
着風 速佳苗弓部渡来人対遠望的艶科根作ア - 番関釜｡
陪文好肴了 - 下璃上的軽軌 本来四十分可以売約手本用了
- や紳薮 ｡
他国カ突然的眼病来任院了, 恰巧農地免寮約病^.
地脱下身上的速 一 件手水袖, 摘下線皮手套, 又伸轡奄上月 一 件剛仇包里取出的
消寿褐 ｡
医院約手凍寒中年大夫; 重点科研項目圧在中年科妓人員身上; 工｢ 的各沖波括
最中年工人演者; 学校約重点深襲也要中年教博捜当 ｡
当絶韓身等炉土鈴娘東上后面的腰帯吋, 蒙亜芽同避:
``
- ? ''
此吋此刻, 好象也只有違和迂去的笑砺オ簡沖挽簡敵
将家茶城着, 他約手料嵐 常並盟約水沫滞到了那嘗 一 般惨白的股上, 地似乎又
微徴功了 - 下8
陣文好示意炉士把孫子約手腕用床肉迫的輝子素上
頚了辻熟期, 晶体溶カ､, 晶捧内部的皮虞溶倣, 患初野絵敵 手凍栽比賛解凍
了, 田舟速軒候最終碓容易脱位｡
迂去的不幸也杯念喝?
カ了我イr1二 十多年的友う胤 也カ了未来的眼科青嵐
不軌紫晩上的対敵 什名目寸候能等充?
俸不知遭, 明夫的丙十手未挺有意思｡
明夫早上的丙十手木, 有些不放心 , 我碍去肴乳
王小湊, 等阿鱗鎗俸餅正連発, 綴滞通約取締 - 梓,
在速杵約会上, 通常都是掛主任和主拍大夫1n友吉,
俸看 , 多好 !
住院医只周心地在 一 迫軒
着, 健也不敬鋭什息, 伯悦堵了在速些眼科枚威イr1面前出帝蕗乱 日后成力全科
的笑料｡
ll
2 9 0,
2 9 1､
2 9 2､
2 9 3､
別学発拳起酒杯, 望着杯中的酒, 感慨万端地悦: " ｡ ”
妻並券起忙週辻床共根上的小壌壷 ｡
速疲労仇共到脚震幼者地, 眼前的路変碍模糊了i 小胡同忽然変故了, 家r1口忽
然変通了, 他覚得永逸也走不到了 .
当陪文婦再次版下身上的旋袖, 伸出手簡去奪男 一 件新柏的 一 別那, 地忽然感到
眼前腎起 - 排金屋 .
2 9 4､ 他心里櫨的是庄咳改逆医学院約数学工作, 便学生仇 一 升始新村眼科有 - 一 十正鯛
的宥法 ｡
2 95 ､ 秋夙吹功著衛外的梧桐樹叶, 沙沙的哨｡
2 9 6､ 地イ｢1是十八年 一 貫的住院大夫｡
2 9 7 , 快楽素養的五食事, 庄jiTG-古老, 清幽[U
L
風 地利他備身在況白玉的草台桂杵奔 ｡
三 ､ で ある - が (4 7文)
2 9 8､ 速吋, 他己経書韓院一 郎勺身仇 述人大夫的脚色｡
2 9 9､ 家禿的眼底滑徹明亮, 就象天上金色的太附｡
3 0 0, 他的政治熱情碓高, 五十年代中期就被視力又虹又寺的典乳 人了党, 后来又被
任命カ院旋｡
3 01 ､ 仇那吋起, 卦主任就対陣文樽下了速禅的断う乱
3 0 2 ､ 人工呼吸器也単在病人股上 炭出 くく暗畦暗畦” 的声n臥
3 0 3､ 那 一 年, 地速是 - 十五歩的小姑娘 ｡
3 0 4､ 対肥, 四, 五十歩的人, 知i,E!比較多了, 軽駿比牧多了 ｡
3 0 5､ 速病人身穿育布祷軌 共鐘白色毛巾, 屑寛腰囲, 五十多歩的祥子 ｡
3 0 6, 最初, 速十 二 十四歩的医学院草地生井没有給他留下根深的印象｡
3 0 7, - 十十六 , 七 的姑娘, 猛地仇庚申迫了出丸
3 0 8, 弛老汲被税服了, 陪文蝉把他送到達廊外, 特身回来吋, 被 - 十十 - , 二歩的漂
案小女孫担任了｡
3 0 9, 壁上那讃濃色的孤灯, 依稀地照着吊瓶中的溶液在売声地清音 ｡
3 1 0, 速吋, - 柄淡色的 " 一 三 0 ” 小干草升7 近来o
3 1 1, 阿, 是在 一 片銀白色的天地中｡
3 1 2､ 接着露出折士白色的身影, 地軽軽地推音速括功床｡
3 1 3､
``手木室” 三 十大虹字漆在乳白色的破璃｢1 上｡
3 14 , 今天, 再用同伴的涛句喚起地愚夫好的回 ノ伍, 喚起地対生的欲望和男汽肥 !
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3 15 ､
.3 16 ,
3 1 7､
3 1 8 ､
3 1 9,
3 2 0 ,
3 2 1､
3 2 2､
3 2 3､
3 2 4,
3 2 5 ､
3 2 6､
3 2 7 ､
3 2 8､
3 2 9,
3 3 0､
3 3 1■､
3 3 2,
3 3 3､
3 3 4 ､
3 3 5､
3 3 6､
3 3 7,
3 3 8,
3 3 9､
3 4 0､
3 4 1,
3 42 ,
別学尭晃功着手内単杯殿虹的葡萄酒, 又悦: " ｡ ”
如果没有四周黒色的銭錆, 俸簡宜仇不.rir[?m 是剛剛オ換上去的 ｡
地妃得, 地是換了衣服的, 是那件次色的布上衣 .
其宴不然, 迭 一 代的中年人又是不幸的o
他現在的任各是摘点学水研究, 帝好速 - 批中背年大夫, 述有数学的任各o
焦副部旋, 如果俸没有什色別的情況, 我什1后東新把手木倣了肥 !
医院与別的単位不同, 一 級 一 級 , 等級森f'JZ.
他整十的胎都被蒙上了, 只仇那微税形的小孔内露出 一 月需要助手木的限I軌
可是, 曝大塊墜持又各守馴亡, 仇不接受任何形式的拒酬 - .
又辻了好久, オ宥兄｢1被推升, 焦副部位披着艦余子的毛巾瞭衣, 由保健折土樽
著述来 ｡
那旋方形的盈内有勢子, 鐘計, 有牙接, 固定倭, 時計塔 , 蚊式止血紺, 球后計
共, 晶体勺等等小巧玲球約手木器械｡
並券早就悦要拾僻摘縛 " 令弟子 ” 的帽子 ｡
最后 一 針錬好了, 最后的 - 十錯乱上了｡
損失了十年的肘同, 一 夜也朴不同卿阿!
陣大夫, 我就楓服速梓的医生, 真長治病救人即!
辻去, 也曽有辻速梓約数 也是速梓孤独, 速梓悲涼 - ｡
迭 樺的人太多了, 又不是我 - 千.
速禅的手木地倣辻上官次了, 不全那ゑ紫弛｡
速 祥的手水, 陳大夫不知倣辻多少次了｡
別 学尭仇捉包盟舎出 一 旬 - 包的画業, 最后舎出 一 瓶葡萄酒釆, 共致勃勃地
悦: " ｡ ”
在地十凡年的医生生涯中, 地曽力多少都政, 市況 , 主任治辻限晴｡
我肴扱上常登遠方面的消息, 有的述成立手水小組, 先付治方案味!
不金的, 秦波同志, 我爪医院根少有送樺的事故 ｡
別的大夫也 - 樺倣的｡
地倣辻上官例法科手木, 迂根少有人向地捉迂遠禅的同塵, 只好答到: ``也没有
什A 特別要注意的. ”
在遠方廠倶寂的黒夜里, 似乎只有官是唯 一 的倍息, 告訴人イr1: 隙大夫述晴着.
迭是 一 歩 - 坑的沙邦, 速是挙歩碓行的泥滞, 速是充辺充沿的荒原｡
接着是 - 十男子喝唱的興声｡
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3 43 ､
3 4 4､
四 , を - が
3 4 5､
3 4 6､
3 47 ､
3 4 8､
3 4 9､
3 5 0､
3 5 1､
3 52 ､
3 5 3､
3 54 ､
3 55 ､
3 5 6､
3 5 7､
3 5 8､
3 5 9､
3 6 0､
3 6 1､
3 6 2,
3 6 3､
3 6 4､
当吋, 地身穿白色的手水柏, 脚穿緑色的泡沫塑料抱牲, 共戴濃色的布l胤 股上
蒙着 - 十大口単, 只有丙十限晴和 一 双戴橡皮手套約手露在外面｡
他在屋里粒起 一 決緑色的塑料布, 把三 尾泉郷到布幌后軌 希望能在速瓶瓶碓
碓､ 失笑畔将的世界軌 力妻子男蹄 一 決安定的緑洲, 使地能象以前 - 梓夜夜
攻壊｡
(4 0文)
永別了, ｢1診的病人!住院的病人!
他以丸 要把速所医院的眼科カ､成全国最好的眼科, 必須仇挑速最有前途的住院
医升始｡
他面前約速丙位骨干, 丙名有造就的眼科医生, - 十己蛭倒下去了, 能不能再姑
起来, 尚不可知, - 十即将商去, 能不能再回釆, 亦不可料 ｡
｢1珍的病人走了｡
但是陪文好 一 望而知, 速長 一 位眼科的病人｡
速肘, 弥逸民忙r^1 升床共的倍量, 博家茂辻来, 傭身在隙文好的枕辺, 祭服地打
者法服曽蛭多色熟悉, 現在又変得那息隔生的白紙 - 樺的胎 ｡
走廊両辺分別是外科, 如札 耳鼻喉科, 眼科的手水鼠
速吋隙文好不収是 一 位手水医生, 而且是 一 名幼)L国的阿嬢, 甚至是 - 十溺愛孫
子的娘灼｡
手木室的大夫和折士都笑了｡
他意明到眼前的 一 切其真実英, 迭碗英不是夢｡
如今, 眉上的重担卸下釆了, 秤稗的操労免去了, 似乎有足静的吋同去専攻辻去
的足速, 去探求未来的路o
息机的屯活局部明出了他的声音, 不耐煩地阿: "体到底要耶ノL? ”
一 斉的折士聴音不放心, 奮起栓在手木床葬的碍子悦到: " ｡ ”
小鼻里得到片刻的安苧｡
眼科的病人,/Le ゑ到赴乱寄附!
値班室的大夫和折士イF1沌来7.
托ノL所的阿煉在屯清里脱: " ｡ ”
托ノL所的阿墳抱怨悦: " ｡ ”
ノL科的大夫同情地脱: " 令 ”
他変成了 "八 九二 三 部臥” 的成員｡
1 4
3 65 ､
3 6 6､
3 6 7､
3 6 8､
3 6 9､
3 7 0 ､
3 7 1､
3 72 ､
3 7 3 ､
3 7 4､
37 5 ､
3 76 ,
3 7 7 ､
37 8 ､
院盟約隣大塊淡: ".- - 対市来子, 忠公辻日子噺!
”
弥逸民客気地反駁象 限晴着着地軌 不肴身辺的人｡
速 里的人没有美与丑之分, 甚至也肴不出男利女之真批
好不容易オ被弼穿的人達住｡
雪中的北海, 好象是専弟地面安排や
四室三床的病人, 涛称主任再者宥片子 ｡
速也不桑田同約小道 ｡
弛岡不明白, 全勤不全軌 身体好不軌 邦画前約迭位夫人有什久美東児?
手水室的折士別対陣文好大夫七分儀汲, 三 分畏倶｡
寮在役カ､法, 娘只好矧窺里的隆夫鵜野忙*
健乳 就養鰻把現廉全切升肘, 有孔巾下的焦威厳忽然身子 - ーう軌
娘役有耐周, 盛期 - 単上医院的病.Å也最多, 郡惰
一 分締約村岡, 対池来税都農
宝寮的｡
我イ口速里南方口音的女同志根多, 陳大夫就農南方人｡
十年前的焦威儀身披 - 件碇棉妖, 股色憾俄 精神不振, 孤身 - 人釆挫骨週｢1
珍｡
3 7 9, 可是, 堵刻風, 送辞男β禅的球乾布消失ア b
3 80 , 笑胎, 一 斑敢的笑股, 絶命肴不見, 絶只者風飽 ｡
3 8 1､ 撤縛了送丙根桂子, 触感葡整十限科就如同郡秋夙中約梧桐, 正在 一 天天地衰落
下去｡
3 8 2､ 那小刷子好象最新換上 軌 - 根根的寮毛尖尖軌 刺得手指尖好痔桐!
3 8 3､ 穿迫的妻亜券拍起限軌 感劫地番了 一 眼自己的老同学, 没有塩鼠 把 - 畳厚厚
的枚方形妙布豊在病人的限上 ｡
3 8 4, 後目逸昧, 人逮瀞売, 只有死 一 般的況寂.
五 ､ が - 述語 (1 5文)
3 8 5､ 速是酒精的刺激喝?
3 8 6､ 不能塊孫子的降鳴没有給速iyJ､家庭呼来波風 但鼠 飽食1也幣束ア混乱和束
壌や
3 8 7, 内科病虜的太夫都被吸引7出泉 在砲身后碍7 - 圏, 情絹地溌腐蝕的砺床診
断｡
3 8 8, 他也根明白, 速十住院医敬子対主治医的珍断怖疑, 不収要有村病人的高度寅任
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心 , 述需要有扱大約男気¢
3 8 9, 放列単発的速過蚊冶乳 陣文蝉又感靴 他之所以]巨輩出去不可, 可態不全是カ
ア地女jL, 也 カア他自己 o
3 9 0, 一 風手本室巌太夫和伊士的打数 王オ､襲更紫斑ア, 心銑碍麟磯的, 麹凍救擬洩
朝陪文好磯着, 怒浄腕伊士約手｡
3 9 1 ､ 別送JA 硯, 速些年俸的遭遇, 我阿部知道軌
3 9 2､ 一 陣腰部的酸痛突射句地溝釆, 地反逆 - 只事按住腰｡
3 9 3､ 速就農俸的苛求了!
3 9 4､ 更何況,.心凱梗塞的及病常常来待根葉然, 不
-
一 定有什ゑ礎盤因数
3 9 5 ､ 多少次, 麹解是用法稗毅意約斯声, 企医憾他 - 稗錯覚和安臥 要地不必願意娘
帝不能在灯光下人睡, 而専心子自己約著侃
3 9 6､ 手長, 出乎所有人的御礼 在四年住院医的独身生括緒栄ぇ嵐 柿文好最発挙行
了婚礼.
3 9 7､ 如果脱着並芽以地的聴慧､ 熱風 棉干被卦逸民挑上; 那息, 陣文蝉就農以地的
朴寮､ 深況､ 敏税南敏速中 ¢
3 9 8､ 現在, 我慮蒋研 一 声他的序数
3 9 9､ 絶用事静止住了将家悉約慌乳 尽力鋭了三千字:
毛く上医院!･ ”
六 ､ が - で ある (5文)
4 0 0､ 小陪大夫把自己全身的精力投入了工作, 親戯曲故地在医学的大山上登執
4 0 1､ 近年艶 地越来越感到家多発功約数捜況重呑
4 02 ､ 労医貯蕃城的不倉敷 昧文鱒和束犬釘不知緩速多少改憲鼠
4 0 3, 速祥, 家各労功的重捜又有雅夫 一 部分圧到練文好廃土
4 0 4､ 現在, 速批中年入寮腐負起 個 催
' 的重任, 不能不感葡カ不鉄心 智jj, 棉
九 体力都銀不上 , 違和超負荷逼韓, 又遵法 - - 代中年的悲B
-Tj.
七 , が - 連用 - 述哲 (4文)
4 0 5, 希望俸不要草魚領母上対鰍ヨ勺期監 要向上次拾焦副部旋倣手本的那位太夫学
考.
4 0 6､ 飽耳迫只新風病人在絶望中的呼賊: くく陪大夫!陣大夫!
''
4 0 7､ 秦波対地的挑別和軽胤 換了別人, 十有^ 九会当面頂撞, 即便不脱出口, 也会
怒行干色, 或者辻后憤慨不平, 秋秋子怖 ｡
16
4 0 8､ 博家悉不知咳悦些什名, 倣些什息, オ駈喚回地対生的熱望 ｡
A , 連用 - 述綾 (3文)
4 0 9, 不 , 雀十JL年約共同生活中, 街手塩是第 - 一 次速祥地守在娩身穿, 速梓偽者着
地 ｡
4 10 ､ 佳佳的面容模糊ア, 沙唖的呼滅変成了可怜的抑噂｡
4 1 1､ 逆襲射吋静馳 四肢休息ア, 心 也静下釆了｡
九 ､ 連用 - が (2文)
4 1 2, 汽草臥約 - 十同志回答穂:
”
｡
”
4 i 3, 防文好嫡在病床上, 只発布限前有丙点濃i馴ij蒐, 吋而象夏夜約発火虫在
一
晩妖,
吋而象荒原的憐火在r)q晩 待到定個看帆 又変成了察波那丙追吟玲的目弧
ド, 杏 - 述静 (2文)
4 1 4, 砂象 我着畿潰俸和文部的同志商慶 一 . 下, 姦眼科輯十中年大衆的関釜, 他イ朋勺
工作幣乳 吸入情況, 生汚将～私 達有住康博況, 塙十材料拾我!
4 1 5､ 我約同志噂, 粉砕 個 人野 以后, 知況分子約地位大太線高了, 終着困確約寒
風 生清泉件､ 学5J条件都会改善的軌
十 - ､ が … を - 述諺 (2文)
4 1 6､ 爆雷当部民約白内障擦除; 王/j､擾的斜視矯正; 弛老況的角膜移軌
4 1 7､ 安登茶杓出国申漕敏光准ア, 飽飢 一 家来賓去知食丸 速是妻渡番線自己 - 起倣
最后的 一 次手本T｡
十二 ､ が 一 連用 - を (1文)
4 1 8､ 地来到人同オ六十年共, 地対生括的希望, 不辻是孔上丙十小解+LB
十三 ､ が 一 連用 (1文)
4 1 9､ 舎不得我飢約手木登, 舎不帝Fl診室里我節 - 蘇/j､か杓轟子 ｡
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